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Lま じ ～送)eこ

本報告書 は、わが国における情報処理教育の一層 の充実 に向けて、中央情報教

育研究所が昭和63年 度事業 として実施 した先進的情報処理教育 システム等 に関す

る実態調査結果を とりまとめた もので ある。

本年度の調査 は、昨年度 の米国に引き続 き、1989年1月 に実施 した ものであ り、

欧州4カ 国の情報処理教育関連機関を対象 として、教育 の内容 、方法等 の実施状

況 さらに当該国における情報処理教育を取 り巻 く施策につ いて最新動向を把握 し

た。なお、本年度では、情報処理教育の基盤 となる技術研究動 向 も含め調査を実

施 した。

短期間の訪問による調査のため必ず しも十分 な成果 とは言え ないが、資料編 の

データを含め多 くの関係方面の方 々の参考 となれば幸 いである。

なお、本調査 の実施 に際 して、ご協力を頂いた筑波大学の宇都宮公訓先生 をは

じめ訪問先等諸機関の関係各位 に対 しここに深 く謝意を表す る次第で ある。

平成元年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

中央情報教育研究所
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■ 総 論

1.言 周 査 概 要

1.1調 査の目的

わが国における情報処理教育の拡充に向けて、欧州諸国に調査団を派遣し、欧

州における大学、企業及び教育機関の高度情報処理技術者養成のための教育シス

テムとして最新カリキュラム、先進的な教育方法ならびに公的情報処理教育機関

における運営形態等について調査を行い、今後のあるべき情報処理教育の検討に

資する。

1.2調 査時期 と対象

具体的な調査 日程 、訪問機 関お よび面会者は次の とお りである。

面 会 者
所 在 地訪 問 月 日 訪 問 機 関

役 職

1月9日 RlckFkrth

TheNatlonalComPutln9
(月) NCCTHENATIONALCENTRE

FORINFORMATIONTECHNOLOGY GroupManager. CentreLlmltedOxfordRoad

(英 国 国 立 計 算 セ ン タ ー) Educatlon ManchesterMl7ED

andtra口lng UmtedKlngdom

L.GTurner

Manager

lnternatlonal

DtVISIon

1月ll日 NUITTheNorwegaln StelnBendlxen Sognsvn,72,Box70Tasen・

N-08010slo8
(水) NatlonlCommltteefor

}nformatlonTechnology Consultant

(ノ ル ウ ェ ー 情 報 技 術 AdVlser

委 員 会)
JENSERIK

FENSTAD

(INSTITUTEOF

MATHEMATICS

UNIVERSITYOF

OSLO)

PROFESSOROF

MATH.LOGIC

ArneMOl

(ROYALMiNIST一

RTOFCULTURAL

ANDSCIENTIFIC

AFFAIRS)

(SCIenceof

educatlo田
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面 会 者
訪 問 月 日 訪 問 機 関

役 職

所 在 地

1月ll日 STEINKROGDAHL P.0.BOX1053-BLINDERN

(水) lNSTITUTEOF|NFORMAT|CS FENSTAD 03160SLO3

AssociateProf. 1

L 」

UNIVERSITYOFOSLO ComputerScien
.

(オ ス ロ 大 学) ce

層 Elisabeth
層

.

Hurlen

Admin.Leader

NorwegainComuptingcenter DagBelsnes P.0.Boxll4Blindern、

(ノ ル ウ ェ ー 計 算 セ ン タ ー) N-03140slo3,Norway
.

Professor

': Univ.ofOs,lo
.

.

1月12日 Norwegian hgeNesbo P.0.Box6701.OlavsPlass

(木) Telecomm・unications

Administration

N-01300slo1

(ノ ルウ・一 電 気 通 信 管 理 局) SeniorEngineer Office:Universitetsgt.2

Cables

.
. .

1月13日 Dr.-lng Riemenschneiderstr.11 〉

'(金) GESELLSCHAFTFUR

MATHEMATIKUND

DIETERMoNCH
,

D-5300Bonn2

DATENVERARBEITUNGMBH lnernationales

(ド イ ツ 国 立 情 報 処 理 BuroBonn
「

研 究 所)
DR.EKKEHARD

- ALTMANN(Dipl,

Math.)
1

lnstiutefむr
'

F

魑 ・.r Techno.logie'
工

.

.

Transfar'

Arbeitsbereich
F

Wissenstrasfer
・

"

, DR.DIETHER .

「

CREAMER
「

㎡

lnstrtutf逓r

Techn'.ologie一

transfar
,

1月16日 Fraunhofer-lnstitutrUr Prof.`Dr.rer. Sebastian-kneipp-Strabe

(月) |nformations-und nat. 12-14D-7500Karlsruhel

DatenverarbeitungllTB HartWingSteus

(フ ラ ウ ソ ホ ー フ ァ 協 会) Loff
,

|rlstitutsleite
.

.

r
$

: Headoflnsitu
'

.

.

te F

`
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面 会 者

所 在 地訪 問 月 日 訪 問 機 関
役 職

1月19日 JuanPedrO PdelaCastellana

(木) IBM Seci川aMartin 4～28046Madrld

InternatiOnalbuSineSS ez

Machines,S.A.E.

(IBMマ ド リ ッ ド サ イ エ ン Inge田erode

テ ィ フ ィ ッ ク セ ン タ ー) Telecomunicati

on

PilarRodrlgue

sMarin

Llcenciadaen

ClenciasFisic

as

AntomO

Tantlsteban

Yarela

DirectorDpto .

SlstemasExpe

tOS

1.3調 査員

宇都宮

佐藤

伊藤

公訓(筑 波大学 電子情報工学系)

文博(中 央情報教育研究所 調査企画部)

寿一("教 務部)
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2.欧 州 に お け る 情 報 処 理 教 育 等 の 現 状

1.訪 問先機関と調査内容

今回実施した調査における訪問先機関での主たる事業内容は下表のとおりであ

る。

訪 問 先 機 関
内 容(分 野)

教 育 情報処理技術 研究開発 情報通信

1.英国国立計算セ ンター

NCC

○ ○

2.ノ ル ウェー情報技術委員会

NUIT

○ ○

3.オ ス ロ大 学

TheUniversityofOslo

○ ○

4.ノ ル ウ ェー計 算 セ ン ター

NorwegianComputingCenter

○ ○

5.ノ ルウ ェー電気通信管理 局

NTA

○ ○

6.ドイツ国立情報処理研究所

GMD

○ ○ ○

7.フ ラウ ソホーフ ァ協会

FHG(西 独)

○ ○

8.IBMマ ドリ ッ ド ・サ イ エ ン

テ ィ フ ィ ッ ク ・セ ンタ ー

○ ○

2.各 訪問先での活動の特徴

訪問先の各期間の活動状況 として特徴的と思われる事項の概略を以下に示 し

た。

(1Pt国 国立計算センター(NCC)

政府の協力な支援をもとに情報処理関連事業を総合的に推進 している。情報
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処理教育は全体的な事業を背景として、これ らとの整合をとりっっ実施 して

いる。コースの開発 ・運営と教材の開発 ・普及を教育事業の柱としているが、

認定制度や出版事業と有機的な関係を もっ。また、専任講師を40名かかえて

いるほか、国際的な対応等大規模な活動を実施 している。 しかし、 コースは

不足 している状況にあり、一方では収支上の努力 も必要とされている。

(2)ノルウェー情報技術委員会(NUIT)

ノルウェーの地理的特殊性か ら要求されている産業振興のうち、情報技術の

振興は最重要課題 となっており、当委員会は大学教授等をメンバーとして長

期的な観点から有効な計画を立案、評価 している。

これ らの計画の基本的考え方は、産業界と大学等の連携にある。

(3)オスロ大学(TheUniversityofOlso)

数学/自 然科学部ではノルウェーにおける数学/自 然科学分野の基礎研究の

中心的存在となっており、また、ノルウェーの研究機関や産業界の有力機関

がオスロ地域に集中しているため、これ らの間での協同研究を行 う絶好の条

件がそろっている。当大学はこれらの協同研究で リーダシップをとっている。

大学のカリキュラムの構成は総合的かっ柔軟な点で特徴があるといえる。

(4)ノルウェー計算センター(NorwegianComputingCenter)

ノルウェー情報技術委員会(NUIT)の 親機関である産業科学研究評議会(NT

NF)か らの補助金等でプロジェク トを推進 している公的研究機関であ り、オ

スロ大学等の連携により活動 している。 ここでは、情報技術の研究者および

技術者の育成 も重要な使命となっているが、具体的には大学の修士課程、博

士課程での研究課題の指導が中心となっている。

(5)ノルウェー電気通信管理局(NTA)

ノルウェーは南北に長大な地形 となっており、情報通信手段は極めて重要視

されている。 ノルウェーにおける電気通信事業は当管理局が行 っている。

ISDNの全国的運用を3年 後に実現すべ く事業を推進 しているが、情報技術分
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野の人材不足に対応するために教育機関を増やす計画がある。方法は大学で

の教育内容を内部の研究者が講師となり実施する。産業科学研究評議会およ

びノルウェー計算センターとの連携による研究活動 も実施 している。

(6)ドイツ国立情報処理研究所(GMD)

西 ドイツにおける重要な研究所の一つであり、情報科学技術およびその基盤

となる数学関連技術のユーザへの移転を使命としている。研究開発内容は広

範囲におよびさらに大学、産業界への技術導入 ・改善に関するコンサルティ

ングも応 じている。情報処理教育にっいては技術移転機構の教育部が担当し

ており、教育内容は広範囲におよびまた、教育方法は地道であるが工夫をこ

らしている。

(7)フラウソホーファ協会(FHG)

当協会は、契約研究を中心 とした研究所を35も有する機関であり、応用研究

と開発嘩 を主たる目的としている.僻 処 理関連では鰍 ・データ処酬

究所蜥 管 している.教 育的な活動としては・開発成果をユーザに擁 する

場面が中心であり、顧客に対する特別研修を実施す る。

(8)IBMマ ドリッド・サイエ ンテ ィフィック ・セ ンター

IBMは 世界中に16の サイエンテ・フ・・ク ・センターがあり・それぞれ特色

のある研究テーマを持っている.こ れらのセンターは地域に密着 した・公共

性の高い研究職 を行うことを基本聡 としている・訪問 したセンターはマ

ドリ。ド自治大学の構内に設置され、運営等について大学 との間で脇詰 が

交 わされている.現 在行われている主要プ・ジェク トは古文書類保存管理・

テキス ト処理、機械翻訳、エキスパー トシステム等がある。

一6一



3.わ が 国 に お け る 課 題

今回訪問調査した欧州の情報処理教育研究機関、およびその関係機関の実情と

考え方を参考に、今後のわが国の情報処理教育施策に資すると思われる事項につ

いて以下に述べる。

(1)産 学協同体制

わが国で も産学協同体制は従来より進んできているが、今回訪問 した4カ 国

の うち、イギリスを除く3カ 国は、わが国よりはるかに積極的に産学協同化が

推進されている。

ノルウェーのオスロ大学キャンパス内には1988年9月 に完成 した情報学 ビル

があり、情報技術に関するオスロ地区での産学協同研究の拠点になっている。

この ビルは情報学科のある建物と隣1妾している。

さらに、この情報学 ビルも含めて、大学敷地内にサイエンス ・パークが設立

されることになっており、産業界、商業界と大学、公的機関との協同研究を推

進 しようとしている。ノルウェーの企業の多 くはその規模が小さいため、自ら

の力だけで研究開発を行なうことが難 しく、大学や公的機関の強力な研究開発

支援がなければ、技術革新について行けなくなり、企業の存続そのものが難 し

くなるとの認識が強い。それゆえ、産学協同の研究開発に対する期待が とくに

大きいようである。研究開発のテーマは情報技術の産業への応用に関するもの

が多い。大学や公的研究機関(例 えば,ノ ルウェー計算センター)に よる基礎

研究の成果を産業界に移転することを目論んでいる。そのため、協同研究のイ・

ニ シアチブはオスロ大学がとっている。情報技術、とくにソフ トウェアに関す

る分野は、他の分野に比べて基礎と応用の隔りが割合小さく、産学協同研究の

実が上がりやすいと思われる。サイエンス ・パークにおける協同研究を資金面

で支援する財団も設立されている。

また、オスロ大学の制度では、指定 されただけの単位を取得 しさえすれば、

何年かかって卒業 してもよいことになっている。大学院について も同様である。

従って、中途で一度就職 し、再び大学に戻って勉強する、また社会に出る、そ

して、また戻るというようなことが自由にできる。このことが、結果として、
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産業界の人材を大学で育てる、より強いインセ ンティブを持って学ぶ、という

ことにつながっている。大学 と社会の交流を難 しくしているわが国の制度では、

教育における産学協同は難 しい。 もう一度よく考え直してみる必要がありそう

である。

スペインで も、IBMの マ ドリッド・サイエ ンティフィック・センターがマ

ドリッド自治大学のキャンパス内にあり、建物などの諸設備は大学が撮 してい

る。サイエンティフィック ・センターの運営方針は学長を長 とする委員会が決

定する。サイエンティフィック ・センターは大学院の学生、とくに博士課程の

学生の教育に大 きく貢献 している。IBMが 開発 した画像処理 システムを使 っ

て大学院の学生が生物学の研究をするとい うようなことが自然に行われている。

画像処理 ソフ トウェアは非常に高価であり、大学の研究費では入手 しにくいが、

協同研究にすることにより、大学でもそれを使った研究が可能になる。わが国

の大学 も、企業 も見習うべき点があるのではないかと思われる。

西 ドイツで訪問 した ドイツ国立情報処理研究所 とフラウンホーファー協会は、

ともに産学協同研究の橋渡 し役を果 している。 これらの機関は大学や企業 と協

同で研究開発を行 ってお り、その結果、大学と企業が協同することにつながっ

ている。わが国で も、ICOTやIPAの ような、産業界と大学を結びつける

公的機関をふや したいものである。それ も、研究活動だけにとどまらず、教育

活動にまで拡げてである。

情報技術、とくにソフ トウェアの分野では、他の分野に比べて、基礎 と実用

の隔 りが小さい。巨大な設備を特別に作 らな くても、論理はすぐにソフ トウェ

アにで きる。そして、コンピュータさえあれば、ソフ トウェアは動かせる。大

学等基礎的研究機関と産業界との協同研究は、ソフ トウェア分野では成果が上

がる確率が高いのである。

(2)産 業の情報化

情報技術と産業の関わり合いには、情報技術そのものを産業とする情報の産

業化と、情報技術を広 く産業界に応用する産業の情報化がある。わが国の情報

技術の振興の重点は、主として、情報の産業化にあったように見える。 しか し、

今後は、産業の情報化、っまり、情報技術を幅広 く産業界に浸透させることに
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も力を入れ、生産性の向上はもちろん、製品の付加価値の向上、新 しい可能性

の創造の実現を目指すことも重要であると思われる。

ノルウェーの情報技術に関する国策委員会であるノルウェー情報技術委員会

は、産業の情報化を非常に重視 しており、そのための研究、教育を国が強力に

支援 している。例えば、情報技術に関する研究を情報学科にとどめないよう、

大学のどの学科でも推進するよう奨励 している。大学にいる研究者は同時に教

育者でもある。情報技術の応用(利 用)に 関する研究が多 くの学科で積極的に

進められれば、情報技術の応用(利 用)に 関する教育 も自然に行われるうよう

になる。

西 ドイツのフラウソホーファ協会は、中小企業のためのファク トリ・オー ト

メーション用標準プロ トコルの作成に取 り組んでいる。この問題を解決 しない

かぎり、中小の製造業者におけるコンピュータ利用は促進されないと判断 して

いるからである。西 ドイツは中小企業を大事に育てようという意識が強い。 し

か し、個々の中小企業には自らの力で標準プロ トコルを決める力はない。そこ

で、フラウソホーファ協会のような公的機関がこれ らの会社 と一緒 にな ってこ

の問題を解決 しようというわけである。 これは的を射た研究テーマであると思

う。わが国で も、情報技術の応用を妨げている本質的な問題を明確にし、それ

を理解する研究にも力を入れるべきである。

(3激 育と研究の一体化

一般 に、教育は研究より一段低く評価されている。研究には金を出すが、教

育 には金を出 したが らない。この事実は大変不幸なことである。とくに、わが

国のように天然資源に乏 しく、人口が密な国では、教育は国の基盤である。産

業立国を目指すならば、産業教育 こそ国の基盤であるはずなのにである。

情報技術のように非常に進歩が激 しい分野の教育は、つねに研究と関わり合

いを持つように しなければ、時代遅れになって しまう。西 ドイツの国立情報研

究所、イギリスの国立計算セ ンターとも、中央情報教育研究所のように研修 コ

ースを実施 しているが
、同時に研究活動 も行なっている。研修 コースの講師は

研究部門か らも派遣される。外部講師は原則として使っていない。

わが国のソフ トフェア教育は決 して成功 しているとは言えない。そのことは、
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質のよいソフ トウェア技術者の不足を嘆いてばか りいる現状か らも明 らかであ

る。 こうなっている理由の一つは、正 しいプログラ ミング教育がなされていな

いこと、ソフ トウェア ・エ ンジニア リングなど学術的成果が現場に移転されて

いないことにある。プログラミングやソフ トウェア ・エンジニア リングを正 し

く教育すば、プログラミングはもちろんのこと、理論的基盤に立った分析 ・設

計、検証技術 も確実に身につく。わが国でプログラ ミングやソフ トウェア ・エ

ンジニアリングの学術的成果が現場に移転 されない理由の一つは、、ソフ トウェ

ア教育が研究と分離 してしまっているからである。とくに、COBOLを 使 う

アプ リケーション ・システムの開発に関する分野でこの傾向が強い。

イギ リスの国立計算センター、西 ドイツの国立情報処理研究所の研修 コース

を見れば、プログラミング、ソフ トウェア ・エンジニアリングの成果が積極的

にとり入れ られ、これらを大変重視 していることがわかる。わが国ではソフ ト

ウェア作りを人間の生来の能力や経験に頼ろうとする傾向が強過ぎる。 このよ

うな考え方を したのは20年 も前のことである。 もっと理論的、学術的な基盤に

立ったソフ トウェア作りを教育すべきである。 Σシステムの教育普及はその点

でよい効果をもたらす ものと期待される。

いずれに して も、とくに情報技術の分野では、教育が研究 と交流を密に しな

ければ、正 しい、効果的な教育はできない。高度技術者、先端技術者の教育に

なればなおさらである。

(4)公 的機関による資金援助

今回訪問 したすべての国で、政府や公的な基金等が情報技術の教育、研究に

積極的な資金援助を行っている。とくに、教育は金がかかる割に効果が見えに

くいため、質のよい教育活動は公的資金の支援がなければ難 しい。

イギ リスの国立計算センター、西 ドイツの国立情報処理研究所は非常に質の

よい研究セ ミナーを実施 しているが、採算的には苦 しいようであり、より多 く

の資金援助を希望 している。 ドイツ国立情報処理研究所のセ ミナー価格は3日

間コースで約10万 円(日 本円換算で)と 、公的機関の ものとしては決 して安 く

ない。セ ミナーの内容が充実 しているので価格に見合 う効果はあると思うが、

高いという感 じは免れない。.
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オスロ大学では、学生から授業料を集めているが、それは学生の福利厚生に

まわされており、教育そのものの費用 は国が背負っている。

(5)でも述べるが、西 ドイツは各地に情報技術センターを設 立し、中小企業の

情報化を促進 している。 この情報技術セ ンターは中小企業の人間に対 しで情報

技術教育とコンサルテーション活動を行なっている。有料のセ ミナーもあるが

無料のセ ミナーが多い。 コンサルテーション料は交通整理のため程度の額であ

る。資金は地方 自治体が出資 している。

研究に対する資金援助 はどの国も非常に盛んであ り、どの国 も情報技術を産

業のかなめと考えていることがよくわかる。

今後とも、情報技術の教育、研究を公的資金で援助することはすべての産業

の強化のために不可欠である。 これまで少なかった応用面に関する教育、研究

を援助することも重要である。そのためには、コンピュータ ・リテラシー教育

の援助 も考えに入れた方がよい。また、地方の活性化のために中小企業の情報

化を援助 して欲しい。元年度から実施される地域 ソフ トウェア供給力開発事業

が大きく期待 される。

(5)地 域との連携

最近わが国でも地域との連携が進んでいるが、その運営に関しては西 ドイツ

の情報技術センター構想が非常に参考になる。

情報技術センターは地方の自治体がその地域のたあに設立 し、運営する。サ

ービスする相手は中小企業である。中小企業への情報技術の導入のための教育

とコンサルテーション活動を行なう。評判は上 々のようである。成功のキーは

次の5点 にあると思われる。

・地方自治体

・中小企業

・情報技術の応用(利 用)

・コンサルテーション

・国立情報処理研究所の支援

情報技術センターは地方自治体が設立 し、運営する。従って、公的で中立で

あり、 しか も地域の事情だけを考慮できる。地場産業を育てることだけを考え
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ればよい。わが国 もそうであるが、地場産業は主として中小企業であり、中小

企業は新技術の開発や導入を行なうための余裕がない。 しか し、中小企業が国

の産業を支えているのである。

情報技術センターは情報処理技術者を育成するのではない。情報技術を正 し

く理解させ、効果的に利用することに関する教育を行なうだけである。産業の

情報化に必要な知識とノウハウを教えるのであり、情報の産業化のための人材

を育成するのではない。 この点は非常に重要である。

セ ミナー等によって一般 論を教育するだけでは不親切だし、効果 も小さい。

個々の会社が直面 している情報化の具体的問題の相談にのることは、教育上の

貴重な事例研究に もなるし、教育を教育だけに終 らせず、実務に反映させるこ

とにもなる。このコンサルテーションがなければ、情報化の進行速度 はかなり

遅 くなるであろう。

最後に、情報技術センターに質のよいエキスパー トを確保 し、情報技術や製

品に関する最新で正確な情報を持っていることが必要であるが、国立情報処理

研究所がそれ らを積極的に支援 している。

情報技術に関わる地域での産学協同は、教育面の方がやりやすいのではない

かと思われる。具体的には次の二つが考えられる。

・情報の産業化のための教育

・産業の情報化のたあの教育

前者は、地域で情報処理技術者を育成 し、地域に情報産業を興すことを言 っ

ている。そのたあに、地域の会社が専修学校や大学の学生のSE教 育の一部を

引き受けることである。 しか し、中小企業にはまずそれだけの余裕はない。 も

う一つは、大学が地域のために情報処理技術者を育成することである。これは

ある程度可能であると思 う。

後者は、地域にすでにある会社の情報化を促進するために、大学や専修学校

がその会社の人間を教育することである。地域ではこちらの方が成果を上げや

すい。大学であれば充分その役割を果せるし、専修学校 もそうで きるよう努力

すべ きである(現 在で もその役割を果たせる優秀な専修学校がある)。 しか し、

この場合重要なことは、あくまで も情報技術の応用(利 用)に 焦.点を合わせる

ことである。
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地域との連携は、教育に関 して も、研究に関 しても推進 しなければな らない。

わが国では、どちらかというと教育の方が推進 しやすい。地域の大学、専修学

校、地域 ソフ トウェアセンター、地方自治体等を広く巻き込む工夫をしたいも

のである。

(6)教 育 メディアについて

今回訪問した機関は、いわゆるCAIに は消極的であった。

イギ リスの国立計算センターは、ComputerBasedTrainingの コースを もっ

ているが、これは、ある企業に対 して、その企業内でのCAI開 発と実施を支

援する教育と道具類の提供であり、国立計算セ ンター自身がCAIで 教育 して

いるわけではない。rCAIは 時期尚早」という意見であった。

西 ドイツの国立情報処理研究所 もCAIは 採用 していない。ただ、プログラ

ミング教育において、プログラムの動きを視覚化 してみせるしかけは使 ってい

た。われわれのCAIに ついての執拗な質問に対 しても、最後までCAIを 肯

定することはなかった。

その一方で、両機関 とも、 ビデオ、インタラクティブ ・ビデオ(対 話型 ビデ

オ)を 積極的に使っていた。今後はインタラクティブ ・ビデオの時代か も知れ

ない。

通信設備を使った教育はこれからのようであった。ノルウェーは、その地理

的条件から、通信設備の活用が不可欠で、意欲充分であった。西 ドイツでは、

国立情報処理センターが中核となって、現在は各地の情報技術センターを通信

ネッ トワークで結合 している。 この通信ネ ットワークを通信技術に関す る教育

の教材や情報交換 し力硬 っていないが、今後はこのネットワークを通 した教育

も考えているようであった。

わが国においては、施策として量的育成、教育水準の維持 ・確保といった特

殊性はあるが、メディアの利用については、開発段階での評価を充分行った上

で利用する、また、改善 してい くべきという認識が重要であろう。
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H.各 論

1.英 国 国 立 計 算 セ ン タ ー

(NationalComputingCenter;NCC)

1.1組 織概要

1966年に英国政府が情報化振興策の一環 として設立 した公益機関で、現在マン

チェスターの本部の他にロン ドン、ブ リス トル、バー ミンガム、グラスゴー、ベ

ルファース トの地方支部がある。総職員数は現在500名 に及んでいる。

設立当初、センター収益の大半は、政府からの直接補助金と会員組織か らの払

込金であった。NCC会 員数は現在、約2,300で 、そのうちの1,900会 員が、ユ

ーザ企業である
。 しか し、払込金は少額で、センター収益の僅かな部分に過 ぎず、

収益の大半は、英国国内および国際市場でのサービスおよび製品の売上が占める。

政府との関係は依然として継続され、貿易産業相(SecretaryofStatefor

TradeandIndustry)が 、NCC理 事会のメンバーを2名(18名 のうち)指 名す

る。NCC会 員のうち政府機関 も多数あり、センターは契約に基づき、情報技術

(IT)の 動向把握および適正実務の促進のために企画された、いくっかの国家

計画を実行 している。
オ

センターは、IT研 究の国家的なAlveyProgra㎜e(ア ルビー ・プログラム)で

積極的に活動 し、将来のプログラム形成にっながる討議 において、ユーザの声を

反映 している。

NCCの ジョン ・ア リス(JohnAris)理 事は、セ ンターの重要な役割を技術移

転の一つ として考えている。すなわち、センターの役割は、差別をしないユーザ

指向の助言および補助の提供を通 じて、コンピュータとユーザ間の連絡橋 として

活動することである。

国益 と会社として利潤追求という2つ の目的をいかに調整するか問われたとき、

ア リス理事は、r政 府補助金による資金調達を止めたので、資金となる商業利益

から公益業務を行わなければな らない。収入源は、製品およびサービスの販売 と、

貿易産業省(DTI)、 その他政府省庁および一般顧客との業務契約である。』
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この業務状態は望ましく、r今 後必要な運営姿勢は、会員および顧客が最 も有

益 と判断する事柄に焦.点をおき、抽象的な理論よりも実際の経験を基盤とし、政

府に助言を与え、象牙の塔が決 して所有することのできない信頼を管理層に与え

ることである。何事にも、商業的な面と慈善事業的な面の2っ がある。そのどち

らの要素 もなければ、センターは手を出さない。』とアリス理事は述べている。

NCC会 員資格には、ITユ ーザとIT供 給者の両者が含まれている。 したが

って、これ ら2つ の組織の異なる要求を調整する中に、新たな潜在的矛盾がある。

アリス理事によれば、理 論上、矛盾はあるが、実際にはそのような問題は一度も

起きていない。通常、ユーザと供給者の関係は、商業的であり、ユーザはセール

スマンに気を許さないものである。NCCの 提供内容は、両者にとって価値のあ

る非商業的なフォーラムである。

センターの活動範囲は広 く、各種の訓練、コンサルタント、感知および技術計

画、ソフ トウェア開発、標準化作業、出版および情報サービスなどが含まれる。

標準的な年度を参考にとると、年100回 のセ ミナーとワークショップを開催 し、

3,500コ ースを提供 し、新たに20サービスを発表し、30冊の本を出版する。活動

の重点は、発生 した問題に置かれ、叫 列を挙げると、コンピュータ・ユーザはデ

ータ保護法(DataProtectionAct)の 条件に対応す る手助けをする。

しか し、コンピュータ世界であ らゆるユーザが抱える巨大で恐ろしい問題が、

コンピュータ ・ソフ トウェアである、とア リス理事は指摘 している。

ア リス理事によれば、今日の緊急ソフ トウェア問題は、より大 きな根本的問題

を露呈 している。すなわち、大多数のソフ トウェアが、意図された事柄を実行 し

ないことである。現実世界の業務のコンピュータ化は、2段 階か ら構成されてい

る。第1段 階は、要求を正格に定義すること(現 実世界は柔軟で漠然としている

たあ、定義が難 しい)。 第2段 では、要求内容を実際に作業する自動システムに

変換する(原 則 として、機械的で第1段 階よりは容易である)。

ア リス理事は、2番 目(プ ログラ ミング)の 問題の難 しさは、最初(条 件)の

問題の真の恐怖を表 している、と考えている。 これ ら2つ の問題は、実際には区

別がなく、相互に汚染 し合い、高め合っている。 したがって、センターの大きな

推進力は、最 も広範な面においてソフ トウェア ・エ ンジニアリングに向けられて

いる。これには、マンチェスターのNCC本 部にあるDTIが 資金を拠出したソ
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フ トウ ェア ・ツール ・デモ ンス トレー ション ・セ ンター(SoftwareToolsDemon

strationCentre)、 ユ ーザ協力のためのSTARTSイ ニ シャチブ、 ソフ トウ ェア製

品サ ポー ト制度(Support.forSoftwareProductsScheme)な どがある。

組織 における コンピュータ利用 は、パー ソナル ・コンピュータの出現 により、

さ らに複雑化 している。 ア リス理事 は、r集 中 システ ムよ りも自然で望 ま しい』

とみ なす分散処理の傾向を歓 迎 して いる。 しか し、組 織へ のパ ーソナル ・コンピ

ュー タの効果 的導入 には、依然 として問題が残 ってい る。

中小企業の コンピュータ採 用は、NCCお よびその他 関係機関の促進活動 にか

かわ らず、そのペースは遅い。r中 小企業 は、 コンピュータの導入 による損失 の

方が 、利益 よりも大 きいと感 じる傾 向にあ る。 』 とア リス理 事は述べてい る。

『現在 の技術状態では、彼 らは正 しいか もしれない。』

ア リス理事の信ず るところによれば、 コンピュー タには、小規模 な事業 に提 供

す るものが数多 くあ る。全体 と して、 コンピュータが真 にユ ーザ ・フ レン ドリと

な り簡単に使用 可能 とな るに伴 い、予定の方 向にゆ っくり移行す ることに期待を

かけて いるが、その実現 までには20年 を要 す ると見てい る。 緊急対応策 として 、

NCCで はマイ クロ ・ベ ース会計および給与 ソフ トウェア ・パ ッケー ジの評価 を

開始 した。

ManpowerServicesCo㎜ission(マ ンパ ワー ・サー ビス委員会)の 場合、別の

関連 プ ロジェク トの重点 を、中小企業のオーナー/経 営者の支援 にお き、パ ーソ

ナル ・コンピュータ ・パ ッケー ジの対話式 訓練 にエキスパ ー ト・システムの人工

知能 技法を応用 してい る。よ り一般 的なエキスパ ー ト・システムの紹介には、N

CCが 開発 し市場 に出 してい る"エ キスパ ー ト・システ ム ・リソース ・バ ッグ

が利用 されてい る。

IT能 力不足は、NCCが 引 き続 き懸念 している課題であ る。独 自の訓練活動

範囲の開発 に加えて、セ ンターで はサル フォー ド大学(SalfordUniversity)のI

T研 究所 の積極的なパー トナーとな ってい る。 この新 しい研究所の着想 とIT教

育 に対す る新鮮 なアプ ローチは、NCC理 事長 を兼務するサルフ ォー ド大学副学

長の ジョン ・ア シュ ワース(JohnAshworth)教 授の考えであ る。

IT規 格は、 もう一つの緊急課題 と国際的 に考え られてい る。 この分野でのN

CC活 動 には、OSI(OpenSystemsInterconnectio=開 放型 システム間相互接
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続)コ ンフォーマンス(適 合性)試 験システムに関する米国との100万 ドル契約

が含まれる他、欧州の主な計画にも参加 している。

NCCの スタッフは現在約500人 で、昨年度の総売上が1,700万 ポン ドである。

公益活動費を支払った後の収益は62万 ポンドで、利潤的には適正と言える。会員

は、創立された21年前で考え られないような補助、助言および支援を絶えず受け

ている。新生技術の意味は解釈された後、広 く普及され、実務的な指導が提供さ

れている。 コンサルタン トの女擦 分野は、オフィス ・オー トメーションからデー

タ ・セキュリティ(機 密保護)に まで及ぶ。世界各国の非会員顧客も、各種NC

C製 品およびサービスを活用 し、利益を生み出している。

将来に備えて、アルビー(Alvey)役 員会が設立され、アリス理事を議長とする

コンピュータ ・ユーザ ・パネル(委 員団)が 変動するIT状 況に対する有益な指

針を提供 している。 この報告書(IEEか ら入手可能)は 、ビジネス、テ クノロ

ジーおよびシステム開発のための変化を遂げる未来環境を調査 し、 工Tを ビジネ

ス ・ニーズに適合させるための管理戦略を示 している。

設立早期、NCCと アルビー ・ユーザ ・パネルは、オースチン ・バイ ド(Aus-

tinBide)卿 を議長とす るIT'86委 員会が勧告 したアルビー国家IT計 画後

の"新 規対策"と して生まれたユーザ協調の促進 リーダーの役割を果たした。

セ ンターとその理事は、地域事務所および会員委員会網、年次総会、年次調査、

"ITサ ークル" 、全国コンピュータ ・ユーザ ・フォーラム(NationalComputer

UsersForum)と の緊密な連絡などを含め、広範なメカニズムを通 してユーザの

ニーズに対応してゆく。逆に、ユーザの意見は、政府および産業政策決定の入力

要素として伝えられる。 どちらの方法においても、いわゆる情報伝道の役割は続

く。そのメッセージは、単なるコンピュータ化だけではなく、 ビジネス、産業お

よび社会のあらゆる階層を通 じて有益なツールの最善の応用方法に及んでいる。

※AlveyProgramme:日 本 の 第 五 世 代 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ ジ ェ ク トへ の 対 応 策 と し て

貿 易 産 業 省 等 に よ り 設 置 さ れ たAlvey委 員 会(委 員 長 の 名 前 を 採 用)に よ る5カ

年 計 画 。 現 在 は 第 二 次 のAlveyProgrammeが 進 め ら れ て い る 。
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1.2事 業概要

英国のIT(InformationTechnology)産 業に関する政策を調査 している貿易お

よび産業に関する議会委員会(ParliamentaryCo㎜itteeonTradeandIndus-

try)は 、提出 レポー トの中で、

rIT産 業には、英国国内総生産の5%程 度が必要である(概 算)。 英国の経

済的成果に不可欠な事柄は、ITを 使い、ITが 残る95%のGDP大 半におい

て可能とする競争力の向上を理解することである。ユーザ調達力は、国内のIT

能力を高めるためには使用されていないレバーであり、より良い協調を受けるに

足るものである。」、さらに

OITの 効果的利用の重要性の認識を、英国の組織全体に浸透させる。

OITシ ステムの販売および品質向上のため、スタッフの教育 ・訓練を強化

する。

OIT利 用の向上には、標準化に大きな役割がある。

○ ユーザ/供 給者の共同事業か ら大きな効果をあげることができ、効果をあ

げるべきである。

と述べている。 これ らを背景として、センターでは以下の事業を実施 している。

なお、本調査の直接的実像 である教育 ・訓練事業については、次第で述べている。

① 標準化事業

定義す ること、了承を得 ることそ して イ ンプ リメ ン トす ることを目標 と して、

英国標準局、ISO、ECと 連携 し事業を実施 している。標準化の文橡 範 囲 と し

て は、 データベース、デ ータ通信 、OA、 プ ライバ シーとセキ ュ リテ ィ、マ イコ

ン用 ソフ トウェアなどがあげ られ る。全体予算の10%を 当該事業で 占めてい る。

最近で は、米国ボルチモ アで開催 され たENE'88一 過去最 大のOSI実 証 一

のために、NCCは 主 な試験技術 を提供 し、英国事前実施現場2カ 所 と米国現場

数 カ所で 、コ ンフォーマ ンス試験 と異機種間操作性問題 の解決 を支援 した。 また、

CCTA(CentralComputerandTelecomunicationsAgency=中 央 コンピュー

タ電気通信局)の ためにGOSIP文 書 アーキテ クチ ャ ・プ ロフ ァイルを製作 した他

に、カナダ通信省(DepartmentofCo㎜unications)と の共 同プロジェク トにおい
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て、米国立標準局(NationalBureauofStandards)お よびブ リテ ィ ッシュ ・テ レ

コム(BritishTelecom)と 共同で、事務文書(OfficeDocument)規 格 の コンフ ォ

ーマ ンス試験 ツールを開発 した
。 さ らに、以下 に示す分野への試験サー ビスの拡

大を 目的 と して、現在 、試験 ツール開発プ ロジェク トを、欧州パ ー トナー と共 同

で実行中である。

コンピュー タ ・グラフ ィックス ・メタフ ァイル(CGM)

コンピュー タ ・グラフ ィックス ・イ ンタフェース(CGI)

② 政策実施事業

政府のIT戦 略の直接的実施機関として、以下の事業を実施 している。

○ 年間に延べ1,500人 の学校中退者を42週 間にわたり教育

○ 民間部門における新 しいソフ トウェアプロダク トの開発、流通の促進

○ ソフ トウェア ・ツール ・デモンス トレーション・センター(STDC)に

おける実用ソフ トウェアのデモの実施

これらの事業を実施するために全体予算の25%を 費 している。

とりわけ、特徴的なのが、STDCの 運用であ り、開設 してから2年 目を迎え

るSTDCに は、現在 インス トールされている約35種類のツールの実証または説

明を受けるため、ほぼ3,000人 が訪れている。問い合わせも、週平均60件 程度で

ある。

本年度は、ツール ・スクールを併設 し、より集中的な個人的なツール研究のた

めの資源を提供 し、経験豊かなコンサルタントがそれをサポー トしている。現在、

20～30回 のワンデイ ・ブ リーフィング(一 日総括説明)、 実証およびワークショ

ップからなる毎月のプログラムToolsforSoftwareConstruction(ソ フ トウェ

ア構築ツール)が 開始された。これらは、異なる詳細なレベルでツールを研究 し、

経験および言]緬過程段階が異なるユーザの個別条件を満たしている。
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③ コンサルテ ィ ング事 業

コンサ ルテ ィング事 業 は、短期的、長期 的な視点か ら、広 くユーザの技術力等

を向上 させ るために、種 々の ア ドバ イスやガイダ ンスを行 うもので、全体予算 の

10%を 占あている。,

最近1年 間で、実施 した業務内容の うち、主要な ものを以下にあげる。

○ プ ロジェク ト管理

PraxisSystemと 共 に政府 のPROMPT(ProjectManagementMeth-

odology=プ ロジ ェク ト管理法)を 強化 した。

○ オ フィス ・オ ー トメー シ ョン

電子 ファイルによ り、紙 ファイルの保有量が減 り、検索能力が向上す ること

を主要企業 に助言 した。

○ 健康

安全委員会 によ って示 された課題を もとに、NCCで は国際専 門薬品 グルー

プに代 わ って い くっかのVDTを 評価 し、VDT分 野 におけ る潜在問題 につい

て助言を与えた。

○ 統合通信網

全国警報 リンク、移動 無線 リンク、データ リンクおよび電話 リンクを統合す

る単一企業ネ ッ トワーク構築 のための検討作 業を行 った。

○ 独 立調停

モデ ムの仕様および供給 に関す る相違 と契約義務 を解決 した。

○ ネ ッ トワーク設計およびイ ンプ リメ ン ト

NCC研 究戦略に従い、 メ トロポ リタ ン ・カウンシル(MetropolitanCoun-

ciD用 電気通信網 の設計 およびイ ンプ リメ ン トについて助言 した。

00SIコ ンフ ォーマ ンス

ビルデ ィング ・ソサエテ ィ(buildingsociety=住 宅金融共 済組合)ご とに

異 なる業者か ら調達 された フロン ト・オフ ィス ・システムおよびバ ック ・オ フ

ィス ・システムの異機種間操作 性を実現 した。
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④ 情報 ・出版サービス事業

情報サービスとして、ハー ドウェア、ソフ トウェアに関する最新情報を提供し

ている他、広範囲なテーマに関する出版を行っている。87年 か ら1年 間で40種 の

新規刊行物を発行 し、出版物全体で4万 部を販売 した。全体予算の10%を 当該事

業で占めている。

出版物でとりわけ良く売れているものを以下に示 した。

SSADMManual(SSADMマ ニ ュ アル)

HandbookofDataCo㎜unications(デ ー タ通 信 ハ ン ドブ ック)

PSS(PacketSwitchstream=パ ケ ッ ト・スイ ッチ ス トリー ム)

一 ユ ーザ ー ズ ・ガ イ ド

IntroducingDataCo㎜unicationsProtocols(デ ー タ通 信 プ ロ トコル入 門)

IntegratedPBXSystems(統 合PBXシ ス テ ム)

ProgrammingTechinquesandPractice(プ ロ グラ ミ ング技 術 お よ び実 務)

STARTSPurchasersHandbook(STARTS取 扱 説 明書)(付 録 付)

STARTSGuide(STARTSガ イ ド)

FundamentalsofComputing(コ ン ピュー タ処 理 の基 礎)

ComputerisedAccounting(コ ン ピ ュー タ会計)

⑤ ソフ トウ ェア開発事業

セ ンターで は、1,700社 のユ ーザG海 外500社)に 対 し、 ソフ トウ ェアを供給

してお り、 これ らの ソフ トウ ェアは、ICL、IBM、SPERRY、DEC、

SIMENS、NIXDORFの マシンを カバー してい る。最 初に開発 した もの

は、1967年 のICL用 の レポー ト・ジ ェネ レータであ り、現在で は4GLを 含む

新 しいソフ トウ ェアを供 給 してい る。

当該事業は全体予算の25%を 占めている。

ソフ トウ ェアの開発 、供給 にあたって、セ ンターで は明確 な 目的を揚 げて いる。

第1番 目は、使い易さであ る。

この点における主な製品強化の内容 と しては、 リレー シ ョナル ・データベ ース

(FILETAB-D)用 にSQLを 、Codasyl型 データベース(FILETAB-Dお よびNCCSY－
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G㎜)用 にはDMLを 用 いた付加 デー タベ ース ・イ ンタフ ェースが ある。 セ ンタ

ーで は、プ ログラマに新 しい アクセス方法を学 ばせるよ りも、 これ らのイ ンタフ

ェースによ り、特 定の製品について通常の表記法で文が書け るよ うに して いる。

また、ユーザ ・イ ンタフェースは、たとえば、NCCSygmarの ユーザ ・コマン ド

言語の強化 と、ICLWEUsetabに つ いて メニ ュー ・ベース"ラ ップ ・ラウ ン ド"

を導入す る ことによ り、さ らに容易 とな って いる。同時に、ICLDDSやVAXCDD

な どの工業規格 データ ・デ ィレク トリへの アクセ ス経路 をイ ンプ リメン トした。

その結果 、企業 データ ・デ ィレク トリか ら入手 した情報 を、後で再利用す るため

に保持で きる。

第2番 目の 目的 は、 ソフ トウェアの応用適用範 囲を拡大す ることである。 その

成果 は、ICLVMEFnetabに おける新ScreenManager、CAFSイ ンタフェース、お

よび複数のデー タ管理 システ ムに拡張で きるデー タのア クセス能 力などのイノベ

ー シ ョンにな って現れてい る
。 た とえば、FILETAB-Dの 単一 プログラムは、Ora-

cleリ レー ショナル ・デ ータベース、VAXDBMS、 剛S川 頁次 フ ァイルおよびRMS索

引 ファイル に保存 されたデー タを処理で きる。

このような柔軟性 は、複数 システム間でのデー タア クセ スを望 まないエ ン ドユ

ーザの要求に応 え るだ けでな く
、データ伝送を円滑化す る。

最後に3番 目の 目的 と して、保守並 びに顧客 サポー トへの投 資を増額 した。顧

客 サポー ト・デス クを設 置 し、技術的な問い合わせ につ いて処理 、記録等を行 っ

て いる。 これ は、顧客 サー ビスの質的向上 につ なが り、保守等 に対 してよ り速 く

反応で きる。顧客への サポー トは、説明のための携帯 システ ムの利用や、製品導

入手順の改善を通 して増強 している。

⑥ その他

以上の事業以外 に、国際的活動 と して、教育 ・訓練 、コ ンサルテ ィング、情 報

・出版 、 ソフ トウ ェア等 を広 く海外ヘサー ビス して いる。

対象国 は、

米国、オース トラ リア、ニ ュー ジーラン ド、カナダ、日本 、イ ン ドの他、西 ヨ

ー ロ ッパ
、アフ リカ、極東諸国等30カ 国以上 に及んで いる。

この国 際関連活動 は、国際部(InternationalDivision)が 担当 してお り、海
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外からの調査団の受け入れ窓口にもなっている。我々が訪問した時の対応窓口は

部長のMr.Turnerが 行い、日本への市場拡大にも積極的であることが伺がわれた。



1.3教 育 ・訓練 事業

教育 ・訓練事業は、そのアプローチや内容 ・方法においてセンターの広範囲な

専門技術の蓄積をもとに実施され、22年 の歴史の中で、最 も重要な活動の一つ と

されている。全体予算の20%を 当該事業で占めており、専任職員だけで も40人が

いる。センターの事業は、一般 的に教育的要素が高いわけであるが、ここでは以

下に研修コースおよび教材関係の活動に焦点をあてて報告する。

(1)研 修コース

① 概要

研修コースの種類は50数種にも及ぶが、全体的な特色としては、以下の点があ

げられる。

ONCCコ ースは、文擦 者の最大限の条件をカバーし、技術者、管理者、あ ら

ゆる規模の企業等のユーザのニーズを満たすことを配慮 している。

○ コースは経験豊かな専門家による指導、画期的なプ レゼンテーション技法、

高度な実務内容から構成されている。 コースでは、受講者は、素早 く規定の

理解度に到達 し、実務能力が定着 される工夫がされている。さらに、受講後

もNCCか らの各種情報を入手可能である。

ONCCはIT全 般に関与 し、オフィス ・オー トメーション、ソフ トウェア ・

エ ンジニア リング、エキスパー ト・システムなどの主要な開発分野で リーダ

ー的な役割を担 っている。そのたあ、NCCト レーニングは、常に最新情報

を反映 している。

ONCCは 、情報技術分野だけでなく、IT訓 練および教育分野においても客

観的な標準と実務の実現に努めてきた。その結果、NCCト レーニングには

他にない権威が与えられている。

OIT社 会のあ らゆる側面を代表する会員との定期的な連絡を通 じて、NCC

は常に、毎 日の問題等の現状を認識 している。 したがって、NCCト レーニ

ングは常に、個々のニーズに直接関係 していると言える。

② 社内訓練 コース

NCCで は、個々の組織にっいて社内訓練コースを多数手掛けている。すべて



のNCC－ 般 コースは、社内(希 望する場所)訓 練にも利用できる。複数の受講

者を一度に訓練するような場合、この社内訓練 コースは、経済的かつ手軽で、時

間の節約にもなる。 さらに、個々の条件に合わせてコースをカスタム化すること

も可能である。

訓練分野においては、ユーザの特定環境および活動方法にコース内容を関連付

けることが、最 も重要である。 このニーズを満たすため、ワークショップをいく

つか開発した。これ らは、社内訓練を基本 とし、ユーザ条件に合わせてカスタム

化が可能なように企画されている。

③ 支援体制 とコンサルタント

NCCス タッフは、各NCC地 域事務所において訓練条件の相談に応 じている。

NCCス タッフは専門のNCCト レーニ ング ・コンサルタントがサポー トし、訓

練ニーズの分析、ニーズに適 したNCC製 品およびサービスの選択、MSCか ら

取得できる訓練奨学金(TrainingGrant)の 資金などについて助言を与えなが ら、

ユーザ訓練計画の作成を助けている(無 料)。 この他にも、人材開発分野におい

てあらゆる相談に応 じている。

④ 認定

NCCは 、受講者並びに雇用者両者の利益のため、客観的な判定および認定が

できることを基本としている。 したがって、NCCの 訓練用教材パ ッケージとコ

ースの多 くは、公式な認定が行える標準単位時間制となっている。

02万 人以上のアナリス トが、NCCシ ステム ・トレーニ ングに基づ くコース

を通 じて、システム分析および設計の国際承認NCC認 定書を取得 している。

○ ソフ トウェア ・エ ンジニア リング ・トレーニ ング ・ライブラリは、1987年 に

導入されたソフ トウェア ・エンジニアリングにおけるIEE/NCC認 定書

取得コースの基本となっている。

01.1万 人の若者が、ITキ ャリア ・エン トリ訓練制度に参加 した後、スレッ

ショル ド証明書を取得 している。

ONCCのSSADM解 析および設計 コースは、SAEBが 新 しいSSADM

習得認定書(CertifcateProficiencyinSSADM)に 適 した訓練として認めた

コースである。
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⑤ 複数コース予約による特別割引制度

ある一つのコースまたは複数のコースで数人を訓練 したい場合は、特別割引制

度を実施 している。

予定表に基づき3～5の コースを同時に予約すると、5%の 割引が行われ、6

コース以上の場合には、10%割 引となる。

この割引は、その後の申 し込みまで使用でき、NCCコ ース予定表に現在組み

込まれたどの コースにも適用できる。NCC会 員およびその他の特別割引も併用

できる。

大規模なユーザについては、まず、あるコースを受講 し、その内容を確かめる

ことも可能である。

⑥ 会場

一般 コースの主な会場は、ロンドン、マンチェスターおよびその他地方都市に

おいて、高水準の訓練施設を提供できるホテルが特別に選定される。

⑦ 夏期集中コース

NCCが7～8月 に実施 している夏期 コースは、4年 目を迎えた。夏期 コース

の場合、主要なコンピュータ技能と実務を重視 し、従来には受講できなかった時

期でのキャリア ・エン トリおよび技能開発の要求に応えている。

コースは以下の6コ ースあり、すべてマンチェスターで開講 している。講義は

NCCの 常勤スタッフがあたり、教材 も通常 と変わ らない。

・デー タ処理 入門

・COBOLプ ログラ ミング

・SSADM解 析 および設計

・FILETAB入 門

・システム解析お よび設計 のNCC認 定

・デ ータ伝送入門

したがって、プログラムには、技術者に必要な序論および基本技能訓練が含ま

れている。また、ほとんどどの レベルの新入社員に も適 しており、新事業スタッ

フおよび新卒、経験豊かなアナ リス トおよび設計者、データ通信担当者、プログ
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ラマまた はアナ リス トと して別の部署 か らDPに 配置された既存 スタ ッフに適 し

た コースがある。NCCプ ログラムで効果をあげる受講者には、夏期だ け英国に

滞在す る海 外か らの受講者 もいる。

夏期集中プ ログラムは、通常のNCCコ ースと比べ大幅に安 く、NCC会 員お

よび複数予約割引の特典 も利用で きる。

⑧NCCブ リーフィング

NCCの 社 内ブ リーフィングは、広範 なITテ ーマに関する トピックスを集中

的に説 明 し、NCCコ ース ・プ ログラムを補足す るもの となってい る。1989年 度

のブ リーフ ィングで は、次のテーマを予定 してい る。

・OSI(OpenSystemsInterconnection=開 放型 システム間相互接続)

・デス ク トップ ・パブ リッシング

・EDI(ElectricDataInterchange=電 子デー タ交換)

・UNIX

⑨ コース経路 の選択

該当す る場合 、対応 コース間の直接的なつなが りを示 す訓練経路が図で示 され

て いる。

これ らの経路 は、提供訓練の効果を最 大限に引 き出すためにNCCが 推奨す る

受講 コース間の関係を表 している。

訓練 前の助言 〉 コース選択

コース選択 〉 訓練後の助言

例:

パー ソナル ・コンピュータに関す る完全 な訓練経 路

IPC>適 切なPCシ ステムプ ランニ ング>PCに 関す るアプ リケーシ ョン

の設計/開 発

パ ー ソナル ・コ ンピュータ入門>PSPS>PCに 関す るアプ リケーシ ョン

の設計/開 発

パ ー ソナル ・コン ピュータ入門 〉適切 なPCシ ステムプ ランニ ング>DDA

特 に密接な関係が あるときには、その都度テキス トで強調表示 されている。

加えて、関連 コースセクシ ョンには、補完 または補足訓練を提供 した り、異 な

る レベ ルで同 じテーマの一部または全部を カバー してい るため、受講者 に必要 な
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他 のNCCコ ースの タイ トル とペー ジ番号 が示 されている。

⑩ 受講 者の感想

以下 にセ ンターの コースの受講者の ア ンケー ト結果をあげた。

"今 まで受講 した中で どのテーマをとって も最良 のコンピュータ ・コースの一

つです。NCCを 知 らない同僚 に も教え よ うと思 っています。"

InformationTechnologyTrainingAccreditationCouncil(ITTAC)

"NCCト レーニ ングは、ITTACの 実務規約 をすべて受 け入れた認定訓練

です。"

"講師 は教材をよ り興味深 くし
、今 日性 を もたせ、テーマを現状に関連付 ける

ことがで きます。 卿

"NCCは
、CSAEducationandTrainingGroup(CSA教 育訓練団体)の メ

ンバーで 、その厳格 な規格 と正式な実務規約を順守 しています。"

"コース全般において優れています。"

"専門家 による積極 的な集 中 コースは他 にあ りません。"

"QHPは 単純明快かつ効果 的で
、説明 は面白 く、時 々ユーモアを交えた講義

に感動 しま した。 フ リップチ ャー トの使い方 もうま く、OHPに よる説明方法が

効果的に改善 されていま した。 もう改善の余地がない くらい完壁で す。"

"FILETABを 全然知 らない受講に は最適です
。"

"扱われ ているテーマにはすべて今 日性 があ り、理論上で はな く現実 を踏 まえ

ています。 内容を実行に移す気持 ちにさせて くれま した。"

最後 に89年 度の実施 コース名、 日程 、受講料を紹介す る。

なお、詳細 は資料 篇を参照 されたい。

・マイ クロ コ ンピュー タ入門

・"コ ンピュー タ活用法

・マイコ ンシステム設計

・オフ ィス(事 務管理)シ ステム

・事務処理のための通信技術

・エキ スパ ー トシステム ワー クショップ

・CBTコ ース

3日 間

⊂
」

9
白

0
乙

540ポ ン ド

780

400

400
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・データ処理 入門

・LAN

・データ伝送 評価

・パ ケ ッ トスイ ッチ ング評価

・データ伝送 システム

・システム分析 と設計

・構造化設計 技法1

・ 〃2

・構造化設計技法入門

・システム監査

・ソフ トウ ェアエ ンジニ ア リング

・プ ロジ ェク ト計画

・プ ロジェク ト管理

・プ ロジ ェク ト評価

・ソフ トウ ェア品質管理

・ソフ トウェア要求定義

・ソフ トウェアテス ト

・リアル タイ ムシステム設計

・データベー スアプ リケー シ ョン

・データベー ス設計

・SQL入 門

・プログラマのためのSQL

・BASICプ ログラ ミング

・構造化プ ログラ ミング

・COBOL"

・FILETAB

・FILETAB応 用

・FILETABの 監査利用

・FILETAB言 語 プ ログラ ミング

・ソフ トウェア ワークシ ョップ
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間日5

3

2

2

5

0

5

4

2

5

2

2

5

2

3

3

3

5

1

3

2

2

1

q
O

り
'

4

4

670ポ ン ド

540

400

400

780

1,440

780

680

400

780

400

400

780

400

540

540

540

780

210

540

400

400

480

360

660

660



・目標設定と人員評価

・人材開発と動機付け

・プ リゼンテーション技法ワークショップ

・効果的報告書作成法

2日 間

2

2

1

400ポ ン ド

400

400

210

夏期 コース

・COBOLプ ログラミング

・データ処理入門

・データ伝送入門

・FILETAB入 門

・システム分析設計認定

・構造化設計技法

・情報技術戦略の実現

3週 間1,200

5日475

5550

5475

6週 間1,750

8日950

2650

(2)教 材

NCCで は、教材の開発、流通 に も力を注 いでい る。以下 に教材 に関す る特徴

を述べ る。

① 概要

NCCの パ ッケー ジ式 トレーニ ング ・リソース(訓 練用教材 一式)は 、情報技

術 に関す る技能に関す る効果的かつ体 系的な教材であ る。広範なテーマおよび受

講者 のニ ーズを満た し、多種多様な異な る トレーニ ングの導入 も可能 と している。

た とえば、ITス タ ッフ(二 情報処理技術者)用 教材では、プ ログラム言語 、

システム分析 および設計 などの技能訓練がで きる他 、 ソフ トウェア ・エ ンジニア

リング、効果 的なプログラ ミングおよびエキスパ ー ト・システムの基本概念力洋

習で きる。

管理職 には、 ビジネスにおけ るIT、 ソフ トウェア ・エ ンジニ ア リングおよび

データ通信の重要性など、即、実務 に適 用で きるテーマとしたパ ッケー ジが用意

されてい る。

その他 、デー タ保護法、パー ソナル ・コンピュータ ・アプ リケー ション、エ レ
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ク トロニ ック ・オ フ ィス、不可欠な ビジネス技 能な ど多 くのパ ッケージが、さ ら

に広 いユーザのニ ーズに応えてい る。

使用 している手法 も、広範囲にわたる。

い くつか の大規模 トレーニ ング ・リソースは、専 門的 に製作 された教材が完全

なパ ッケー ジにな っている。 したが って、そのユーザ は、社内で訓練 コースを開

発す るときの時間、 コス トおよび作業を最小 限に抑え ることがで きる。 これ らの、

パ ッケージには、 ビデオ ・プ ログラム、視覚教材 、講義 ノー ト、学生用ハ ン ドブ

ック(手 引書)、 ケース ・ス タデ ィ、練 習問題 、 コース運営方法 を完全 に説明 し

た詳細 なプ レゼ ンターズ ・ガイ ドな どが組 み合わせ られている。

通常、テキス トに付属する ビデオ は、専 門家 、管理職 およびユ ーザ訓練のニー

ズを満たすために組み入れ られた多数 の教科内容およびプログラムで好結果 を も

た らす。

NCCパ ッケージ式 トレーニ ング ・リソース には、パ ーソナル ・コ ンピュータ

・ユ ーザのための実践 向き訓練が 含まれてい る
。 デ ィス ク ・ベ ース ・パ ッケー ジ

の"Load-and-Learバ(デ ィスクセ ッ ト学習)シ リーズは、キー ボー ドとい う最

も手軽 な手段を通 して、評判のアプ リケーシ ョン ・パ ッケー ジの用途 につ いて、

実践訓練を集中的に行 う。NCCの ソフ トウェア ・ツール ・デモ ンス トレー ショ

ン ・セ ンター(SoftwareToolsDemonstrationCentre)が 開発 したツール ・サ ン

プラ(ToolSamplers)は 、訓練用教材 と して特 に有益な ことが実証 された、費用

対効果に優れ た ソフ トウェア教材 といえる。

② 効果

次に これ らの効果について述べ ること とす る。

内容 および教育価値 の面か ら判 断す ると、 これ らの教材 は、NCCが 担 う英国

情 報技術社会での中心 的役割 と、訓練分野におけ る21年 の経験 と専門的な知識/

技術を反映 していよ う。

教材 はすべて、明確 に確認 され たニーズに応えてNCCと その他専 門組織が開

発 した もので、その多 くは、要求度の高い顧客の意見を代表 している。教材では、

使用可 能な中で最 も効果的な訓練技術 と訓練法を活用 し、特に ビデオが最 も実際

的 に応用 されて いる。

その結果 、NCC .教材 は、効果的で あるだ けでな く、常 に最高水準 と今 日性 を
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維持 している。教材の質の高さは、ユーザが社内訓練に使用するだけでな く、メ

ーカーの訓練学校、独立した教育関連企業およびあらゆるレベルの教育機関にも

導入されている。

社内訓練の大きな長所は、コス ト、手軽さ、柔軟性である。交通費や宿泊費 も

節約で き、重要な社員を長期間、職場か ら離れさせる必要がない。訓練日程は、

会社のニーズに応 じて作成できる。

大きな問題は、効果的な訓練 コース、なかで も特に未知のテーマに関するコー

スを計画、準備するために必要な時間、専門知識および経費である。NCC訓 練

用耕 オでは、創造的、効果的並びに生産的な訓練プログラムの実行に不可欠な要

素がすべて提供されている。

NCCは 、あらゆるテーマに関する完成 したコース教材を製作できる知識、専

門技術および経験があり、これ らの完成 コースを、数百社が何度となく使用する

たあ、NCCは 、次の分野に時間と経費を投資している。

○ 効果的な伝達のための最良のビデオ技法

○ 権威があり、正確かっ最新の ドキュメンテーション

○ 高品質補助教材

○ 学習向上のための妥当性が確認された実務練習およびケース ・スタディ・

ワークの開発

また、このパ ッケージは、教育手法に柔軟に対応 しており講師必要(tutor-led)

コース、自己学習(self-instruction)教 材、ビデオ学習(videoawareness)プ

ログラムがある。 したが って、ユーザは必要に応 じて最適な学習タイプを3っ の

中か ら選択で きる。

③ カタログについて

カタログではITス タッフ用教材 とITユ ーザ用教材について説明されている

(資料編参照)、 一部 のテーマは、より広範な受講者を対象としている。 したが

って、ITス タッフ教材であっても、ITユ ーザに関係するものもあり、多くの

場合、ユーザはITス タッフ教材からも効果をあげることができる。

本カタログに掲載された教材は、購入または借 りることもできる。

④ 受託契約



－
NCCで は、訓練 コース(一 般および社内)、 セ ミナー施設および訓練用教材

費の軽減化を図る、費用対効果の高い手軽な受託契約iサービスも提供 している。

⑤ 見学 セ ンター

ユ ーザが個 々に適 した訓練用教材を見て判断で きるよ うに、NCCで は各地域

事務所 に完全 な設備が整 え られ た見学 セ ンターを設置 している。 この セ ンターで

は、 ビデオ、プ ログラムを実際に使用 した り、訓練パ ッケー ジを調べ 、ニ ーズに

応 じた教材を見つ け出す ことがで きる。見学 セ ンターは、以下 の地域 にある。

ベル ファース ト(Belfast)

グラスゴー(Glasgow)

バ ー ミンガム(Birmingham)

ロ ン ドン

ブ リス トル(Bristol)

マ ンチェスター(Manchester)

NCCで は主な コンピュー タ関係の展示会に参加 し、訓練用 教材のデモ も行 っ

て いる。

⑥IDPビ デオ ・トレーニング

IDPビ デオ ・トレーニングは、 コンピュータおよびデータ処理の基礎を説明

する入門コース用教材である。 コンピュータ・スタッフ訓練社員用の自己学習向

けに企画され、ビデオによる解説、テキス ト、練習およびテス トが適切に組み合

わされている。実像 者は、訓練プログラム修了の後、コンピュータ ・オペ レータ

またはプログラマとして配属 され る受講者で、訓練期間は約3日 間である。

教材内容は、次の通 りである。

○ 適切なオペレータおよびプログラマ技能訓練に必要なDP基 礎

○ ハー ドウェアおよびソフ トウェアとその充当に関する認識能力

○ フローチ ャー トの使い方と手順および論理的なデータの流れの表現技術

○ 高水準コンピュータ言語によるプログラム設計能力

○ コンピュータが関係する主な応用分野の認識能力

訓練 コースは、5っ のセッションに分けられている。各セ ッションは、いくつ
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かのセクションまたは`ア クティビティ"か らなる。アクティビティは、次のど

れかに該当する。

見る一ビデオ

読み一テキス ト

する一練習またはテス ト

練習をすることで、ビデオまたはテキス トで学んだ事柄を実行できる。テス ト

は、セッション目的の達成度を試験する。最終テス トは、コース全体の目的を基

本 とする。 このコース運営の流れを下図に示す。

ビデオ ・トレーニ ングの コース運営
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a)講 師の役割

この訓練 コースは、自己学習コースとして企画されているが、受講者には常に

資格を有する経験豊かな講師が必要である。講師は、コース全体を通 じて受講者

の問題解決 に努め、技術的な質問に答え られるだけでなく、助言を与え学習意欲

を高める。

コースの運営は、相当な部分を講師の意志に任せている。一例 を挙げると、練

習またはテス トの解答は、受講者ワークブックに載 っているが、それを削除し、

購 師の話を聞きましょう」にページに置き換えることも可能である。解答につ

いては受講者と検討す るため、講師と受講者の関係がより緊密になる。 しか し、

テス ト解答だけを削除 し、セッションの終わりに、講師が解答を示すだけで十分

な場合 もある。セ ッションでは解答を総括 し、次のセ ッションが始まる前に問題

を解決する。

また、新 しい練習をコースに加え、特定の導入条件や標準に対応させることも

可能である。このときにも、ワークブックの適当な場所に 「講師の話を聞 きまし

ょう」と挿入できる。

(例)

女擦 者 オペ レータおよびプログラマ候補者

期間3日 間

b)入 手方法

IDPビ デオ ・トレーニ ングは、購入するか1ヶ 月の レンタルが可能,

購入の場合:

本パ ッケージを購入すると、受講者ワークブ ックが1冊 付いている。2冊 以上

必要なときには、10冊単位で購入できる。

レンタルの場合:

レンタル料には受講者 ワークブ ック1冊 分が含まれている。

レンタル料は、1ヶ 月分である。

レンタル コー ド パ ッケージ名 レンタル料 ビデオの種類

H1471DPビ デオ ・トレーニ ング6VU*

*ベ ータも発売されている。
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以下に文擦 者別各種教材にっいて、具体的にコースウェア名、メディアの種類等

にっいて紹介する。なお、一般的にビデオ等の教材以外に、教師用ガイ ド、ワーク

ブック、学生用ノー トが付属する。

・技術者用教材

入門関係

データ処理入門

データ保護法

アルベイエキスパ ー トシステムスタ一夕ーパ ック

エキ スパー トシステ ム リソースパ ック

ビデオテープ6巻(180分)

OHP29枚

CBTフ ロッピーディスク4枚

〃 〃5枚

システム分析 ・設計関係

NCCSYSTEM

新システムの設計

システム設計事例

SSADM

OHP

ビデオ

〃

OHP

711枚

1巻(29分)

1巻(25分)

253枚

ソフ トウ ェア ・エ ンジニ ア リング関係

ソフ トウェア ・エ ンジニ ア リング

ソフ トウェア ・エ ンジニ ア リング管理

ソフ トウェア ・エ ンジニア リング概要

ソフ トウェア ・エ ンジニア リング技法

STDCツ ール ・サ ンプ ラー:4GL

OHP2,000'枚

ビデオ1巻(18分)

ビデオ1巻(75分)

〃2巻(80分)

ソフ トウェア

プログラ ミング関係

COBOL

COBOL85

COBOL85(改 訂版)

ビデオ

OHP

{ ビデオ

ビデオ

6巻(310分)

5巻(268分)

1巻(44分)
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Pascal

Assembler

StructuredFORTRAN

CORAL66

効果的プ ログラ ミング

ICLVME2900

・管理者及 瞬1」用者用教材

情報 技術

情報 技術概要

LOAD-and-Learn

マイコンシステム概要

データ伝送

データ保護i法

ソフ トウェア ・エ ンジニ ア リング管理

升

赫

赫

田

舟

升

ビ

ビ

ビ

O

ビ

ビ

10巻(510分)

5巻(75分)

7巻(120分)

ビデオ3巻(90分)

{OHP114枚
OHP70枚

フロッピーデ ィス ク2枚

ビデオ1巻(28分)

ビデオ1巻(59分)

OHP29枚

ビデオ1巻(18分)
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2.ノ ル ウ ェ ー 情 報 技 術 委 員 会

(TheNorwegianNationalCo㎜ittee

ForInformationTechnology;NUIT)

2.1組 織 概 要

ノル ウェーの情報技術の推 進を図 る政府組 織で あ り、その上部組 織は、The

NorwegianCouncilforIndustrialandScientificResearch(三E速 業‡斗学 ヲ『

究評議会)で あ る。

当評議会は1945年 に設立された独 自の基金を有する組織で、ノルウェーの産業

科学分野推進の うえで最 も重要な位置を占めており、産業界、教育界への影響力

が極めて大 きい。

今回、我 々が訪問 したノルウェー情報技術委員会は、情報技術分野での施策立

案、プロジェク トの推進、評価を行うことを目的としており、オスロ大学教授等

を含む以下の有識者が常勤委員 となっている。

JensErikFenstad

Professor,Departmentof

Mathematics,ViceRector

UniversityofOslo

ReidarKuvas

Man.Dir.EBTelecom

TorAndersen

Secretary,TheNorwegian

FederationofTradeUnions

MarieHaavardtun

Man.Dir.,AVENIRA/S

Tor-OddBerntsen

Dir,RoyalNorwegianCouncilfor

Scientificand[ndustrialResearch

AnneIversen(Observer),

TheNorwegianResearchCouncil

forScienceandtheHumanities
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FroydisLangmark

Med.Dir.,TheCancerRegistryof

Norway

TheNorwegianRadiumHospital

SECRETARIAT:

SteinBendixen

ConsultantAdviser

B

ArneJohanGjermundsen

InformationManager

2.2事 業概要

当委員会の現状での主たる活動は、ノルウェー国家情報技術計画(1988～90年

度)の 実施であり、情報処理教育を含む基本指針となるものである。以下に本計

画の戦略等概要を報告する。

ノルウェー国家情報技術計画の戦略

(1988～90年 度)

(1)背 景

情報技術(IT)は 、高品質の製品やサービスを生み出すための推進力 となる。

これはっまり、コンピュータ科学、エレクトロニクス、遠隔通信分野における急

速な発展によるものである。国際的には、このことは、国家の発展 と繁栄にとっ

て、きわめて重大化 してきている。 ノルウェーが国際社会で強固な地位を得るこ

とができるか否かは、経済発展を促 し、さらに高い水準の生活を送るための条件

を生み出すためどこまでITを 活用できるか、という点に大きく依存 している。

k

(2)展 望

国家IT計 画は、生産性の高度化や産業、 ビジネス、行政における価値の創造

により、ノルウェーを活性化する。競争力と提供されるサービスレベルが共に、

新 しい製品とサービスの開発およびそれ らを巧みに利用 していくための適切な条

件の言錠 により、向上する。さらに、このような施策により、国家の経済的発展

と生活 レベルの向上が保証されることになる。国家的努力を尽 した暁には、国際

一39一



的注目を浴び、ITの 特定分野におけるパイオニアとして認められることを展望

する。

(3)目 標

目標は、次のような3要 素に分類される。

-IT業 界は、総売り高と輸出高において、それぞれ15%と20%の 年間増加率を

達成する。

一新 しいITツ ールを高度に統合 して利用できるよう努力を傾注することにより、

産業およびビジネスにおける利益率と競争力の向上を達成する。

一中央政府 と地方政府相方における高 レベルのサービスと能率向上により、年間

20億 ノルウェークローネの節約を達成する。 これは、新 しいITシ ステムの導

入により実現化 しよう。

(4)教 育

価値の増加と創造に対する潜在能力を開発するには、高 レベルの教育、訓練が

必要である。これ らは、IT技 術を適切に利用する際に要求される。つまり、I

T技 術を正 しく利用するには、専門訓練を受けたエンジニアを十分供給でき、ま

た業界や公共セクターにおけるユーザに高 レベルの訓練を施すことが必要である。

ノルウェーにおけるコンピュータ科学教育に対する最近のOECDの 評価作業

か らの提言内容が実現される。IT委 員会は、コンピューター科学分野での教育

についての研究のための開発センター設置作業を行っている。学校に広 くコンピ

ュータを導入して、この分野における学校教育の総体的向上を計る。遠隔地教育

やコンピュータを利用 した訓練の分野で新 しい方策を導入する。IT技 術は、高

等教育の場で、さらに巾広 く導入される。 この教育という観点か ら言えば、目標

は提供される教育の質を向上させることにある。

もう一つの重要な目標に、保健衛生セクターにおける訓練の強化がある。装置

に関する基準が、教育 システムの全セクターで高められる。四つの大学を卒業す

る学生の数は、毎年250～500人 ずつ増加する予定である。そのためには、1991

年度までに、新 しい講師のポス ト45が必要となる。年間30人の博士号修得者数増

加により、質的向上 も促される。

(5)研 究

知識 集約産業における発展を促すには、基礎研究と応用研究に対するかなりの
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投資が必要である。このような投資は、研究訓練の質の向上にも必要である。

lTに おける研究の適用範囲は、ITセ クター内の市場の成長に少なくともペ

ースを合わせて拡大 していく。国家研究協議会に対 し、ITの 指定分野における

大規模プロジェク トの開始が促がされる。技術 と産業の発達を重点 目標 とした研

究プロジェク トに加え、新技術の社会的側面に対する研究を促すことが大切であ

る。

(6)産 業の発展

ITは 、産業の発展を生み出すための主要ファクターである。ハー ドウェアか

ソフ トウェアかには関係なく、新 しいIT製 品により、生産性な らびに知識の向

上が達成されよ う。公共セクターにおける生産性向上を目標とした新 しいIT製

品ならびにサービスの創造には、開発契約が採用される。特に、保健衛生セクタ

ーや、デ ィジタル ・マ ップ ・システムの開発/利 用に対する新 しいIT製 品な ら

びにシステム導入努力が行なわれている。国内のIT産 業を刺激 するため、委託

開発が積極的に取り入れられよう。新 しいベ ンチャー ・ビジネスに対 しては、資

金援助と経営補助が与えられる。国家IT計 画の目標の一つは、少な くとも毎年

10社、ITを 利用する新会社を設立することにある。

IT業 界は、遠隔通信分野においてノルウェーを先導国とするための作業努力

で促進される。 この作業では、輸出用製品の開発に特に力が注がれる。

他の産業の発展は、毎年少なくとも200の 新会社で、設計および生産用統合装

置を導入することによ り、促される。また、CAD/CAMの 採用と産業自動化

拡大のための計画が今後強化されよう。

生産性向上や経済発展の達成にIT計 画が寄与するか否かは、専門的な高 レベ

ルの経営 とマーケッテ ィングに依存する。毎年、この目的のため特別訓練計画が、

業界の トップ250人(少 なくとも)に 対 し、実施される。FUNNプ ロジェク ト

を中心 として、国内競争が行なわれるようになろう。(FUNN=Researchand

DevelopmentNetworkinNorway－ 国内研究開発ネ ットワーク)公 共セ クターを

対象としたIT計 画がサービス、生産性、作業条件の各向上を目的として開始さ

れる。本計画は、ノルウェー ソフ トウェア業界の確立にも適用され、高度化 シ

ステム開発を促進する。
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2.3課 題

上述のように＼ ノルウェーでは国内の行政、産業、教育のあらゆる分野におけ

る情報化を進める計画であるが、各分野 ごとに複雑な関係があり、また情報化の

拡がりを適[Eに コントロールすることが極めて困難であるとの意見 も、ある委員

からあった。

しか し、大学 と産業界との連携を国防、原子力等の分野で積極的に行 っており、

また、 コンピュータメーカの大手NoskDataと 通産省の協同開発、ノルウェー ・

コンピューティング ・センターへの委託調査等他組織 との連携を重視 した研究体

制を積極的に進めているところが特徴的と言える。いつれにしても、情報技術が

ノルウェーにおいてますます利用されれば、種 々の国家目標一経済の発展、産業

の競争力の強化、民間セクターにおける生産性 ・サービスの向上一を達成するこ

とが可能であるとの認識のもと巨視的な視点から情報処理教育に取 り組んでいる

ことがわかった。また、大学卒業者で情報工学系の者は50Q名 程で産業界では中

核になるが、今後はimageprocessing等 種 々の分野での人材が必要 となること、

高等学校の教師の教育をいかに行うかと言 った日本 と同様の課題 も存在 している。

なお、ノルウェーにおける情報はわが国においては少ないので、参考 として、

同国における教育制度等の入手資料を資料編に掲げた。
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3オ ス ロ 大 学(TheUniversityqfOslo)

3.1組 織概要

本学は1811年 ローヤルフ レデ リック大学 とい う名称で創設 され、1939年 まで こ

の名前が使われた。1946年 まで本学はノル ゥェTで ただ一つの総合大学であ った。

1813年 初めて学生 を とったが、その数 は17名 であ り、教員は6名 であ った。初

期の頃は神学、法学 、医学、哲学の4学 部であったが 、1861年 に哲学学部が芸術

学部 と数学/自 然科学部 に分割された。1959年 国立歯科大学が歯学部 と して本学

の一部 とな った。 さらに、1963年 に社会科学部が新 し く設け られ、合計7学 部で

現在に至 っている。

常勤教職員 は約3300名 で、その うち教員が半数をやや超え、残 りは技術職員及

び事務管理職員である。学部別教職員数では、数学/自 然科学部が もっと も多 く

約800名 、 もっとも少 ないのは神学部で18名 であ る。

学部 はさらに小 さな単位に分かれている。 これ らの単位には学科 、研究 グルー

プ、ラボラ トリ(実 験研究所)、 病院、資料館等がある。化学科 のよ うな大 きな

学科はさらに研究 グループ等 に分かれてい る。本学 は約200の 基本組織単位か ら

なってお り、その中には13の 博物館 と資料館が入 っている。

臨床研究 、臨床教育 は国立病院等の大病 院、及びオス ロ地区の特別な病院で行

われてい る。 これ らの病院の各科及びラボラ トリの所有者はそれぞれ国や市で あ

るが、オ スロ大学 に属 している。

ノルウェーの他 の大学、高等教育を行な ってい るほ とんどの研究所 と同様 に、

オスロ大学 は国の管理を受 けているが、同時 に高度 な 自治を与え られてい る。原

則 として、研究 費は大学予算 として直接、あるいは研究評議会を通 して国か ら支

給 されている。最近 は研究評議会か らの資金が増加 して いる。大企業等か ら大学

に入って くる資金 も増えている。授業料は無料である。学生が払わなければな ら

ない納入金(セ メスタ ・フィー)は それほど高 くないが 、それは蓄えてお き学生

の福祉のために使われている。

3.2研 究/教 育の概要
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ノル ウ ェーの研 究機 関 の うちか な りの 数 がオ ス ロ地域 に集 中 して い る。従 って 、

大学 、商 工 業界 、 文化 団 体 、 各種 公 共 団 体 の間 で共 同研 究 を行 うに は絶 好 の条件

が そ ろ って い る。 オ ス ロ大 学 は この よ うな共 同研 究 で 積極 的 な役 割 りを 果 たそ う

と して い る。

オ ス ロ市 ガ ウス タ ッ ド(Gaustad)に サイ エ ンス ・パ ー クをつ くる計 画 が進 行 中

で あ る。 この サ イエ ンス ・パ ー ク は外 国 の経 験 を まね 、 ル ン ド大 学(University

ofLund)のIDEONサ イ エ ンス ・パ ー ク、 ケ ンブ リッ ジ ・サ イ エ ンス ・パ ー クを

モ デル に して い る。1988年9月 情 報学 ビル(InfomaticsBuilding)が この地 区 に

完 成 した。 この ビル は基 礎 研 究 、応用 研 究 、実 務EDP運 用 に ま たが るユ ニ ー クな

共 同 研究 を推 進す るた め の基 盤 的 環境 を与 え るため の もの で あ る。 現 在 この ビル

に はオ ス ロ大 学 の計 算 セ ンター(UniversityComputerServiceUSE)と 情 報 学研

究 所(InstituteforInformatics,IFI)、 お よ び今 回訪 問 した ノル ウ ェー計 算

セ ン ター(NorwegianComputingCenter,NCC)が 入 って い る。

各種 研 究機 関 は、本 学 の 基礎 研 究 を商工 業界 向 きの 専 門 的研 究 環 境 で発 展 させ 、

各 種 分野 や 特別 な ユ ーザ グル ープ用 の実 用 的 な ツー ル に変 えて い る。 本学 で は こ

の よ うな研 究機 関 との 間で 共 同 研 究組 織 を 確立 して い る。 これ らの機 関 間で の連

携 を強 化 す る 目的で 、 オ ス ロ地 域 共 同研 究 基 金(FOSFOR)が 設 立 され て い る。FO

SFORは 、 サ イエ ンス ・パ ー クにお け る大学 と研究 機 関 との共 同研 究 を助成 し、促

進 す る こ とに な って い る。

国 際競 争 力 とい う観 点 か らは 、 ノル ウ ェー産 業界 の 大 部分 の 会 社 はその規 模 が

小 さ く、会 社独 自で 自 らの 科学 技 術 的 基盤 を固 め る よ うな研 究 を 行 う こ とは こ こ

10年 な い し20年 で 限界 に達 す る と考 え られ て い る。 サ イエ ンス ・パ ー クが で きる

こと によ って 、産 業界 が 、新 し く、公 的資 金 に よ る研 究 組 織 の よ い影 響 を受 け た

り、研 究組 織 に参 加 で き る可 能 性 が 出 て来 た 。産 業 界 と研 究機 関 の連 係 を促 進 す

るた めInnovasjonssenteretA/Sが 設立 され た。 この組 織 はサ イ エ ンス ・パ ー ク

に お け る交流 と共 同研 究 を 実施 す る ため の ツール を開 発 す る ことに な って い る。

本学 の教育課程 は次のよ うにな っている。

(1)学 士課程
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通常約4年 間で二つの基礎サ ブジェク ト(主 テーマ)と 一つの中級サ ブジェク

トを とるか、3.5年 で65単 位を取得す ることとなって いる。 この課程の コース科

目は一つ の学部か ら、あ るいはい くつかの学部か ら選ぶ ことがで きるが 、ノルウ

ェー国内 もしくは国外の高等教育機関 によ る同等の教育 も一部認めている。取得

で きる肩書 きはcand,magで ある。

(2)修 士課程

中級試 験に合格 したサブジェク トと同 じサブ ジェク トを主サブ ジェク トに しな

ければな らない。 この課程を修 了す るには研究論文が必要である。主サ ブジェク

トの履修機関は、芸 術学部の場合4学 期で 、取得で きる肩書 きはcand,philol.で

ある。社会科学部の場合 も4学 期で、取得で きる肩書 きはcand,polit.で あ る。

数学/自 然科学部の場合は3学 期で、取得 でき'る肩書 きはcand,scient.ま たは工

学修士で(graduateengineer)で ある。

(3)マ ス ター課程

芸術学部 と社会科学部の上級課程 として設置 された課程であるが、試験 の得点

と論文の内容 にっいて の要件 が厳 しい。 この課程 まで修 了するには通常7～8年

を要す る。

(4)博 士課程

多年 にわた り高 レベルの研究の訓練を受 けたのち授 与 され る。か な りの規模の

学術論文 と専 門分野における深い造詣が要求 される。

1987年 の学 生 総 数 は19407名 で 、 その うち55%が 女 性 で あ る。1987年 にcandを

取 得 した学 生 の数 は1898名 で 、女性 はそ の44%で あ る。 また 、1987年 に博 士 号 を

授 与 され た学生 の数 は95名 、女 性 は その28%で あ る。

次に、数学/自 然科学部の概要を報告す る。

本学部 はノル ウェーにおけ る数学/自 然科学分野の基礎研究の中心的存在 にな

ってい る。 ノルウェーにおけ る数学/自 然科学分野の基礎研究の約3分 の1が オ

スロ大学で行 なわれて いる。

本学部 には、528名 の教員 と、311名 の技術及 び事務職員がいる。 さ らに、外

部資金による活動に従事す るポス トが約175あ る。それ らは主 として研究 ポス ト
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と技術 ポス トである。

本学部 は15部 門か らな るが 、それ らは、生物科学 、薬学、物理学、地球科学、

化学、数学の六つのサ ブジェク ト・グループにまとめ られてい る。情報学科 は天

文物理学科 、物理学科 とともに物理学サ ブジェク トグル ープに所属 して いる。

本学部 での履修の基本単位 は科 目であ る。科 目は コースともいわれて いる。各

科 目ごとにその科 目で試験を受 けるのに必要な学習時間を表 わす重み(ウ ェー ト)

が与え られて いる。20単 位が1年 間の全授業時間に相当す る。1年 は2学 期、1

学期は10単 位 に相当す る。本学部の授 業内容の構成 は非常 に総合的で、かつ融通

性 に富んで いる。500を 超え る科 目、14の 主サブ ジェク トで授業や指導が行 なわ

れている。

学生達 は履修 したいサ ブジェグ トやサブ ジェク トの組 み合せを 自分 自身で決定

す る。3年 半の学習で学士(cand,mag)、3年 半プ ラス1年 半で修士(cand,sci-

ent)、3年 半プ ラス1年 半 プ ラス2年 で博士(dr.scient)の 称号が与え られ る。

cand,scientで はな く、工学修士(graduateengineer)を 選ぶ こともで きる。 さ

らに、本学部以外の学部の多 くのサ ブジェク ト(言 語 、経済 、法律 、心理学)も

履修 して単位 とすることがで きる。

本学部の研究領域 は、生態学や海洋生物学などの分科 を もつ生物学か ら、情報

学や数学 まで非常 に多彩であ る。 これ らの研究 は研究 グループに組織化 されて行

なわれて いる。研究の大部 分は国内プ ロジェク トあ るいは国 際プロジェク トの一

環 とな って いる。

現在 、本学部で は、次のよ うな技術指 向の強い領域 に重点 を置いて教育、研究

を実施 して いる。

情報学

バイオテ クノロジー

海洋生物学

石油関連地球科学

材料科学

流体力学/建 造技術

備蓄分析

製薬技術
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33情 報学科 にお ける教育の内容

次の図は情報学科の データ処理専攻の科 目配置図であ る。
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この図の横軸 は単位数、縦軸 は学期であ る。7学 期(3年 半)で 学士号が取得

で きることを表わ して いる。修士号は10学 期 、すなわ ち5年 で取得で きる。博士

号はさらに2～3年 の研究に従事 し充分な成果を挙 げた場合に取得で きる。IN10

5な どは科 目名である。
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次の図 はサイバネテ ィクス専攻 の科 目配置図である。学士号取得 まで しか示 し

ていない。それ以降 はデー タ処理専攻 と同 じであ る。
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7 学士

デ ィジタル技術及 び数値 解析専攻 の科 目配置図をそれぞれ次の図 に示す。
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以下、い くつかの科 目にっいて 、内容、 目標(到 達点)、 履修前提科 目、実施

方法 と期間等を述べ る。

IN102一 プログラ ミング実習(2単 位)

内容:学 生 は1000～2000行 のプ ログラムを1本 づ くりテス トする。学生 に は、

このプ ログラムの課題 仕様 と解説が与え られ る。解説 は、そのプ ログラムの骨格

構造をど うすべきまで示 して いる。与え られ たプ ログラ ミングの課題 を理解す る

ためには、多 くの小 さな課題を解決 しなけれ ばな らないようにな っている。

目標:モ ジュール化が必要な規模のプ ログラムをっ くる経験を させ ることが

この コースの 目的で ある。学生 には、よいモ ジュール化 とはどん なことか、それ

がプ ログラムの作成 、テス ト、保守にどのよ うに影響するかにつ いての感覚をつ

かませ る。

履修前提科 目:IN105

実施方法と期間:秋 学期 に設置 されている。1週 間に1時 間の講義 と3時 間

の課題セ ッションが あ り、15週 で終 る。正 しく動 くよい構造のプ ログラムがで き

ると合格 させ る。(合 格/不 合格)

INIO3一 数 値 計 算 法(3単 位)

内容:微 分 方程 式 で 表 わ され る モデ ルの 例。 常 微 分 方程 式 と線 形 代 数方 程 式

系 の数 値解 。 関 数 の零 点 の数 値計 算 法 、補 間 法 、数 値 積 分 、数値 微 分 、 デー タ ・

フ ィテ ィ ング。

目標:数 値 計算 法 の入 門 コー ス。学 生 に、計 算 科 学 や数 値計 算 を用 い る工 学

分 野 の単 純 な問 題 が解 け る よ うに させ る こと、 及 び その よ うな計 算 法 を 使 う態 度

の 養成 。IN156,MA-IN125,IN225,1N230の 前 提 とな る科 目

履修 前 提科 目:MAOOI/100,INIO5

希 望前 提科 目:MA104,MAIO5

実施 方 法 と期 間:秋 学 期 、週 当 り4時 間 の講 義 と2時 間の課 題 セ ッ シ ョ ン

試験:筆 記 試 験(6時 間)等 級 成績

IN105一 プ ロ グラ ミング科 学 入 門(5単 位)

内容:デ ー タ端 末 、 コ ン ピュー タ、 ワー ドプ ロセ シ ング、 簡単 な デ ー タ型 と
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データ構造、データの表現、 アル ゴ リズム とプ ロセス、プ ログラムとプログラ ミ

ング技法の実践的入門 コース、プ ログラ ミング言語 はSIMULA(ノ ルウ ェーで開発

され た有名な シミュ レー ション言語)。 世の中の こと も考慮 して、例えば、FORT-

RANな どの他のプ ログラ ミング言語 も簡単 に教え る。

目標:学 生 にデー タ処理の方法 と課題 を理解す る基本概念 を与え、プログラ

ムをっ くる経験を させる こと。

実施形態 と期間:秋 学期 と春学期 に設 置。1週 当 り4時 間の講義 と4時 間の

課 題セ ッション。15週 。各学生 は3～4本 のある程度長 いプログラムを書かなけ

れば最終試験を受 けることがで きない。

試験:筆 記試験(6時 間)

INllO－ アル ゴ リズムとデー タ構造(5単 位)

内容:探 索、 ソー ト、文書処理、 グラフ、 リス ト、木、行列、再帰的プ ログ

ラ ミング、擬似並列 プ ログラ ミング、プログラム言語SIMULA

目標:問 題条件に合わせて どのよ うにデータを構造化す るか、その構造化が

デー タの取扱 いにどのよ うに影響す るか について議論す る。 また、プログラ ミン

グ技 法、すなわ ち、効率のよい、よい構造のプ ログラ ミングをどのよ うに して書

くか も述べる。 この コースはIN214,IN215の 履修前提科 目とな っている。

履修前提科 目:INIO5

実施形態 と期間:春 学期。1週 当り3時 間の講義 と4時 間の課題セ ッション。

15週 。

試験:筆 記試験(6時 間)

INIl2一 フ ァイル の構 造 とデ ー タの モ デ ル化(5単 位)

内容:大 量 の デ ー タの取 扱 い(「 大量 」 は磁気 テ ープ や デ ィス クの よ うな外

部 記 憶 装 置 を用 い な けれ ば な らな い ことを意 味 して い る)。 記憶 媒 体(型 と原

理)。 順 次 フ ァイル 、直接 フ ァイル 、索 引 順次 フ ァイル等 の フ ァイ ルの構 造 、及

び デ ー タベ ー ス。 プ ロ グ ラ ミング言語COBOL。 三 つ の 正規 形 を 含 め た関 係 デ ー タ

ベ ー スの 基 本原 理 。 中立 的 な 、正 規 化 され たデ ー タベ ー スの ス キ ーマ をっ くるた

あ の グル ー プ分 け ア ル ゴ リズ ム も含 めた デ ー タの モ デ ル化(情 報 分 析)。2分 関

係 法(BinaryRelationshipMethod)が 主 要 な トピ ックで あ る。 この 方法 とエ ン
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テ ィテ ィ関係モデル化技法を比較する。データベースの保全性。CODASYLが 提唱

しているデータベ ースの3ス キーマアーキテクチ ャ。

目標:COBOLが 使 えるよ うになること。 ファイルの構造 と記憶媒体 は何を基

準に して決め るべ きか、データの記憶に必要な記憶量 はどのよ うに して計算す る

かを教え る。データモデル化技法を用いることによって、問題対象についてのま

とまりのない情報か らセ ンスのよいデー タ構造を考え出せ る能力を学生 に身につ

けさせる。

履修前提条件:IN105

実施形態 と期間:秋 学期。前半 は1週 当り4時 間の講義 と4時 間の課題 セ ッ

ション。後半は1週 当 り2時 間の講義 と2時 間の課題セ ッション。

試験:筆 記試験(6時 間)。 点数成績。

MA-IN118一 アルゴ リズムと再帰(3単 位)

内容:ア ル ゴ リズムの概念を基 礎か ら理解 させ、その概念 にっいての種 々の

数学 モデル間の関係がわかるよ うにする。 アル ゴ リズム的に解け る問題の限界 を

学 ばせ る。本科 目はコ ンピュータ ・サイエ ンス及び数学をより深 く学ぶために必

要。

希望前提科 目:MA108プ ログラ ミング経験が い くらかで もある方がよい。

実施形態 と期間:秋 学期。1週 当り2時 間の講義 と2時 間の課題セ ッション

試験:試 験(6時 間)。 点数成績。

IN140一 機 械 語(3単 位)

内容:コ ン ピュー タの構造 と機 能 。2進 数 、16進 数。 デー タ と命 令 の表 現 。

機 械 語。 アセ ンブ リ言 語 。 サ ブル ー チ ン、 マ ク ロ、 入 出 力 、割 込 み 、再配 置 可 能

プ ロ グ ラム、 フ ァイル の ア クセ ス方 法 、再 入可 能 プ ロ グ ラム、 ロー ダ。

目標:入 出力 を行 な うプ ロ グラ ム、割 込 みを処 理 す る プ ログ ラ ムを含 め て機

械語 プ ログ ラムを書 け るよ うにす る。 さ らに 、 コ ン ピュ ー タの 構 造 と機 能 に関す

るよ り重要 な項 目(ハ ー ドウ ェア、 ソフ トウ ェア の両 方)に つ い て理 解 させ る。
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履修前提科 目:IN105

希望前提科 目:MAIO1ま たはMA100。 プ ログラ ミングの経験(INIO2ま たは

INIO3)が あ ることが望ま しい。電子工学 に関す る知識 は不要。

実施形態 と期間:秋 学期。全学期を通 して毎週2時 間の講義 と2時 間の演習。

演習 には指導員がつ く。 マイクロコンピュータ上で動かすプ ログラムをっ くる問

題が必ず入る。

試験:筆 記試験(6時 間)。 等級成績。

IN142一 オペ レー テ ィ ング ・システ ム(2単 位)

内容:プ ロセ ッサ、 プ ロセ ッサ の共 用 、実 マ シ ン、仮 想 マ シン、 保護 、 資源

割 当て 、 フ ァイ ル ・システ ム。

目標:協 同 して 動 くシステ ムを イ ンプ リメ ン トす る場 合 に核 とな る部分 を教

え る。 ま た、オ ペ レーテ ィ ン グ ・システ ムの主 要部 分 、種 々の オペ レー テ ィン グ

・システ ム(一 括 処 理 、対 話 型 処 理 、即 時処 理)の 差 を理 解 させ る。

履 修前 提 科 目:IN105

実施 形 態 と期 間:春 学 期 。1週 当 り2時 間 の講義 と2時 間の課 題 セ ッシ ョン。

試験:筆 記 試 験 。 合格/不 合格

H160一 コ ンピ ュー タ と社 会(5単 位)

内容:コ ン ピ ュー タ ・サ イ エ ンスと実 社 会 の間 の 関 係 につ い て学 ばせ る。 デ

ー タ処理 技 術 の 応用(適 用)に か か わ る種 々の側 面 につ いて考 え る。 具体 的 に は、

労 働環 境 の構 造 と権 力 の関 係 、 システ ム開 発 に関す る作 業 の 問題 点 と動 向 、 雇用

と生産 性 、公共 お よび コ ミュニ テ ィに関す る こと、 と くに プ ライバ シー 、 コ ン ピ

ュー タ ・サ イエ ンス教 育。

目標:本 コー ス を学 ぶ こ とに よ り、学 生 はデ ー タ処 理適 用 業務 を社 会 との 関

連 、 と くに法 律 に照 ら して 分析 で き る経 験 を もっ こ とが で き る。 コ ン ピュー タ ・

サ イエ ンスを 日常社 会生 活 の 中で 応 用 しよ うと考 え て い るす べて の学 生 に と って

欲 しい コー スで あ る。

履 修前 提 科 目:INIO51Nの つ く科 目を5単 位 以 上 と って い る こと。

希望前 提 科 目:コ ン ピ ュー タ ・サ イエ ンスを理 解 し、Examinphilosophicum



をパ スした後にとること。

実施形態 と期間:秋 学期、1週 にっ き4時 間の講義 と3時 間の課題セ ッショ

ン。必須の演習課題がある。

試験:デ ータ処理 と社会 との関係及 び これ らに関連 したテーマの研究課題。

研究課題の レポー トと研究課題 グループ ごとの口頭試験。合格/不 合格

IN171基 礎 コ ン ピュー タ ・ア ーキ テ クチ ャ(3単 位)

内容:順 次 マ シ ンの ア ー キテ クチ ャ、 並列 マ シ ンの ア ーキ テ クチ ャ。 プ ロセ

ッサ ・アー キ テ クチ ャ、 メモ リ ・システ ム、 マ イ ク ロプ ログ ラ ミン グ。 シ ミュ レ

ー タを動 か せ るハ ー ドウ ェア記 述言 語 。

目標:コ ン ピュー タの構 造 と構 築 の 入 門 コー スで あ ると同 時 に 、特 殊 ア ー キ

テ クチ ャへ の洞 察 力 を養成 す る。 コ ン ピュ ー タの構 築 に使え る ツ ール群 の紹 介 も

す る。

実施 形 態 と期 間:秋 学期 。1週 にっ き2時 間の 講義 と2時 間 の課 題 セ ッシ ョ

ン。15週 。

試験:筆 記 試 験(6時 間)

INI72一 デ ィジタル論理(3単 位)

内容:プ ール関数、組合せ論理、同期及 び非 同期順序論理 、アルゴ リズム的

状態機械、論理回路の簡単化 の方法。

目標:コ ンピュー タを構築す るための論理回路の使い方。機能を デ ィジタル

論理回路で構築す る方法に重点 を置 く。

希望前提科 目:IN140

実施形態 と期間:春 学期。1週 につ き2時 間の講義 と2時 間の課題セ ッショ

ン。課題 セ ッションには指導員がつ く。必 須演習課題の レポー トを提 出 しな けれ

ばならない。

試験:筆 記試験(6時 間)。 等級成績。

IN211一 プ ロ グラ ミング言 語(3単 位)

内容:構 文 記述 と構 文 解析 の方 法。 簡単 な セマ ンテ ィ ック ス。 い くつ か の プ
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ログラ ミング言語を動かす こと。

目標:プ ログラ ミング言語の理論的及 び実践 的側面を理解 し、プ ログラ ミン

グ言語 をつ くり、定義 し、イ ンプ リメン トす る方法を理解す る。

履修前提科 目:INIIO

希望前提科 目:MA-INI18,IN102

実施形態 と期 間:秋 学期。週 当 り2時 間の講義 と2時 間の演習

試験:筆 記試験(6時 間)

IN215一 プ ログラムの仕様化 と検証(5単 位)

内容:部 分的正 当性。演算 の抽象化 とデータの抽象化。データ型の代数的仕

様。順序 に基づ く概念(時 間及び空 間)を 用 いた仕様化 と検証。

目標:ど うすれば コンピュー タ ・プログラムを簡単かつ正 しく仕様化で きる

かにっいて議論す る。そ して、プ ログラムが仕様通 りに動 くことを証明する方法

を述べ る。仕様化 も検証 もコンピュー タ ・プ ログラムの構造に強 く影響 され る。

よい構造のプ ログラムであれば検証は容易である。

履修前提科 目:INI10

実施形態 と期間:春 学期、1週 当 り3時 間の講義 と2時 間の課題 セ ッシ ョン。

15週。

試験:筆 記試験(6時 間)

IN241一 超LSI設 計(4単 位)

内容:論 理(デ ィジタル)関 数を超LSI回 路 と して設計する理論 と実際の

技法を教え る。 論理 システ ムを超LSI製 造 に必要 なマス ク図形 として実現する

方法、デ ィメ ンジ ョンを決定す る方法、超LSI設 計のCADツ ールの使 い方な

ど。

目標:集 積回路 を設計す る能力をっけ させ ること。

履修前提科 目:な し

希望前提科 目:INI72ま たはFYS204、 デ ィジタル論理の基礎知識 が必要。

実施形態 と期間:春 学期、毎週2時 間の講義、2～3人 で共同 して超LSI

回路 を設計す る必須課題があ る。設計結果の回路 はあ とで加工す る。個人的に も

一54一



グループで も指導す る。

試験:筆 記試験(6時 間)。 等級成績。
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4ノ ル ウ ェ ー 計 算 セ ン タ ー

(NorwegianComputingCenter)

4.1組 織概要

本セ ンターは以下 の 目的の もとに設 立された研究財団である。

(1)産 業界、私的セ クター、中央政府 、地方政府の ための研究開発 を遂行す る

こと

(2)本 セ ンターの 自身の資金、 ノルウ ェー王立産業科学研究評議会(RoyalNo-

rwegianCouncilforIndustrialandScientificResearch,NTNF)か らの

補助金、その他の 資金を用 いて研究 プ ロジェク トを開始 し、実施す ること。

(3)オ スロ大学、その他 の、専門的資源(人 間、知識、技術)や 装置の活用を

目的 とす る研究機 関 と協 力 し合 うこと。

(4)ノ ル ウェー国内及 び外国の研究結果 を ノル ウェーのユーザに普及 させ るこ

と。

(5)高 度研究者及 び枝柿渚 を育成 し、本セ ンターの内外 を問わず技術者等の知

識、能 力を高め ること。

本センターの職員数は91名、このうち研究者が64名 、管理者及び研究補助職員

が27名である。

本センターのスタッフは広範囲にわたる専門家集団である。情報科学、コンピ

ュータ科学の専門家に加えて、本センターの学際チームには、社会科学者、地球

科学者、数学者、統計学者が含まれている。本センターの研究者は国内及び国際

的研究開発 コミュニティに積極的に参加 し、貢献 している。

1985年 の収 入総額 は30,063×1000ノ ルウ ェー ・クローネで 、その内訳 は次のよ

うになってい る。(単 位 は1000ノ ル ウェー ・クローネ)。

外部 プロ ジェク トか らの収入20,104

NTNFプ ロジェク ト5,284

NTNF－般 補助金3,100



NTNF特別補助金

その他

1,500

75

4.2事 業概要

研究事業が主体であるが、コンピューターサイエンスの教育にも貢献 している。

以下の分野に重点を置いた研究を行なっている。

(1)基 本ソフ トウェアの開発

・ノルウェー社会のための高度なソフ トウェア

・プログラム言語

・エキスパー トシステム

(2)天 然資源データ及び地理データの解析

・オンショア、オフショア資源の開発方法

・衛星画像の処理

・コンピュータの支援による地図作成

(3)ビ ジネス及び一般 社会における情報技術 ・技術と組織、個人生活の関わり

合い。

本センターは以下の形でコンピュータサイエ ンス教育に貢献 している。

・大学での コース(講 師 や指導員として)

・工学修士の指導

・修士課程、博士課程での研究課題の指導

研 究 は以下 の6グ ル ープ に 分 け て実 施 されて い る。

(1)DIAS(Development,introductionandapplicationof'systems;シ ス

テ ムの 開発 、導 入 、利 用)

(2)DIST(Distributedsystems;分 散 システ ム)

(3)EPOS(Expertsystems,progra㎜ingenvironment,andprogra㎜inglan-

guages;エ キ スパ ー ト ・システ ム、 プ ロ グ ラ ミン グ環 境 、 プ ロ グ ラ ミ ング言

語)

(4)KART(Cartographyandimageanalysis;地 図 作 成 と画 像 解 析)
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(5)SAND(Statisticalanalysisofnaturalresourcesdata;天 然 資源 デ ー

タの 統 計 解 析)

(6)STAT(Statisticaldataanalysis;統 計 デ ー タ解 析)

各研究 グループの活動を工数(人 ・年)で 表わす と次の よ うにな っている(19

85年 の実績)。

DIASグ ループ:7.7人 ・年

DISTグ ループ:&8人 ・年

EPOSグ ループ:13.8人 ・年

KARTグ ループ:12.1人 ・年

SANDグ ループ:6.0人 ・年

STATグ ループ:6.6人 ・年

合 計55.0人 ・年

4.3研 究 内容

(1)DIASグ ループ

技術専門家と社会科学専 門家か ら構成されている。具体的には、コンピュー

タ ・サイエンス、ソフ トウェア ・エ ンジニア リング、社会学、政治学、心理学の

専門家からなっている。

1970年代初めから本センターが行なっている学際的研究プロジェク トの長期に

わたる経験からこのようなグループが必要 と判断された。

本 グループは、情報技術の実務的利用、とくに管理やサービス産業における利

用に重点を置いた研究を している。具体的には,、 次の三つが主たる研究分野で

あり、また、それ らの間の境界的研究 も行なっている。

・組織、公的機関での労働、私的機関での労働における技術変化

・コンピュータ応用システムの開発

・計算 システムとユーザとの対話(人 間一機械インタフェース)

(2)DISTグ ル ー プ
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本グループ主要研究テーマは

・分散 システム

・多重プロセッサ

・データ通信

・分散 システム用言語

である。

分散 システムは、あ る与え られ た仕事 を遂行す るために協同 して動作す る独立

した順次 プ ロセスの集ま りで ある。個 々のプ ロセスは一つのマ シンで実行 され る

が、 システム全体 は多 くの マ シンにまたが って いる。本 グループは この よ うな シ

ステ ムに関わ る研究 テーマで研究を行な っている。以下のよ うな分散 シンスム用

の ツール類 を開発 した。

・階層構 造状の多重 プ ロセス システムを構築するための言語CESAR-Pascal

・CESAR-Pascalコ ンパ イラ、 この コンパイラはNORD1000上 で動 き、Motorola

68000の コー ドを生成す る。

・分散 システ ム用 の リンカとローダ

・分散 システ ムの実行管理のためのツール

・分散 システ ムをテス トす るたあのツール

・オブ ジェク ト指 向 システム用 図形 プ ログラ ミング言語

本セ ンターはイーサネ ッ ト(Ethernet)型 のLAN(LocalAreaNetwork)を 使

っている。 このLANを 産業研究セ ンター(CenterforIndustrialResearch)に

あ る同様 なLANと つ ないで いる。 これ らのLAN上 で より高度なサ ー ビスを提 供 し

よ うと、両組織での共同研究プ ロジェク トが進行中である。

本セ ンターはノルウ ェーPTTのDATAPAKサ ー ビス(X.25)へ の ゲー トウェイを

もってお り、 ノルウ ェーの研究開発環境(UNINETT)中 のい くっかのLANと リン

クで きる。LAN、 広域ネ ッ トワー クともにそのプ ロ トコルはISO及 びCCITTの 標

準 に基づ いてい る。

メ ッセー ジ交換 システムを用 いて本 セ ンターは世界中のユ ーザ と電子 メールを

交換で きる。

通信分野で は、具体的 には、次のよ うな開発を行なった。
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・リンク、ネ ット間、 トランスポー トのためのプロトコル

・ファイル転送プロ トコル

・メッセージ交換 システム(CCIrrX .400)

・端末処理及びマルチメディア

また、国内および外国の研究機関と共同 して、国際標準機構(ISO)の 活動に

積極的に参加 している。本 グループには次の分野の専門家がいる。

・メッセージ交換 システムの標準

・データネ ットの標準(LAN及 び広域)

・アーキテクチャの文書化の標準

・分散システムの監視 と管理

(3)EPOSグ ループ

本 グループの主た る研究分野 は

・エキスパ ー ト・システム

・プ ログラ ミング環 境、プ ログラ ミング言語、 コ ンパイラ

・技術系適用業務 のプ ログラ ミング

・マイ クロプ ログラ ミング

である。

エキスパ ー ト・システムの分野 では現在以下の ような研 究を行 なってい る。

・依頼者 のためのエキスパー ト・システムの開発

・エキスパー ト・システムのための新 しい言語 と言語概 念

・博士課程 の学 生の指導を通 した研究

XeroxllO8,Symbolics3640コ ンピュー タを もっている。 プログラ ミング言語 はLI

SPとPROLOGを 使 ってお り、特別なプ ログラ ミング環 境 とエキ スパー ト・シェルを

使 って いる。

プ ログラ ミング言語 プログラ ミング環 境 の分野で は次 のよ うな研究活動を行な

っている。

・オ ブジェク ト指 向プ ログラ ミング言語BETA 、そのためのプ ログラ ミング環

境や論理 プ ログラ ミングをイ ンプ リメン トす る概念の定義
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・構文駆動エデ ィタ

・プ ログラ ミングの実行を高水準で観測す るシステム

・特別 な命令セ ッ トを定義 して動か し、それによ ってSIMULAを イ ンプ リメ ン

トす ること

委託 され た システ ムの開発 も行な って いる。主な開発 プロジェク トには次のよ

うな ものがあ る。

・NorskData社 か らのウ ィン ドウ技術

・Fellesdata社 か らの図形を用 いたエキ スパー ト・システム、この システ ム

はJSP法(JacksonStructuredProgra㎜ing)を 支援す る。

・Sim-X社 及びSimTech社 か らの新 しい命令セ ッ トの設計 とマイクロプ ログ

ラ ミングによ るその実現

・ElektriskBureau社 か らの委託 による、プ ログラ ミング言語及びプ ログラ

ミング環 境開発な らびに北欧 ・プロジ ェク トへの参加

(4)KARTグ ル ープ

主 たる研究分野 は

・コンピュー タ支援 による地図作成

・3次 元デー タの処理

・画像処理

・パ ター ン認識

である。

1974年 以 来本セ ンターはコンピュータを用 いて地図を記憶 し、解析 し、提示す

るシステ ムを数多 く開発 し続 けている。 これ らの システ ムの多 くは契約先 に引 き

渡 され、い くっか は本セ ンターか ら産業界 に引 き継がれている。以下 はそのほん

の一部である。

・MAPRES:ノ ル ウェーで初めての 自動地図製造 システム

・ALK:自 動化され た、電気、ガス、水道地図作成プ ログラム

・ROADGRAPHICS:ノ ルウ ェー道路局か らの委託で開発 した システム、道

路地図 、その他の表示装置上に速度制限 、混雑度 、事故等 を提示す る
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・MIKADO:地 図作成 ワークステーションのプロ トタイプ(試 作機)、 デー

タベース、自動ディジタル化、ディジタル地形モデル、地名の自動配置、

ブロック図の提示等の機能を含んでいる

・TEMtaLKART:種 々の情報源か らの情報をまとめて、与え られた主題に関す

る地図を作成するためのプログラム ・パッケージ

・DIGITALTERRAINMODELS:三 角測量術または網目法に基づいて3次 元デ

ィジタル地形モデルを構築す る

地理情報 システム(GIS)の 分野では、本セ ンターは幅広い専門的知識、技術

を蓄積 しつつある。既存のデータベース等か らデータを検索する安価なパ ソコン

・システムを開発中である。

光ディスク技術によって大きなデータセ ットにも容易にアクセスできるように

なったが、本グループはそれをGISに 合うように手を加えている。

通信回線によってディジタル地図データを配布伝達することによって、GISの

新 しい利用法が開けている。 この配布伝達の標準形式は本セ ンターが考えた。

画像解析、パターン認識の分野では、 リモー トセ ンシング、記号認識、ディジ

タル写真測量を研究テーマとしている。記号認識では、数字、文字、その他の記

号を(手 書きも含めて)自 動的に認識する技術をSysScan社 の委託で開発 した。

(5)SANDグ ループ

本グループの主たる研究分野は

・統計解 析及びデータ解析における高度に専門的な知識 と技術

・地球科学領域における情報技術の応用に関係する分野に関する深い知識

であり、具体的には、次のようなテーマに関する研究を行なっている。

・環境統計学

・良質収集データの統計的解釈

・石油埋蔵 量モデル

・地学化学データの解析

(6)STATグ ループ

主 たる研究分野 は



・一般 的な統計解析及びデータ解析における高度に専門的な知識と技術

・多変量解析、時系列、数値計算法、 シミュレーションにおける高度に専門

的な知識と技術

・エン ドユーザーが コンピュータ ・システムを用いてデータ解析を行なうた

めのプログラムの開発

である。具体的には、以下の利用分野で研究活動を行なっている。

・金融 システム

・テレコミュニケーション・システムの解析

・統計技法を用いたデータ解析のコンサルティンブ
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5.ノ ル ウ ェ ー 電 気 通 信 管 理 局

(NorwegianTeleco㎜unications

Administration)

5.1組 織概要

ノルウェーは地形的に南北に広大で、人口も分散 しているために、通信が極あ

て重要 となっている。本訪問先は、情報通信分野の現状把握の一環として選定さ

れたもので教育とは直接的な関連はないが、以下にノルウェーにおけるISDN

化等情報通信事業の最新動向例 として紹介する。

NorwegianTeleco㎜unicationsAdministration(NTA)は 、運輸/通 信省

の傘下にあって、中央企業体、地域企業体、区域企業体の3階 層構造を もっ。

ノルウェーは、7ヵ 所の遠隔通信地域 と、31ヵ所の遠隔通信区域 とに分かれて

いる。Teleco㎜unicationsAdministrationは 総裁により率 られている。Admini

strationに は、男女合わせ約20,000人 のフルタイムまたはパー トタイムの職員が

いる。

当局は国会により決定された指示に従って、最適かつ最も経済的な方法で、必

要な遠隔通信サービスを国内で提供する役割を担 っている。この枠組の中で、多

数の各種作業にあたっていくこと、すなわち震 舌/電 信/放 送/そ の他の各種遠

隔通信サービスの経営と運用が、当局の業務である。

ノルウェーは、1976年 にヨーロッパで初めて移動衛星 システムを運用 した国で

ある。新サービスには、テ レックス、ビデオ会議、テレデータ、ページングおよ

び警 報の各伝送がある。光ファイバーや遠隔通信ネ ットワークのディジタル化な

どの新技術が実用化されている。

さらに、研究開発への参画、将来のニーズの評価、当国の遠隔通信サービスの

今後の拡長プランの策定 も、当局の役割である。
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5.2事 業概要

次 に当局の実施事業 および計画等 につ いて概要を紹介す る。

遠隔通信ネ ッ トワー クの強化

遠 隔通信ネ ッ トワークは、1987年 に加速化された。 トラ ンク ・ネ ッ トワークで

は、130,000,000kmの デ ィジタル無線 リンクが運用開始 となった。

1988年 度中に、 ノルウ ェーの トランク ・ネ ッ トワー ク全体のデ ィジタル化が完

了す る予定である。1990年 の終わ りまで に、 ノルウェーの無線 リングネ ッ トワー

クの容量 は、1986年 に比べ2倍 とな るはずである。

ノルウェーにおける トラ ンク ・ケーブルの延長すべてが、光 フ ァイバー ・ケー

ブルを使用 して現在行 なわれてい る。実際の発注 は、国際入札に従が って、 ノル

ウェーの ケーブル産業 によ り行われ た。

1987年 、デ ィジタル加入交換局で合計36万 件が運用 を開始 した。 これは、 ヨー

ロッパにおいては飛 び抜けたデ ィジタル化速度を示 している。1987年 度 中に、当

局 は、毎週 三つ までのデ ィジタル交換局の運営を開始 した。 このペースは、業者

によ り以前 の遅配を とりもどすため、1988年 も受け継がれ る。1988年 秋 までに、

175の デ ィジタル交換局 の最初 の発注が全国的設置を 目的 と して 、出され る予定

であ る。

伝送ネ ッ トワー クのデ ィジタル化 と共に、Systeml2加 入交換局 の設 置が 、こ

の国 における石油、ガ ス産 出の発達後の最大の技術的作業努力の一 つの始 ま りを

示 している。

新技術 の実現 に もかかわ らず、Systeml2交 換局の実用化で は、予想 したほど

には、問題が生 じなか った。

1987年 、 ノル ウェーは、高度 シグナ リング ・システ ムNo.7を 利用 した世界最大

のデ ィジタル ・ネ ッ トワー クを所有 した。 この シグナ リング ・システムNo.7は 、

将来 の シグナ リング ・システ ムと して、国際的に提言 されるよ うになって きてい

る。

当局 は、1988年 にさ らに100の デ ィジタル交換局を 、また1989年 に もほぼ同数

を発注す る予定で ある。

Systeml2交 換局 は、将 来のISDNネ ッ トワーク(IntegratedServices
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DigitalNetwork－ 統合 サー ビス ・デ ィジタル ・ネ ッ トワーク)の 新 サー ビスに

も適合 され ている。 ノルウ ェーで は、ISDNは 、国際規格に従 って開発 されて

い る。ISDNで は、通話、テキ ス ト、データ(後 で図で表わす)が 、単一の接

続で顧客 に利用可能 となる。

ISDNの 技術 テス トが、1988～89年 にか けて行なわれ る予定である。

当局 は、1992年 にISDNが 正規 の全国的運用 に こぎっ け られ る、 と予想 して

いる。

当局 は、全ユ ーザ ・グループに適切 なISDN端 末装置開発 に関す る契約を ノ

ルウ ェー企業8社 と結んだ。

・新 サー ビス

1987年 度 中に新 しいデ ィジタル ・システム12交 換局 に接続 された顧 客は、たと

えば、短縮 ダイヤル、警報サ ー ビス、発呼転送、発信呼 の抑止 など、多数 の追加

サ ービスが受 け られ るよ うにな った。

NTAは 、1987年 に警報サ ー ビスAl-telを 開始 した。 このサ ー ビスは、 ノルウ

ェー業界によ り開発され た装置 を使用 した、NTAの 社 内警報/コ マ ン ド・シス

テムをベース と している。Al-telは 、Skien、Steinkjer、Trondbeimの 顧客 に

はすでに利 用可能 とな ってお り、1988年 か らは、Hangesund、Kongsvinger、

Sarpsborgお よびStavangerの 各遠隔通信区域で利用可能 とな る。NTAは 、

Bergen、Gjovik、Osloで すで にSwissシ ステ ムをベースと した警報伝送 を提供 し

ている。

ビジネ ス通信用 に衛星中継 によ るNORSAT-Bシ ステムの準備 が進 め られ

てお り、1988年 に実用化 され る予定である。

1987年 、移動 デー タ ・システ ムに関す る北欧の共同作業が行 なわれた。 これは、

現移動 サー ビスに対す る有益 な補足機構 となろ う。MobilData・ ネ ッ トワークは、

Bergen、Oslo、Stavanger、 およびTrondbeimの 各町で開発 され ることにな って

いる。

1987年 、 シンガ ポール と英 国の遠 隔通信 当局 と、Skyphoneと 呼ばれる国際地上

通信サ ー ビスの開発 に関す る協定を結ん だ。 このサー ビスは、INMARSAT

・システムをベ ースと してお り、RogalandのEikに 地上局の ビルが必要 である。
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スタッフの作業努力

NTAは 、1995年 までに世界で最も進んだ遠隔通信国の一つとなることをめざ

している。

TBKに 出向したのべ年数は、主として、次の分野でTBKと 当局との間の作

業分担に影響を与えた。

一マーケッティング

ー設置とワークショップ

ー技術的作業一交換局

一事務および経理作業

・1995年に向けて

国会に提出された報告書No.48(1984～85)で 、NTAは 、遠隔通信分野での研

究に広範囲にわたる責任を負うこととなった。研究作業は、同国の遠隔通信の ノ

ウハウを強化 し、遠隔通信装置の競争力のあるノルウェーの生産基盤を築 くこと

に、貢献 しな くてはならない。

TFに おける活動は、現在、主として次の8領 域に集約されている。

-ISDN

－広帯域ネ ットワーク

ー衛星通信

一光ファイバー通信

一移動通信

一ビジネス通信

一遠隔通信サービスと端末

一運用と保守

活動の主要部分は、3～8年 の制限がある。 この作業が、研究部門の総作業量

の2/3に 当たる一方、残 りの期間は、新 しいノウハウおよび研究の構築にかける

ことになる(た とえ期間が長びいても)。
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・将来の遠 隔通信ネ ッ トワー ク

NTAは 、事業展望で 、1995年 まで に、 ノル ウェーが世界の最先進遠隔通信国

の一つに数 え られ るよ うになる といラ意向を述 べている。音声・テキス ト・デー

タ、 ピクチ ャの搬送を 目的 としたISDNが 、 この目標 を達成す るための技術的

手段であ る。

TFは 、施策 を案 出 し選択 された遠隔通信サー ビスと搬送サ ー ビスのための枠

組みを指定す る国内および国際研究 グループに、積極的 に専従 して いる。ISD

N計 画 におけ る重要 なプ ロジェク トには、次の ものがある。

一メ ッセー ジの取 り扱 い

一遠隔通信サ ー ビス

ー搬送 サー ビス

ーISDNへ のア クセ ス

・新パ ケ ッ ト・サー ビス

本計画 に関連 して 、業界 との広範 囲にわたる協定が取 りかわ された。 さ らに、

遠隔測定法の概念的研究 も実施 されてい る。

NorwegianInstituteofTechnologyのElectronicsLaboratoryと の共 同作 業

で、TFは 、異なるサ ービスを試行す るため、小規模なISDNテ ス ト交換 局を

開発 した。 この交換局 は大 きな成果 を もた らした。交換局のPCバ ー ジョンが開

発され 、業界数社が 、このバ ージ ョンを交換局 に対 する試行を 目的に購入 した。

これはさ らに、NTAのMainTrainingCentreで の指導 に使用 され、TBKは 、

デモ用 に この交換局 を利用 して いる。 さ らに、NorwegianInstituteofTechno-

logyで も、指導用 に使用 されている。

ノルウ ェーにおけるISDN端 末 につ いての作業は、ノル ウェー業界が競争 力

のあるISDN装 置を製造す るための優 れた基盤を築かな くてはな らない。

・広帯域 ネ ッ トワーク

研究部 門は、TV高 品位画像 、高速 デー タ通信用広帯域 ネ ッ トワー ク(B-I

SDN)の 開発 に参画 してい る。 このよ うなネ ッ トワー クは、今後10年 間の うち

に、技術的、経 済的 に実現可能 と しな くてはな らない。

広帯域技術、サー ビスにお ける経験を得 るため、TFは 、次のよ うな二 つの実



験的ネッ トワークを設置する予定である。

一業界との連携の下に、ディジタル ・ピクチャホンを開発する。 これには、ディ

ジタルPABXに よって制御される広帯域スイッチが付いている。加入者回線

には、光ファイバーを使用する。研究所での試行用のひな型が用意されている。

PCと 結合 した ピクチ ャホンが、試行用に開発中である。

一もう一つの実験用ネ ットワークでは、加入者へは衛星を経由 して広帯域の必要

なサービスを提供 し、加入者は地上ネ ットワークを経由して狭帯域を利用する

ことができる。このような実験は、全国的広帯域ISDNが 実現化するまで、

これ らのネッ トワークが重要であるかについて決断するのに役立つ。

・RACE

統合広帯域 通信 に向けて の西欧の最初の ステ ップ

ヨーロ ッパ経済共 同体で は、研究分野 における広範囲 にわたる共同作業機構 が

あ る。RACE(ResearchandDevelopmentinAdvancedCo㎜unications-tech-

nologiesinEurope)計 画が 、この意味で特 に重要であ る。

TFは 、 ノル ウェーにおけるRACEの 国内の コーデ ィネー ト機i関であ る。

RACE計 画の 目的は、5年 後 ごろか らヨーロッパ に統合広帯域 通信(IBC)

を導入す ることにあ る。研究計画の成果 は、公表 され よ う。

今後5年 間には、の べ13,000人 の人材が、 このプ ロジェク トの技術的基盤を確

立す るため専従す る。 ノル ウェーの各 企業 と研究機関 は、少な くとも他のEEC

諸国2ヵ 国か らのパー トナー と共 に参加す ることがで きるが、EECか らの経済

援助 を受 ける資格 はない。1987年 後期 には、入札 申込の ための団体設立 につ いて

の作業が多 く行なわれた。 ノルウ ェーの研究機関は、 この段階での成功 につ いて 、

TFに よる強力な支援 によ るもの と して、深 く感謝 して いる。 ノルウ ェーの全体

と しての貢献度 は、のべ88人 を送 り込 み、TF単 独で ものべ13人 とな って いる。

・衛星通信

従来、衛星通信は、大陸間/移 動遠隔通信と結びついていた。宇宙、衛星、地

上各局の技術内での開発により、国内交信の取扱いに対 しても、衛星 システムが

競争力をもっようになってきている。 ビジネス通信用の小型無人地上局を設置 し
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た交換衛星ネ ットワーク(NORSAT-Bシ ステム)に っいて、研究部門が数

年間、作業を行なった。 この作業の一環 として、移送可能地上局が開発された。

NORSAT-Bは 、1988年 には、運用可能になることが予想 されている。

ラジオ周波数範囲が、資源として制約がある。衛星 システムは、次第により高

い周波数を使用せざるをえなくなっている。技術的、経済的に最適なシステムの

規模を決定するには、信号に対する大気の影響に関する正確なデータが必要であ

る。TFは 、このよ うな問題にっいて作業を進めており、20/30GHZの 帯域で

OLYMPUS衛 星による実験を行なうことを計画 している。

国際海洋移動衛星サービスのINMARSATは 、飛行機 との通信設備にっい

て、現在拡張中である。TFは 、仕様作業に参加 し、我 々はノルウェーの業界と

共にそのための装置を開発することになっている。

・C-MACに よる音 と画像の高品質化

研究部門は、衛星通信に関するヨーロッパMAC基 準の開発に積極的に参加 し

てきた。ノルウェーは、Svalbardへ のTV/ラ ジオ番組送信用に、1984年 にC-

MACシ ステムを導入 した。これは、ノルウェーが最初の国であった。TFは 、

MACシ ステム用VLSI回 路の開発に着手 したところである。最初の回路は、

1987年 に完成 した。他の回路は1988年初頭に完成が期待されている。約230,000

個の大量生産向けに開発された トランジスターに匹敵するこれ らの回路は、量大

容量のものに数え られる。 この開発は、TFと 産業省の合同資金援助を受けてい

る。

・将来の移動通信

1987年度の将来の移動通信に関する研究部門の作業は、新 しいヨーロッパ移動

通信ネッ トワークGSMに 集約されている。これは、通話 と多数のデータサービ

スを統合 した完全ディジタル ・システムである。ノルウェーは、すべてのヨーロ

ッパのGSMグ ループに積極的に参加 しており、1987年 に行なわれた技術上の決

定に大きな影響を与えてきた。

ノルウェーを含む大部分のヨーロッパ諸国は、1987年 に、1992年 までにGSM

の実現化に踏み切ることを誓った。
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提言の主要部分にっいての作業が現在ほぼ完了 し、GSMシ ステムの生産にっ

いての厳 しい段階に入りつつある。TFは 、ノルウェー業界が、公開セ ミナーや

研修会を通 じてその提言についての情報を与えたり、市場の潜在能力や共同作業

の方法にっいて討議 したりすることによってGSM装 置を製造するための優れた

基盤作りに大きな努力を尽 してきた。

TFは さらに、ノルウェー専用のGSM実 験 システムも開発中である。この作

業は、他の北欧諸国の協力を得ている。

・通常の電話回線で ピクチャホンが可能か

今まで、 ピクチャホンはあまり市場に浸透 してはいなかった。 これは、一つに

は、装置が高価であること、また一つには、すべての情報を伝送する画像と通話

に包含するためのサービスでは約1,000の 電話回線が必要となるためである。 ピ

クチャホンを通常の加入者向けサービスとするなら、通常のディジタル電i舌回線

(64キロビット/秒)と の互換性が必要である。

ここ数年間、研究部門は、そのために業界と協力 して ピクチャ・コーデ ック

(コーダおよびデコータ)を 開発 した。送信側で余分な情報が除去され、不可欠

な情報が圧縮されてか ら、受信側で画像が再構成される。画像の品は、明らかに

テレビの画像ほどよ くはないが、典型的 ピクチャホン環境では、画像はほとんど

が人物や資料に限定されており、その点ではこの程度の質で十分である。 目的は、

妥当な値段でで きる限り品の高い画像を開発することにあった。

この作業は1987年 完了 し、よい成果が収められ、Genevaに おけるTelecom'87で

Codecが 発表され、非常に好ましい反応が得 られた。

ユーザは、聾唖者用遠隔モニター/通 信設備に関連 して、この種の装置を待ち

望んできた。この装置の価格は、海外の相当製品よりかなり安 くなることが期待

される。

・障害者向け大型キーボー ド

業界との提携により、TFは 、さまざまな障害者や子供、老人などの条件に合

わせた大型キーボー ドを開発 した。 このキーボー ドは、タッチする部分が大きく、

ピクチャや数字で明確にコー ド化できる。電話番号を前 もって登録 しておいてか
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ら、特定の 「send(送 信)」 キーを使用 して送信す ることができる。表示および

合成通話と個別に接続 した装置では、送信前に、番号が正 しく入力されたか否か

をチェックすることがで きる。全ディレク トリ番号(20桁 以内)を 送信するよう

各キーをプログラム化することができる。キーを一回押す と、番号全体が送信さ

れる。脳性麻痺患者に利用できるよう、特定キーの連続入力の効果が排除されて

いる。この動 きは、 コン トロールできないためである。 このキーボー ドはあらゆ

るタイプの電話および信号 システムに接続できる。

・遠隔通信ネ ットワークー複合データシステム

ICや ソフ トウェアは、遠隔通信ネ ットワークのさらに重要な部分になりっっ

ある。ネッ トワークの運用 と保守 も、コンピュータを利用 したシステムの利用に

よりかなりの程度までおこなわれている。

この分野における研究は、現在、遠隔通信ネ ットワークの運用 と保守のための

リアルタイム ・プログラ ミング、データベースによるサポー トおよび計測 システ

ムに集中 している。仕様の信頼性 と検証がこの分野での重要な側面である。

遠隔通信システムおよびサポー ト・システムの両方向けに、効率と品質の向上

を目的としたツールが開発されている。大規模データベース ・システム向けに、

DATRANツ ールが開発された。このシステムは、当局外部のユーザに対 して

も販売されている。

ローカル通信 システムでの作業は、情報に関するセキュリティ ・システムと拡

張ワーク ・ステーション間の効率的オフィス ・サポー ト・システムに集中 してい

る。ノルウェー業界は、この領域にしだいに関心の度を深めている。

・将来のハー ドウェア

当局は、1987年 に遠隔通信装置に約NOK300億 を投資 した。有資格のバイヤ

ーとなるには、NTAは 設計技術に強力な専門性が必要とされている。研究部門

はVLSI回 路のデータを利用 した設計のため、データライブラリー、部品在庫

および装置と共に設計セ ンターを設立 した。1987年 、最初の回路の設計がこのセ

ンターで完了 した。
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・研究開発で の支 出

1987年 、当局 の総研究開発費はNOK1,580,000,000に のぼ った。 これ は、当

局の総事業収入の約1.1%に 当る。

1986年 ～1987年 にかけて 、当局 は、研究開発における赤字を約20%増 加計 上 し

た。

①研究部門の運営経費 ②合計 ③自社活動 ④外注活動 ⑤研究部門の運営

費一当局の事業収入に対する比率

・警 報送信サ ービス、Al-Tel

Al-Telと は、当局の警報送信 サービスの名称である。顧客の構内 にあ る各種検

出装置か ら警報受信装置(警 報監視セ ンター)へ 警報 信号が送信 され る。 完全監

視状態におかれて いる特 殊な警報伝送ネ ッ トワークが このサー ビス向けに設置 さ

れた。通常 の電話 ネ ッ トワークで達成 され るよ りもさらに高度 な機密保護の たあ

の専用ネ ッ トワー クで ある。

このサー ビスは、1987年 、Trondheimで 正式 に開始 され、現在はOslo、Bergen

およびOppland、Nord－ とSor-Trondelogの 各郡で提供 されて いる。1988年 中に

このサー ビスはAkershus、Hordaland、Rogalald、Ostfoldの 各郡の顧客 に も提

供 されよ う。 このサ ー ビスはます ます需要が高 まりっつ あり、1987年 の終 りまで

には約5,700の 顧客が接続 され た。前年度 に くらべ、約34%の 伸 びであ る。

・電子支払 いサー ビス

当局 は、近 年次 のよ うな電子支払 いサ ー ビス分野でのい くつかの実験 プ ロジェ

ク トに従事 して きた。

-Lillestromで のTelebankプ ロジ ェク ト

ー許可端末プ ロ ジェク ト

これ らの プロ ジェク トか ら得 られた体験 に基づいて、当局 は1988年1月1日 に

正規のデー タ転送サ ー ビスを通 じて、許可端末 と支払 い端末か ら、電子支払 いサ

ー ビスを提供 する ことがで きた。

当局は、DirectorateofPostalServiceと 共同で ビデオ ・テ ックスをベ ー ス

としたTeiebankサ ー ビス(Teledata)分 野での実験 を計画中であ る。
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.MobiIeData/Mobitex

移動電話の利用 が ビジネス ・セ クターでます ます一般 化 してきてい るので、移

動 データ通信 に対 す る当然の需要 も生 じているよ うに思 える。次第 に多 くの人々

が、効率 に対す る要求 によ り自動車内で利用で きるコンピュータ端 末を所有する

ことが可能 となる とい うことを認識 している。テキス トとデータの伝 送が通話 の

伝送よ りわずか な周波数資源の利用 を効率的 に している。

関連技 術や市場側面 についての広範 にわた る評価 の後、1987年 に北欧の作業 グ

ループは国内のMobilDataネ ッ トワー クは、Swedish当 局 により開発 されたMobi-

texを ベースとすべ きであ る、 とい う提言を行な った。北欧の当局 はすべて、 こ

の提言 を支持 した。

スウェーデ ンのMobitexの 概念 に従 って、当局 は、1988年 の終 わ りに向 けて、

Trondheimで 公共MobilDataサ ー ビスを導入する意 向であ る。Mobitexは 、移動

テキ ス ト/デ ータ通信(印 刷情報 をベースと した、移動通信)に 専用化 されたサ

ー ビスである
。 ノル ウ ェーでのMobitexに 対す る市場 の将来 性と して、1995年 に

40,000加 入件数が見込 まれてい る。

MobilDataは 、主 と して、 自動車群 を使用 してい る会社 、あ るい は定期的 に本

部 と連絡 す る必要のあ る移動作業集 団を文橡 と している。サ ー ビス部門、販売員、

運 送業者 、医師/救 急隊、警官/消 防隊などが、代表 的ユーザ グル ープで ある。

・新ペー ジング ・サー ビスーPST2

現ペー ジング ・サー ビスーPST1一 は、1989年 中頃まで は、市場の需要を十

分満たす能力を備えて いる。その後 は、新 しいペ ージング ・サー ビスーPST2

一が開始 され る予定で ある。PST2は 、FM放 送ネ ッ トワー クを利用 して伝送

を行 な うRDS基 準(RadioDataSystem)を ベ ースと している。PST2の 基本

サー ビスは、PST1で 提供 され るサ ービス と同 じであ るが、ペ ー ジング地域 に

分割 されない。PST2は 、次の よ うな補足機能 を提供す ることにな ってい る。

一通話の記憶 一ペ ージング ・レシーバ ーを呼び出 した人が、交換局 に記憶 される

ので、短かい メ ッセー ジを置いたままにす ることがで きる。 レシーバ ーの コー

ドによ り知 らせを受 けた加 入者 は、交換 局に ダイヤル し、録音 されているメ ッ
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セージを流させることがで きる。

-RST2加 入者が要求 したならメッセージが くり返される
。 レシーバーがオフ

の場合または場合によっては実像 区域外にある場合、呼出された人が交換局に

ダイヤルしてそれまでの4時 間以内に伝送 されたすべてのメッセージをくり返

させることができる。

一スウェーデンとの共同作業

PST2は 、人口の約95%を 支援 としている。

テキス ト情報を伴 うページングーRadiotex

通常のページングサービスーPST1とPST2一 は、コー ドまたは電話番号

の形式で しかメッセージを伝送できない。 したがって、当局は、単純なテキス ト

での短かいメッセージの転送が基本サービスとなる新サービスを開発中である。

さらに、呼出 し音発呼のほか数値による補足情報付発呼の伝送 も、当然可能であ

る。

・遠隔通信 ネ ッ トワーク

ノル ウェーの遠隔通信 ネ ッ トワー クの1987年 におけ る拡大 は、電話型回線

34,300件 す なわ ち2,993,000回 線kmに 及ぶ。

公共電話 ネ ッ トワー クの拡大 は、最 も発展 した分野で ある。1987年 末 までには、

公共 アナ ログ電話交換局 とデ ィジタル電話交換 局 との間 に、189,600回 線が設置

され た。 さらに、デ ィジタル交換局間には、4002Mbit/s回 線が設置 されている。

これ は、12,000電 話回線 に相 当す る。

1986年 度を、国内ネ ッ トワー クにお ける光 ファイバ ーの 《採用元年》 とすれば、

1987年 度 は、その 《設置元年》であ る。

最新の作業年であ る。合計1,270km(15,000フ ァイバーkm)の 単一 モー ド光 フ

ァイバー ・ケーブルが ローカル ・ネ ッ トワー クと トランク ・ネ ッ トワー クで設 置

され た。今後の拡大速度 は、同 じよ うな レベ ルであろ う。

当局 は、現在 、光 ファイバ ーの沿岸部海底 ケー ブルの利用 を 目的 と した技術 的

経済的条件にっいて評価 している。Dra㎜enとHolmestrandと のあいだの最初 の

区分が1987年 の秋 に設置 され た。 この設 置 は首尾 よ く実現 した。
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・無線 リンク ・ネッ トワーク

1987年、このネ ッ トワークの拡大の結果、以前よりさらに多 くの回線キロメー

タに対応する無線 リンクが設置された。特に約1億1千 万回線kmに対応する無線

リンクの運用が開始 された。 これは、計数化期間前の全遠隔通信ネ ットワークの

約3分 の1に 当る。 トランク ・ネッ トワークにおけるディジタル無線 リンクは現

在、全国に適用されっつある。 これ らは合計10,000シ ステム ・キロメーターに及

んでいる。この間は、160の 無線 リンク・ホップにより結合されている。

当局の無線 リンク局 は無人化されている。それ らの多 くは接近不可能な場所に

設置されているので、遠隔通信ネ ッ トワーク内の高い品質と連続性を維持するに

は、それらの技術的装置の遠隔モニ ターと制御が不可欠である。1987年 中に新世

代の無線 リンク用遠隔モニター ・システムがすべての区分で、国内 システムの

120局 向けに設置された。全 トランク回線の80%以 上が、無線 リンクを通 じて伝

送されている。

国内 システムに関連する諸活動のほかに、当局の トランク・ネッ トワークとロ

ーカル ・ネ ットワークにおけるディジタル無線 リンクの建築と実際の活動に関す

る多 くの作業が完了 した。

NRKの 全国的番組ネッ トワー クは主 として無線 リンクか ら構成 されている。

これ らはラジオ番組 とテレビ番組を国中の放送局に伝送 している。1987年 、われ

われは無線 リンク(材 質、装置および局に関する情報を含む全国的データベース

・システム)を 設置 した。これは、当局の全無線 リンク ・ネッ トワークのプラン

ニングに広 く使用 されている。

・衛 星通信

INTELSAT

Janum、Sweden

ノル ウェーは、 スウェーデ ンのJanumに ある北 欧衛星通信地上局 の共同保有国

であ る。1987年12月31日 付で、地上局 を経 由 して1214の 永久回線が使用 され るよ

うにな った。 これ らの回線 は、 アフ リカ、中東、北米南 米の多数の国 々で利用 さ

れて いる。

これ らの永久回線の ほかにJanum地 上局 には24のSPADE回 線 があ る。 これ
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らは、非永久回線で、必要 に応 じて各国 に接続 され る。1987年 、 これ らの回線 は

アフ リカ、南米および中東 の諸国 に通信 を搬 送 した。

Eik、Rogaland

ノルウェーの衛星 システ ムNoRsATAのEik地 上局 によ り、Ekofisk、

Frigg、Gullfaks、Statfjord、Ulaお よびValhallの 各油田へ の接続が可能で

ある。 さ らに、SvalbardのIsfjord地 上局 との交信 は、NORSATAシ ステ ム

を中継す る。1987年 の終わ りまでに、高速デー タ伝送 のため、137本 地上局は、

Stavangerで も運用 されて いる。NittedalとStavangerの 地上局は共 に、 ヨーロ

ッパの大部分の地域に、 ビデオ会議やデー タ通信を搬送 できる。

Agestad、Stockholm

最近 まで、 ヨー ロッパ諸 国間のすべての電話通信 は、地上 ネ ッ トワー クを中継

していた。 しか しなが ら、現在、電話通信は衛星を中継 してい る。電話通信用 の

高度 デ ィジタル ・システムTDMA(時 分割多重 ア クセス)が 、そのため に開発

された。

1987年12月31日 、Agestadの 合同地上局を中継 して 、 ノルウェー電話回線が運

用開始 とな った。

さ らに、北欧諸国 は、Agestadを 中継 して イラ ンまで21本 の電話回線を使用 し

ている。

NORSAT

NORSATA

NORSATA衛 星 システ ムは、1976年 に使用が開始され た。始めの数年 間

は、本 システ ムによ り搬送 され る多 くの交信 は、北海の ノルウ ェー石油産 出基地

との電話、テ レックス、デ ータの各 リンクで構成 されて いた。1979年 、Svalbard

に衛 星地上局が建 築され た。その時以来 、この局 は、極北部 の この群島への長距

離テ レックスと電話接続を行な っている。本 システムにより搬送 されて いる交信

量 は、か なり多 く、現在 、九つの衛星局が運用 されている。

NORSATB-0とNORSATB

NORSATB-Oで は、すでに6局 が運用 されている。 これ らは、Oslo、

Brerum、Stavanger、Bergen、Trondheim、Tromsoの 各地域に設置されて いる。

これ ら六 つの地上局 は、各局 間の永久回線 を可能にす るよ う設計 されている。
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交信容量は大きい。たとえば、送信局 と受信局構内に必要な設備を取 り付ければ、

5分 間で、32ペ ージの新聞を送信することができる。

NORSATBは 、顧客が、自己の構内に局を設置するタイプの衛星 システ

ムである。彼 らは、接触 したい衛星局を自分で呼出すことができる。これは、顧

客の構内のキーボー ドから自動的に行なわれる。顧客は、彼らの局を実際に利用

している期間だけ使用料を払 う。NORSATBは 、近代的衛星システムで、

現在、それぞれ低速 と高速向けの2種 類の局が利用されている。これは、コンピ

ュータやデータベースと共に使用するのに非常に理想的なディジタル ・システム

である。NORSATBは 、1988年 に運用が開始される予定である。

5.3情 報技術の開発

ノルウェーの権威筋は、情報技術を促進するたあの努力を行なうべきである、

と述べた。役員会 は、この挑戦を深刻に受けとめ、当局が、可能な限り低い料金

で、高い質の技術による効率的かつ全国的遠隔通信サー ビスを開発ならびに提供

する方法を円滑化 しようと試みた。

当局は、情報技術の開発に重要な役割を果たしているので役員会は、特に次の

二つの側面の重要性を強調 したいとしている。

・開始されている研究作業の拡大

・行動の自由に対す る拡大のニーズ

当局の目標は、国会に提出された報告書No.48(1984～85)に 記述されている指

示に従って、研究予算を当局の事業収入の1.5%ま で増加 させることにある。研

究部門は、情報技術に関する国家的開発における礎石 となっている。研究部門の

予算は、1986年 度には31%、 また1987年 度にはさらに20%増 加 している。

1987年、この研究部門、諸研究機関、業界間の共同作業により、将来の統合サ

ービス ・ディジタル ・ネッ トワーク(ISDN)と 合弁のヨーロッパ移動電話ネ

ッ トワーク(GSM)向 け製品の産業化の基盤が確 立された。

北 ノルウェーに対する政府の研究開発プランの一部 として、Tromsoで プロジェ

ク トが開始 されることになっている。 このプロジェク トは、Tromso大 学 との近密

な共同作業の下に実行され、当初は医療データの伝送に焦点を合わせる予定であ

る。
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5.4研 究活動

ここ20年 の間に研究が ます ます重要視 されて きている。

当局内の研究 は、1967年 に主任研究員1人 と研究員3人 により開始された。20

年後 の現在、Oslo郊 外のKjellerで 当局の研究部門(TF)は201名 のス タ ッフ

を擁 し、将来 、1990年 まで にNTAの 事業収入の1%か ら1.5%へ の研究予算額

の増加を達成す るための拡張作業の真只 中にあ る。1987年 のNorwegianTeleco叩

unicationsRegulatoryAuthority(ENTRA)へ の21ポ ス トの移籍後 は、

TFは244名 のスタ ッフを もつ ことにな る。

情報技術分野 にお ける研究員採用数 を増加す るため、教育機関数を増やす こと

が必要 となった。 これが、1987年 にUniversityStudiesProgra㎜eatKjeller

(UNIK)を 開始す る動機であ った。TFは 、研究計画の策定 に積極的に参加

し、講義 や指導 に貢献 した。UNIKは 現在順風満帆の状態で 、 この新モデル は

すでに外国の関心を呼んで いる。

研究の拡張によ り、地域 的開発利益に さらに重点を置 くことが 可能 とな った。

TFは 、Tromsoで 実行すべきプロジェク トの立案中である。地区の大学 との密接

な共 同作業の下で、保健衛生 サー ビスで の遠隔診断、処置、管理 に対す る通 信を

利用 した新 しい解決策が試行 され る。
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6ド イ ツ 国 立 情 報 処 理 研 究 所

(GesellschaftftirMathematikundDatenverarbeitungmbH,GMD)

6.1組 織概要

ドイツ連邦共和国(西 ドイツ)に は13の国立研究センターがあるが、本研究所

はその一つであり、1968年 に設立された。情報科学技術、その基盤 として不可欠

の数学、情報技術のユーザへの移転に関する研究開発を使命としている。また、

情報技術関連の学術的専門教育にも携わり、さらに、 ドイツ政府をは じめとする

官公庁や大学、製造業者、ユーザか らの情報技術の導入 ・改善に関する相談 ・支

援に応 じている。データ処理サービス、データ通信サービスも行なっている。

本研究所の研究開発テーマは基礎研究か ら、企業 との密接な協力によって生産

される製品の開発まで非常に幅広い範囲にわたっている。

本研究所には次の六つの研究施設がある。

・情報技術基礎研究所(F1)

・システム技術研究所(F2)

・応用情報技術研究所(F3)

・出版情報 システム研究所(F4)

・情報技術インフラス トラクチャ機構(Zl)

・技術移転機構(Z2)

この他、以下の研究 グループ、開発本部を有 している。

・ベルリン工科大学新世代計算機システム

・科学技術研究セ ンター(FIRST)

・公開通信 システム研究センター(FOKUS)

・カールスルーエ大学プログラム構造研究グループ

・情報経済研究センター

・集積回路設計開発本部(E .1.S.)

本研究所の予算規模は年間約1億5000万 マルクで、そのうち4000万 マルクは提

携各社からの収入である。残 りの1億1000万 マルクの90%は ドイツ連邦共和国が、

10%は ノル トライン ・ヴェス トファーレン州の科学研究所とヘ ッセン州の科学芸
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術局 が もってい る。

スタッフは約1300名 、その うち900名 が研究者(科 学者)で ある。本研究所が

活動の協力あ るい は提携相手 と しているの は、大学 その他の研究所の学術 コ ミュ

ニテ ィ、 コンピュータ会社 、 コンピュー タ ・ユ ーザである。

6.2事 業概要

本研究所の研究施設、研究グループ、研究セ ンターでは、以下のような研究、

教育活動を行なっている。

(1)情 報技術基礎研究所(F1)

システム理論の基礎となる課題の分析に焦点をあてた研究を行なっている。具

体的には、情報 システムの構造、設計、応用に必要な数学的手法や組合せ論的手

法、形式論理、大規模並列 システムなどを研究 している。コンピュータ科学者、

数学者、システム科学者が中心になって研究を推進 している。

② システム技術研究所(F2)

コンピュータを用いた情報システム、データ処理システムのアーキテクチャと

設計技術を中心 とした研究を行なっている。今後の情報システムの構成単位 とし

て連携 し機能するハー ドウェア、ソフ トウェア、ネットワークに関 して研究 して

いる。大学のコンピュータ科学者や電子技彷渚 、各種応用分野からのパー トナー

が集まって研究を推進 している。本研究施設は、ハー ドウェア、ソフ トウェアの

メーカともユーザとも共同 して研究 している。

(3)応 用情報技術研究所

オフィス業務、管理業務を支援する情報技術 システム(オ フィス支援 システム、

意思決定システム、エキスパー ト・システム)を 開発 している。構造をもたない、

あるいは構造のはっきりしない問題を処理 しなければならない管理者、企画立案

者、専門家(い わゆる知識労働者)を 支援するシステムを重点的に研究 している。

現在の研究は、マン ・マシン・インタフェースの改善に加えて、ネ ットワークを

介した問題解決支援、知識ベースを用いたツールやシステム、オフィス業務を支
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援する新技術に焦 点を当てている。大学にいる種々の応用分野の人間と強 く協力

して研究を推進 している。本研究施設で開発 した製品を市場に広め、新 しい課題

を見つけるためにメーカーやユーザとも協力 し合 っている。

(4)出 版情報 システム研究所(F4)

出版に関わる情報システム技術を発展させることを使命としている。長期 目標

はこの使命に関する幅広い研究であるが、中期目標として先進的出版情報システ

ムの試作を行ない、短期 目標としてその試作結果、研究結果を産業界に移転する

ことを目指 している。印刷形式、電子形式の高品質マルチメディア指向出版物

(ビデオ、アニメーション図形、アニメーション漫画、音声)を 作るために必要

な技術の総合的研究に焦.点を当てている。

本研究施設のもう一つの目的は、公共機関が提供 している情報、企業が社内で

もっている情報を経営管理者が使えるようにすることである。一般ユーザにその

ようなシステムを受け入れて もらうにはマルチメディアの高度なユーザインタフ

ェースと自然言語の理解が必要である。

(5)情 報技術インフラス トラクチャ機構(Z1)

本機構はGMDの 計算センター、ネットワークの運用を担当している。コンピュ

ータ設備はGmoの 研究施設だけでな く公共機関の利用に も供 している
。

(6)技 術移転機構(Z2)

本機構の使命は、GMDの 他の研究施設の研究成果を広 く普及、伝達することで

ある。 ソフ トウェア製品の開発 と普及、知識や情報の移転普及の企画と実施、市

場の観察とその結果の集計を業務としている。また、ソフ トウェアの作 り方、製

品、インタフェースが標準を守 っているかどうかの検査の支援 も行なう。GMDの

研究開発の成果を実際の応用に移転することに力点を置いて活動 している。ソフ

トウェア会社、システム設計者、ハー ドウェア ・メーカー、ユーザと協力 し合っ

て、知識移転、データ処理製品の市場開発のための企画を実施 している。

(7)ベ ル リン工科大学新世代計算機 システム ・科学技術研究セ ンター(FIRST)

一82一



新世代 コンピュー タの開発を行な って いる。ベル リン工科大学 とGMDの 共同の

開発機構であ る。最初 はデータ型 アーキテクチャに基づいた コンピュータを開発

して いたが、それに分散処理、 フ ォール ト・トレラ ン ト、多重 プ ロセ ッサの概念

を追加 した。 もっとも大 きな共同プ ロジェク ト名はSUPRENUMと いい、高度 な並列

処理 を行な うスーパ コンピュータの開発を行な って いる。

(8)公 開通信 システ ム研究 セ ンター(FOKUS)

ベル リンに所在 してい る。高性能の広帯域 ネ ッ トワー ク分野 、特 にMetropoli-

tanAreaNetworks(MAP)に 関 して研究 して いる。

(9)カ ールスルーエ大学プログラム構造研究グループ

カールスルーエ大学及びコンピュータ科学研究センターと共同で、プログラミ

ング言語、コンパイラの構築、プログラミング環境、プログラ ミング技術に関す

る研究を行なっている。例えばAdaコ ンパイラはその一つであるが、コンパイラ

の開発に最大の力点が置かれている。 しか し、コンパイラ生成ツール、プログラ

ミング環境に関する研究 も国際的な言]価を得ている。

(10)情報経済研究センター

ケルンに所在する。情報市場、その構造、動向、及び国内経済に与えるインパ

ク トについて研究 している。

6.3教 育部とその活動

本節では、今回重点的に訪問調査 した、技術移転機構(Z2)教 育部の活動に

ついて以下、詳細に報告する。

(1)概 要

職員総数は33名で、その内訳は次の通 りである。

専門職:

学生1

技術職員:

20名

6名

2名
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事務職員:4名

編集アシスタン ト:1名

これだけの職員で以下の四つのプロジェクトを行なっている。

・情報技術センターによる情報技術分野における知識移転

・数学技術アシスタント(MrA)向 けの職業教育

・公共機関向けの上級教育プログラム(コ ース)

・一般向けの上級教育(セ ミナー)

(2)教 育プログラムの企画と実施

教育部が企画実施する教育プログラムで行なおうとしていることは、次のよう

な知識移転(=教 育)で ある。

・新 しい トピックスの移転

・新 しい支援 への トピックスの移転

・知識の欠陥の補充

・特別な女擦 の支援(中 学校の先生など経済的に余裕のない立像 の教育)

このとき、以下の条件を守ることに している。

・GMDの 研究開発部門と協力すること

・GMDだ けで実施すること

・他の会社のセ ミナーなどと競合 しないこと

また、知識移転のニーズを喚起するための活動 も行なっている。

知識移転の対象 としているのは、次の組織等に属 しているデータ処理担当者 も

しくはエ ンジニア、エン ドユーザ、マルチプライア(移 転 された知識をさらに普

及させる立場にある人、例えば、学校の先生、ジャーナリス トなど)で ある。

・商工業界、公共機関の事務管理部門

・各種学校、大学

・GMD及 び他の国立研究機関

・中小企業

・一般 大衆

教育プログラムは以下の組織等 と協議 しながら企画する。
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・移転を推進するパー トナーであるGMDの 中の他の研究施設など

・公共機関の連邦アカデ ミー

・情報技術教育に関する委員会(連 邦政府
、州、地方自治体にある)

広報活動は以下のように して行なっている。

・公共機関の連邦アカデ ミーを通 して

・情報技術ジャーナル誌の広告

・ダイレク ト・メール

・情報技術フェアでの宣伝活動

・対話型 ビデオテ ックス

講師については、100セ ミナー(約300日)を 開催するために

当機構(技 術移転機構)か ら月当り延べ25名

当機構を除くGMDの 機構か ら月当り延べ25名

用意 している。一つのセ ミナーは1～5日 間開催で、平均3日 である。

また、二つのコース(約200日)を 実施するために、当機構か ら月当り延べ50

名の講師を用意 している。一つのコースは4～5か 月間で実施されている。

講師の うち約30%が 女性である。

四つの教室 と14の 実習室が使 える。実習室は小 グル ープ用にな ってい る。 また、

カフ ェテ リア もある。 マイ クロコンピュータ、 ミニ コ ンピュー タ、メイ ンフレー

ムが揃 ってお り1端 末当 り1～3名 の研修生 という割 合で端末を使 うよ うに して

い る。

(2)1989年 の教育プログラム(数 字はコースコー ド)

なお、詳細にっいては、独語の資料であるが、巻末の資料を参照 して頂 きた

い。

管理者セ ミナー

i管 理者のための情報及び通信技術入門

2第4世 代 ソフ トウェア
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し

3情 報技術 とオ フ ィス通 信の統合

4情 報管理

技術解説 セ ミナー

5情 報及 び通信技 術一 基礎

14パ ーソナル ・コ ンピュータとメイ ンフ レーム:ユ ーザのための フォーラ

ム

26産 業界 と科学 分野におけ るエ キスパ ー ト・システム(開 発担 当者 とユー

ザのための フ ォー ラム)

パ ーソナル:コ ンピュータ

6パ ー ソナル ・コ ンビューテ ィンブー 査定、決定 、応用

7パ ー ソナル ・コンピュー タの適用業務 ソフ トウェア

8PCの 最適 モデル

9PC用 オペ レーテ ィング ・システム

10UNIX入 門

11UNIXを 用 いた システム開発(上 級 セ ミナー)

12マ イ クロコンピュー タ用 データベー ス ・システム

13パ ー ソナル ・コン ピュー タとメイ ンフ レーーーム とネ ッ トワー ク

14パ ー ソナル ・コン ピュー タとメイ ンフ レーム(ユ ーザのためのフ ォーラ

ム)

15情 報検索用通信 ソフ トウェア ・パ ッケージ

62コ ンピュー タを利用 した教育 一対話型 ビデオの応用

ワー ド ・プ ロセ シングとグラフ ィックス

16ワ ー ド・プ ロセ シング:EUMELシ ステム

17高 品質 ワー ド・プ ロセ シング:TEX

18図 形 中核 システム(GKS)の 使い方入門

人工知能 とエ キスパ ー ト・システム

19Prolog(基 礎概念)

20LISP

21知 識 工学1:知 識表現入門

22知 識 工学ll:知 識 ベース システ ムのための知識獲得
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23知 識 工学 皿:文 橡 領域 を特定 した人工知能 モデル

24人 工知能 プ ログラ ミングの技法

25歩 行者エ キスパー ト・システ ム

26産 業界 と科学分野 にお けるエキスパ ー ト・システム(開 発担 当者 とユー

ザの ための フォーラム)

27エ キスパ ー ト・システ ム開発のためのPCツ ール

28機 械学習 入門

29非 単調推論

通信技術 とネ ッ トワー ク

3情 報技術 とオ フィス通信の統合

13パ ー ソナル ・コンピュータとメイ ンフ レームとネ ッ トワー ク

14パ ーソナル ・コンピュータとメイ ンフ レーム:ユ ーザのための フ ォー ラ

ム

15情 報検索用通信 ソフ トウェア ・パ ッケー ジ

30対 話型 ビデオテ ックスを用 いた経営情報 システム

31デ ィレク トリー公開通信 システム用電子 レジスタ

32通 信ネ ッ トワー クを介 した異 なるオペ レーテ ィング ・システム下でのデ

ータベースの利用

データベース と情報 システ ム

12マ イ クロコンピュー タの ためのデー タベ ース ・システム

15情 報検索用通信 ソフ トウ ェア ・パ ッケージ

32通 信ネ ッ トワー クを介 した異 なるオペ レーテ ィング ・システム下でのデ

ー タベ ースの利用

33デ ータベース ・システ ム

34SQL－ デー タベ ース ・システム用標 準言語

35デ ータベ ース ・システムPINDAR

(入門 セ ミナー)

36デ ータベ ース ・システムP1NDAR(上 級セ ミナー)

37レ ポー ト・ジェネ レータIREG(入 門 セ ミナー)

38レ ポー ト・ジェネ レー タIREG(上 級 セ ミナー)

一87一



39PINDAR出 力ジェネレータ(PAG)

40科 学、技術、経済のためのデータベースと情報検索入門

30対 話型 ビデオテ ックスを用いた経営情報システム

56弁 護士のためのデータベースの利用組織と企画の技法

41人 間一機械系における人間的要因

42シ ステム設計における役割分担

プログラ ミング

19Prolo9(基 礎概念)

20LISP

43PASCAL(入 門)

44Modula-2

45並 列処理(入 門)

ソフ トウェア ・エ ンジニア リング環境

46Unibase-UNIX上 のソフ トウェア生産環境

47プ ロ トタイプ構築のためのPrologプ ログラミング環 境

48SEGASラ ボラ トリ仕様環境

品質保証

49ト ラレソ ト・システム

50ソ フ トウェアの品質

統計学

51記 述統計学1(入 門)

52記 述統計学1(入 門)

53確 率論(入 門)

54推 計学(入 門)

55決 定のための統計的検査技法

情報技術と法律

56弁 護士のためのデータベースの利用

57弁 護士事務所の情報化モデル

58会 社の支払能力分析支援

59法 律 と技術
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60裁 判のためのオ フィス情報化 システムSOJUS

GM〕 の製品

61EUMELオ ペ レーテ ィング ・システ ム:導 入 と保守

16ワ ー ド・プ ロセ シ ング:EUMELシ ステム

35デ ー タベ ース ・システ ムPINDAR(入 門セ ミナー)

36デ ー タベース ・システ ムPINDAR(上 級 セ ミナー)

37レ ポー ト・ジェネ レータIREG(入 門セ ミナー)

38レ ポー ト・ジェネ レータIREG(上 級セ ミナー)

39PINDER出 力 ジェネ レータ(PAG)

60裁 判のためのオフ ィス情報化 システ ムSOJUS

68学 校管理 のための コンピュー タの使い方

教育

62コ ンピュー タを用 いた教育 一対話型 ビデオの応 用

63プ ログラ ミング入門(ELANを 使用)

64ダ イ ナ ミック ・プ ロセスのモデル化 と シ ミュ レーション(DYNAMOを 使用)

65教 育科学 におけるshulisシ ミュ レー ション ・システム

66ソ フ トウェア ・ツールの数学への応用

67ソ フ トウェア ・ツールの社会科学への応用

68学 校管理のための コンピュータの使 い方

69時 間割 システ ムINTEGAの 使 い方

職 業教育 コース(公 共機 関の事務管理 向け)

70ア プ リケー ション ・プ ログラマのための特別 コース

・データ処理の原理

・プログラ ミングの原理

・対話型プ ログラ ミング

・構造化 プログラムの設 計技法 とデー タ構造化の技法

・プログラ ミング言語COBOL

・システム設計 とCOBOLコ ーデ ィング

・PCの利用

・情報技術の動向
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71デ ータ処理 入門(コ ンピュー タ ・アプ リケーシ ョン ・プラ ンナ ・コース

の準備科 目)

72ア プ リケー ション ・プ ランナのための特別 コース

・デ ータ処理の原理

・プログラ ミングの原理

・対話型プ ログラ ミング

・構 造化 プログラムの設計技 法 とデータ構造化の技法

・モ ジュール化 システ ム設計の技法

・情 報技術 とニ ューメデ ィア

・オペ レーテ ィング ・システム(入 門)

・PCの利用

・データ処理プ ロジ ェク トの管理

・経済 分析

・デー タ処理 プ ロジェク トの体系的分析 と設 計

・ソフ トウ ェアの品質管理

・システ ム開発

(3)数 学技術アシスタント(MTA)の 職業教育

MrAと いう職種の業務内容は以下のとおりである。

・実務上の課題を現実的に解決す る

・応用情報学、応用数学の手法を使いこなす

・ソフ トウェア ・ツールや情報技術装置を使いこなす

・他の専門家(学 者)と 共同して仕事をする

・中小企業においで情報技術分野の管理を担当する。

大企業ではこのようなMTAを 自らの力で育成できるが、中小企業にその力はな

い。また、GMD自 身 もMTAが 不足 している。GMDカwrAを 育成するのは、主 とし

て、中小企業のためとGMD自 身のためである。
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毎年約400名 の申込みがある。書類審査で100名 までに絞 り、面接する。心理

テス トや知識を問 うテス トは行なわない。16名 のグールプに分け、自己紹介をさ

せ、短い情報関係の論文にっいて論議させ、学校で教わってきた数学や情報学の

知識にっいて話 し合 う。そ して、20～25名 だけを入学させる。

教育期間は2.5年 である。G㎜ の他の職員と同じように毎週40時 間の教育を受

ける。内訳は次のようになっている。

19～21ヵ月のグループ教育

6～8ヵ 月のラボラ トリ・コース(教 育部門以外のプロジェク ト・グループ

に参加する)

3ヵ 月の卒業試験

数学や情報学の主要科 目はグループ全体で教育する。講義、演習、端末実習、

グループ学習、サブグループ学習、個人学習を科目やスケジュールに応 じて使い

分ける。

研究課題を通 した学習、教育を行なっている。この方法は知識や能力の向上に

効果的である。理論教育 と実務教育を分けることはしない。

最終的には、ボンにある商工業省(IHK)で 卒業試験を受ける。

教育期 間中10台 の ワー クステーシ ョンが利用出来 る。 この ワークステー ション

はGMDが 開発 したオペ レーテ ィング ・システムで動 いている。BS2000オ ペ レーテ

ィング ・システ ムで動 いて いる ジー メンス社の メイ ンフレームにつなが ってい る

10台 の ワー クステー シ ョンも使用す る。

LISPプ ログラ ミングを含む人工知能 コース用には10台 のPCを 使用 する。

通信技術その他 の トピックスの講義 で はGMDの 諸設備が使用 出来 る。

グル ープ教育期 間中(19～21ヵ 月)の 科 目一覧表 を以下 に示す。

情報学(70%～75%、1800時 間)

・情報及び通信技術入門

・プログラ ミング入門(ELANを 使用)
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・アルゴ リズ ムの作成 とデー タ構 造

・データ編成

・ソフ トウ ェア開発の原理 と方法

・COBOL,PASCAL ,Cに よ るプ ログラ ミング

・人工 知能入 門

・LISPプ ログラ ミングと人工知能プ ログラ ミング技法

・アセ ンブラによ るプ ログラ ミング

・オペ レーテ ィング ・システム(BS2000、EUMEL、UNIX)

・データベ ース/デ ー タ通信

・通信技術及びニ ュー メデ ィア入門

・パー ソナル ・コ ンピュータの適用業務プ ログラム

・情報及 び通信技術の社会的イ ンパ ク ト

数学(25%～30%、600時 間)

・離散及 び組合せ数学

・プ ログラ ミングの論理 的基礎

・線形代 数

・微積分

・線形微分方程式 入門

・数値計算法 とプ ログラ ミング

・線形計画法 とオペ レー ションズ ・リサ ーチ入門

・確率論入門

・記述及 び解析統計学

2グ ループ(50人)に かか る年間の費用 は約1,875,000マ ル ク、1人 当 り

37,500マ ル クとの ことで ある。

(4)情 報技術センター構想

GMD技 術移転研究施設(Z2)教 育部は、中小企業への知識移転を促進する効

果的な構想を練って きた。その結果、情報技術セ ンターの設立を推進することに

なった。
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主 として、能力とデータ処理要員の欠如、及び資金不足のため、中小企業にお

ける情報技術の導入は大幅に遅れている。中小企業のほとんどはこの分野の実際

的知識 も経験も持 っていない。その結果、中小企業は

・有益な適用業務プログラムの導入ができない

・情報技術を利用する費用、効果を見積ることができない

・情報処理 システムに関する要件を決めることができない

・適切なシステムを選択することがで きない

このような状況にありなが ら、情報処理サービス業者は親身になって中小企業の

相談にほとんど応 じていない。中小企業相手の商売は費用対効果がよくないか ら

である。一方で、情報技術はますます発展 している。中小企業の競争力は次第に

弱 くなっている傾向にある。この困難な状況を克服するたあに情報技術センター

構想が誕圭した。

情報技術センターは次のよ うな特徴によって定義することができる。

・地方行政機関により設立、運営される。その地方の勘 られた範囲の文橡 に

標的を絞った常設組織である。

・非営利組織で公平にサービスする。 メーカ等から独立し、ハー ドウェア、ソ

フ トウェアの販売は しない。

・情報技術適用業務を紹介 し、公平にア ドバイスする。

・情報技術の使い方、選び方にっいて基本的な情報 とア ドバイスを与える。そ

の主要な目的は、潜在的ユーザが、各自の要件を分析 して、各自のニーズに

もっとも適 したソフ トウェア、ハー ドウェアを選択できるようにす ることで

ある。すなわち、情報技術センターの目的は、潜在的ユーザを 「ケースごと

に最適化」するための知識移転にある。中小企業は、製品及びサー ビスを自

らの責任において購入する用意ができなくてはならない。

情報技術センターを企画する際、地域の計画推進者は、地域の経済構造、研究

機関の有無、商工会議所のサービス、少ない予算、公的資金の調達などについて、

地域の特性 と制約を考慮 しなければな らない。
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これ らの制約 と目的に基づいて、地域計画推進者は、今後提供するサービス、

例えば、どんなコンサルタント・サービスを行なうか、どんなセ ミナーや教育コ

ースを設けるか、その価格をい くらにするか、などについて決めなければな らな

い。 コンサルタン ト・サービスは簡単なア ドバイス(1～2時 間)か ら10人時に

まで及ぶ ものもある。情報 とア ドバイスが無料で提供されているセンター(ケ ル

ンのセンター)も あるが、他のセンターでは、依頼者は料金を支払わなければな

らない。ただし、その額は1時 間のコンサルテーション当り最高で も100マ ルク

という低料金である。

ほとんどのセンターで、中小企業経営者のために、情報技術システムの選び方

と使い方について初級講座を用意 している。また、情報技術の特別な使い方に関

するセ ミナーもある。多 くの場合、情報技術センターで開かれるセ ミナーは、利

用可能な情報技術にっいての知識の移転と市場での位置付けの支援を目的として

いる。また、短期セ ミナーは無料、その他のセ ミナーは市価で提供されることが

多い。

情報技術センターの運営段階では、以下の諸点が成功要因となる。

・常に最新の知識を保持すること。

・最低限必要な人員を揃えなければならない。専門職は最低でも3～4名 必要。

・情報の恒常的な流れを保証するため、科学研究機関 との協力が重要である。

・実像 グループへの呼びかけを容易1こする協力機関の地域ネ ットワークをっ く

ること。

情報技術センターの設置場所を次の図に示 した。
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情報技術センター構想は技術移転機構が推進 しているTRANSITプ ロジェク トの

一環である。 このプロジェク トは情報技術に関する知識の広範な移転を目的とし

ており、次の三つの構成要素か ら成っている。

・マイクロコンピュータ ・センター

・情報技術センター構想

・情報技術センター間のネットワークの構築

これ らはすべて実現され、運営中である。
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(5)マ イ クロコンピュータ ・セ ンター

マイ クロコンピュータ ・セ ンターはボ ンの近 く(SanktAugustin)に あ り、唯

一のGM)直 轄 の情幸田支術セ ンターで ある。本 セ ンターは情報技術 セ ンターのモデ

ル ・セ ンターである と同時 に、TRANSITプ ロジェク トの中枢 となる機関であ る。

マイクロコンピュータ ・セ ンターの主な支線 は中小企業の経営者と従業員であ

る。その他、従来のGmoの 提携客である公共機関にもサービスを提供 している。

1986年4月 の開設以来1989年1月2日 までに6245名 が本センターを訪れている。

その内訳は次のようになっている。

・マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ ・セ ンター の紹 介:

・コ ンサ ル タ ン ト ・サ ー ビス:

・特 別 ワー ク シ ョ ップ(無 料):

・セ ミナ ー(有 料):

363名

2,181名

2,737名

964名

本 セ ンターは標準 プ ログラムと して以下 の ものを用意 して いる。

・マイ クロコ ンピュー タの使い方 と選 び方 についての情報 とア ドバイス、通

常 は1～2時 間で終 り、無料

・初級講座及びセ ミナー(例 えば、 ソフ トウェア、ハー ドウ ェアの比較、各

種 オペ レーテ ィング ・システムの比較、パ ッケージ ・ソフ トウ ェア)

・適 用業務 ツールの半 日の展示(ワ ー ドプロセ シング、 スプ レッ ド・シー ト、

ビジネ ス ・グラフ ィックス、デー タベース管理 システム、 トー タル ・パ ッ

ケージな ど)

ニーズに応 じて、例えば、次のようなプログラムも実施 している。

・デスク ・パブ リッシング、LAN、 オンライン検索などの新 しい情報技術適用

業務の紹介、市場の新傾向や依頼者の強いニーズに基づいて、新 しいテーマ

を随時選択する。年間4テ ーマの割合でこの種の紹介を行なう予定である。

・技能者などの特別な立像 に対するセ ミナーやワークショップを、商工会議所

や各種団体、ソフ トウェア ・ハウスと共同で開催する。
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ハ ー ドウ ェア ・メーカや ソフ トウ ェア ・ハウスな どか らの提供を受 けてハー ド

ウェア、 ソフ トウ ェアを常時展示 して いる。展示品に は約20の マイ クロコ ンピュ

ー タ(数 種 類のプ リンタ、プ ロ ッタ、スキ ャナ、L州 、それ に対 話型 ビデオテ ッ

クス、テ レックス/テ レテ ックス、Datex-Pな どの電気通信サー ビスを含む)と 、

本 セ ンター職員が 自ら実演宣伝 する約100種 類の ソフ トウェア ・パ ッケー ジが あ

る。 この展示品を用 いて、 さまざまなタイプのハ ー ドウ ェアとソフ トウェアの特

性を実地に証明 し、技術選択 基準 を目で見て確認す ることがで きる。 また、来訪

者が 自らの手 で これ らを使 ってみる こと もできる。

マイクロコンピュータ ・セ ンターの職 員は

専門職:6名

技術職員:1名

事務職:1名

の合計8名 で構成 されてい る。 この8名 はすべてGMDの 職員である。 この他 、数

名の学生 とフ リーの コンサル タン トがいる。
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7.フ ラ ウ ソ ホ ー フ ァ 協 会

(Fraunhofer-InstitutfurInformations-und

undDatenverarbeitung●IITB;FHG)

了.1組 織 概 要

1949年に設立された会員組織による契約研究を目的とした研究機関である。理

事は、政府機関および科学、産業界か らの代表者か ら構成されている。

当協会(FhG)は 、応用研究 と開発の促進のための研究機関としての責任を

果たしている。

当協会は、8つ の連邦州に35の研究所を保有 し、職員数は約5,000人 で、その

1/3が科学者とエ ンジニアである。経費については、およそ6億 ドイツマルクに上

っている。

今回の調査ではカールスルーエに所在する情報 ・データ処理研究所を訪問した。

当協会は、契約研究、防衛研究、およびサービスの3部 門で、研究能力を発揮

している。1987年 には、契約研究部門の取引高は、4億4,000万 ドイツマルクに

達 した。

当協会の研究活動 は、 ドイツ工業におけるマイクロエレクトロニクスや生産自

動化のような新テクノロジーの応用を促進 させ、他の先進工業諸国に対する ドイ

ツ工業の競争力を高めることを目的としている。

その他にもFhGは 、環境保護、新エネルギー技術、または安全性などの領域

における公衆の要求を調査 している。

協会全体としては以下の分野に関する研究開発を行 っている。

○マイクロエ レク トロニ クス

○情報技術、自動生産技術、センサー技術

○製品化技術

○工程管理技術

○エネルギー技術

○土木 ・建設技術

○生命科学

○技術移転
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全体的には民間部門からの契約件数が62%、 政府から38%と なっており、予算 と

しては、平均的には政府からの補助金が1/3、 公共部門からの支援が1/3、 民間

からの契約金が1/3と なっている。
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7.2事 業概要

(1)ク ライアントとの契約

フラウソホーファ協会は、クライアントとの契約をどのように取扱 っているか

をまず述べる。

当協会(FhG)は 、企業および政 府のために、契約にもとづ き研究業務を代

行 し、またいつで も新 しいテーマに取り組める体制にある。

契約研究プロジェク トは、いずれかのFhG研 究所またはFhG本 部(研 究調

整部)へ の問い合わせにより、開始され、クライアントのテーマに対応するため

に、専門資格のある職員や適当な設備および施設が使用可能かどうかを調整する。

テーマの調査が終了 した ら、協会か らの申 し出として、以下を含む提案を案出

し、クライアン トに提出する。

○与え られた仕事の要求定義。

○その解決のための実行計画。

○スケジュールおよび費用見積り。

契約を締結する場合、当協会は研究開発契約書に署名 して、以下の履行を確認

する。

○これまでの経験を生か して、クライアン トと共同で定義 した作業計画の研

究作業を実行する。

○作業は非営利を原則とする。 したがって実際に要 した費用のみを請求する。

○規定の費用限度を越えることはない。

プロジェク トの進捗状況をクライアン トに報告する。

○研究契約の成果の秘密を守る。

○クライアントの出費割当てに応 じて、研究成果を クライアントが利用で き

るようにする。契約交渉の段階で、特別協定を結ぶ ことがで きる。

(2)研 究成果の提供

クライアントと協同作業をする場合、FhGは すべての問い合わせ、とりわけ

すべての契約研究成 果を機密扱いにする。フラウソホーファのエキスパー トは、

個人的接触と協議に基づいて、特定の解決策にっいて個別の提案を行う。

各地のフラウソホーファ研究所は、以下の各種の活動を行っている。
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○製品および工程の技術革新について、情報とア ドバイスを提供す る。

○製品を試作品段階まで、工程技術革新を応用可能段階まで開発する。

○情報技術を開発 し、生産および事務分野で利用できるようにす る。

○市場および環境要件に従 って、製品および工程を試験 し、言判面し、改良

する。

(3)各 研究所の研究開発内容

情報技術、生産自動化、センサー技術

フラウ ソホーフ ァ情報 ・デー タ処理研究所

所長:Prof.Dr.H.H.Nagel

Prof.Dr.H.U.Steusloff

Sebastian-Kneipp-StraBe12-14

D-7500Karlsruhel

焦点分野:信 号処理;測 定技 術、音響信号分析 、パ ター ン認識 、画像 および画

像列の解釈、適用業務指 定ICの 設計、視覚 システ ム、セ ンサー ・システム、製

造 および処理 の 自動制御、故 障許容 コンピュータ ・システムおよびネ ッ トワー ク、

通信 システム、技術 システ ムのモデ リング/診 断のための知識 ベース システム、

人間 ・システム通信、 システムズ ・エ ンジニ ア リング ・ツール。

フラウソホーファ生産技術 ・自動化研究所

所長:Prof.Dr.H.J.Warnecke

NobelstraBe12

D-7000Stuttgart80

焦点 分野:コ ンピュー タ総合製造、会社組織 ・構造計画、 フレキ シブル製造 シ

ステ ムおよび保守、組立 て 自動化およびハ ン ドリング ・システム、産業 ロボ ッ ト

の応用工学 、品質工学;試 験お よび視覚 制御 の自動化 、製造工程 および表面処理、

半導体製造の 自動化。

フラウソホーファ生産設備 ・建設技術研究所
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所長:Prof.Dr.G.Spur

PascalstraBe8-9,D-1000Berlin10

焦点分 野:設 計 ・製造 自動化、CAD/CAM、 生 産プラ ン トの開発 および制

御、数値 制御、製造用 マイ クロエ レク トロニ クス、生 産工学の新構造、高品質 デ

ータ処理、技術革新。

グラフィ ック ・デー タ処理研究 グループ

所長:Prof.Dr.5.Encarnagao

WilhelminenstraBe7,D-6100Darlnstadt

焦点 分野:コ ンピュー タ ・グラフ ィックス(CG)に 関す る目標指向基礎研

究;デ ー タ処理装置 メーカのためのCG製 品(ハ ー ドウェアおよび ソフ トウェ

ア)の 開発;特 殊 適用 業務 のためのハー ドウ ェア、 フ ァームウ ェア、およびソフ

トウ ェアCG製 品の開発;試 作 品お よびパイ ロッ ト・システム解法の形での実現。

フラウソホーファ労働科学 ・組織研究所

所長:Prof.Dr.H.J.Bullinger

NobelstraBe12

D-7000Stuttgart80

焦点 分野:生 産 部門(部 品製造 および組立)お よび技術 ・管理事務所における

業務構造化;設 計 およびイ ンダス トリアル ・エ ンジニア リング部門の合理化;人

事計画;熟 練 および非熟練労働者のための、指導お よび資格 プログラムの開発;

作業場、製品および人間 ・機械 システ ムの人 間工学的設計;新 情報通信 システム

の開発 および管理。

シュツットガル ト技術開発 グループ

シュ ツ ッ トガ ル ト研究 セ ン ター

所 長:Dipl.-lng.D.Maier

電1舌(0711)6868-140

NobelstraBe12

D-7000Stuttgart80
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焦点分野:TEG-Sお よびFhG研 究所がパイロット・プラント、特殊目的

マシーンおよび試験台の中で得たR&D成 果の企業移譲;貯 蔵倉庫、格納庫、加

工部材キャリア、Il29BIJおよび試験システム、ならびにクリーンルーム環境用の シ

ステム構成部品などの開発。

フラウソホーファ輸送技術 ・商品流通研究所

所長:Prof.Dr.R.Junemann

Emil-Figge-StraBe75

D-4600Dortmund50

焦点分野:ロ ジステ ィ ック ・システムのプラニ ング ・シ ミュレー ションおよび

設計;材 料流れ システ ムおよび論理計算 プ ロセ ス自動化 システムの技 術構成部品

に関す る試作品の構 成 と実現化;対 応 す るデータ伝送、制御 およびセ ンサー技術

を備えた、構成エ ンジニア リング解法;実 用の観 点か ら見た論理計算プ ロセスの

概念、機構および制御;ロ ジステ ィ ック ・システムおよび関連パ ッケージング ・

システムに到 る、パ ッケー ジングのプ ラニ ングと設計;材 料流通技術構成部 品の

総合 システムへの統 合;大 量商品を取扱 うシステムの最適化。

フラウ ソホーフ ァ物理測量研究所

所長:Prof.Dr.E.Wagner

HeidenhofstraBe8,D-7800Freiburg

焦点分野:気 体および流体 の光学式分析方法;赤 外線 ダイオー ド・レーザーの

開発;レ ーザー分光学;光 フ ァイバ ー ・セ ンサ ー;セ ンサ ー ・ネ ッ トワーク;光

セ ンサ ーおよびセ ンサー システムのための総合光回線;電 気セ ンサ ーおよび磁気

セ ンサ ーの開発;レ ーザー光学方式;表 面品質検査;薄 膜技術。

研究および技術1青報の交換

フラウソホーフ ァ ・システム技術 ・技 術革新研究 所

所 長:Prof.Dr.H.Krupp

BreslauerStraBe48
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所長:Prof.Dr.H.Krupp

BreslauerStraBe48

D-7500Karlsruhel

焦点分野:エ ネルギ ー経済および再生可能エネルギー資源、デモ ンス トレー シ

ョン ・プ ロジェク トおよびエネルギー供給 概念、エネルギ ーおよび環 境 テ クノロ

ジー、エネルギー政策 および環境政策、産 業のテ クノロジー転換、テ クノロジー

移譲 および企業開発 、新生産技術の普及、テ クノロジーおよび技術革新政策、情

報および通信テ クノロジー;応 用研 究、通信政策。

フラウソホーファ自然科学一技術動向分析研究所

所長:Prof.Dr.W.Gottinger

Appelsgarten2,D-5350Euskirchen

焦点分野:軍 事 防衛 テ クノロジー分野 の長期計画のための意思決定 支援 の提供

;軍 事 技術、軍事予測;科 学的見地 に立 った安全政策;非 通常兵器の効果 の分析

および可能な防護措置 の詞緬 。

ドイツ堵 荷研究のための特許機関

所 長:Dipl.-lng.H.-J.Bischof,

Dr.A.Schief

LeonrodstraBe68,D-8000Munchenl9

焦点分野:科 学者 、独 自の特許部 門を持 たない研究所、および無所属発 明家の

所有権の取得 、保全お よび利用のための支援;ラ イセ ンス契約の締結。

フラウ ソホー ファ協会特許部:被 雇用者 の発明 の占有;国 内および国外所有権

の書類整理および主張;ラ イセ ンス契約 の締結;発 明家の報償の計算。保護権 に

関す るあ らゆ る疑問 に、フラウ ソホー ファ研究所の ア ドバ イス と契約 交渉 におけ

る支援。

フラウ ソホー ファ協会 のRAUMお よびBAU情 報セ ンター

所 長:Dr.IUWissmann

NobelstraBel2
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D-7000Stuttgart80

焦点分野:ビ ル建設 、地域計画 、都市計画および住宅供給のための情 報およ び

ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン。 デ ー タベ ー スICONDA,RSWB,HABIDOC,

MONUDOC,BAUFO,FORSお よ びFhGPublica。

問 い合 わ せ お よ び検 索 、 文 献 供給 、図 書 館 、公 刊 資料 な ど文 献 目録(IRB-Li-

teraturauslesen)、 専 門 定 期 刊行 物(KurzberichteausderBauforschung,

BULLDOK)、 研 究 報 告 書 お よ び カ タ ロ グ。
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7.3課 題等 について

次 に、Dr.Steouslofか ら聴取 した関連意見を以 下に掲 げた。

(1)補 助金 は以下の よ うな形で増加す るが、各 々の フェーズの段階で プロジェク

トを進 め るか否かを厳 しくチ ェ ックし、否であれ ば次の フェーズに進めない。

transfer

補

助

金

A

high-risk phase

phase

、、

、

㌧
`
、
、

lst 、

`

、
v

l

l

l
、

、

idea
、

、

＼ 1、
、 :

、〆
、

A 〆 1
〉

基礎研究 t

ハイ リスクな

公共的契約研究

(2)大 学からの派遣研究員が当協会では多いが、終身制ではない研究者がす ぐれ

たアイデアを出 している。

(3)当 協会における教育活動 としては、企業への トランスファー活動があ りこれ

を重要視 している。またMAPの デモンス トレーションや、クライアン トのため

の特別研修を実施 している。

(4)内 部教育としては、ディプロマ制度により大学との連携をとっており関連テ

ーマの研究を実質的に進めている
。

(5)コ ンピュータ ・サイエンティス トは大学への志願者は多いが卒業できる者は

比較的少ないため、また一方で業務が多 く大変忙 しい職種であり、その後の教育

は通常困難である。

(6)新 技術に対応するための企業内教育 は重要で、そのためのメディア教育等は

必要である。遠隔地教育はHARGEN大 学で行 っているが、現在は実験段階で

ある。
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8マ ド リ ッ ド ・ サ イ エ ン テ ィ フ ィ ッ ク

.セ ン タ ー

(ScientificCentreofMadrid,IBM)

8.1組 織概要

現在、IBMは 世界 に16の サイエ ンテ ィフ ィック ・セ ンターを もってお り、マ

ドリッ ド・サイエ ンテ ィフ ィック ・セ ンターはその一つであ る。

ちなみに、16の サイエ ンテ ィフィ ック ・セ ンターは以下の場所 に置かれている:

ヨー ロッパ地 域

ノル ウェー(ベ ル ゲ ン)

ドイ ツ連邦共和国(ハ イデルベル グ)

フランス(パ リ)

イ タ リア(ピ サ及 び ローマ)

イギ リス(ウ ィンチ ェスター)

中東地域

エ ジプ ト(カ イロ)

イスラエル(ハ イ フ ァ)

クウェー ト(ク ウェー ト)

アメ リカ地域

アメ リカ合衆国(ケ ンブ リッジ、 ロサ ンジェルス及びパ ロアル ト)

メキ シコ(メ キ シコ ・シテ ィ)

ブラジル(リ オデ ジ ャネイ ロ)

ヴェネズエ ラ(カ ラカス)

ア ジア地域

日本(東 京)

本セ ンターは1972年12月 に設立 された。IBMス ペ イ ンに所属 しているが、建物

はマ ドリッ ド自治大学(AutonomousUniversityofMadrid)の 構内にあ り、大

学 か ら提供 されている。すなわ ち、マ ドリッ ド自治大学 の出資を受 けている。設

立時 に、 マ ドリッ ド自治大学 とIBMス ペイ ンの間で次のよ うな趣 旨の協定書が交
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わされている:

本セ ンターは、マ ドリッド自治大学長の指導、助言によって運営され、広 く

研究機関、大学、企業、政府機関及びスペイン社会全体から研究組織を構成する。

研究者数とその内訳は次のようである。

IBMの 常勤研究員34人

IBMの 非常勤研究員10人

共同研究員13人

コンピュー タ設備 は次のよ うであ る。

IBM4381-2十IBM4341

AS400

イ メー ジ処理サ ブ システム(IBM7350)

グラフィック端末(IBM5080)

パーソナル コ ンピュータ(IBMPC)

8.2事 業概要

コンピュータ ・サイエンスに基づいた、コンピュータの高度な応用に関する研

究開発を行なっている。 もともとIBMの サイエ ンティフィック・センターは、地

域に密ぎ した、公共性の高い研究開発を行なうことを基本理念として掲げており、

本センターも、大学、諸研究センター、政府機関、企業、IBMの 研究機関等 との

共同研究を研究開発活動の基本形態としている。また、研究テーマも公共性の高

いもの、地域に密着 した ものが多く採用されている。

これまでに実施された研究テーマには以下のような ものがある。

(1)画 像処理

1970年代は画像処理が最重点の研究テーマであり、ピーク時には15人の研究者

が従事 していた。具体的には次のような研究を行なった。

国立地理研究所 と共同で、探査衛星ラン ドサ ットからの画像を修正 し、スペイ

ン中央部の地図を作 り直 した。
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オ ビエ ド大学(OviedoUniversity)と 共同で、光学顕微鏡及び電子顕微鏡の

画像を分析することによって、岩石の構造特性を明確にした。

国立研究会議所属のダザバルデス研究所(DazaValdesInstitute)と 共同で、

画像処理を用いて、光学 レンズ系の研究を行なった。

カ リフォルニア工科大学及びマ ドリッド・ポ リテクニック大学 と共同で、画像

処理を用いて、流体力学分野の研究を行なった。

パーソナルコンピュータに接続できるイメージ・プロセッサを試作 した。高水

準言語でのプログラミングができ、毎秒1000万 命令の実行ができる。

国立研究会議所属の微生物研究所と共同で、画像処理技術を用いて、微生物の

働 きに関する研究を行なった。

(2)温 室 の 自動制御

マ ドリッ ド自治大学 の農芸化学科及びDANASA(DesarrlloAgricoladeNavar-

raS.A.)と 共 同で、パー ソナル コンピュー タを用いた温室の 自動制御 の研究 を

行な った。

(3)地 域情報 システム

ナバラ地方政府(LocalGovernmentofNavarra)と 共同で、地理情報 の記憶

と管理 のための関係デ ータベース システ ム等を試作 した。

(4)APLイ ンタプ リタ

パ ーソナル コンピュータIBM-PC及 びIBM5550上 でAPLイ ンタプ リタを作成 した。

日本 アイ ・ピー ・エ ムの東京 サイエ ンテ ィフィ ックセ ンターは本 セ ンター と共 同

して、 このイ ンタプ リタで漢字が使え るよ うに した。 この日本語APLは 日本でよ

く使われている ものであ る。

(5)視 覚情報管理

ムル シア大学(MurciaUniversity)と 共同で、学術環境 におけ る視 覚情 報

(図形及び画像)の 管理 をパー ソナル コンピュー タ上で行な うための ツー ルを開

発 した。
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(6)ア ンダル シア地方の経済 モデル

ア ンダル シア地方政府(LocalGovernmentofAndalusia)と 共同で、地域経

済 モデルを定義 し評 価する システ ムを開発 し、ア ンダル シア地方 に適用 した。

(7)STM

IBMチ ュー リッヒ研究所、 マ ドリッ ド自治大学基礎物理学科及 び微生物 セ ンタ

ー と共 同で、STM(ScanningTunnelingMicroscopy)の データを分析 、表示す

る システ ムをIBMAT上 で作 った。

このよ うに、他機関との共同研究、公共機関との共同研究がほとんどであり、

公共性の高さが最大の特徴となっている。

また、 このよ うな共同研究により、先端技休渚 の育成に大きく貢献 している。

8.3研 究内容

現在行なわれている主要な研究プロジェク トの概要を報告する。

(1)Indias古 文書類保存管理

スペイ ン文化省、ラモンアレセス基金(RamonArecesFoundation)及 びIBM

スペイ ンは、1986年1月 か ら共同 して、India古 文書類保存管理のための情報シ

ステムの開発を行なっている。

このプロジェク トは古文書類保存管理分野における先進的プロジェク トであり、

その主たる目的は、歴史的遺産その ものの保存、保存管理のための情報技術の開

発、コンピュータによる古文書類管理技術の統合化の研究にある。 これによって、

古文書類保管所員による管理が容易になるだけでなく、古文書類利用者による検

索、読取 りが非常に容易 になる。

このシステムの開発には、通信ネ ットワーク、光ディスク、ディジタイザ、高

解像度デ ィスプ レイといったもっとも進んだコンピュータ技術を駆使することが

必要不可欠である。また、ユーザの観点に立ったシステムへのアクセスインタフ
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エースを提供 しなければならないというソフ トウェア上の課題も含まれる。

このプロジェク トはアメリカ発見五百年事業の一環であり、1992年 末まで継続

の予定である。予算は10億ペセタで、前記三つの機関でまかなう。

1992年には、古文書類保管所において、この システムが使えるようになる。保

管所にある検索支援情報を含むテキス トデータベースを作る。保管所の約900万

の文書とすべての地図はディジタル化 して画像データベースに格納 し、上記のテ

キス トデータベースと連結する。画像データベースが照会の約40%を 占めると考

えている。1992年 以降、保管所の残 りの文書類(全 体で約9000万 ページ)も 、そ

のまま画像データベースに格納するとともに、ディジタル化する作業を継続する。

完了するのは2015年 と考えている。

保管所にある文書類は43,175冊 で、平均 して、1冊 当 り手書き文書で約4000ペ

ージである
。地図は6782図 ある。 これ らの古文書類は15世紀か ら19世紀にかけて

スペインが統治 していたアメリカ大陸諸国及びフィリピンに関するものである。

これ らの古文書類すべてを しまうには9kmを 超える書棚が必要なほどの量である。

(2)テ キ ス ト処理

スペ イ ン語 、力 タラ ン語の文書 の作成及びチ ェックのための統合化環境 を目指

して、この分野 の研究が ここ数年来続 け られて いる。

まず第一に、 自然言語処理の基本 的な ツール として、 スペイ ン語辞書 を作 った。

この辞書 は35,000項 目か らな るが 、語形変化等 を含め ると、400,000語 を超え る

計算 になる。通常使 う書 き言葉の辞書であ り、固有名詞 と地名 も含んでい るが 、

技術用語 、方言、 日常語 は除外 した。各単語 には、機能範ち ゅう、音節 分割 、動

詞 であればその型、固有名詞か否 か、DRAE(DictionaryofRoalAcadewiaEspa

nola)に 載 ってい るかど うかな どのデータが付 け加え られている。

次に、語形態解析 プ ログラムを作 った。 このプ ログラムは、基本 クラスか ら変

化 してで きる語形を決 める際 に用い られ形態素の指定 に基づいて いる。

DiccionarioEspanoldeSinonimosyAntominos(ス ペイ ン同義語反意語辞

書)を もとに して同義語辞書を改良 して作 った。

これ らの辞書 とプ ログラムを用い、文書作成 を支援す るテキス ト処理 プログラ

ムを作 った。 このプ ログラムの主要機能 には次のよ うな ものがある。
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A綴 り(spelling)検 査:テ キス ト中の文字列が辞書にあるか否かをチェ

ックする。ユーザは、自分の都合で単語を辞書に追加登録で きる。

B綴 り(spelling)の 支援:テ キス ト中の特別な印がついた単語に対 して

綴りの似た単語を提供する。ユーザはその中か ら選んで指定できる。

C語 形態機能:テ キス ト中のすべての単語に対 して、基本形 とともに、あ

らゆる可能な語形変化の一覧を前後の単語とともに表示する。すなわち、本

システムは語形変化の解析だけでなく、語形変化の生成もできる。

D同 義語機能:ユ ーザがテキス ト中の単語の同義語の表示を求あると、画

面のすみに同義語を表示する。 このとき語形変化まで考慮 して同義語を捜 し、

その基本形を表示する。その基本形 とテキス ト中の語を置き換えることがで

きる。

現在は、辞書中の項目の構文上及び意味論上の性格付け、スペイン語の構文解

析プログラムの開発に焦.点を絞って研究を行なっている。また、構文検査、現機

能の改良を行ない、将来は、文章スタイルのチェックも行なう予定である。

また、辞書中のすべての項 目にっいての関連情報を効率よ く記録管理するため

に、SQLデ ータベースを作 っている。このデータベースは、語いデータの組織化

と最適化に非常に役立っている。

カタラン語については、バルセロナ大学及びカタロニア地方政府と共同で、語

いデータベースをつ くった。スペイン語と同様な辞書をつ くり、綴 り検査と綴 り

支援ができるまでになっている。現在、語形変化解析プログラムと同義語辞書を

開発中である。

(3)機 械翻訳

本 セ ンターは、ハイ ファ ・サイエ ンテ ィフ ィック ・セ ンター(イ スラエ ル)、

リスボ ンのIBM-INESC科 学 グループ(ポ ル トガル)、 及 びIBM－ ヘル シンキ大学

グループ(フ ィンラ ン ド)と 共同で 、多言語英語間翻訳 プログラム(Multilingu

alEnglishTranslator,MET)の 研 究を行 な ってい る。 この研究の 目的は、英語

で書 かれたテキス トをい くっかの 目的言語 、すなわ ち、 スペ イ ン語、ヘ ブライ語 、

ポル トガル語、 フ ィンラ ン ド語 に自動的に翻訳す るプ ログラムを試作す ることで

あ る。将来 目的言語の範 囲を拡 げたいため、多言語 とい う特 長を設計上の最優先
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課題にしている。 この研究は上記の組織で並行 して行われている。

METの アーキテクチャは変換法(transferapproach)に よっている。すなわ

ち、中間表現を設定 し、それを中心に解析、生成作業を行なうようになっている。

この中間言語は大部分原始言語(翻 訳のもとになる言語、この場合は、英語)及

び目的言語(翻 訳結果の言語、この場合は、スペイン語など)に 独立である。ま

ず、 コンピュータと人間による対話型の価Tの 試作を行なっている。 これは 「支

援モー ド」、すなわち、不明な点に関するシステムの質問にユーザが答えるとい

う使い方になっている。次の段階で、意味記述をより精巧にし、対話量を少な く

していく。

機械翻訳における大 きな問題の一つは、原始言語の単語に対応する目的言語の

単語を多 くの候補の中から正確に選択することである。この問題を克服するため、

テキス ト領域を制限 して意味範囲を限定するようにしている(つ まり、記述内容

の分野、テーマの制限)。 このようなアプローチは大抵の機械翻訳 システムが採

用 している。本研究では、IBMの マニュアルに制限している。そのため翻訳の質

が高 くなっている。それでもなお、翻訳の誤 りや精度を正 して、さらに品質を高

め、文章スタイルをよくし、読みやす くするため、人手による翻訳後の編集が必

要である。ただ し、翻訳前に原始言語に手を入れる必要はない。

本 システムの全体構造は次の図のようになっている。
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⇒ 文
解析:

語形変化

語い

構文

意味論

中間〒現

変換:

構造の変換

語いの変換

十 表現
生成:

構文

語形変化

語い

1
スペイン語の文

翻訳処理は概ね次のような段階に分けて行なっている。

A原 始テキス ト解析フェーズ

IBMワ トソン研究所(ヨ ークタウン)で 開発された次のようなツールを使

っている。

自然言語処理のための言語及びプロセ ッサ(PLNLP)

包括的英文法(PEG)

大語い集(OD)

解析の結果、1～ 数本の構文木がで きる。これ らの木は原始言語の文の表面
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的な構造を記述するとともに、深い構造 との関係を与える情報へのアクセス情

報を含んでいる。 もとの文体や構造上の特徴をできるだけ変えないまま同じ意

味の文に翻訳させるために、原始言語及び目的言語に関する仕様を与えてやら

なければならない。この第1解 析フェーズは目的言語に独立である。第2解 析

フェーズ以降は目的言語に関する情報を用いる。

B変 換フェーズ

このフェーズでは、前 フェーズでつ くった中間表現を、目的言語の構造を反

映させるように変更する。 この手続きは語い変換と構造変換に分けられ る。語

い変換では、目的言語の各単語の正確な意味を選択する。この作業は特別に設

計 した2国 語辞書を用いて行なう。この辞書は決定スタブの集合(英 語にだけ

しか使えないが、他の言語への翻訳には非常に有用である)と 行動スタブの集

合(ス ペイ ン語に対 して しか使えないが、他の原始言語からの翻訳にも有用で

ある)を 用いている。決定スタブは、与えられた英語の単語に対 して考え られ

るあらゆる翻訳の中か ら適切なものを選択する道筋を定義してお り、行動スタ

ブは、特徴の指摘や構文変換を行なうことによってスペイン語への翻訳のため

に情報を付加する。一方、構造変換は、英語の文で用いられている構造 と同等

な構造のスペイン語で表現するために、一般 形に対 して構文を考慮 した変換を

施す。 この フェーズではIBM東 京基礎研究所が開発 した木構造 トランスジュー

サを用いている。

C目 的言語生成フェーズ

基本形の語形を変化させ、特定の語い集を用いて木構造をたどりなが ら目的

言語の文を生成する。スペイン語への翻訳の場合は、本センターがテキス ト処

理のために開発したスペイン語辞書LEXISを 用いる。

同時に、英語の構造 とそれと同等なスペイ ン語の構造で、形が一致 していない

ものを比較する研究にも着手 した。この翻訳システムの最終目標であるIBMの マ

ニュアルの文章スタイルについても、構文上、意味論上の特徴を把握することに

努あている。その結果、新 しい意味論上の特徴の定義がで き上 り、すでに辞書に

追加されている。これによって、応用分野の語いをより強く考慮 した翻訳が可能

になった。

このシステムはVM/CMS上 でインプ リメン ト中であり、PLNLPとLISP/VMで 書か
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れてい る。

(4)銀 行エキスパー トシステム

1988年6月IBMと スタンダー銀行(BancoStander)は 、内部統制と監査を対

象 としたエキスパー トシステムを共同で開発することに合意 し、本センターが開

発を担当することになった。

最終結果は一つのエキスパー トシステムではなく、いくっかのエキスパー トシ

ステムを結合 したものになる。その うちにいくっかはバ ッチモー ドで動 き、すべ

ての リスクの集合を調べ、監査人による精査が必要なものを選び出す。残 りのも

のは対話モー ドで動き、監査人がバ ッチモー ドで選ばれた リスクを精査する手助

けをする。

バ ッチシステム部分は定期的に実行され、顧客 レベル及び支店 レベルのその時

点での リスクに関係するすべてのデータを調べ、監査指示報告書を作り出す。高

い優先度で監査が必要な顧客や支店に関するほとんどのデータを抽出して くれる

ので、対話型部分を用いてそれらのデータを精査する。 この システムはスタンダ.

一銀行の監査統制部か らアクセスでき、監査人をガイ ドしなが ら自らの基準に従

って精査が必要と判断 した点を監査人に示 し、監査人がデータを分析することを

支援する。

本エキスパー トシステムは、スタンダー銀行グループがスペイン全土にもって

いる1400の 支店の監査計画を改善 し、監査量を減 らす効果をもた らす。その結果、

監査コス トが節約され るだけでな く、大きなリスクを前 もって容易に検出でき、

危険を回避で きる。

開発ツールとしてはIBMエ キスパー トシステム環境(ESE)を 用いている。そ

の主たる理由は、プロ トタイプを短時間で開発できるからである。このツールを

用いて、あるクレジット部門専用のプロ トタイプを開発 した。現在このプロ トタ

イプを用いてエキスパー トからの知識獲得を行なっている。

本エキスパー トシステムの最終的な構造 はまだ完全には決まっていないが、少

なくともバ ッチシステム部分はlBM知 識ツール(KT)で インプ リメントすること

を検討中である。このツールを使 うと実行速度が上がることがその理由である。
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監査統制部による検査承認後、本 システムをスタンダー銀行のコンピュータに

載せ、他の適用業務 システムと結合 し、 リスクに関連するデータに直接アクセス

できるようにする。スタンダー銀行のデータは大部分DB2関 係データベースに入

っている。

⑤ その他の研究 テーマ

以上 の他に次のよ うなテーマの研究が行なわれて いる

・ 保険業 におけるエ キスパ ー トシステム

・STM(ScanningTunnelingMicroscopy)

・STMワ ークステー シ ョン

・ 生物医学画像処理 ワー クステー ション

・ ウィル ス構造 のデ ィジタル分析

・ 化学合成のための意思決定 システム

・APLイ ンタプ リタ開発 システム

・ 流体力学数値 シ ミュ レーシ ョン

・ 国立統計研究所 による統 計データ作成 支援

8.4ヨ ーロッパ学術研究ネ ッ トワーク

EARN(EuropeanAcademicandResearchNetwork、 ヨーロッパ学 術研究 ネ ッ ト

ワーク)は 、 ヨーロ ッパ、中東、アフ リカのすべての大 学、研究所 に開放 されて

いる国際 コンピュータネ ッ トワー クであ る。

ここ20年 の間に、 コンピュー タネ ッ トワー クは科学 研究を進展 させ る必須の道

具であることが証明 された。 コンピュータネ ッ トワークにより、最小の時 間で 、

情報を広範 囲に伝達 した り、個 人間で 情報交換 したりす ることがで きる。

EARNは 学術研究 コ ミュニテ ィに柔軟で単純 な情報交換 手段を与え ることを目的

と して考え出され た。 この コンピュータネ ッ トワークを用 いて、 メ ッセー ジ、プ

ログラム、フ ァイル、 ノー トをユーザ間で高速 に交換で きる。 さ らに、遠隔地 に

ある資源やサー ビス機能 を利用す ることもで きる。

EARNプ ロジェク トは1984年 に始 まり1987年 末 まで続 いた。IBMが このプロ ジェ

ク トを発起 し、出資 して、ネ ッ トワー クを容 易に、かっ迅やかに確立す るための
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国 際 的 イ ンフ ラス トラ クチ ャを 作 った 。

現 在 、 スペ イ ンで は 、以 下 の 組 織 に 属 す る20台 の コ ン ピュー タがEARNに 接 続 さ

れ て い る。

・UniversityofBarcelona(3台)

●AutonomousUniversityofBarcelona

・PolytechnicUniversityofCatalonia

・UniversityofLeon

◆UniversityofOviedo

●ComplutenseUniversityofMadrid

・UniversityofAlcaladeHenares

・PolytechnicUniversityofMadrid

・AutonomousUniversityofMadrid(3台)

・PontificialUniversityofComillas(ICAI)

◆E.S.AD.E

・InstituteofCatalonianStudies

・CIEMAT(2台)

●MadridScientificCenter

●ConsejoSuperiordeInvestigaciones

Cientificas(CSIC)

これ ら以 外 の大 学 もEARNに 興 味 を もち、接 続 す る こ とを 検 討 中 で あ る。

バ ル セ ロナ大 学(UniversityofBarcelona)が ス ペ イ ン全 土 の セ ンター とな

っで 情報 サ ー ビス を提 供 し、Montpellierと の リン クを サ ポ ー トして い る。 バ ル

セ ロナ大 学 が提 供 して い るサ ー ビスの 中 に はハ イデ ル ベ ル グ(ド イ ツIBM)の ヨ

ー ロ ッパ ネ ッ トワー クセ ン タ(ENC)で 開 発 され たNETSERVが あ る。NETSERVは

ユ ー テ ィ リテ ィプ ロ グ ラ ム、 ネ ッ トワー ク全 体 の 情 報 が 入 って い るフ ァイル の サ

ーバ で あ る と同 時 に
、 国 内 ユ ー ザ の デ ィ レク トリで もあ る。

EcoleCentraldeParisで 開 催 され たLIST-SERVも 組 み 込 まれ て お り、公 開伝

言 板 、 フ ァイ ル、 配 布 リス トの サ ーバ と して 働 い て い る。 この 他 にバ ル セ ロ ナ大

学 は スペ イ ン語 の ネ ッ トワー ク ・ユ ー ザ ・ガ イ ドを作 って サ ー ビス して い る。

い くつ か の ノー ドに ゲ ー トウ ェイを 用意 して お り、事 実 上 既 存 の す べ て の ネ ッ
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トワークとっ なが っている。 その中には、 ヨーロ ッパ各国の国内ネ ッ トワー ク、

例えば、イギ リスのJANET、 ドイツのDFN、 スイスのCHUNET、 スエ ーデ ンのSUNE

T、 イ タ リアのINFNな ど、さ らに、ARPANET、CSNET、HEPNETな どの国際ネ ッ ト

ワークが含 まれている。 これ らのネ ッ トワークの参加者の誰に対 して も電子 メー

ルを交換す ることがで きる。
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皿.資 料 編

1.入 手資料 リス ト

2.NCC(英 国国立計算 センター)研1多 コース

3.NCC(英 国国立計算セ ンター)技 術者育成用教材

4.GMD(ド イツ国立 情報 処理研究所)研1多 コース

5.ノ ルウェー教育制度等概要

6.ノ ル ウェー学校教育 用ソフ トウエアー 覧
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皿.資 料 編

1.入 手 資料 リス ト

1英 国国立 計 算 セ ンター

●TRAININGCOURSE1989-JanuarytoJuly-

●TrainingResources

●NCCTHENATIONALCENTREFORINFORMATIONTECHNOLOGYOutput

・NCCTHENATIONALCENTREFORINFORMATIONTECHNOLOGYNCC案 内

・NCCPUBLICATIONSBookList-Autum88,Spring89-

・NCCTHENATIONALCENTREFORINFORMATIONTECHNOLOGYCONSULTANCY

2.ノ ル ウ ェー情 報技 術 委 員 会

.TheNorwegianNationalIT-Programme

.Informatikkbygget

●Norway'sIndustrialFuture

●TheFutureoftheManufacturingIndustry

●EDUCATIONINNORWAY

・SOFTWAREPROJECTS(NationalProgra㎜eofActionfortheIntroduction

ofComputersinSchools.)

3.オ ス ロ大学

●TheUniversityofOslo

・情 報 学 科 カ リキ ュラ ム

4.ノ ル ウ ェー計 算 セ ンタ ー

・(NorwegianComputingCenter)NorskRegnesentralプ レゼンテーション 資料

5.ノ ル ウ ェー 電気 通信 管 理 局

・AnnualReport1987-TheNorwegianTeleco㎜unicationsAdministration

・Teleinform(施 設 関 連 資料)

6.ド イ ツ国 立 情 報処 理 研 究 所

・EinfuhrungindieDatenverarbeitungundGrundlagenderProgra㎜ie-

rung

●Seminarel989(GMD)

●ノ1、f冊子ノミンフ(GMD)
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●
8

.B .1.S.(BesucherInformationsSystem)

-acomputer-assistedinteractivevideo"informationsystem"for

ourclients・

.Vocationaltrainingformathematicalassistants(MTA)inGMD

.InstituteforTechnologyTransfer

・TheGMDEducationandTrainingProgramme1989-

・EducationandTrainingProgra㎜eコ ン セ プ ト他

.EducationandTrainingdivision

●OrganisationandGeschaftsentwicklung

フ ラ ウ ソ ホ ー フ ァ 協 会

・Fhgプ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 資 料

・CONTRACTRESEARCHFORINDUSTRYANDGOVERNMENT

IBMマ ド リ ッ ド ・サ イ エ ン テ ィ フ ィ ッ ク ・セ ン タ ー

.IBM(Spain)CentrodeInvestigacionUAM

*EuropeanAcademicandResearchNetwork

*ArchivoGeneraldeIndias

*NationalInstituteofStatistics

*Machineassistedtranslation

*Spanishtextprocessing

*APLinterpreterwritingsystem

*ScanningtunnelingMicroscopy

*WorkstationforScanningTunnelingMicroscope

*WorkstationforBiomedicalImageProcessing

*AdecisionsupPortsystemforChemi'calSynthesis

*DigitalAnalysisofViralStructures

*Numericallyintensivecomputinginfluidmechanics

*BxpertSysteminBanking

*ExpertSysteminInsurance

*Nationalpublications

*Internationalpublications
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IntroduCtiontoPersona,COmputing(IP(り

VVhatisanopera伽gsystemandhowdoesita什ectthe

selectionofapersonalcomputer?ISa`mOuSe'or`touch

screen'abe廿ermeansofcommunicatingwiththe

comp"erthanakeyboard?Willyourorganisationbenefit

而maspread-sheetdatabase,orwordpro㏄ssing

package?Whatdoyouneedtoknowaboutdiscs,側es,

anddata.

Effectiveevaluation,selection,anduseofmicrocomputers,

dependsuponanundersねndingoftheseandmanyother

unfamiliarconcepts.'n拍)duα'oηtoPersona'Comput'η9

providesthebroad,practicaltraininginthebasicsof

microcon、puting.

SPECIALFEATURE

lhecourseincludesanumberolshortpractioal`hands-on'

sessionsusingmicrocomputerstoensurethatparticipants

gainammmediatelamiliaritywithtopicsunderdisc】ssion.

Previousexperienceolcomputersorprogrammlnglsnot

necessaty.

WHOVVILLBE～ ε 刃 τ?

tntroduction～oPersona'Computingsatisfiesanumberof

distinctneeds,ltwiU:

giveathoroughgroundinginmicrocomputersfor

peoplewhowilloperatethem;

providethebasicknowledgerequiredforsystem

selection;

enablepa面cipantstoidentiけandevaluatemicro-

computerapPlicationsintheirownOrganisations・

WHOFOR?

AnyOneneedinganon-technicaiunderstandingof

miCtvcomputers

DURAnON COST

Three柏 呼,non・residential £486NCCMembers

£540Non・Members

COURSECOtv7EVT

WhatisaMicrocomputerandHowDoesltWork?

Thebasicconceptsthatdefineamainframe,miniandmicro

anddistinguishticomputerfromotherelementsol

technology.Codesfordataandinstructionslhowtheseare

storedandinstructionsexecuted.Anintroductiontosottware.

MicrocomputerHardware-Capabilities,

FeaturesandComponents

Micr㏄omputercomponentsandthedevelopmentof

microcomputers.lnputandoutputdevices;magneticdisks

andtheircharacteristics.Otherstoragedevices.・

Currentcostsanddevelopmenし

APractical|ntroductiontoMicrocomputers

Switchingon,handlingdisks,loadingandrunnlnga

program.Usingakeyboardandgoodhousekeeping.

Practicat:TeXtandWordProcessing

Exercisesandtutorialusingawordprocessingpackageto:

edittext

moveblocksoftext

mergevariabledataintostandarddocuments

createindividualdocuments

spellingcheck

Featuresofawordprocessingpackage,

Practical=Spreadsheet

Practicalexercisesshowingthefeaturesofaspreadsheet

package,includingthedisplayandprintingofbusiness

graphics,

lnformationStorageandRetrieval

Thedevelopmentofcomputersinbusinesswithan

explanationotthetechnicalterms.Howdataisstoredand

organisedinacomputersystem.Accessmethods{ofiles

anddatabases.The㎞porlanceotdatabasesa∩ddaiabase

CO∩cepts.

DATES&1尼 肌fES

February7th・9th,London

March14th・16th,London

Aprit18th・20th,London

JUTV∋27th-29廿 ㌦London

Thiscoursecanalsoberun`incompany$・1

/

DataManagementSystems
`Handsonlexperienceofmicrocomputerbaseddata

managementsystemsincludingasinglefilgandmore

complexmulti-filesystem・

Sottware:ApplicationsandDevebpmentTbols

Thedevelopmentotsoftware:systemssottwareand

applicationssoftware.Sohwaredevelopmenttoolsand .

techniques;sottwareengineering,expe汀systems,DBMSand

querylanguages,4GLSandprototyping,personal

computing.

Software-OperatingSystems

Thefeaturesandfunctionsofoperatingsystems,Wha{is

MS-DOSandhowitworks,internalandexternalcommands.

.BA「mes.MS-DOStutorialsandpracticalexercises.

RELATEDCOURSES

(lPC)

Planning

》SuccesstulPC.Systems_12

OtherNCCCoursesofinterestare∫

Designingand

》DevelopingAPPlications

onPC's__13

ExploitingTelecommunicationstorBusiness 15

8
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PlanningSuccessfu,ρCSystems(PSPSJ 鼠酬

Fornon-technicalusers/managers,puttingamicroto

workinthedepartmentorofficecanhavefar-reaching

imp|ications.Soit'simportanttogetthingsright.

Knowingwheretostartandhowtogetinvolvedinthe

planning,deve|opment,andlmplementationofamicro-

basedsystemisaprerequisite. ヤ
Thatistheobjectiveofthiscoursewhichisdeslgnedto

providethenon-technicalwiththetoolsneededtomake

surethattheirsmallcomputersystemdoeswhatthey

wantittodoandpracticalguidanceonusingand

choosingsmallcomputers.

S匪CIALFEAπ ノRES

Eachpartofthecourseisbasedonaseriesofprac{ical

exercises.Casestudiesillustratetheproblemsinvolvedand

themethodsusedindevelopingmicrocomputer-based

systems.

VltHOFOR?

Anyoneinvolvedintheselectionandeffectiveuseof
miCrO-basedsystems.

DURAnON COST

Three■days,non・residential £486NCCMembers

£540Non・Members

…OVレ 「ILLB正 …NEFI7?

Departmentalusersandmanagersinlargeorganisations

andfirsttimeusersofsmallbusinesssystems.

COURSECON正 ～τ
Tbo|sandTechniquesforSystemsAnalysis
Providinganunderstandingofthestepsinvolvedin

determiningtherequirementsforanewsystem.

GoingOuttoTenderandEvaluatingProposals
Productionofastatementofrequirements;selectionof

prospectivesuppliers;andmethodsofevaluation.

SystemOptions
Designobjectivesandimplications;thearchitectureofsmall
systems;stand-alonesystemsandnetworks.

ProjectManagement
initialstudy

specificationOfrequlrements

systemdesign

development

testing

imp}ementatioh

runnlng

review

lmplementatiOn

Amoredetailedconsiderationotthelaterstages;testing,

installation,environmentalconsiderations,maintenance,

security;diditcomeoutright?

Dメ17石S&VE～UεS

February7th.9th,London

Aprilllth-13th,Manchester

June6th・8th,LOndon

Thiscoursecanalsoberun`in・company'.

REL/VEDCOURSES

lntroductionto

Personal

Computing_11 》 (PSPS}

'

Designingand

》DevelopingApplicationson

PC's13
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Designing&DevelopingAρplications

onPC's(DDAJ'

鎗蜘y

DDAprovidespracticaltraininginconstructingeff㏄tive

businessapPlicationsonmicrocomputers・ltassumesno

previousknowledgeofprogrammingorprogramming

languages,

SPECIL4Ll隅 εソ17URES

Thiscourseplacesaspecialemphasisonthepractical

workshopapproachratherthanformallectures.

Delegatesworkatmicr㏄omputersthroughoutthecourseto

gainfamiliaritywiththeiruse,immediatelyseethee行ectof

di行erentactions,andputtheoryintopractice.Allparticipanls,

therefore,benefitlromlearningthrough`hands-on'

expenence・

M〃 イOVVIILLθ 」匡～ 正…丹7?

Anyonewhowould‖ketodevelope行icientfilingOndretrieval

systemsonamicro,usingasophisticatedmultilmesystem・

withinbuiltprogrammingfacilities.

COURSεCO～ π ヨVτ

lntroductiontoDataManagementSystems

Practical`hands-on'useolaf‖ingandretrievalsystem,uslng

asophisticateddatamanagementsystem

PrinciplesofDataStorageandlnformationRetrieval

Theconceptsoffilesandrecords;filecreationand

commandpr㏄edures

ProgramDesign・ .

Amethodolapproachtodesigninganddeveloplng

computerprogramsandprocedures・

FileCreationandFileStructure

Settingup川esusinganapPlicationgenerator

PrintingReports.

DesigningPrhted.outputs-

DataValidationTechniquesandSecurityProcedures

IAtHOFOR?

Businessusersofmicrocomputerbaseddata

managementSystems .

DURAnON COSτ

Five●days,non・residentiaI £702NCCMembers

£780Non-Members

Dメ17ES&VENUES

February13th●17th,』ondon

April17th・21St,Manchester

June12th.16th,tOndon

Thisooursecanalsoberun`in-companyr.

RELATEDCOURSES

麗 念:Ttl,》ii麗麗』;》

ノ
<

一

〆ノ

!/〆

(DDA}

Other～CCCoursesof'nterestare:

DatabaseAppreciation

DatabaseDesign

lntroductiontoSQL

7

8

9

3

3

3
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Busine⑤sBenefits

(BBOSJ

of'Office'Sタstems 'M■

Thereisagreatdea|ofITandOfficeSystemsavailable
today,buttherealproblemisknowinghowtouseit
effectively.Firstwehavetounderstandwhatneedstobe
done.Whenthatisdefined,wecanexaminethestrengths
andweaknessesofvarioustools.Moreimportantlywe
canthenbegintounderstandwhatimpactthesenew

systemswillhaveontheexistingorganisation.

Thiscourseprovidesagroundingintheseimportant
issues.ltsobjectiveistotocustheattentionofcommercia|
managersontheopportunitiesanddangersoftheuseof

OSinpursuitofbusinessobjectives.

VVHOFOR?

Managersconsideringtheuseofofficesystemsto

improvetheirbusiness

DURAnON COSτ

Tw◎dayS,non-residential £360NCCMembers

£400Non-Members

SPECIALFEA刑Rε

Thecourseusescasestudiestoillustratethekeyelements

highlightedinthetheorysessions.

WHOVVILLBEVE月fτ?

ITdirectorsandmanagerswhofeeltheycoulduseoffice

systemstoimprovetheirbusinessbutdonothavethe

technicalknowhowtoachievethis.

COURSECON7EVT

lntroductiontoOfficeSystems

Concepts,historicaldevelopments,andcurrentperspectives.

Managementexpectationsandlimitations.

BusinessStrategyarldOfficeSystems

ldentifiesthedi行erentstrategiesavailabletoorganisations

andthevarietyofcorporateattitudestoofficesystems.

lmpactoflTontheBusiness

Highlightsthepotentialforexploiti∩gopPortunitiesand

identifiessomedangerareas.

P|anningandOfficeSystemsStrategy

Thealternativeapproachesandcriteriainthedevelopme'nt

OfOffiCeSyStemSS{rategy,,

ModifyingtheOrganisation

DealswiththeorganisationalissuesofITinrespectoflob

definition,managementfesponsibilities,culturallssues,and

managementofchange.

|mplementationMethods

Examinesvariousmethodsofimplementingofficesystems

andidentityingstrengthsandweaknessesassociatedwith

thesemethods,

GettingStarted

Looksatapracticalprogrammefortheinternalmarketing

andimplementationottheofficesystemsstrategy.

D4正S&レfE～UεS

March2nd・3rd,London

June8th-9th,London

Thiscoursecanalsoberun`in-companyi

R日Lメ1正DCOURSεS

Other∧ ∫CCCourseso'int(∋restar{∋:

DevelopingandImplementinganITStrategy 54
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ExploitingTelecommuniGationsfor助sineSS(ErBJ

Everyorganisation,whetherlargeorsma‖,makesuseof

telecommunioationstechnology.Overthelastfiveyears,

unprecedentedchangeshavetakenplaceinthewayin

Whichthattechnologyisused.Atonetimetelephony

representedtheheightofsophistication,itisnowan

everydayoccurrencetoseeusebeingmadeofportable .
telephones,andcommunicatingmicrocomputersto

accessawidevarietyofservices.

Moreandmorepeoplenowhavearesponsibilityforan

areaofbusinesswhichisaffectedbytelecommunications.

They .needtoknowab◎utWhatisavailable,andmore

impOrtantiy,howapPropriateanyproductorserviceis,for

theirbusiness.Thiscourseisdesignedtohelpthemassess

theeffectivenessandtheva|ueofthecommunications

teChnologiesWhichareonoffer.Itwillhelptomake

effectivedecisionsaboutthebewilderingarrayofproducts

andservicesavailabletodayandinthefuture.

VltHOFOR?

Anyoneneedingtoobtainmorevaluetr◎mtheuseef

telecommunications

DURAnON COSτ

TWo-days,non・residentia| £360NCCMembers

£400Non-Members

SPECIALFEA7URE

Thecourseusespracticalexercises.guideddiscussionsand

speciailyselectedcasestudiestoreinforcethelecturetopics.

…OWIILLBE～EFI7?

ThiscOurseisequallyapPropriateformanagerSof

departmentswithinalargeorganisatiOn,Orthemanagerof

asmallbusiness.lnshod,anyonewhohasaneedfor

practicalhelp,inmatchingthetechnologyoftelecommun卜

cationstotheneedsoftheirbusiness.

COURSECOtv7EtVT

VOicecommunicatiOn.

ThevalueofCellularRadio

MobiieCommunicationsalternatives

Gettingthemostoutofprivatetelephoneswitchingsystems

TeXtCOmmUniOatiOnS

TheimportanceofTelex

Useoffacsimile

TheimpactoftheUKPIT'sMessageHandlingService

DatacommunicatiOns

Viewdata-itsincreasinguse

Overcomingl㏄alcommunicationproblems

ACCeSsinginformationonexternalcomputers

Otherimportantfactors

Thepracticalvalueotstandards

Converge∩ceandtheuser

FutureoutlookinTelecommunications

DAγE=S&VENUES

February14th・15th,London・

Apri125th-26th,Manchester

June27th-28th,LOndon

Thiscoursecanalsoberun`in-company'.

R日L/iTEDCOURSES

Ofカer～CCCoμrseso〃ntert∋stare.'

しocatA「eaNetwo「ks

DataTransmissionApPreciation

PacketSwitchingApPreciation

8

9

0

1

」1

2
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COmputet"BasedTraining〃 ηteractiveVideo

(CBT/川o

(ln-(lOmρanyOnlyJ

NCChaseXtensiveskillsindevelopingCBTandIV

materialbothforitsownproductsandtomeetspecific

ciientrequirements,Thisexperienceisalsomade

avai|ablethrougharangeofon-siteworkshopswhichcan

betailoredtomeetparticularcustomerrequirements.

Theirpurposeistotrainauthorstounderstandthe

principlesofdesigningforCBTandIVandtoprovide

practiceinthetechniquesinvolved.Typicalobjectivesof

thistrainingare:

toexplainthesystemsapproachtotrainingand

reiationshipwithCBT/IV;

Tc)giveafullapPreciationofthecourseware・

developmentprocess;

toprovidetheopPortunityforparticゆantsto

experienceCBTandinteractivevideotorthemselves;

togiveanapPreciationofhowtoevalua!ecourseware

andwhatconstitutesgoodqualitycourseware,

τypesofcoursesthatcanbeprovidedare:一

－TrainingneedsanalysisforCBT/IV ・

-WritingobjectivesforCBT/IV

-DesigningCBT/IVmaterials ・

-ManagingaCBT/IVsystem

-DecidingComputerManagedLearningrequirements

♂酬

叩曲水o
"割e町田

卿
伽
X

η

ε

θ
.旅 信w

'
!

■

■

NCChasawiderangeofskillsandexperienceinExpert

Systemswhichcanbemadeavailabletoorganisations

throughavarietyofin-companytrainingworkshops.

Whilstthesecanbetailoredtothespecificrequirements

ofindividualcustomers,theirmainobjectivesaretotrain

participantsto:

gainanapPreciationofExpertSystems;

identifythebenefitsanorganisationcanexpectto

achievefromuseofExpertSystemstechnology;

understandtheapproachesusedindeve【opinga

system;

discoverwhathasalreadybeendevelopedwithinthe

fieldandthebenefitsandissuesofExpertSystems

deve|opment.

Keycomponentsoftheworkshopsinclude:

DemonstrationsofExpertSystemstoo|s

ExpertSystemsdefinition

ExpertSystemsieatures

Knowledgeelicitation・

Formalmethodsofdevelopment

ExpertSystemsbuildingtools

Applicationareaanddevelopmenttool§election

CasestudyexamplesotoperationalExpertSystems

!

～

/
〆

,
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IntroductiontoDataProcessing.(IDPJ

Up-to-date,imaginative,andinformative,'ηfκ)dレc〃oηfo

DafaProcessing'proVidesnewcomerstocomputingwith

thethoroughgroundinginDPfundamentalswhichis

essentialtotheirownandthecompany'sfuture.Thisis

equallyimpor恒nttopeople獣artingtheircareerinDPand

tothosewhosejobwi‖bringthemintocontactwiththe

computer-whetherin-houseorviaabureau.

Oncompletionofthiscourse,studentswill:

haveabroadappreciationofcomputingintermsof

hardware,software,andapplication

understandthedi行erenttypesofcomputerand'

di行erentmethOdsotdatapr㏄essing(batch,on-line,

distributed,etc)

havebeenintroducedtofileorganisationandretrieval

methodsindudingdatabasesystems

havegainedabroadintroductiontoprogramm{ng,

including`hands-on'experience

beawareofthenatureofthebusinessenvironmentin

whichtheDPfunctionoperates

apPreciatetheorderedstepsnecessaryforthe

successfulimplementatbnofdataprocessingsystems・

WHOFOR?

NevvcomerstOcomputing

DURAηON COSτ

Five-days,non-residential £603NCCMembers

£670Non'Membe「s

SPECIALFEA7URE

lntrOductiOntODataPrOCessingcourseoffersanumberof

Signiticantbenefitsinthisimportantareaottraining・

Thecourse:

usesacombinationoflectures,discussions,tilms,and

practiCaiexercisestOexplainmoreeffectively,stimuiate

andmaintaininterest,andencourageretentlon

providesanobjectiveintroductiontocomputingrather

thanonecolouredbythenarrowerconstraintsofa

partiCularinStallatiOn

placesaspecialemphasisonputtingtheDPfunction
intoperspectiveintermsofthebusinessenvironment

inwhichitoperates

includes`hands'on'practiceinprogrammingin

BASICtodemonstratewhatisinvolvedin

programming・

COURSECOVTENτ

Thiscourseisoontinuouslyup-datedtoreflectthewayin

whichcomputingtechnologyisdevelopedThecurrentlistof

tOpiCscoveredare:

lnput-Process-Output

HistoryofComputing

Hardware,SoftwareandtheCPU

Da!aCapture

Datalnput

MethodsofOutput

BackingStorage

DirectAccess

FileStructure

FileOrganisation

Database

TypesandMethodsofProcessing

Real-[imeProcessing

PeopleinComputi∩9

HowSystemsareDeveloped

Documentation,Standards

HOwProgramsWork

Programmi∩gLanguages

ProgrammingAppreciation

AViewto{heFulure

DA正s&VENUI三s

January16th-20th,London

February20th-24th,1_ondon

April3rd-nh,LOndon

May8th.12th,London

July3rd・7th,London・

ThiscoursecanalSoberun`in・company'・

'
'

VVHOVVIILLBENEFIT?

1ntrC)ductiontODataF投)cessingisofva[uetobothDP

traineesanduserstaffwhorequireagoodintroduction.

itgivesDPtraineesthesolidfOundationwhichisanessential

pre-requisitetospecificskilltraining.Computeruserswill

gainapositiveunderstandingoftheroleofthecomputerin

anorganisation,theconstraintsitimposes.andthebenefits

itoffers.

RELA正DCOURSES

(ID・・ 》 蒜 ㍑:蒜Design-ll

Ofカer～CCCourseso∫'ηferesfare:

AuditandControlofComputerSystems27

NCCSoftwareCourses43-47

一132一
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LOC∂,AreaNetvvorks`LAハ 〃

LocalAreaNetworksprovidesacommunicationsinfra-

structureforimprovingtheuseofinformationthroughout

anorganisation.Theyofferaremarkablepotentialforboth

eXtendingconventionalcomputerapPlicationsandfor

introducingwho|enewareasoflnformation「rechnology

intoanorganisation.Electronicmai|,officeautomation,

industrialcontrol,electronicconferencing,andwide

accesstoexternalandinternalinformationdatabasesare

justsomeoftheopPOrtunitiestheypresent・

Thiscourseprovidesathoroughgroundinginthis

importantareawithaparticularemphasisonthenature,

sigrlificance,andpotentialapplicationsofLANs.

WHOFOR?

Anyonewithamanagementorprotessionalinterest

inLANs

Dt/RAnON COSτ

Three-days,non-residential £486NCCMembers

£540Non-Members

WHOVttlLLB日ME月rτ?

Theccurseisrelevant　 Oboth:

allIevelsofmanagementresporisibleforplanningand

implementinginformationsystems

DPandmanagementseMcesprofessionalswhose

workbringsthemintocontactwithLocalAreaNetworks

SpeCifiCaUyorInformationTechnologysyStemsin

generaL

COURSECON正 ～τ
LocalNetworksOverview

Computersystemsandnetworking,whatisaLAN、widearea

netvvorks,originandneedforLANs,thePABXalternative.

LANApplications

WhataしANoffers,Cablesaving,dataswitching,terminal

networks,microcomputernetworks,officesystems,

commerciala∩dindustrialapPlicatbns.

LAN|mplementation

Technologyandarchitecture,LANtypes,ring、butandstar

topology,transmissionmedia,basebandandbroadband

techniques,controlandaccessmethods,datapackets,

interfacing.

NetWorkingwithLANs

Switchedandconnectionlessworking,datatransmission

services,deviceconnection,f"etransfer,serverfacilities,

networkandcommunicationssoftware,networkmanage-

ment,security.

ThePABXAIternative

WhatthePABXdoes,thedigitalPAB×,cablesharing,data

switches,digitalnetworks,PABXdesignandfacilities,PABX

andLANcomparison,futureproducts.

ChoosingaLAN

CIassiticationolLANproducts,selection,purchaseaqd

installationprocedure$,operationalandmanagement

requirements,thefourstagesofprogress,LANcoSts.potential

problems.

LANStandards

Theneedforsta∩dards,proprietorynetworkarchi|ectives,

opensystemsinterconnection,layerednetworkservicesand

protocols,comparisonofstandards,currentandfuture

situation.

LANGateways

lnterconnectionofLANs,gatewaysandbridges,gateway

functionandlocation,limitationsofinternetworking,theuser

lnterfaCe,practiCalgatewayS・

LANProducts

Productgroupsandtypes,microcomputerLANs.Ethernet

products,selectedbasebandandbroadbandnetworks,the

IBMtokenring.

Dメ171三S&レ1ヨVUt三S

January31st-February2nd,London

March7th●9th,London

Aprillltb'13th,Manchester

June20th■22nd,LOndon

Thiscoursecanalsoberun`'in-company'.

RELATEDCOURSES

Other∧JCCCoL/rsesofinterestare:

DataTransmissionApPreciation

DataWansmissionSystems

PaCketSwitchingAppreciation

9

1

0

1

2

2
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Da拍TransmissionAppreciation'`DT/リ

Datacommunicationshasbecomeanintegralpartof

informationprocessingandthusanintegralfeatureof

businessandindustry.Whilsttheintegrationofcommuni-

cationsandcomputinghasbeengroWingsteadilytorthe

lasttWentyyears,itsmajorimpacthasuntilrecentlybeen

ontheDPdepartment.Now,withadvancesinmicro-

e;ectronicsandtheavailabitityoflow-costinteliigent

terminals,theimpaCtofdatacommunicationshas

extendedbeyondtraditionalDPintosuchareasas

electronicmai1,viewdata,facsimiletransmission,and

industriatprocesscontrol.

WiththisrapidtyacceleratinggroWthcomesarequirement

forcompanymanagementanduserstogainabroad

understandingoftheprinciplesandpracticesinvolvedin

whatcanbeaconfusinganduntamiliartechnology.

Data7拍nsm'ss'onAppr(∋ciationprovidesthatunder-

standinginashort,intensivecoursewhichexplainsin

simpleterms:

thecomponentsofdatatransmissionsystems;

thetechniquestheyemp|oy;

thepub|icandprivatedatatransmissionfacilities

availableintheUK,

WVHOFOR?

Anyone「equiringanon・technicalinttt》ductionto

datacommunicationsintheUK

DURAηON COSτ

Twodays,nonヰesidential £360N㏄Members

£400Non・Members

…0蹴Lθ1三 ～正三阿7?

ThiscourseisofpartiCularrele>ancetOanyonewitha

managerial,planning,purchasing,orfunctionalresponsibility

forsystemSinvolvingdatatranSmission,ltalsoprovidesa

tirststageinlearninglorusersofdatatransmissionsystems.

Agoodgeneralintroductiontodatacommunicationstorstaff

who'smainroleonlyoccasionallyrelatestoorusesdata

tranSmiSSiOnfaCilMes.

COURSECON7TENT

ElementsofData「rransmission

Terminologyandbasicmethods

CommunicationsPrinciplesandModulationTechniques

Speechtransmissbn,switchingandamplificationaspects.

identifyingthesnagstosendingdataoveranaloguespeech

lines.Frequencydivisionmultiplexing.Overviewofmodern

modulationtechniques.

CommunicationsHardware

Front-endpr㏄essors,communicationscontrolunitlunctbns,

multiplexors,andconcentrators,timedMsionmultiplexing .

LineControlandlntertaces

Thecontro「ofinformationtransfer,demarcationpoints,and

intertacingaspects.

UKExchangeLinesandPrivateCircuits

ThepostliberalisationsituationintheUK;assessmentofdial

up/privatecircuitfacilitiesincludingnon-speechbandwidth

circuitsandwhollyendtoenddigitaloptions.

UKDataTransmissionFacilities

OptionscurrentlyavailablebaseduponCCITTspeedrelated

recommendations.

D∠171三s&レfENUES

January18th・19th,London

January24廿 ト25th,Manchester

February14th■15th,LOndon

March14th.15th,London

April18th-19th,London

May23rd-24th,London

June6th・7th,8irmingham

Julyllth-12th,London

Thiscoursecqnalsoberun`in-company'.

R日 しATEDCOURSES

》竃鷲漂》

LocaIArea

NetWO「ks 18

(DrlA)

OtherNCCCoursesof'nterestare:

PacketSwitching

Appreciation_20

ExploitingTelecommunicationsfbrBusiness 15

Errors,Failures,andReliabi|ity

Thenatureoferrorsandtaiiures;howtheycanaffeclthe

communicationssystem;andhowtheapPlicationofvarious

methodscanminimizeandcontroltheireffect.

introductiontoPacketSwitching

Appreciationoffeaturesandbenefitsofpacketswitchingas

anadditiona「optiontordatatransmissionusers.

一134一
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PaCketSwitc力ingAρpreciation(PSAJ

Packetswitchingovercomesmanyofthelimitationsof

conventionaldatatransmissionsystems.Thiscourse

explainsthefacilitiesofPacketSwitchinginrelationto

users'needsandalternativemethods,showshowto

evaluatethem,andexaminestheimplicationsofcurrent

developmentsintheUK.

SPECIALFE三4刑RE

Participantstakepartinanevaluationexercisetocompare

exis{ingtransmissionmethodswithpacketswitchingin

relationtoanorganisatidn'scommunicalionsneeds.

ThisprovidesanopPortunitytopracticeuseoftheunique

PSSchargingstructuresandldentifypacketswitchingbenefits .

…OVレflLLBENEFI7?

Management,inbothDPandotherdisciplines ,andsystems

staffresponsibleforplanninganorganisation'scommuni-

cationsstrategyPeopleevaluatingpacketswitchingfortheir

possi回euse.

Cα ノRSECO～TEハ π

ExistingTヒansmissionMethods

Highlightingfundamentalaspectsofpublicswitchednetwork

andprivatecircuitoperation,linecontrol,interfacing,error

control,multiplexorsandconcentrators,whicharedifferentin

aPacketSwitchedenvironment.

User'sRequirements

Limitationsoftheexistingpublicswilchednetwork,theprivate

networkalternatives;andthejustificationfornewpublicdata

ne～vorks.

Meetingtherequirements

TheroleofthePTσssuppliersandusersinnewnetwork

development;alternativeapproachestonetworkdesign;the

overallconnectionandstandardisationrequirement;'

}ntroduc　 iontoX25.

UKPacketSwitchedService

PacketSwitchStream;roleofthePTT;appreciationof

facilitiesavailableandtariffstructure .

Mercury5000

0verviewolMercuryCommunicationsManagedData

NetworkServicesanditstari行structure .

CostingandFacilitiesExercise

ldentifyingthemalordifferences,features ,andrelatedcosts

ofusingpublicpacketswitching.

ApPlications

PacketSwiにhingasasteplorwardopensystems

in{erconnection(OSI).

VStHOFOR?

PIvspectiveusersandanyOnekeentogainasound

backgroundinpacketswitchlng

DURAnON COSτ

Tvvo-days,non-residential £360NCCMembers

£400Nen・Membe「s

Dメ171三s&レ1ヨVUES

February21st・22nd,LOndon

Maygth・leth,London

July18th-19th,London

Thiscoursecanalsoberun`in-compatryl.

R日L/17石D.COURSεS

Other〈/CCCoursesofinterestare:

Exptoiting「relecommunicationsforBusiness

LocalAreaNetwo「ks

Data『rransmissionApPreciation

DataTransmissionSystems

5

8

9

1

1

z1

41
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DataTransmiSS'on ems (DTSJ

ThemainsubjectsintroducedinNCC'sData7拍 ηsm∫ss'on

ApPreciation(seepage19}arecoveredwithmoretime

andinmoredetailtoachieveadeeperandmoreeffective

knowledgeofthesubject.・

ttis,theretore,aimedprimarilyattheimplementorsofdata

transmissionsystemsWhetherforcomputing,process

control,ortheelectronicoffice.Emphasisisputupon

identityingfactorswhicheffectthecostofdatatransmls-

sionequipmentandhighways.

tnadditiontocoveringthebasicprincipleS,techniquesand

practicesofdatatransmission,particularattentionispaid

tosuchfactorsasthedigitalisationofthehighways,error

control,up-to-datetinecontrolprocedures,data

transmissioninterfacesandtheemergingpacketnetworks.

WWOFOR?

PeopleconcernedwiththepracticalapPlicationot

datatransmissionSystems

DURAnON COSτ

Ftve-ctays,non・residential £702N㏄Membe「s

£780N6n・Membe「s

SPECIALFEA7URES

DataTransmissionSystemsisconcernednoto∩lywith

developingathoroughunderstandingbutalsowithgai∩ing

aninsightintothecostlactorsandpracticalitiesofwhaいs

invol>ed.T()thisenda∩importantcomponentonhecourse

isapracticalexerciseindatatransmissioncosting・Through

this,participantsinvestigatedifferentmethodsandtacilities

availablefordatatransmissioninrelationtoareaLlileneed

andanalysethemintermsolcost,facilities,pedormance

andadvantagesanddisadvantages.

…01,VIILLB」 三洲IEFI]「?

Thiscourseisdesignedforpersonnelconcer∩edwiththe

practicalapplicationsofdatatransmissiontheoryand

practicewithinanorganisation・Themainprojectwo(k,

invplved-anexercisetocomparedifferenttransmlssion

methodsintermsofcostsinvolvedandfacilitiesprovided

-helpstodefinetheaudienceforwhomitwouldbemost

beneficial。ltinc山desDPmanagers,prolectleaders,systems

analystsanddesigners,andusermanagementwithabrgad

apPreciationofcomputing,whoareinvolvedintheplannlng

andimplementalionofsystemsinvolvingdata.transmission・

Toobtainthemaximumvaluelromtutor-leddiscussion

sessions,newcomerstothesubjectwhohaveattended

NCClsData7泡 ηsm'sslonApPfeciationcourseshouldhave'

severalmonthsofon-siteexperiencebelorefollowingup

withthiscourse.

Cα ノRSECON正 ハ1τ

Datatransmissionterminology,concepts

Principlesofdatatransmlsslon

Modulationtechniquestordatatransmissbn

TimedMsbnmultiplexinglorspeechanddata

Datatransmissbnrates,theoワandpract|ce

lnlerねcesV24/V28RS232CRS449

Communications.hardware-lineadaptors,CCU,tront-end

processors,multiplexors,andconcentrators,channelled

modems,splitstreammodems,shorthaulmodems

FacilitiesusedtordatatransmissionintheUK

Thechoice-BT,Mercury,Hull

Errorsindatatransmissionsystems,causes,detectbn.and

correction

Failuresindatatransmissionsystems

Localareanetworks-overvlew

Linecontro|protocols

Framebasedprotocols

PacketSwitchingonpublicdalanetworks

lntroduction{oX25andOSl

Dメ171三S&レ1三∧tUES

Januarygth・13th,LOndon

February6th-10th,London

March6th40th,London

April10th・S4th,tOndon

May15th'19th,1_ondon

July3rd-nh,London

This◎oursecanalsoberun`in・company'.

RELATEDCOURSES

驚=,》 (DTS)

Of力er～CCCoレrsesofinterestan∋:

LocaiArea

Netwo「kS18

》PacketSwitching
Appreciation_20

Exploiting「 「btecommunicationsforBusiness 15

一136一
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SystemsAna,ysisandDesign(SADり

Thesystemsanalyst'scrucialroledemandsnotonly

comprehensiveprofessionalandtechnicalskillsbutalsoa

rangeofpersonalskillsandabilities.TheNCCSysfems

AnalysisandDes'gncoursepaysequala廿entiontoboth

ofthesetrainingrequirements.Ontheonehanditiscon-

cernedwiththetechniquesofstructuredsystemsanalysis

anddesign;ontheotheritaddressesitselftothe

developmentofinter-personalandcommunicationsskills
-suchastechniquesoffactfinding

,interviewingand

preSentation.

Sρ正ヨCtALFEAn/RE

VVHOFOR?

DPuserandbusinessstattrequiringfOrmaltraining

insystemsanalysisanddesign

DURAηON COST

Themethddusedisimaginative,stimulating,andhighlyeffec-

tive.Thecourseiscentredonadetai|edcasestudyreinforced

withlecturesandaudio-visua|materialwhereapPropriate.

ThecourseismadeparticularlyinterestingbytheeXiensive

useofroleplayingandvideorecordingtoenableparticipants

tocriticallyapPraisetheirownperformancein`real-|ife'

situations.

FortheCaseStudy,studentsworkinteamsol4people.

Thisprovidestheopportunityfordiscussbnamongst

students,leadingtoabenelicia|exchangeofideasand

suggestions.Eachindividua目akesafullyparticipativerole

inallsyndica{eactivi{ies.

TheCaseStudyinvolves:

Systemshvestigation

Participantsinterviewstaffmembersolafictitious

cOmpany|nordertodeline{heexis加gsystem,

associatedproblemsand{uturerequirements.

Analysis

Theexistingphysicalsystemisdocurnentedand

analysedinordertodefinethelogicalsystems

reqUlrements.

Design

Detailedphysicaldesignolacomputer'sys!emtolum

therequirementsasdefinedinthepreviousphaseis

performed.Thisispresentedinformallyanddiscussed

withtheDataProcessingManagec

CostJustificationandlmplementation

Acostjustifica{io∩andimplementa{ionplanare

preparedandpresentedforma|lytotheManaging
DirectorandmembersoltheExecutiveCommittee.

COURSECO～ ＴENτ

Tendays,lesidential£1296NCCMembers

£1440Non・Membe「sExciusiveofresidentialcharge
,

Dメin≡S&VENこIES

Januarygth-20th,Residential

February6th.lnh,ReSidential

MatCh6th・17th,Residential

April3rd-14th, .Residential
May8th・19th,Residential

Junesth-16th,Residential

June26thJuly7th,Residential

July17th-28th,Residentiaf

Thiscoursecanalsoberun`in-company'.

VVHOVVILLBENEFIT?

Sys～emsAna∫yslSandDeslgnissuitableforprogrammers

movingintosystemsanaiysis;practisinganalystsand

analystprogrammersrequiringformaltraining;andother

DPorbusinessstaffwhoneedtounderstandtheroleof

systemsanalystsanddesig∩ers.

RELATEDCOURSES

1・…duct・ ・nt・D…P・ ・cess・・g -17》

OtherNCCCoursesofinterestare:

DataTransmissionSystems

(SAD)

NCCCertificateinSystemsAna{ysisandDesign

SSADMPart1&2

SoftwareProiectManagement

DatabaseDesign

'ー

3

5

0

8

2

2

2

3

3

Throughoutthissimulationofareal-lifesystemsproject,

lecturessupportedbyaudio-visualmaterial,discussio∩s,and

tutorialsintroduceandexplainthefollowingkeytopics:

RoleofthesystemsanalysVdesigner

Documentationstandards

SystemsInvestigation

Dataflowdiagrams

LogicalSystemmodelling

Entitymodelling

Normalisalion

Physica|dataorganisation

Physicalsystemdesign

lnput/Outputdesig∩

lmplementation

Costsandjustificatio∩

Presentalionlechniques

－137一



∫VCCCα 醐7cafejηSysfemsメlna,ysisandDesign

♂CSAD)

(ln-CompanyOnl)り

Thistwentydaycoursepreparesparticipantsforthe
SystemsAnalysisExaminingBoard(SAEB)examination
fortheNCCCertificateinSystemsAnalysisandDesign,
Theexaminationtakesplaceduringthecourseand

compriseswrittenandoralexaminationpluscontinuous
assessmentbycoursetutorsoverthedurationofthe
course.

Theaims,objectives. .andmethodsofthecoursearesimilar
tothoseofSystemsAnalysisandDesignandbothusethe
samecasestudy.However,becauseoftherequirements

oftheSAEBsyllabusanumberofadditionaltopicsare
covered.Theseareindicatedwithanasteriskinthelist
below

S⇔正「αソ1L∫=卍三ATUf～ε

Themethodusedisimaginative,stimulating,andhighlye什ec-

tive.houtllne,thecourseiscentredonadetaUedcasestudy

interspersedwithlecturesandsomeaud沿 －visualpresen-

tationonapPropriatetopicsattherelevantpoints.Thecourse

ismadepadicularlyinterestingbytheextensiveuseolrole

playingandvideorecordngtoenableparticipa∩tstocritically

apPraisetheirOwnpedormanceinＬreal-life'situatiOns.

FortheCaseStudy,studentsworkinteamsof4people.

Thisprovidestheopportunityfordiscussionamongstthe

students,leadingtoabenelicialexchangeofideasand

suggestions.Eachindividualtakesatullyparticipativerole

inallsyndicateactivities,

TheCaseStudyinvolves:

Systemslnvestigation

Participantsinterviewstaffmembersolafict‖ious

companyinordertodelinetheexisti∩gsystem,

associatedproblemsandlulurerequirements.

Analysis

Theexisti∩gphysicalsystemisdocumentedand

analysedinorderloddinethelogicalsystems

reqUlrementS、

Design

Detailedphysioaldesignがacomputersyslemtolulfil

therequirementsasdefinedinthepreviousphaseis

pertormed.Thisispresentedinlormallyanddiscussed
withtheDataProcessingManager.

CostJustificationandlmplementation

ACoS川uStilicationandimp[ementationplanare

preparedandpresentedformallytotheMa∩aging

DirectorandmembersoftheExecu1iveCommittee,

RELATEDCOURSES

OtherNCCCoursesotintert∋stare:

DataTransmissionSystems 1

5

0

8

2

2

3

3

COURSECO《tTENτ

Throughoutthissimu[ationofareaL‖fesystemsproject,

lecturessupportedbyaudio-visualmaterial,introduceand

explainthefollowingkeytopics:

Roleofthesystemsanalystidesigner

Documentationstandards

Systeminvestigation

Dataflowdiagrams

Logicalsystemmodelling

Entitymodelling

Normalisatbn

金Businessorganisation

台Finanda}aCCOUnting

含Managementaccounting

Physicaldataorganisation

Physicalsystemdesign

lnpu{ノOutputdesign

'Humanbehaviour

吉Security

Costsandjustification

'Projectmanagement

Implementation

'Reportwriting

PresentatiOntechniques

VVHOVレ7LLBξ 三八IEFI7?

DPstaffrequiringaformalqualificationinsystemsanalysi.3

anddesig∩.

Note:

Apub匪cversionolthiscourseisrunaspartolNCC'sSummer

CourseProgramme(seepage53).

SSADMPart1&2

SoftwareProjectManagement

DatabaseDesign

Thiscoursecana|sobeprovidedasajointcourseIeadingto

boththeNCCCertificateinSystemsAnalyslsa∩dDesign

andtheCe「tlf`oate.　 　 脳DM鍵

ThiscoursecoverstheSAε8sy〃abus,f()rthe～CC

Certific∂teinSystemsAn∂lysisandDes'9η,f力e

'nternationa"yrecognisedProfessiona'qua"ficationwhich

力asnowbeeηawardedfoover20000students.γ わe

exam'nationcanbearrangedby〈 ノCCaspartofthecourse.

-138一
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S加c伽edS瑚emsAna,ダsjsaηdDes'卯Me肋od

(SSADMり ・

Thesetwocoursescovertherequirementsofthoseusing,
orabouttouseSSADM(StructuredSystemsAnalysisand
DesignMethod),

SSADMisnowtherecommendedmethodfortheanalysis
anddesignofcomputersystemswithintheCivilService

andisspreadingrapidlythroughoutotherorganisations,
inboththepublicandprivatesectors.

Thecourseisintvopartseachcoveringthreeofthe

SSADMstages.Partlleadstotheproductionofasystem
specification,andPart2resultsintheproductionof

programspecifications/databaseschemesfortheselected
.

hardware/software,userandoperationsprocedure
specifications.

Thesecourseshavebeendesignedasacomp[etetraining
programmeforSSADM.BeforeattendingPart2itis
necessarytoattendPart1,ifmaximumlearningbenefits
aretobeachieved,

SPECtAL月1三A7UF～ ε
Thecoursesmakeextenslveuseofi‖ustrations/worked

examplesandcasestudiestoreinforcethestagesof

SSADM.

WHOVVIILLB]日MεF7τ?

SystemsAnalystsandDesignerswhowishtocarryoutwork

toahighlyprofessionalstandardbyuseofawe|lestablished

methodforstructuredsystemsanalysisanddesign.

CERTIFICATEOFPRO月fCIENCγ

'NSSADM

ThesecoursesareaccreditedbytheSystemsAnalysis

ExaminationBoard(SAEB)andNCCcanarrangeforstudents

tosittheexaminationleadingtotheSAEBCertificateof

ProficiencyinSSADM.Forfurtherinformationpleasecontact

theCoursesManageratNCC,Manchester.

TheS～ructuredSystemsAnalys'saηdDes'gnMethod

(SSADル の's7aρ'd{ybec◎m∫ η9the'`defacto'standar(〃Or

systemsanatys'saηddes'9η.

Or但'ηa〃ydeve'oρedtorCCTAdurイngf力eeariy798ぴs,aηd

SUbSe(μeηf'yadOρfedaSan'ηfema'gOVernmentStandard,

SSメIDMisnowbeing∫ ηαeas'η9'yandsuccessfu〃 γused'n

thePrivatesectoc'nrecognit'oηof'ts'mportance,～CCaηd

CCTAaretorma〃 ソco〃aborat'ηgonthepromotionan(∫
・deVe'0ρme耐Of(わemα 力OdaSaη0η －prOρrietar)fPUb〃C'y

ava〃ab'estandard,`0ρeがfoanyuse[

～CCね'n'ngcoursesandtrain'ngmateria'sareavery

'mport冶ntpartofth'saα ル'ty∫otherwaysinwhichtheCentre

hetl)susersaPP'ythebenefitsofSSADMinclude

consultancMbooks,andρub'∫caf'onofthedetin'f'veSS渦OM

輪nμa'andレeワ ρrac∬ca'SSAOMOeγe〃?ρers'κ ∂ndbook

・t・ ・V.シ'==`■.'..
コ　メ

L「' .

ヂA、 〉 ボ

. .'〈, 』

7HESAEBSYLL.ABUSFORS&4DM

7T?A〃V〃VGCOURSES

SSADMPhilosophy,PrinciplesandConcepts

-Needforagoodsystemsdevelopmentmethod

-SSADM:itsscopeandlimitationsintheprojectlifecycle

-SeparationoftheIogioalandphysicaldesign

-USerinVOIvementthrOUghOUt

-Reguiarforma|andinformalOAreviews

-Threesystemviewpointswithcrossvalidation

-TechniqueswithinSSADM

-Physicaldesignguidance

-Productionofoptionsforimplementation

-DevelopmentandchangecontrolofSSADM

-SoftvvaretoolsupPort

StageandStepDescriptions

-Thestagesandstepsshouldbecoveredintermsofthe

maintasks,techniquesused,inpu{sandproducts,

DataFlowDiagrams,DFD's

-Notat旧nandconventions

-Hierarchicalnatureandlevelling

-DecompositiontoEFD

-Creationsteps

-LogiCalisationsteps

-UseandlimitationsduringSSADM:Current
,Logical,BSO,

Required

-AssociatedDocumentation:

EFDs,ExternalEntityList,DatastoreCatalogue,Dataflow

Catalogue,1/ODescriptions,FunctionCata「09ue

EntityLifeHistories

-ELH-notationandconventions:

sequence,selectioniteration,parallelstructures,quitsand・

resumes,stateindicators

-Identi「icatio∩ofEvents ,

-CreationotELHStructures

-AssociatedDocumentation:

EntityDescriptions,Event/EntityGrid,EventCatalogue

-PlaceinMethod

LogicalDialogueDesign

-NotationandConventions

-LDOsandLDCs

-AssociatedDocumentation

-PlaceinMethod

LogicalProcessDesign

-CreationofProcessOutlines:LUPOsandLEPOs

-AssociatedDocumentation:

EntityDescrip[ions;EventCatalogue;FunctionCatalogue

lstCutDataDesign

-Obiectives

-ConversionofLogicaltoPhysical-1stCutRules

lstCutProgramDesign

-Conversionoflogicalprocessesandproducinglstcut

P「09「ams

－139一



S竃ruCturedSタStemsAna,ysis

andDesid卯Method-SSADMP・ 朋 丁7

SSADMPartlcoversthefirstthreestagesofSSADM:

StagelAnalysisofcurrentoperationsandproblems

Stage2Specificationofrequirements,intermsofwhatthe

systemmustprovideratherthanhowitwillwork

Stage3Selectionottechnicaloptions,inwhichtheuser

se|eCtSasystemtOrimplementationfromamenuol

possibilities,eachhavingdifferingserviceleve|sand

costs/benetits.

lnadditiontodescribingthemethodSSADMPartlwill

expiainandiliustratethelollowingtechniques:

.DataFlowDiagrams(DFDS)

Diagrammingconventions

DFDlevels

PhysicalandlcgicalDFDS

LogicalDataStructuring

Techniqueofentitymodelstodefineexistingand

requiredsystemsdata.

EntityLifeHistories

ELH'sasamethodofassistinginthedefiningof

processesanddefini∩gtheirsequence,

RelationshipofELHtechniquetootherstructured

techniques.

WHOFOR?

Systemsanalystsanddesigners

－縷
DURAnON COSτ

Five●days,non・residential £702NCCMembers

£780Non・Members

DメVEs&VEVUES ●

January23ld-27th,London

February20th"24th,London

Ma忙h6th●10th,London

Ap而117th・21st,Manchester

May15th-19th,London

June12th●16th,London

J山y10t桐4th,Manchester .

July31stAugust4th,London

Thiscoursecanalsoberun`in-company'.

S㍑ 口CturedSystemsメlna'ysis

andDes伽Me伽d-SSADMPA肝2

SSADMPart2coverstheremainingstagesofSSADM:

Stage4Datadesign,inwhichthede[ailedIogicaldata

structureandcontentis.defined.

Stage5Pr㏄essdesign,inwhichindividualprocessesare

specifiedindetail.

Stage6Physicaldesigninwhichtheconversionofthe

logicaldeslgntoonewhichwMbeimplementedon

particularhardware/soWwareisspecifiedandtuned.

VltHOFOR?

Systemsanalystsanddesigners

－鍵
DURAnON COSτ

lnadditiontodescribingthemethodSSADMPart2will

explainandMustratethirdnormalformdataanalysis

cove「lng:-

RelationalDataAnalysis

RuiesofTNFanalysis

OptimisingresultsofTNFanalysis

CompOsiteLogicalDataDesign

Creationofadatastructurefromresultsofoptimised

TNFanalysis

ResolutionofdifferencesbetveenTNFdatastructures

andlegicaldatatoproduceCompositeLogicalData

Design

ProcessDesign

Creationoflogicalprocessoutli∩esfromELH'sand

FunctionCatabgue,

Four-days,non.residentiaI £612NCCMembers

£680Non-Members

Dメ1正S&VEVUES

January30th・February2nd,London

February27th-March2nd,tOndon

March13th・16th,LOndon

Apri|24th-2πh,Manchester'

May22nd・25th,LOndon

June19th-22nd,London

JulyMh・20th,Manchester

Augustnh・10th,London

ThiscoursecanalSoberun`in-company'.

RELATEDCOURSES

・s瓢 》

Other～CCCoursesofinterestare:

lntrt)ductiontoSSADM

》 (SSADM
Part2}

SSADMtorUse「s

6

6

2

2

一140一
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IntroduCtわntoSSADM(SSADMIJ
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OrganisationswhoareconsideringadoptingSSADM

needtodiscoverwhatthemethodentailsbetoretheycan

embarkonafullimplementationprogramme.Thiscourse

providesthefirststepforsuchorganisations.

Itcoversthethinkingbehindthemethod-explainingwhy

SSADMhasbecometherecommendedmethodwithinthe

CivilServiceandwhyitisbecomingincreasinglypopu|ar

inboththepublicandprivatesectors.Italsoexplains
thestructureofSSADManddiscussessomeofitsmore

impOrtanttechniques.

VVHOFOR?

DPpersonnel

DURAnON COSτ

TWo-days,non・residential £360NCCMembers

£400Non・Membe「s

SPECIALFEATURE

AIIdelegatesattendingthecoursewillreceiveacopyofthe

NCCSSADMb∞kletlntroductiontoSSADM.'

WH「014〃LLBENEFtτ?

Systemsanalysts,designers,andDPmanagementfrom

organisationswhoareconsidering .adoptingSSADM.

COURSECON7ENτ

TheNeedforaMethod

WhySSADM?

StructureofSSADM

Stages,stepsandtasks.

lntroductiontomajortechniques:

Dataflowdiagrams;

LogicalDataStructures;

EntityLifeHistories;

RelationalDataAnalysisandCLDD.

Guidelinesforimplementationofthemethod

D/171三S&VENUES

January18th-19th,London

February15th・16th,London

March8th・9th,LOndon

Apri112th-13th,Manchester

May10th・Wth,London

June7th-8th,1_ondon

Julysth6th,London

Thiscoursecanalsoberun`in-comparry'.

R日LメlTEDCOURSES

OtherNCC()oursesofinterestare:

SSADMforUsers

SSADMPart1&2

6

5

2

2

し・

コド ハ
1,・.㌻

SSADMforUsers(SSADMUJ

∴

、
.

SSADMplacesgreatemphasisontheuser'sinvolvement
inthedevelopmentofasystem.Withanincreasingnumber
oforganisationschoosingtoadoptSSADMastheir
standardmethodofdevelopment,thereisaneedfor
trainingtheuserpopulatiOn.
Thiscourseconcentratesonprovidinguserswithan
understandingofSSADM,arealisationofwhatrolethey
willbeexpectedtoplay,andanappreciationofsomeof
theSSADMtechniqueswithwhichtheywillcomeinto
contact.

VttHOVVILLBENEFI7?

Non-DPpersonnelfromorganisationswhoareintheprocess
ofimplementingSSADM;targetuserpopuiationofany
systembeingdevelopedusingSSADM,

VltHOFOR?

UsersinvolvedwithSSADM

DURAηON COSτ

Oneday,non-residential £189NCCMembers

£210Non・Membe「s

26

COURSECON正NT.

Philosophy'andConceptsofSSADM

OverviewofSSADMStages

StepsatwhichUserlnvolvementisRequired

Dataflowdiagrams:

Conventions

DFDlevels

PhysicalDFDs

QAreviews

DA7ES&レ 「ENUES

January17th,tOndon

February14th,London

March7th,London

Apri111th,Manchester

Maygth,London

June6th,London

July4th,London

Thiscoursecanatsoberun`in-company,.

R日LメITEDCOURSES

Of力erハICCCoursesofinterestare.・

SSADMPart1&2.一._、...一.

lntroductiontoSSADM

5

6

2

2

一141一



AuditandContro,ofComρuterSystems(ACCS♪

AuditandControlofComputerSystemsproVidesan

introductiontocomputerauditing.ltcoverstheauditof

systemsunderdevelopment,computerorganisationand

environmentandtheoperationalapPlicationsystem§ .
Thecourseincludesconsiderationofbatchsystems ,
on-iinesystems,databasesystemsandsmailcomputers

,
controlsandstandards.

VVHOVVILLBENEFtT2

WYHOF()R?

Auditors,AC◎ountants,DPmanagers,systems

assurancestaff

DURAnON COSτ

ThecourseisequallyapPropriateto:

Internalore>dernalauditorsoforganisations,com-

panies,corporatbns,publicservicedepartments,}ocal

governmentorgovernmentdepartments.

Systemsassurancestaff,managersandaccountants

ofsimilarorganisations,whohaveresponsibilityfor

ensuringtheadequacyofoperationalsystemsandof

computerfacilitieS.

Coursemembersshouldhaveabasにunderstandingof

computers,ofcomputersystemsandproceduresandofthe

dutiesofanauditor,beforeenteringthecourse,

COURSECONTEVT

TheroleofauditatthevariousstagesofcomputerapPli-

cationsandsystemsdevelopmentandimplementation

(includingmajorre-developments)andtheevaluatbnof

COntrOlfeatUreS

Standards

ProgrammedChecking

Requirementsinrelationtoorganisationalandoperatbnal

controlofthecomputingorganisationandenvironment

ControlandauditoioperationalapPlicationcomputer

systems

Theuseofcomputerauditlechniques,especiallyi∩terro-

gationfacilities,foroperationalapPlicationsystems.

Packagedsystems

Specialconcernsonmicrocomputers

On-linesystemsaccesscontrol-theneedfor,a∩dfeatures

of,andauditchecksofaccesscontro|

On-lineinterrogationsystems-theuseofon-linesystems

forinterrogation;checksneededforgeneralandapPlication

audit

On-linedatainputsystems-Problemsandauditchecks;

datavalidation;systemdevelopmentaudit;continuity,

security.andreviewsoftheimpactolbureauxandpackages

On-linedirectupdatingsystems-Featuresandproblems,

guidelinestorgeneralandsystemdevelopmentaudit

Databasesystems-Features,characteristics、and

advantagesofdatabasesystems;databaseadministration;

theauditor'srdeincontrolofthedatabase;integrity

checking;packages;datadictionarles

ComputerLossesandlnsurance

DisasterRecoveryandContingencyPlanning

ComputerFraudandLegalImplications

Five-days,non-residential £702NCCMembers

£7780Non-Members

DA7ES&VENUES

Apri13rd-nh,LDndon

Thisooursecanalsoberun`in-company'.

RELATEDCOURSES

Other～CCCoursesoデintert∋start∋:

lntroductiontoDataProCessing

AuditUseofFILETAB

7

5

1

4
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SoftWareEngineering .Principles(SEPJ

Asthesoftwarecontentofcomputer-basedsystems

becomesevermoresignificantandcostly,itisvitalto

adoptafu‖yprofessiona|approachtoboththetechnical

andmanagementaspectsofsoWwaredevelopment.The

rangeandvarie旬ofmethods,ski‖sanddisciplines

needed,andthewaytheyshou|dintedock,canbe

groupedasacomprehensive"SoftwareEngineering"

approach.Thiscourseidentifiesandexplainsthese

variouscomponents,relatesthemtocurrentandfuture

practice,andindicatesthebenefitsofadoptingafull
"engineering"approachtosoftwaredevelopments

.

SPε α メIL∫ 『EAn/RE

DemonstrationsofsomesampleSottwareEngineeringTools

areprovidedatrelevantpointsinthecourse;alsothe

problemsandpracticeofSoftwareEngineeringisillustrated

by!wovideoprogrammes.

VVHO脇 〃LLBEVEFIT?

ThiscourseexplainsthevarbusprinciplesofSoftware

Engineering,andthereforehaswiderelevanceeitherasan

in{roductorycourseforpractitbnersbeforeproceedingto

moredetailedtraining,orasanoverviewcourselor

managersandmoreseniorstaffwhoarein{erestedinthe

practicalityoftheSoftwareEngineeringapProach.

Managers:toprovidefami|iaritywiththeconceptsand

principleso「SottvareEngineering,toapPreciatetheirrolein

itseffectiveapp旺ca{ion,andtoidentifyitspotentia「bene「its,

bothintheshortandlongerterm.

i∋chnicalStaf「:toindicatethetechnicalbenefitsofthe

SoftwareEngineeringapProach,toidentifypotentialapPli-

cationareas,andtoprovideacquaintancewiththerangeof

methodsandtoolsavailable、

Purchasers:toindicatethebenefitsofasupP[ier'sapPlication

ofSof{wareEngineeringPractices,toapPreciatethetechnical

andmanagementproblemsandresponsibilitiesofsoftware

development,andtounderstandtheIevelofthepurchaser's

involvementintheprocess.

COURSECON正 ～ τ

SoftwareDevelopmentOverview

TheneedforSoftwareEngineering;itsdefinitionandimplF

cations;impactonsoftwaredevelopment;potentialbenefits.

ProlectManagementPrinciples

Managementtasks;projectin面ation,planningandcontrol;

estimationtechniques;projectoblectivesandproduct

attributes;projectevaluation,

TheSoftwareLifeCycle

Theconceptofthelifecycle;d .eve「opmentstrategies;stages,

productsandtasks;projectmodelsandchoにeofmodel;
'`one -o行"orincrementaldevelopment?

TechnicalDevelopmentofSoftware

Developmentprinciples;projectinitiation;thetransformation

process;requirementsspecification;design;implementation;

ver而cation,validationandtest;methodsandtoolsforthe

developmentstages.

QualityAssurancePrinciples

Detinitionofsottwarequa【ity;qual吻needsoftheuser;

characteristicsandevaluatbnofquality;testableand

measurablequaiityattributes;ma∩agementolquali旬;plans

ands!andards;controlottheprOductanddevelopment

methods.

lmplementingSoftwareEngineering

introductionintoworkingpractices;rolesofmanagement

andtechnicalsta∬;problemsotacceptance;stagesof

implementatiOn.

VltHOFOR?

Managem帥tandcomputerprofessionals

DURAηON COSτ

Two●dayS,non・reSidential £360NCCMembers

£400Non・Members

`

DA正S&VENUES

January31st■Februarylst,tOndon

Apritllth-12th,London,

June20th・21st,Manchester

ThiscoursecanalSoberun`in・company'.

RELATEDCOURSES

OtherNCCCOUtsesofinterestare:

ProjectPlanningandControl

SoftwareProjectManagement

ProiectSizingandEstimating

SoftwareQualityAssurance

SoftwareRequirementsAnalysis

SoftwareVerification,Validation,andTest

RealTimeSystemDesign
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ProjectPlanningandContro,`PP(り

Managementofsoftwareandsystemsdevelopment

prolectsrequiresmorethanlusttechnicalskillsandbasic

experienceincomputhg.Itdemandsafirmunderstanding

oftheparticularnatureandprob|emsofthistypeof

projectaswellastheabilitytoapplyeffectivemethodsof

estimation,scheduling,andresourcingtoachieveaproject

capableofcontrol.

S匪'CtALFEA刑Rε'

Thiscourseemphasisestheneedforaprofessiona1,

organisedapproachtotheplanningandcontrolotsoftware

andsystemsprojects.Examplesofthisapproach,basedon

arealisticcasestudy,aregivenduringthecourse.

…0㎜LLBε 洲IEFI7?・.

1.Managersandprolectleaderswhowishtoformaliseor

improvetheirprojectmanagementmethods.

2.Staffwhoareabouttobegivenprojectcontrol

responsibil面es.

3,Managersandsta∬whoneedanunderstandingolthe

characteristicsandproblemsofsoftwareprolectsand

therelevantcontrolmethods.

4.Userdepartmentorcustomermanagerswhoneedto

identilytheproblemsandcontrolmethodsrelevantto

sonwareandsystemsdevelopment.

COURSECO～ 正 ～ τ

ProjeCtManagementPrinciples

Managementtasksandroles;objectivesofplanningand

control;productdefinition;evaluationofalternatives;esti-

mation;projectstructureandadeliveryplan;planning,

schedulingandcontrol;proiectdatarecordhgand

eva|uation,!

TheSoftwareLifeCycle

Thelifecycleconcept;prolectstages,produc　 sandtasks;

milestonesandbaselhes;developmentstrateges;prqect

modelsandthelife-cyc【eapproachtoestimathg.

PlanningandControlTechniques

Planningproblemsiorsoftwareprojects;theplanningand

controlcycle;a‖ocatingresourcesandscheduling;planning

aidsandtechrliques.

ProjectMonitoringandControl

Monitoringprinciples;actualsandestimates;de!ecting

deviationandtrend;work-taskspecificationanddata

co‖ection;productandtaskreview;rescheduling;cost

parametersandearnedvalue・

VttHOFOR?

Softvvareprojectmanagersandstaff

DURAηON COSτ

Twodays,non.residentia1 £360N㏄Members

£400Non-Members

Dメ17石S&レENUES

January24th・25th,London

March7th.8th,LOndon

Maygth-10th,Mancheste「

june27th.28th,London

Thisooursecanalsoberun`in-company'.

RELATEDCOURSES

(PPC) 》SoftwareProjectManagement_30ProjectSizingandEstimating_31

Other～CCCoursesotinterestare:

SoftwareEngineeringPrinciples

SoftwareQualityAssurance

SoftwareRequirementsAnalysis

SoftwareVerification,Validation,and「 「est

RealTimeSystemDesign
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SoftvvareProjeCtManagement(SPM♪

Historically,softwareprojectshaveprovednotoriously

difficulttomanageintermsofcost,timescale,andperfor-

mance.Todayhowever,objectiveandformaltechniques

fortheestimating,scheduling,monitoring,andcontrolof

softwaredevelopmentarebeingusedmorewidelyand

e行ectively.

Soth,vareProiectManagementprovidestrainingfor

managersandprojectleadersinthetechniquesand

methodsrleededfordevelopmentprojects .Thecourse

emphasisestheneedforaprofessional,organised

approachtoa|laspeCtsofthemanagement,planningand

controloftheseproducts.

VVHOFOR?

Softvvareprojectmanagementstaff

DURAηON COST

Five-days,non.residentiat £702NCCMembers

£780Non-Membe「s

Sρ 正三CIALチ モ…ソ1刑RE

Thecourseincludesapracticalcasestudyinprolect

managemenlbasedonareal-lileexample.Studentsworkin

sy∩dicates,withtheaidofcomputer-basedestimatingand

controltools,to,planandcontrolasimulateddeve「opment

prolect:

Mレ「HOレ レ「ILLBEハIEFI7?

1,Managersandprolectleaderswhowishtoformaliseor

improvetheirprojectmanagementmethods.

2.Staffwhoareabouttobegivenprojectmanagement

responsibilities.

3,Managersandstaffwhoneedadetailedunderstanding

olthecharacteristiCsandproblemsofsoftwareproiects

andtherelevantmanaqementmethods,

COURSECONTENT

ProjectManagementPrinciples

ManagemenUasksandroles;objectivesofplamingand

control;prOductdefinition;evaluationofalternatives:

estimation;proiectstructureandade|iveryplan;planning,

schedulingandcontrol;projectdatarecording'and

evaluatio∩.

TheSoftwareLifeCycle

Thelifecycleconcept;projectstages,productsa∩dtasks;

milestonesandbaselines;developmentstrategies;project

modelsandthelife-cycleapProachtoestimating,

PlanningandControlTechniques

Planningproblemsforsoftwareprojects;theplanningand.

controlcycie;allocatingresourcesandscheduling;planning

aidsandtechniques.

ProjectMonitoringandControl

MonitoringprinCiples;actualsandestimates;detecting

de>iationandtrend;work-taskspecificationanddata

coilection;productandtaskreview;rescheduli∩g;cost

parametersandearnedvalue,

QualityAssurancePrinciples

TheneedforsoWwarequality,aimsandpurposeofquality

assurance;qualitycon'trolofdevelopment;qualitycontentof

acOmputersystem.

CaseStudy

Syndicatesplan,monitorandcontrolasimulatedsonware

project,makinguseofacomputer-basedsoWwaretoo1.

Thecasestudysimulationaimstotestthecoverageand

effectivenessofthesyndicatelsplanandtoMustratethe

principlesofmonitoringandcontrolinarealproject.

Eachsyndicatepe汀ormsashortpresentationoftheirprolect

attheconclusionofthecasestudy.

(Useofcomputer-basedtoolsisnotessentialIoapplythe

methodsandtechniquesofthiscoursetoaciualprojects).

DA7ES&VEN(ノ εS

Januaryt6th●20th,London

March13th・lnh,LOndon

May15th-19th,Manchester

July3ld-nh,London

Thiscoursecanalsoberun`in-company'.

RELATEDCOURSES

ワ
PrDjectPlanningandControl

0〃Ter～CCCourseso"nterestare・'

SoftwareEngineeringPrinciples

/

29》 (SPM)

ProjectSizingandEstimating

SoftwareQualityAssurance

SoftwareRequirementSAnalysis

SoftwareVeritication,Validation,and]「est

RealTimeSystemDesign
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ProjectSizingandEStimating(PSEJ

Oneofthemostdifficulttasksfacingasoftwareproject

managerisproducingreiiableestimatesofthesize,effort

anddurationofdevelopmentprojects,andincorporating

・theseestimatesintheplanningandcontrolprocess .

Factorssuchasprogrammerproductivity,systemcom-

plexity,de⑭elopmentfaci蹴ies,andmanyothersmakeit

difficulttopredictprojectoutcomewithanycertainty,

particularlyattheeariyprojeCtstages.Thiscourse

exptainshowtoapproachthesizingandestimating

problemwithintheprojectconteXt,identifiescurrentand

emergingmethods,andindicateshowtoprepareforand

applythesemethodstosoftwareprojects.

VVHOFOR?

・Softwarepro}ectmanagersandcontrollers

DURAηON COSτ

TVvo-days,non弍residential £360N㏄Membe「s

£400Non-Membe「s

鼎0レ レ「ILLθ ε ～EFI7?

Thiscourseisintendedforsoftwareprojectmanagersand

controllersandthoseconcernedwithachievingmoree行ectlve

estimationofdevebpmentprojects.

COURSECON7ENT

SoftwareProjectEstimating

Whyestimate?;sottwareprojectpertormance;traditional

estimatingmethods;theproblemsandcharacteristicsot

developingso向ware;managementassumptions;1ife-cycle

stagesandcurves;estimatingmodels;estimatingtosupPort

projectobjectives.

SoftwareSizingandEstimating

Thesizingandestimatingprocess;producinganestimati∩g

plan;theimpodanceolrequirementsStatement;estimating

methodsforsoftware;ana[ogyandexpertjudgement;top-

downorbottom-up;algorithmicmodeis;COCOMO;Putnam's

Life-cyc[emodel;FunctionPoints;task-levelestimation;

comparisonofestimatingmethods.

SoftwareMetrics

Measuringthesonwaredevelopmentprocess;product

metrics,manageme∩tmetrics,qualitymetrics;costdrivers;

datacollectionandmetricvalidation.

Softwareξstimating-TheFuture

Overviewofcurrentestimatingpractice;computer-based

methods;theproblemsofintroducingestimatingmethods;

industryinitiatives.

PracticalWdrk

Examplesofcomputer-basedsizingandestima{ingtoolsare

appliedtoacasestudydevelopmentprojecttoreinforcethe

contentandapplicationottheestimatingmethodsexplained

duringthecourse.

Dメ1耐&レ 「ENUES

February14th.15th,London

Apri118th.19th,Manchester

June20th●21st,London

ThiscoursecanalSoberun`in・company'.

RELA正DCOURSεS
.

PloiectPtanningandControl 29》

/

/
S

'
.

/

刀
「、

.

Other(ICCCoursesofinterestare:

SottwareEngineeringPrinciptes

SoftwareProjectManagement

(PSE)

SoftwareQualityAssurance

SoftwareRequirementsAnalysis

SoftwareVeritication,Validation,andTest

RealTimeSystemDesign
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SoftWareOualityAssurance(SOAJ

Qua|ityAssurancetechniquesarebeingrecognised

lncreaslnglyasane行ective ,andevenessential,meansof

ensuringthesuccessfuloutcomeofsystemsandsoftware

projects.Theemphasisonproductvisibilityand

efleCtiVeneSS,On`ge廿hgitrigh"irSttime:OnhaVinga

systematicapproachtoqualitythroughouttheproject ,is
usedtocomplementandimprovetheestablished

technicalandmanagementmethodsappliedtoprolects .

ThereisalsoinCreasingemphasisonapPlyhgexisting
lndustrialstandardssuchasB .S.5750tosystemswork。

Thiscourseaimstoprovidebothaclearintroductionto

theprinciplesofQualityAssuranceforsoftwareand

systemsprojectsandrelevanttrainingforitspractitioners .
lnparticular,itemphasises:

theneedforQAinsystemsdevelopmentand

management;

theinnovativenatureofmuchsystemsworkand

hencetheneedforspecificQAtechniques;

thero|e,structure,andfunctionofaSQA

department;

justification,establishment,andimpactofaSQA

plan;

thebenefitsofSQAtothesystemuser .

WHO蹴LBε ～EFIτ?

Thiscoursehasawideaudience,beingln{endedbrboth

thoseinvolvedinSQAworkandthosea膏ectedbyor

concernedwithit.

tSQAmanagersandstaffwhowishtoformalise
,

improveoreXtendtheirqualityassurancemethods .

2Staffwhoareabouttobegivenqualityassuranceor

qualitycontrolresponsibilities.

3.Manag・ ・sa・d・t・ffwh・ ∩eed'anund,・st、 ・di,g。f

qualityassuranceprinciplesandtechniquesrelevantto

softwareandsystemsprolects,

4.Userdepartmentorcustomermanagerswhoneedto

identifytheproblemsofsottwareandsystemsprolects

andwhattheapplicatbnofQuali句Assurance

techniquescanO行er.

Cα ノRSECON7ENτ

WhatisQuality

Oblectivesofqualityassurance,produciintegrityandsoftware

quality,visibilityanduserunderstanding、 巾eneedbr

so貴wareengineering.ThefivequestionsforQA .

Video-examplesofrecenゆrolectsandtheimportanceof

quality.

QualityAssurancePrinciples

Definitionsofqualitych∞singadefini{ionlorsoftware
,

variationofqualityneed ,systemviewpointandthe

devebper/customerrdationshlp,so行wareengineeringand

qualltythecausesofpoorquality,productcharacteristics,

determinantsandmeasuresofsonwarequali句 ,sonware

qualityCharacteristics.

Verification,ValidationandTeSt(QuaiityControl)

TheneedlorW+τaimsandprinc巾les ,laul{deiection,the
life-cycleapProach ,requirementspeci「 にation,theW+T

plan,acceptancetesti∩g,designandtraceabi‖ty,mod山e

codeandtest,systemtesting,operatbnandmaintenance ,
W+Tmethods、inspections,walkthroughsands{aticchecking ,
reviewsandaudils,systemteslandevalua{ion .

QualityCharacteristics

Qualityrequirementslorsys{emsohware,classesoisyslem

usage、qualitycrileriaandmetrics ,checkhsls,a∩dlemplates,

aSSeSSme∩lOlSOItwarequalily

ProlectQualityAssurance

Aimsandpurposeofsollw三 〕roOA,qualilyplansa川d

,-147－

WHOFOR?

SoftwareQAandsoftwareprojectmanagersand
staff

DURAnON COST

Three-days,non.residential £486NCCMembers

£540Non・Members

DA7石s&VENUES

January.31st-February2nd,LOndon

February28th■Marchlst,London

April4th.6th,LOndon

May23rd-25th,Manchester

Julyllthレ13th,London

Thiscoursecanatsoberun`in-company'.

'standardsforsoftwareprojects
,configurationmanagement

andprojectcontrol,identificationandchangec6ntrot,

baselinesandmilestones,qualityauthorities ,product
authoriSation.

QualityPlansandStandards

Objectivesandstructureofaqualityplan,proiect,QAand

userinvOlvement,qualityplanimplementation,quality

standardsforsoftwaresystems,BS5750 ,IEEEstandards,
militarystandards,

QualityManagementSystems

Theresponsibilityforquality,thequalitymanager ,Ievelsand

contentofaQMS,auditandreview,achievingvisibilityfo「

thepurchaser,thesupplier/purchaserrelationship
,QA

activitiesduringaproject.

QualityContro|andlmprovement

Qualityimprovementprogrammes,controlagainstquality

targets,theDenningCircleapproach,productfailureand

commitmenttoirpprovement,{hefourstepsofcontrol ,cause
andeffectanalysis,

QualityCircles

lmprovingproductMtyandqual旬thegoalsofaquality

circle,methodsandtaskstobeperformed,groupand

indlvidualbenetits,qualitycircleprocedures,effectivenessof

qualitycirclepractice,

Qua|ityAssuranceJustifications

ldentityingthecosts,quantitativeandqualitativebenefits,

achievingcost-effectiveness,establishingaQAfunction ,
timescalesforimprovement,acostsavingmodel .

SQACaseStudy(Video)

Anexampleoftheapplicatio∩ofQAtechniquestoa

softwaredevelopmentproject.

RELATEDCOURSES

《SQA》 》
SoftwareVeritication,
Validation,andTest 34

OtherNCCCoursesofinterestare:

SoftwareEngineeringPrinciples

ProjectPlanningandControl

SoftwareProiectManagement
ProjectSizingandEstimating

SottwareRequirementsAnalysis

RealTimeSystemDesign .
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.

SofivvareRequirementsAna,ysis(SRAJ

Thisthree-daycourseisdesignedasafurtherstepin

NCC'scomprehensiverangeofcoursestofullyequip

thoseinvolvedinSoftwareEngineeringwithprofessional

traininginthecriticalareaofrequirementsanalysisand

specification,

Thiscourseenab|esdetegatestounderstandtheprin-

ciples,objeCtives,andprob|emsofgeneratingso丘ware

requirementsspecificationandincludesfullcoverageof

analysismethods.Thecoursecoverstechniquesto

analyseandspecifyend-userrequirements,andvalidate

soWwarerequirements,Delegateswillalsotearnabout

currentspecificationmethods.

VVHOFOR?

SoftwareengineeringPl冶ctltloners,prolect

managementsta什anduserdepa「tmentS

DURAnON COSτ

Three<days,non-residential £486NCCMembers

£540Non・Members

V〃「HOyレ「ILLBENEFI7?

SonwareEngineeringpractitioners,projectmanagementstaff
anduserdepartmentswho:

arenewtosoftwarerequirementsspecificationwork:

wishtoconsolidatetheirknowledgeinthisarea;

needacomprehensiveintroductiontothissubject.

COURSEcomaヨVτ

TheSoftwareEngineeringapproachtosoftvvare

development

PrinCipiesofrequirementsinvestigationandspecification:

systeminvestigation,dataandlogicanalySiS,syStem

modelling

TeChniqueSOfreqUirementSinveStigation

Techniquesofrequirementsanalysisandspecification

So行waredesignspecMcation

ValidatingsoWwarerequirements

User-interfacespeCification

Documentation

Requirementsspecificationtooisandmethods.

Dメlms&レEM/1三S

March14th・16th,London

June13th.15th,Manchester

Thiscoursecanalsoberun`in-comparTyl

月ELA正DCα ノRSεS

Other∧ ノCCCα ノrsesofinterestare:

SoftwareErigin'eetiingPrinciples 8

9
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PTviectPlanningandControl

SoftwareProjectManagement

ProjectSizingandEstimating

SoftwareQualityAssurance

■

SoftwareVerification,Validation,and「 「bst

RealTimeSystemDesign'

●

●
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SoftWareレ'erification,Validation,andTest{SWη

Toensurethedevelopmentandmaintenanceo{efficient

andcost-effectivesbftwareitisimportanttobeab|eto
understandandapplyverification,validation,andtest

processesduringallstagesotthelifecycle.

Thiscourseprovidesanothercomponentinthefullrange

ofsoftwareengineeringtrainingavailablefromNCC.

Attendanceonthecoursewillenabledelegatesto
understandtheneedforeffectiveverification,validation,
andtest.Theywillbeabletoidentifyrelevantverification,
validation,andtestingtechniquesforvariousstagesof
softwaredevelopmentandapplysuitabletesting

techniques.

Therelevanceofthesesubjectstothevitalareasof

projectmanagement'andqualityassuranceisalso
coveredduringthecourse.

VVHOFOR?

Softvvareengineeringpractitioners,project
managementstaftanduserdepartmentS

DURAnON COSτ

Three<days,non-residential £486NCCMembers

£540Non・Members

レレ「HOWttＬLBENEFI7?

Softwareengineeringpractitioners,projectma∩ageme∩tstaff,

anduserdepartmentswho:

areabouttoembarkonsoftwareveritication,valid-

ation,andtestwork;

wishtoformaliseoreXtendtheirknowledgeofthis

area;

needacomprehensiveintroductiontothisaspectof

sonwaredevelopment.

COURSECO～TENT

SoftwareLifeCycleOverview

So向wareIifecyclestages;analysisofsystemcosts;the

softwareengineeringapProachtosyStemdevelopment.

Verification,Validation,andTest

Definitionofverification,validation,andtest;considerand

identifystageswhenitshouldbeused;respOnsibilitiesand

testingProcedures;teststrategycomparison;topdown,

bottom-up,thread.

RequlrementsandDesignVerification

Handlingerrorsandanomalies;apProachestoverification,

validation,andtest;brmo臼ests;testingrespo∩sibilities.

ProgramAnalysisandTest

Methodsforcodeanalysis;testareas;mathematicalprools

vstraditionalmethods;systematicapproachtotheanalysis

ofcodeexecution,

Dメ171三S&VEN{ノES

April4th-6th,London

June27th.29th,London

Thiscoursecanaboberun`in-company'.

RELATEDCOURSES

SoftwareQuatityAssurance

Other～CCCourseso"nteresta「e:

SoftwareEngineeringPrinciples

32》 (SVVT)

ProiectPlanningandControl

SoftwareProjectManagement

ProjectSizingandEstimating'

SoftwareRequirementSAnalysis

RealTimeSystemDesign
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Systemlntegrationand「 「est

AsystematiCapProachtosystemintegrationlkeyintegralion

areasltestingduringintegration;identifyingproblemareas.

SystemSupPortandMaintenance

Debugfacilities;testeffectivenessmeasuremeni;quality

contro1,

SystemTestPlan

Timingandform;testplanitems(testorder,testdata,V,V,

apdTtoo「s,co∩straints,manpowerandhardware

resources};personnelresponsibilities.

QualityAssuranceandControlPrinciples

RoleandfunctionofQAa∩dcontrol;malorfac!ors

influencingqualily,IheQA/systemdevelopmentinlerface;

qualityevaluation;techniquesavailable.

Methodsand1「bols

availab"ityandra∩ge;

COrredneSSprOVingtOOIS;

developmentoflntegratedProgramSuppori

Envlronments(IPSE).

一149一



777eＬfEEZハICCα ∋rtificateinSofivvare

Engineering]杭a緬 η9ρrO9抱mme

伽CbmρaηyOη,「yJ

、:'NEI〃

TheintroductionoftheIEE!NCCCertificateinSoftware

Engineeringin1987wasamajorstepforwardinestab-

1ishingcommoncriteriaforassessingthestandards

achievedbytrainees.

Theobjectiveofthecertjficateistodemonstratethat

holders・areabtetoactascontributingmembersofa

softvvaredevelopmentteam.ltisawardedtocandidates

whohavecompletedaSottwareEngineeringCertificate

ExaminationBoard(SECEB}approvedcourseoftraining

andreachedasatisfactorylevelmeasuredby:

continuousassessmentofcoursework;

pr〔)jectwork;

writtenandoralexaminations,

TheprogrammeoftrainingprovidedbyNCCconsists
,

typically,ofanineweektimetableandanappropriateproject

ofabout50hoursduration.

Trainingmoduiesspecificallystructuredtomeetthe

requirementsoftheCertificatecomprise:

SoftwareEngineeringPrinciples

ProjectlnitiationandRequirementsSpecification

ConfigurationManagement

SoftwareProjectManagement

SoftwareQualityAssurance

SoftwareReliabilityandMaintenance

SystemsandProgramDesignandImplementation

SottvareVerification,ValidationandTest

ComputerSystemsOverview

SystemsControls

●

■

ThiscoursecoverstheSECEBsyllabusforthe炬 ε1～CC

Ce醐ca絶'nSo伽 訂eεhgjneen'ηgTheexaminationcan

bearrangedbyNCCaspartofthecourse.

■
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Reaみ ηmeS測emsDes∫9η 但 τSDり

ThisimportantcourSeconcentratesontherequirements

specificationandsoftWaredesignstagesofreal-time

systemsdevelopment.Althoughitcoversanumberof

specifictechniques,suchasEntityAnalysis ,thecourseis
concernedwiththefundamentalunderlyingprinciples .

ttis,therefore,ofwidegeneralapplicabilityanddoesnot

presupposethatparticipantswillbeworkingwithany

specificmethodology.τbpicscoveredincludelifecycle

models,qualitycharacteristicsandqualityassurance
,

softwareinteriaces,softwareverificationandvalidation ,
anddialoguedesign.

SPECZL4LFE三ATURE

Apracticalcasestudyillustratestheimportanceofcon-

slstencyrntheuseofspecificationanddesigntoolsand

techniques.

VVHOFOR?

Systemsdeslgnersandengineers

DURAnON COSγ

Five頃days,non・residential £702NCCMembers

£780Non.Membe「s

WHOMレZLLθ 」三八〃三FIT?

Systemsdesignersandengineerswhorequirelrainingin

techniquesforspecifyinganddesigningsoftwaresystemsfor

industrial,controlanddefenceapplications,

COURSECONTIENT

LifeCycleOverview.

RequiremenlslnvestigationandSpecification

SoftwareDesignPrinciples

SoftwareModuleDesign

Verifica{ion,ValidationandTest

DesignVer}ficationandVa巨dation

QualityAssurance

Real¶meDesignPro回ems

DislributedSystemDesign

DialogUeDesign

DesignlbolsandTbolsets

DesignCost/SavingsAnalysis

DAn;S&レ1三NUES

Apri124t .h-28th,LOndon

Thiscoulsecanalsoberun`in・company'.

RELA正DCOURSεS

OtherNCCCoursesofinteresta「e:,

SoftwareEngineeringPrinciples

〆ノ

..S/〆

/'

ProjectPlanningandControl

SottwareProiectManagement

PtvjectSizingandEstimating

SoftwareQualityAssuranCe

SoftwareRequirementsAna|ysis

,,

COR,AL66

SoftwareVerificationValidationandTest

8
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●

CORAL66(COR)

(lnロ(10mpanyOn'y)

Thisone-weekprogrammingcoursereviewstheCORAL

languagesyntaxwiththeaidofaseriesofexercisesand

givesthestudentsanopportunitytowrite,test,andrun

oneortwoshortprograms.

SPECIAL月1三ATURE

Theuseolthelanguage ,「eatures,andex{ensionsto
lTheOfficialDe{inilbnlareal

sodiscussedlexercisbsonal}

lmportantconstrucis・andpracticalworkenablethestudent

toconsolidateanunderstandingolthelanguage.

Eachsludentisgivenacomprehe∩sivereferencemanual,

ACourseinStandardCORAL661,andacopyof「rheOrficial

DefinitionofCORAL66'.

MレrHO⑱4〃LLBENEFI7?

Thiscourseisin[endedlorthosewhoare∩ewto{heCORAL

sohwareenvironmentbutwhohavesomeprogrammng

experienceprelerablywithablockslructuredhlgh-ievel

langUage、

COURSECON7ENT

OverviewofCORAL66

DataObjectsandPre-setting

StructureandScopeofCORAL66

Expressions

Statemenls

FORS{atemenls

Procedures

AnonymousReference

LOCATiONOperato「

OVERLAYDeclarations

TextProcessing

lnput/OuipulofCharacterDala

REL/1正DCOURSES

/
泊

Other〈/CCCoursesofinterestare.・

ReatTimeSystemDesign 36

36 一151－
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Da拍baseメ1ρpreciat氾 η`DBメ リ

Databasesystemshaveamajorimpactonuserdepart'

ments.Theirobjectiveistoenableanorganisationto

makebetteruseofthedataavailabletoitandthisboth

improvestheaccessibilityofthedataandimposes

constraintsonitscontrolandorganisation.Thenatureof

theadditionatfacilitiesprovidedandthedemands

imposedareamongtheimportanttopicscoveredbythis

one・dayintroductorycoursetorusermanagement・

WHOFOR?

UserManageme耐andDPs匂 付

・7..』 』

DURAnON cosr

COURSECOV7ENT

DatabaseConcepts

Whatisadatabase?WhatisthedifferencebetWeen
`theDatabaseApproach'and`usingadatabasepackage'?

Whatisinvolvedinbuildingadatabase?

LogicalDatabaseDesign

Anoverviewofthetopic,ExplainswhatEntityModellingand

Normalisationareand,especially,whattheyareusedfor:

logicaldatabasedesign.

Whatis.aDBMS?

Typicalsoftyvaretoolsofferedwhicheasetheconversionofthe

logicalmodelintophysicalfiles,provisionofaccesscontrol・

TheuseofDataDefinitionLanguagestodefineschemasand

sub-schemas;andDataManipulationLanguages.

Howdotheywork?

Pointers-Howpointersmaybeusedtoconstruct1-m

relationshipsbetweenentitytypes.hverted川es-howindices

canObtainthesameeffect.

RelationalSystems

Therelationalfunctionsoperatingon`normalised'files,

selectbn,projectbn,andjoin.Abriefoverviewofare[ational

languagesuchasSQL

One-day'nonイresidentlal .,, £189NCC.Members

£210Non・Members

DA7ES&VENUES

February24th,LOndon 、」ζ'

May26th,tOndon.、 三∵'

July21st,Manchester'・

Thiscou{secanalSoberun`in-companyt.

RELATEDCOURSES

(DBA) 》 DatabaseDesign

,二

'

38

OtherNCCCoursesofinterestare:

SystemsAnalysisandDesign

SSADMPart1&2

DesigningandDevelopingApplicationsonPC's

2

5

3

2

2

1
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DatabaseDesign(DBDJ

Recentyearshaveseenanenormousincreaseintheuse

ofdatabasesoncomputersystemsofallkinds.Whilst

suppliersoffercomprehensivetrainingintheuseoftheir

databasepackages,thedecisionto`gowithdatabase'has

muchwiderimplicationsthandecidingwhichpackageto

buyandthentraininganalystsandprogrammersinitsuse.

Therearetwoareaswheretrainingisat|eastofequa|

importance.

theconceptofdatabase,whichoftenhasaneffect

onthewholeorga而satiOn;

theapp|icationofadatabaseapproach,whichoften

a行ectsthewholeDPdepartment .

DatabaseDes'gncoversboththeseareasfromthepointof

viewofthepeoplewhowillimplementthechosen

databasesystem.ttsprimaryobjectivesaretoprovide:

anunderstandingofdatabaseconceptsand

terminology

anunderstandingofdatabasedesignand

prOgramminglanguageS;

anoverviewofthevarioussoftwareproducts

available,andtrendsinrelationaldatabases;

S⇔ECI,ソILＬFEAn/RE『

Throughoutthiscourse,participantsworkonanextended

projectwhichtakesthemthroughdataa∩alysis,logical

design,andthephysicaldesignofadatabasefora

simulatedcompany.TheIecturesessionsaretimedtomeet

particゆants'needsateachstageofthisproject.

…0レ 〃7LLBENEFI7?

DPmanagement,systems,andprogrammingsta行'i∩volved

intheselectionandimp|ementationoladatabasesystem,

COURSEcovnヨNT

DatabaseConcepts

DataAnalysis

LogicalDatabaseDesign.

PhysicalDataOrganisationandProcessing

DatabaseSo行wareＴechniques

PhysicalDatabaseDesign

DatabaseProgrammingandLanguages

RelationalDatabase

DatabaseAdministra{ion

UserExperience

－153－

VVHOFOR?

DPmanagementandprofessionalstaff

DURAnON COSτ

Threedays,non・residential £486NCCMembers

£540Non-Members

Dメlres&Vt三NUE三S

February21st・23rr」,LOndon

May23rd'25th,London

July18th-20th,Manchester

Thiscoursecanalsoberun`in-companピ

RELA正DCOURSES

DatabaseAppreciation

()ther八/CCCoursesofit?terestare.・

SystemsAnalysisandDesign

SSADMPart1&2

37》 (DBD)

DesigningandDevelopingApplicationsonPC's

2

5

3

2

2

1



IntroduCtわntoSQL

Thistwo-daycoursetrainsend-usersinthepractical

applicationofStructuredQueryLanguage(SQL).

SQLisalanguagewhichiswidelyusedforretrievingand

manipulatinginformationfromrelationa「databases.

Relationalsystemsoperateonwhole側esortab|esof

data,ratherthanontheindividualitemswithinafile;they
・allowcomplexrequestsforinformationtobespecified

verysimplywithoutdifficultyandambiguity.

SPEczソILFt≡ ソ17URε

WHOFOR?

End-userswhowishtointerrvgateadatabaseon

severalC「ite「1a

DURAηON COSτ

Two<days,nonイresidential £360NCCMembers

£400Non・Members

Acasestudyusingamicrocomputershowshowtoretrieve

informationandprovidespracticalreinforcementofthe

COUrSeCOntent,

…0皿L8ξ 三蹟IEFI7?

DA耐&レfEN{JES

Aprilllth.12th,tOndon

June27th■28th,London

End-userswhowishtointerrogatearelationaldatabase

usingmultiplecriteria,e9.toproduceinformationformai1-

shots,salesinformation,marketingdata.

COURSECOV7ENτ

RelationalDatabaseConcepts

Tables

RelationalOperations
Selection
Projection

Join

AccessControl

SQL

QueryCommand

SELECT

DataManipulationCommands

INSERT

UPD頁 「E

DELETE

SELECTFROMWHERE

DataDefinitionCommands

CREA「E

ALTER

Thiscoursecanalsoberun`in・company'.

RELATEDCOURSES

Other～CCCα ノr3esofinterestare:

DatabaseAppreciation

壺

7

8

0

3

3

4
マ

■

DatabaseDesign

SQLforApplicationsProgrammers
-

.]

ヒ,

「■,
,

ぐ

PracticalApPlication
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SOLforAρplicationsProgrammers(SOLAP)

StructuredQueryLanguage(SQL}consistsofhigh-level

datadefinitionandmanipulationcommandsforaccessing

arelationaldatabase.Thesemaybeentereddirectlyata

displayterminalorasbatchinputorembeddedrequests

withinabatchorapplicationprogram.Itisnotonlya

simpletouselanguageforend-users,butalsoapowerful

toolforDPprofessionals.

s匪CIAL月 馴 刑RE

Apracticalexerciseisusedtoreinforcethetheory,

M〃IOVVIILLBE三NEFt7?

ApPlicationsprogrammerswhoneedtointerrogate

informatiOnheldonarelationaldatabase.

COURSECON7ENτ

WHOFOR?

Appticationsprogrammers

DURAnON COSτ

TSivo-days,nonイesidentiaI £360NCCMembers

£400Non・Members

ξ・「 ・ ・

tS.s.tf.「

RelationaiDatabaseStructure

TheAppiicationProgramlntertace

AllocatingandUsingStorage

ThePre-P「ocessor

Processingτables

SELECT

FROMWHERE

ORDERBY

JOlN

ArithmeticexpressiOns

Subqueries

VirtualTables.

CREATEVIEW

AccessContro|

GRANTREVOKE

Backup,Restart,Recovery

MultipleUserAccessandLocking

Dメ1η三s&VENUt三s

Maygth-10th,London・

July18th・19th,k》ndon

..'∵ ・::;ご
'、
.』

."..～ 、】

㌔'《

・ 『.∴;・ ...・

:、,㌻1.㌧

Thiscoursecanalsoberun`in-company'.

月日し4正DCOURSES

OtherNCCCoレ 熔esofinter{∋start∋:

DatabaseAppreciation

/

DatabaseDesign

lntr◎ductiontoSQL

7

8

9

3

3

3

1:・.

},:1,

1二

1 .

…

ili'

1

元 、
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BASICProgramming(BFリ

(ln-C◎mpanyOn,y)

Thiscoursecom'prehensivelyteachesparticipantshowto

usetheBASICprogramming|anguage.Thecoverageis

pa而cular「yhe|pfuけothosestudentsinvolvedinbusiness

apPlioations.Practicalworkonmicrocomputersincludes

thedesign.programming,andrunningofasimp|ebusiness

fileup-datesystem,andspecialattentionispaidtothe

importantareasofstructuredprogramdesigntechniques

andgooddocumentation.

Althoughthecoursestartstromfirstprinciples,togain

maximumbenefitparticipantsshouldalreadyhavesome

familiaritywithBASICorbefamiliarwithprogrammingin

anotherlanguage.

SPECIALFEA7VRE
'Themajorpartofthiscoursecent

resonapracticalcasestudy

usingmicrocomputerswhichinvolvesthedevelopmentofa

simplestockrecordingsystem.Aseachprogrammlngand

designconceptisintroduced,participantsundertakea
Lhands

-on'exerciseinitsapPlication .Bytheendofthecourse,

therefore,theywilihavedesigned,codedandtesteda

programtocreate,printandup-dateastockfile、

Vレ「HOレ1〃LLBE～EF17?

PersonneiwithsomeknowledgeofBASICandprogrammers

whowanttoacquirearealistic|evelofproflciencyinits

effectiveuseformanyapPlications.

Cα ノRSECONTENτ

'

.i

!

ノ/

Programdesignprinciples

I{eration

Arraystab|es

Tableprocessingtech∩ 旧ues

Stringlunctions

Serialsequentialfiles

RelatingProgramsstructurestofilestructures

BASICsubrou!inesandprogramstruc{ure

DesigningPrintedoutput

Randomfileprocessing

DesigningscreenlayOuts.

コ
StruCturedProgramming

(ln-CompanyOn,YJ
■

Afivedayincompanycourse,forallprogrammersand

programmingmanagers,whichwillenableparticipantsto

fu|lyunderstandtheimportanceandconceptsof・

structuredprogrammingandapplyitstechniquesto

producestruCturedprogramsintheirowninstallations.

Thecourseisiargelytanguageindependent(a|though

COBOLisusedforexamp|es)andinCludesapractical. 、

casestudy.

COURSECON7ENT

RELATEDCOURSES

Other(iCCCoursesofinterestart∋:

COBOLPrて)gramming

■

●

42 ●

,

lntroductiontostructuredprogramminganditsconventions

Structuredcodingandtherecognitionofthelogical

compOnentSuSedtocreateaprogramstructure

Themethodicaldesignolprogramsindiscretestepswith

essentialdocumentationofdatastructures,throughprogram

structurestoschematiclogicpriortocoding,withexercises

toreinforcethedesignmethod

Errorconsiderations

Extendedlogicconstructs

Structureclashesandinversionbasedonfurtherexercises

andaminorcasestudy

Programi∩spectionandtherelationshipoflhedesign

methOdtoprOgrammtngmanagemenし

CASES7UDγ

Thelatterha[{ofthecourserequiresparlicipantstoapp[ythe

methodstaughtlothedesig∩ofacomp}exprogramtroma

suitespecMedinstructured(NCC)documentation.

NoprlorknowledgeofNCCDocumentationStandardsis

assしmed..

一156一 41
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COBOLProgramming(crり

(ln-ComρaηyOη,を 戊

1

●

「

酌

ー

、

CO80LProgramm'ηgisamalor`foundation'coursefor

peoplestartingtheircareerincomputing.Comprehensive
mcontent,andhighlypracticalinapproach

,thiscoursef
reesusersfromtheproblemscausedbytheshortageof

trainedprogrammersbyenablingthemtorecruit(or

transfer}suitablepersonnelandtrainthemtobecome

productiveprogrammersintheminimumoftime,

蒜,fifteendayc。u「sep「ovidesnew・ ・t・ant・t・c・m・ ・…g

acomprehensiveworking
.knowledgeofCOBOL;

theabilitytowrite ,compile,test,debug,run,and
maintainCOBOLprograms;

anunderstandingoftheimportanceofgoodprogram

designanddocumentation 、

s⇔Eα ソIL∫ 『EATURE

COBOLProgrammingplacesspecialemphasisontwo
importantfeaturesloensurethatparticipantscanputwhat

lheyhaveIearnttoimmediateeffectinyourinsta‖ation:

itisaverypracticalcourSe ,whichmakeslulluseof

exe「clsesandup-to・ ・datetechniques-including

videp;

ltstressestheimportanceofstructuringand

documenti∩9Programsforeaseofmaintena∩ce .

VVHOVVILLBENEFIT?

Traineeprogrammers,withabasicappreciationofDRand

programmersnewtotheCOBOLlanguage,

CO{JRSECO～7日Vτ

ThethreeweekstakeparticipantsthroughCOBOLfacMties

indetail:

ThestructureoftheCOBOLlanguage

Definingfilesandrecords'

Fi|ehandling.

Arithmeticstatements

Conditbnalstatements

LogicinCOBOL

Reportproductbn

Tablehandling

lnler-programcommunicatlon

Sortandmerge

Fileorganisationandup-dating

Advancedstringhandling

Variablelengthrecords

OvenviewofCOBOL85.

RELATEDCOURSES

/泊

ltisrecommendedthatstudentswhowishtogainmaximum

benefitfromthecoursdshouldhavehadsomepreviousData

Processingexperience.Wherestudentshavenoprevious

experienceofDPthenattendanceonthelntroductiontoData

Processing(|DP)courseisrecommendedasafirststagepriorto

theCOBOLcourse .

1・・…uct・ ・・・・・…P・ ・cess・・g」7》

0〃)er～CCCourseso〃nterestare.・

StructuredProgramming

(CP)

41

を
,〔

il,..:、 〕
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「
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、

FILETABa4B)

NCC'sfoundationcoursewillensureusershavea

thoroughgroundingknowledgeintheuseofFILETAB.

1ts.objectivesare:..

toteachabasicFILETABlnstructionSet;

togiveabasicunderstandingofF「LETABFixed

Logic;

toenablede|egatestoprogramsimpleFILETAB

programs;

toteachdelegatesmethodsofanalysingsimple

practicalproblemswithaviewtowritingFILETAB

parameterSetS.

VVHOFOR?

FILETABusers

DURAηON COSτ

Three-days,non・residential £432NCCMembers

£480Non-Members

SPf≡iα ソILFt三 ソ171/F～ ε

TheFILETABcourseplacesapa巾cularemphasiso∩

examples,pro回emsoMng,andexerciseswhichgivelhem

averypracticalorientationandmakethemsuitab|eforboth

DPanduserpersonnel,Practicalworkiscarriedouion

microstoreinforcetheIecturingProcess.

WHOVVIILLBE～EFIτ?

ThiscourseissuitabieforbothDPstaffwhoarenewto
FILETABanduserstaffwhocantakeadvantageofi!.Forlhe

latter,previousprogrammingexperiencewouldbeusefulbut
itisnotessentia1,aithoughparticipantsshouldhavea
reasonableunderstandingofcomputingterminology.
ForthoseinvolvedinconvertingfrommeversionofFILgAB

toanother,informationisgivenonthechangesrequired,

ForstaffrequiringtrainingspecificallyinFlLETABD ,please
refertoFILETABWorkshop(page50) .

Cα ノRSECON7ENT

FILETABFixedLogic

AulomaticFileProcessing

DataFieldsandStorageAreas

FieldSpecifications

SimpleReports

lntroductiontoDecisionTables

FILETABDecisionTables

LinkingDecisionTables

LOOK-UPTables

AdditionalFiles

Poiniers

Dメ1正S&VENUES

January10th・12th,London

February14th-16th,London

March7th・9th,Manchester

Apri14th・6th,London

May16th-18th,Birmingham

June6th・8th,London

Julyllth●13th,London

Thiscoursecanalsoberun`in-company:

RELATEDCOURSES

(TAB) 》

/

ン!

lmproveyourFILETAB 44

OtherNCCCo(∬sesof'nterestare:

AuditUseofFILETAB

FtLETABWorkshop

5

7

7

4

4

1

'

'

lntroductiontoDataProcessing

●

一

■

'
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●

●

1.

44

ImproveY()urFILETAB(IYFJ

Atwo-daycourseforusersofFILEτABwith3-6months

experienceofthelanguageand,preferably,previous

a廿endanceontheFiLETABCourse(Page43}.

S⇔ECIALFEAn/R」 三

ParticipantsareinvitedtobringanyqueriesonFILETABthey

haveencounteredduringtheirinitialperbdofexperiencefor

discussionduringthelaststageofthecourse .

MレHOVVIILLBEM三 百7?

ExistingusersolFILE]ABwi{hatleast3-6months

experiencewhowishlostrengthentheirskillsandmake

mOreeffiCientUSeOfthelangUage.

COURSECO～ 正Nτ

FILETAB|耐ernals

Movementofdatawithin臼L日ABdecisionpoints

Organisationof★INLIST

Tb{allingmatrix

DecisionTab「es

DecisionTablehterpreta{ionbyFILETAB

Rulemasks-targetcode

Rulemasks-execution

Bitmanipulation

Non-StandardProcessinginFILETAB

Prin加gcomplexreports

Validationroutines

USerrOUtineS

Pointers

ProgramQualityandDesign

lntroductiontoaStructuredDesigntechn向ues

StructuredFILETAB

WHOFOR?

FlLETABusers

DURAηON C()ST

Two-days,non-residential £324NCCMembers

£360Non・Members

Dメ17石S&VENUES
'Januar

y24th●25th,London
February28th-Marchlst,London

April25th・26th,Manchester

June6th-7th,LOndon

July4th-5th,LOndon

Thiscoursecanalsoberun`incompanピ

RELATEDCOURSES

FILETAB 43

OtherNCCCoursesofinterestare.'

lntroductiontoDataPrDcessing

AuditUseofF{LE「 「AB

》 (IYF)

FtLETABWorkshop

7

「
》
7

1

4

4

Debugging

Debuggingfacmies,

Dumpinterpretation

E行iciency.

EffectiveuseofFILaAB

Problemsolvingandgeneraldiscussion

Anopportunitytodiscussandresolvespecificqueries

whichdelegateshaveencounteredduringtheir

previousexperiencewithFILeAB.

一159一



AuditUseofFILETABθAUF)

ThiscoursetrainspeoplewhohaveaccesstoFILETABto
useitforinterrogationPurPoses.ltisespecially

addressedtothosepeoplewhohavesomecomputer
knoWledge,butareneitherexperiencedprogrammersnor

deeplyimmersedincomputerterminologyTheexercises
demonstratethetypesofenquirythatanauditoror
assurancepersonmaywishtomake.

VVHOFOR?

AuditorsandotherswithaccesstoFILETAB

DURAnON COSτ
SPE「αソ1Lチモ…ン47unε

ＴhiscOurseisverypractical,uSingcomputersystemsto

interrogateacreditors'fileofreasonablycomplextraditional

structure.Participantswiilrunagraduatedseriesofenquiries

onthesystemthroughoutthecourse.Acommonsubsetof

FILETABisusedsothatthecodingistransportableto

differenttypesofinsta|lation.

Four-dayS,non.residentiat £594NCCMembers

£660Non・Members

レ〃「HOVVIILLBENEFt1「?

ThecpurseisequallyapPropriate{othefollowinggroupsof

potentialcoursememberswhoneedtorunenquiriesor

in1errogationsoffiles,toobtaininformation,analysesand

reports:

lnternalore)dernalauditorswhoneedtousecomputer

systemsinconnectionwiththeirauditwork

Systemsassurancestaff,managersandaccountants

whoneedtomaketestsande)dractsolfilestoensure

theircorrectneSs

Userdepartmentstaffwhoneedtoobtainspecialand
`oneo行'informationfromfi[esheldonthecomputer

system

Coursemembersshouldhavesomeexperienceandknow-

ledgeofcomputers,computersystemsandtheconceptsof

writingcomputerprograms.

COURSECO《 π 日Vτ

lnterrogation,FILgAB,filesanddatarepresentation

BasicFILE「ABfacMties

Automatingtotalling,specificationofprintedandscreen

output

FILETABDecisionTablesandlogicspecification

FILETABprocessingandsorting

Accessing.variablejengthrecords

AdditionalfeaturesofFIL日ABincludinguseofmultiplefiles

DAn…S&VENこ ノES

Apri118th.21st,Manchester

June20th-23ld,MancheSter

Thiscoursecanatsoberun`in・company'.

'!

RELメiTEDCOURSES

AUFcanbefollowedupbyaone-dayin-houseWorkshop

whichnotonlyprovidesadditionaltrainingbutalsoprovides

RLEτABuserswiththeopportunitytoextendtheirabMtiesin

relationtotheirpracticalexperience.Thisworkshopcanalso

includeIDMSifrequired.

Other～CCCα ノrseso〃nter(∋stare:

lntroductiontoDataProcessing

AuditandControlofComputerSystems

FILE『 『A8

7

7

3

1

2

4

一160一
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FILETABLanguageLeve,Programming`F"TrL6」

NCC'sFＴL6isapowerful,efficient,high-levelprogram-

minglanguagecapableofhandlingthemostsophisticated

systemdeve|opmenttasks.FILETABLanguageLeve'

Pr()grammingprovidescomprehensivetraininginitsuse・

Sρ 正ヨα 」4LFt…ATURE

Thecourseintegrateslectures,practicalexercises,anda

casestudytoprovidelntense「ypracticaltrainingintheuseof

FILETABasahigh-levelprogramminglanguage.Thecase

studyincorporatesthewritingofavalidalionprogram,a

reportprograminpureFTL6,andthesamerepodprogram

using .AUTOTABFixedLogic.

…ova〃 乙LB」 三～Z三 阿7?

AllDPsta行newtoFTL6.

Cα ノ●SεCO～ η ヨVτ

TheuseandsyntaxofFTL6Directives

StorageDefipitions

FileDefinitions

DataDefinitions

Reporting

ProcessinginDecisionTables

TableHandling

Pointers

Soding

DebuggingFacilities

AUTOTABFixedLogic

VLtHOFOR?

DPstaffinFTL61nstallations

DURAnON COSτ

Four・<tays,non・reSidential £594NCCMembers

£66eNon・Members

プ'L

{羨.'メ.

3'レ∴、"

多:＼ ご1:

r・きζ{・ 『:

lt/三ド1.ブ`・レt.

e'`ト 』三il:毛

㌣ 二'.:二』二'ニ

キ:・
㎡

・9ピ.

.・

D/ln三S&VEハIUES

May23rd.26th,Manchester

Thiscoursecanalsoberun`incompany'.

R{ヨし4正DCOURSES

Other～CCCα ノrsesofinterestare.'

FlLETAB

IntroductiontoDataProcesSing

3

7

4
－

zI

,
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NCCSofivvare竹brkshoρs

(ln■C◎mpぼ ηyOm,レ リ

d

FILETAB",'"　 』H"一'

NCCSYGMAR

同LETAB-D

FILETABisparticular|ywellsuitedtoin-companytraining

asthecustomers'owninstallationanddatafilescanbe

usedinthepraCticalelementsofthecourse.lnaddition,a

iargenumberofpeoplewithinanorganisationcanattend.

Asaresult,NCCoffers'anumberofdifferentapproaches

toi'n-housetraining.Theseincludearangeof30r4day

basicandadvancedcoursesforbothDPandnon・DP

staff,andlor2dayworkshopstocoversuchindividual

customerneedsasusingtheFtLETAB∫tDMSAccess

Module,accessingtheOMACdatabase,DME∫TMEto

VMEconversion,NCCSYGMAR,andFILETAB-D.

月ELATEDCOURSES

Other(tCCCot/rsesofinterestare:

FILE『rAB

/

ン
!

lmprr》veyourFILETAB

3

4

4

4

USERTAB(UTABJ

(ln-CompanyOn'YJ

USERTABprovidescontrolledaccesstodatafilesbyuser

departmentswhoseworkdependsupontheinformation

theycontain.Thiscourseisindividuallytailoredtomeet

thespecificrequirementsoftheclient.Apreparatory

sitevisitismadebythelecturerinadvanceofthecourse

todiscusswiththeclientwhichoftheirownfiles,already

familiartothecourseparticipants,shouldbeused.

Arrangementsarethenmadetoproducecourseexercises

whichaccessthesefiles.

MostofthepreparatoryworkisdonewiththeDP

departmentandthecoursedeliveredtoparticipantsfrom

theuserdepartmentsabouttwoweekslater.

Thebasiccourselastsfortwodays,precededbytwo

daysofon-siteconsultancytotailorthecoursetothe

individualorganisationandpreparerealisticexercises.

Athree-daycourse,precededbythreedaysofon-site

consultancy,isalsoavailabletoorganisationsneedingto

coverIDMSaccess.

●

COURSECON正NT

OverviewofUSERTAB

FilestrUctures

Singleenquiryprograminstructions

Multipleenquityprograminstructions

ControlandtotaMnginstructions

Subsidiaryfileprocessing

(Optionalextension)IDMSaccess

●

一162一 47



Setting

(SOSAJ

ObjeCtivesandStaffAppraisals' 1漕酬

Thiscourseaimstogiveparticipantsanunderstandingof

thecontributionthatappraisa|scanmaketodeveloping

staffandimprovingtheireffectiveness.ltalsoprovides

trainingintheskillsrequiredtocarryoutanappraisal

interVieWeffeCtiVely.

SPi日CIAL月EAn/RE

Thecourseusestilmandpracticalexercisestoreinlorce{he

・・theoretioalaspectsofsettingoblectivesandconducting

appraisals,

WHOWILLBENi三F77?

Allstaffwithasupervisoryormanagerialresponsibili旬which

requiresthemtosetoblectiveslortheirsta行andconduct

staffapPraisals,・

WHOFOR?

Supervisorsandmanagers

DURAηON COSτ

Tvvo-days,non-「esidential £360NCCMembers

£400Non-Membe「s

COURSECON正 ～τ
ThepurposeofapPraisals

Whattomeasure

Theimportanceoftargetsettingandhowtooptimisethis;

wrjtingobjectives

TheprocessofapPraisal

USingameritratingsystemprOperly

TheapPraisalinterviews

Makinge行ectiveuseofcounsellingtechniques;dealingwith

theproblemsassociatedwithanappraisalinterview,

DA7石s&VENUES

February8th・9th,Manchester

Thiscoursecanalsoberun`in<ompany三

RELATEDCOURSES

Other～CC()o(〃sesofinter(∋s～are.・

DevetopingandMotivatingf)urStaff

PresentationTechniquesWorkshop

EffectiveReportWriting

9

0

0

4

5

5
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DeVelopingandMotivating

YourStaff`DMYSJ
ぴ脚 γ

Byusingbehaviouralprinciplessystematicallythiscourse

enablesparticipantstoexaminet㏄hniquesforbringing

thebestoutofthepeoplewhoworkforthem,bothas

indMdualsandasmembersofaneffectiveteam.

Thecoursewillenableparticipantstoidentifytheirrolein

developingstaff.Theywillbeabletounderstandhowtheir

ownmanagementstylecanhetporhinderthp

developmentprocessforeitherateamortheindividual.

Theywiflunderstandwhypeopteworkandtheuseof

appropriatetechniquesformotivatingstaff.Theuseof
`coaching'techniquesandtheidentificationsofdevelop -

mentneedsandopportunitiesfortheirstaffwillbe

covered.Participantswi|talsolearnhowtodrawupa

deve|opmentprogrammeforamemberofstaff,

VVHOFOR?

Supervisorsandmanagers

DURAηON COSτ

Two●days,non-residential £360NCCMembers

£400Non-Members

DA7石S&VENUES

April12th.13th,Manchester

SPECIALFE三A7'URE

ThisisahighlyparticipativecourseinvolvingPractical

exercises,discussions,casestudies,roleplayingandfilm!o
illustratelearningPoints.

…0レVtLLBENEFt7?

Anyonewithasupervisoryormanagerialresponsibilityfor

oneormoremembersofstaff,

COURSECON7EVT

Whoneedstraininganddeveiopment
Creatingtherightclimateforlearning
PerformanCemanagement
Identilyingstaffdevelopment
Tbols/techniquesfordevelopment
Learningstyles
Writingadevelopmentplan
Coachingandmotivation
Howtomotivate
MotivationSkills
Delegation

Thiscoursecanalsoberun`m-company'.

RELA正DCα ノRSES

OtherNCCCα ノrsesofinterestare:

SettingObiectivesandStaftAppraisals

PresentationTechniquesWorkshop

EffectiveReportWriting

8

0

0

4
1
5

5

[
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PresentationTechniquesWorkshop(PTMO '細

Ｔhiscourseisintendedforpeoplewhohavehadsome

experienceandtraininginmakingpresentationsbutwish

toimprOvetheirqualitytOOperateinSituationswherea

moreprofessionalpresentationisrequired.

SPt三 α ソIL圧 ソITLIF～ ε

Thecourseishighlyparticipativeandinvolvespractical

presen{ationexercisesanddiscussionsto}‖ustrateIearning

polntsanddevelopskiils.Participantswillbasetheir

presentationsonpre-coursework,

WHOWILLBEVEFiT7.

Thecourseissuitedtostaffwhoarerequiredtospeakto

groupsinternallyoreXternallyandneed　 odosoina

prOfessiona|manner.

COURSECON正NT

ldentityingthefactorswhichproduceagoodpresentation

Techniquesfordevelopingandpreparingthepresentation

Speakingtechniquesandtheiruse

Theimportanceottheaudienceandits|eveiol

understanding

Techniquesforhandlinginterruptionsandquestions

TheteampresentationandtheindMdualsrole,

VStHOFOR?

Allstaffwhoneedtoimprovetheirpresentation

skiIls

DURAηON COSア

TWo司ays,non-residential £36eNCCMembers

£400Non-Members

DAγES&VENUES

February14th-15th,Manchester

Apr聞18th-19th,Manchester

Thiscoursecanalsoberun`in-company'.

RELATEDCOURSES

Ott?er～CCCourseso〃nteresta〔e:

SettingObjectivesandStaffAppraisa|s

DevelopingandMotivatingY()urStaff

EffectiveReportWriting

8

9

0

4

4

5

EffectiveReportレVriting`ERVり 舗四顧〃

.

●

●

ERWisspecificaHydesignedtoaidsta行involvedin

producingreportstoirhprovethestandardofthese

wri廿encommunications,Attendanceonthecoursewi|l

enablethemto:

reducethetimespentcomposingreports;

produceastyleofwritingthatiseasytoreadand

understand;

improvethestandardotwrittencommunicationby

usingaSimp|esystemapPrOach;

analyserepOrtSCritically.

SPECIALFEA7'URE

VVHOFOR?

AnyOnewhosejobinvolveswritingrepgrts

DURAηON COSτ

●

One-day,non-residential £189NCCMembers

£210Non-Members

Thecourseusesfilm,exercises,andreviewofacasestudy

toreintorcethetheoreticalaspeCtSofrepodwriting.

WHOWILLB正 三NEFIτ?

Particularlysuitableforallstattuptothelevelofprojecl

leaderinvolvedinwritingreports.

COURSECON7ENT

Reportwriting

RepOdwriti∩gexercise

The{heOryOlreporiwriting

RepOrtwri{ingcasestudy

DA正S&レfENUES

May25th,Manchester

Thiscoursecanatsoberun`in-company'.

RELATEDCOURSES

()ther～CCCoursθso〃 η「erestare.'

SettingObiectivesandStaffAppraisals ..一..一一,.48

DevebpingandMotivatingYourStaff ...____-49

Presentation「rechniquesWorkshop_一 一.一__一.50
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SummerCourseProgramme

COBOLProgramming

(SPCPJ-・ ・

InttDductiontoData
Processing(SPIDPJ

…OFOR? VVHOFOR?

Traineeprogrammers Newcomerstocomputing

DURAnON C()S7" DURAnON COSτ

Three-weeks,non・residential£1080NCCMembers

£1200Non-Members

Five-days,non-residential £427・50NCCMembers

£475Non-Members

D4TES&VENUES DATES&VENUES

July31st-August18th,Manchester July24th・28th,Manchester

COURSEO8JECηVES

Tbenabietheparticipantto:

口gainanunderstandingofcomputertechnologyhardWare,

software,filesandrecords;

口appreciatetheimportanceofgoodprogramdesign;

口achieveacomprehensiveworkingknowledgeofCOBOL;

口debugCOBOLprograms;

口understandwhatisrequiredtocompile,test,andrun

COBOLprograms.

COURSECON7EVT

introductiontocompUterhardware,software,apPlications

packages,inputandoutput,andbusinessorganisations.

Techniquesofstructuring・aprogramfrOmaSyStem

specification.

ProgramminglnCOBOLStUdentsaretakenthroughthe

facilitiesoftheCOBOLlanguage.'

ThestructureoftheCOBOいanguage

Definingfilesandrecords

Proceduredivisioncoding

Filehandling

Arithmeticstatement

Conditionalstatements

LogicinCOBOL

Reportproduction

Tablehandling

lnter-programcommunication

Sorta∩dmerge

Fileorganisationandup-dating

Advancedstringhandling

Variablelengthrecords

ノ

噺

COURSEO8JECηVES

Oncompletionofthiscourse,studentswii[:

口haveabroadappreciationofcomputinghardware,

software,andapPlications;

口understandthedifferenttypesofcomputeranddifferent

methodsofdataprocessing(batch,on-line,distributed,

etc);

口havebeenintroducedtofileorganisationandretrieval

methodsincludingdatabase;

口havegainedabroadintroductiontoprogramming,

induding`hands-on"experience.

COURSECONTIE7NT

WhatisDataProcessing?

lnput-process-output

ProgrammingapPreciation

Sbnware

Numbersystems

Computersandstoragedevices

Packingstorage

lnput-outputdevices

Datacapturea∩dpresentation

Fleconcepts

Flestructu「e

F「eorganisation

Database

Datatransmission

Documentation

Computerpeople

//

惜炉
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SummerCourseProgramme

ル7批)duCtiontoData

Transmission(SPIDη

IntrOduction

(SPTAB)
toFILErAB

WHOFOR? .VVHOFOR?

PeopleconcernedwiththepractidalapPlicationof

datatransmissionsystems
FILETABusers

DURAnON COSτ DURAηON COSτ
Five-days,non-residential £495NCCMembers

£550Non・Members

Five-days,non-residential £427・50NCCMembers

£475Non・Members

Dメ171三S&レ7ヨVUES Dメln三S&佐 三《IUES

July31st-August4th,Manchester July31st・August4th,Manchester

●

●

●

Thiscourseisaimedprimarilyatpeopleresponsib|efor

planningandimp|ementingdatatransmissionsystems-
whetherforcomputing ,processcontrol,ortheelectronic
office.Particularemphasisisplacedonidentifyingthe
factorswhicheffectthecostofdatatransmissionsystems
andthemainprojectworkinvolvesarealisticexercisein

costcomparison.

COURSECOtv7ENT

Datatra∩smissionterminology,concepts

Principlesofdatatransmission

Modulationtechniquesfordatatransmlssめn

TimedMsionmultiplexingforspeechanddata

Datatransmissionrates,theotyandpractice

lnterfacesV24〈/28RS232CRS449

Communicationshardware-Iineadaptors
,CCU,frdnt-end

processors,multiplexOrs,andconcentrators,channelled

modems,splitstreammodems,shorthaulmodems

FacilitiesusedfordatatransmissionintheUK

Thechoice-BT,Mercury ,Hull

Errorsindatatransmissionsystems ,causes,detection,and

correction

Failuresindatatransmissionsystems

LocalareanetwOrks-overview

LinecontrolProtocois

Framebasedprotocols

PacketSwitchingonpublicdatanetworks

lntroductiontoX25andOSI

/

/

蛤

ThiscourseissuitableforbothByteandWordversions'

ofFILETABbutnotRLETAB-D.

COURSEOBJEcnVES

口toteachabasicFILETABlnstructionSet .

口togiveabasicunderstandingofFiLETABFixedLogic .

口toenabledelegatestoprogramsimpleFILE'rABprograms .

口toteachde「egatesmethodsofanalysingsimplepractical

probiemswithaviewtowritingFILgABparametersets.

COURSECONTENT

lntroductiontoFILETAB

・FlLE

・D「CTIONARY

・lNUST

・TITLE

・HEAD

・OUT

・SORT

Editing

lntroductiontoDecisionTables

LimitedentryDecisionTablesinFiLETAB

ExtendedEntryDecisionTablesinFILETAB

LinkingDecision『rables

・TABLE

AdditionalFileDirectives

Pointers

//
・'1ノ 〆

㎜

'
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Summer(10urseProgramme

NCCCertificatein

SYstemsAna,Ysisand

De⑤ign(SPCSALリ

SSADMAna,ysisand

Desit卯(SPSSADAの

VVHOFOR?

VVHOFOR? SystemsAnalystsandDesigners

TraineeDPstaff

DURAnON COSτ

DURAnON COSγ

Six-weeks、non・residentiat £1575NCCMembers

£1750Non・Members

Eight'days,non・residential£855NCCMembers

£950Non・Members

DAn三S&VE～L炬 三S

DA耐&va三NUES
July24th・August2nd,Manchester

July17th・August25th,Manchester

OneofthemostdemandingotallNCCcourses,this

preparesparticipantsforaformal(andinternationally

r㏄ognised}qualification-theNCCCertificatein

SystemsAnalysisandDesign.Theexaminationtakes

placeduringthecourseandcompriseswrittenandoral

examinationpluscontinuousassessmentbytutors.

Thecourse,whichissuitableforbothexperiencedanalysts

lookingfor.aformalqualificationandtorpeoplemovinginto

systemsanalysis.fromeitheraprogrammingOrbusineSS

background,addressestheprofessionalandtechnicalskil【s

requiredandthepersonalabilitiesneededbytheanalyst.

ltscontentreflectstheIatestsyllabusoftheSAEBincluding

itsemphasisontheuseoftechniquesotstructuredanalysis

anddesign.

Note

Becauseofthedemandingnatureofthiscourse,booking

acceptancewillbesublecnoashortpre-courseinterviewby

theNCCtutorstoestablishthecapabilityofprospective

studentstocopewiththecontentandexamination.

Thesix-weekcoursecoverseightmalαsublectareas:

口Overviewofbusinesssystems

口Overviewofcomputersystems

口Managingsysterhsdevelopment

口Humanaspects

口Systemsanalysistechniques

口Systemscontrol

口Systemsdesigntechniques

口lmplementation

ThereiSanintrOdUCtOryCaSeStUdywhiChpr()videSan

OVerVieWOfbUSineSSOperatiOnSandhetl)SpartiCiF)antStO
`breaktheiCelASeCOnd

,mOreCOmprehenSiVe,CaSeStt/0～ 〆

is(ノse(ゴthr()ughOt/tthecO(1rsebothtoteaChstu(ゴentsthe

useofaPPrOPriatedesignandanatysiSmethO(∫sandto

deve'0ρtheinterF)erSOnalSkitlSreqUired.

Thiscoursecoverstherequirementsofanalystsand

designersusing,orabouttouseSSADM(Structured
SystemsAnalysisandDesignMethod).ltprovidesa

completetrainingprogrammeinthemethodandis
accreditedbytheSAEB(seepages24-25).

COURSECON7EIVT

ThecoursecoversthesixstagesofSSADManalysisand

design

StagelAnalysisofcurrentoperationsandproblems.

Stage2Specificationofrequirements,intermsofwha"he

systemmustprovideratherthanhowitwillwork.

Stage3Selectionoftechnicaloptions,hwhにhtheuser

selectsasystem{orimplementationfromamenuof

possibilities,eachhavingdifferingserviceleveisand
・costs/benefits

,

Stage4Datadesign,inwhichthedetailedbgicaldata

structureandcontentisdefined.

Stage5Processdesign,inwhichindividualprocessesare
『

speci「iedindetail.

Stage6Physicaldesigninwhichtheconversionofthe

logicaldesigntoonewhichwi‖beimplementedon

partic山arhardware/softwareisspecifiedandtuned.

Thebllowingtechniquesareexplainedand"lustrated

DataFlowDiagrams(DFDS}Diagrammingconventions,

DFDlevels,physicalandlogicalDFDS.

LogicalData .StructuringTechniqueofentitymodelsto
defineexistingandrequiredsystemsdata

EntityLifeHistoriesELH'sasamethodofassistinginthe

de「iningofprocessesanddefiningtheirsequence;

relationshipo{ELHtechniquetootherstructured

techniques.

RelationalDataAnalysisRulesofTNFanalysis,optimising

resultsolTNFanalysis.

Composite.LogicalDataDesignCreationoladata

structurelromresultsofoplimisedTNFanalysis;resolution

ofdi何erencesbetweenTNFdatastructuresandlogical

datatoproduceCompositeLogicalDataDesign.

ProcessDesignCreationotlogicalprocessoutiinesfrom

ELHlsandFunctionCalalogue.

〉
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lPteaj・

9柏
IDPVideoTrainingProvidesmaterialf()ran

introductorycourseexplainingthebasicsof

computersanddataprocessing.Designedasa

self-teachcoursefortraineecomputerstaff,it

usesanimaginativecombinationofvideo

presentltions,writtenmaterial,exerciseSand

quizzes.ltisintendedfbrstudentswhoare

startingaprogrammeoftrainingteadlngto

emplOymentascomputerOperatOrSor

prograrnmers,andprovidesapProximately

thr㏄daysoftraining.

Thernatcrialteachess{udentsthefollowing

skillS:

口athoroughgroundinginDP

fundamentalsonwhichtobuildsound

operatorandpro9lammerskillstraining;

[コthea6ilitytorecogniseclassesof

hardwareandsoftwareandtheapprop-

riatenessofeach;

[コtheuseoffloW'chartsandother

techniquestoportrayproceduresand

logicatflowsofdata;

口theabilitytodesignprogramsusinga

high-levelcomputerlanguage;

口theabilitytorecognisethemain

apPlicationareasinwhichcomputersare

invotved.

Thecourseisdividedintofivesessions,with

eachsessionsubdividedintosectionsor
`activities'

.Anactivityrnaybeoneo『the

following:

VVatch-avideo

Read-thetext

Do-anexerctSeOrqulz.

Exercisesgivethestudentachancetoput

in{opracticewhathasbeenlearnedinthe

videosortext.Quizzestestthatthesession

objectiveshavebeenachieved.Afinalquizis

basedontheobjectivesofthecourseasa

whole

TheTutor'srole

Although〔hisisdesignedasaself-reach

coursqitisessentialthatthestudenthasa

suitablyqualifiedandexperiencedtutor

availableatalltimes.Throughoutthecoursq

thestudentisadvisedtodiscussproblemswith

thetutor,whoshouldnotonlybeabletoanswer

technicalquestionsbutalsoactinatutorial

rolebygivingadviceandencouragement.

Thereisconsiderablefreedomtocontrolthe

leveloftutorialsupervisioninvolved.For

examplqalthoughsolutionstoallexercisesand

quizzesaregiveninthestudentworkbook,they

canberemovedandreplacedwith`SeeY()ur

Tutor'Pages.Solutionscan【henbediscussed

withthes{udent,leadingtoacloserinvolve-

mentbetweenthetutorandthestudent.Itmay

besufficient,however,toremoveonlythequiz

solutionsanddirectthestudent{oseethetutor

at【heendofeachsession.Thesessioncould

thenbesummarisedwiththestudentandany

problemsresolvedbeforestartingthenext

seSSLon.

、Atutormayalsowishtoinsertnewexercises
withinthecoursqtocoverspecificinstallation

requirementsorstandards.Onceagain,a`See

YourTutor'pagecanbeinser【edatthe

appropriateplaceintheworkbook,

NVHOFOR?

Traineeoperatorsandprogrammers

DURATION

3days

WHATYOUGET

〃)Pifidea71tガ η加gisavailable数)rpurchaseormonthlyhire

Thepackageconsistsof6VideoProgrammes(180minutes);1「 血tor'sGuide;lStudentWorkbook.

Purchasedetails

WhenyoupurchasethispackageyoureceiveoneStudentWorkbook;additionalcopiesareavailable

inpacksoften.'

PleaserefertothePriceListenclosedforthepurchasepriceofthepackageandofadditional

studentmateriaLAnOrderR)rmisincludedwiththePriceList.

Hi「edetails

ThehirecostincludesoneSωdentWbrkbookTherequirednumberofadd"ionalcopiesshouldbe

pu【 ℃haseda"hetimeofhire

Hirecostsaregivenbelowin`hiremodulespermonth'.PleaserefertothePriceListenclosedf()rthe

hiremodulemonthrateandpurchasepriceoftheStudentWorkbooks.AnOrderFbmisincluded

withthePriceList.

HireHi爬Video

CodeTi《leCostFormal

Hl471DPVideoTraining6VU*

.Betamaxノ ～)r〃latatsoaり α〃able/brpurchα ∫e.
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ノ ロA

TheNCCDataノ)rote('〃onAc'∫ ～c'SOI'r('eノ)ac'k

hasbecomeanindispcnsablelooltohelpstail

undersland,implement,andobserve1hc

requ|rcmcn〔soflheDalaProIectionAcl .

Inaddirionlotherequirememf()rcompuler

uscrsloregtstcrlheiruscorpersonaldaIa
,{hcA

climpos.estwootherimportanlandlon9-

(crmresponsibilities.Theseare〔heneedto

mamtamaccuracy,accessibility ,andconfid-
enlialiI}・o「personaldataandIhcnced{oavoid

ttsnllsuseorunaulhoriseddisclosure

Thetrainingrequirementassociatedwith

thelegislationis,therefc)rqvitaltyimportant

andmaybecomeapermanentfeatureofstaff

tralnmgatalmosteveryleveLSeniormanage-

ment,DataProtectionstaf£andDPmanage-

ment,forexamplqneedtoknowallthedetiils

ofthelegislation.DPstaffmustknowhowit

impactsonthedesignandimplementationof

systemscontaining`PersonaldatalUselrs

needtoknowhowtheirparticularapplica-ti
onsareaffected.Andvirtuallyallmembers

ofstaffmustunderstandtheneedtobe

discreetintheiruseofpersonaldata .

TheDataPro'ec'↓on!4c1ノ 「～eSOttrt'ePa('ん

providesaflexibleandeffectivemeanso「

addressingthesemanydifferentneeds ,1{isa

comprehensivesetofmaterialsfc)rstafftrain-・

mg,awarene∬,andreferencewhichishighly

Modularindesign.So,howeveryouchooscto
mrormyours〔affabouttheActandrheir

rcsponsibililies-rhroughtbrmaland

inlbrmaltraining,departmcl1lalbriefings 、d
c1ailedsludyandreferencc,orconlpany-widc

awarcnc∬campaigns－ こhcZ)ataPrひ'eぐtiOtl

'4`「r∫～esottrc'ePac'K'cliablesyoutoIailorvour

presentallonlotherequiremet"sofcvcrv

audiencc.》

Thei)ac'kincludes:

ロlw・ ・ty-・i・ ・0〃 ハ ・L・uatswilh9・id。ncc。,

tl|espccificaudieneest'rol1|whichcachis

aPP「oprlate;

口 ・・mP・ehe・ ・iv・Presenrerls'i>α ㈹pl。in

theus(ちpresentation,andcontentofcach

OHPvis.ual;

口amasIersetot'∫fude,,r細 。tess。thal

cveryparlIclpantcanbcgivcnpermanent

copies.ofユhcinf(〕rnlalionlhafconcernl

【hem;

〔]an!4c〃 θ'1Platif()rallmanagcrswhbusc

compullngcqulpmcnHOprOce∬personal

da{a;

ロA"・arenessAids-・ ・mpany.。ticcs,

payslipcliclosures、andVDUstickerslo

remindalls【affoftheirresponsibilities

andobligalions;

ロIwoau[horilativeNCCbooks-Ihebest

sellingOuide'o〃leDa'aPro'ec't〆on/lct

and{hcpracIicalncwhnρ 〃c'atiσnsofrhe

∠)ataProtecrion/1(・t.・

[コaSoureeGuidetofurtherreading.

WHOFOR?

Organisation-widestafftraining

DURATION

2hours

WHATYOUGET

Th・ 鋤P・ ・te・・～励 ・"』 〃π曲 ・iki・a・ail・bl・lb・p。,ch。、e。,ly .

隅 鵠 鰍 織 灘 蕊 織 鵠 芸9識1㍑=瓢rnessA・d・ ・Ac…n

蕊 蕊 罐 離e畿enclo"d飴 ・th・p・・ch・・ep「'ce…h・・p・・k・g・A・・… 恥・m・・
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Human`knowledge,isanorganisation,s

rnostvaluableasset.Expertsystemsbroaden

theapplicationofknowledgebymakingitmore

readilyaccessibleThcyalsolengthenits

apPlicationbyensuringthatitremainsavail-

ableinthefUture

Organisationswhichhaverecognisedthisand

su㏄essfUllyapP6edexpertsystemst㏄hnology

havegainedsignificantbenefits-forexamplq

byincreasingcompetitiveness,1mprovmg

servicelevels,raisingproductivityＬenhancing

prr)ductSimprovingdecision-making,and

facititatingmoreeffectiveresponsetochanging

S)tuatlons.'

NCC'stwoExpertSystemspackagesaremuhi-

purpOSetOOISfOrfamiliariSatiOn,traMmg・.

investigation,demonstration,andprototyping

whichwillhelpyouachievethesamebenefits.

Bothincludedisc.basedversionsofwell-

knownsoftwareprOductswhichincludeallthe

facilitiesofthecommerciallyavailable

productsbut-asdemonstlationandt【 亘ining

aids-arelimitedinthesizeofapplication

theycanhandle

　
ヘニソ
コグこコ

、語'・

＼
≡c、

,・'.

AlveyExpertSystemsStarterPack

TheStarterlbckisastirnulating`hands-on,

guidetothetheoryandpracti㏄ofeocpert

systems.

Itisequallyappropriatetotheneedsofthe

threegroupsofpeoplewhowillbeinvolvedin

ExpertSystems:DPprofessionalsresponsible

f()radvisingonandimplementingthem;the
`expert'onwhomsuchsystemsdepend;andthe

userorganisationasawholewhichwnluhi・

matelybenefitfro皿theirapPlication・The

StarterRrckenablesallofthesetounderstand

thedifferenttypesofexpertisqidentifythe

diffヒrentapproachestothedevelopmentof

systemsnowavanablCandgainpractical .

experienceofwhatisinvolvedinimplementmg

systems・

TheStarterPackcontainsversionsoffour

softwareproducts=Expert-Easq

MicroSYNICS、ESP,Advisor,andMicro

Expert.Theyhaveb㏄nselectedtoillustratethe

differentconceptsinvolvedinExpertSystems

andtogivebroadcoverageofthedifferent

apProachesavailable

EachprOductisaccompaniedbyacompre-

hensiveSoftwareReferenceManuatanda

practical71ainingGulde.Inaddition,thereisa

speciallywrittenUserGuidetoputthepackage

intoperspectiveandguidetheuserthroughthe

generalprincipleofExpertSysterns・

ExpertSystemsResourcePack

TheResoumelltcたisahighlypractica1,up-to-

datqandwiderangingco[lectionofsoftwarq

advicqandinformationbringingtogether:

Ve「sionsoffivepowerfulandsophisti-

catedsystembuildingtoolS-Crysta1,

ExpertEdgqSavoirＬSuperExpert,and

Xiplus-representingabroadrangeof

featuresandcapabilities.

Awealthofin品mationresources

designedtoexplainthesubiectindepth,

passonpracticalexpe亘enceofexpert

syStems,suggestapProachestoselecting

anddevelopingapPlications,andpro-

videsup-tO-dateinformationon

productsandsuppliersintheUK.

AtotaloftwN∋ntydemonstrationapplications

areincludedwiththetoolstoillustratetheir

featuresandtypicalapplications.Someofthe

productsalsoincludeon-linetutorials・

The`information,contentoftheresouroepack

includesaDirectoryofexpertsystems/artificial

intelligen㏄developmentsoftware(ondisc)and

f〈)urpracticalpublications:

CbseS'udies-twenty-sixin-depthcase

studiesofe)cpertsySternsandapplica-

tionsdevelopedinUKorganisations;

ExpertSysterns'&)meGuide'∫ 厄

(CCTA)

AReviewOfKnowledgeAcquisition

Techni4ues/brlixpertSystenzs(BD・

UserGuide

.

4

WHOFOR?

DPstaff,`experts'inpracticalapplicationareas,andusers.

WH灯YOUGET

=罐 麟=罐k2"sぽ=蒜 「=さ:麟瓢s
PK)duct;1UserGuid⊂

羅 灘灘灘難灘鞭
耀 鶯難 燃 罐 耀 鷹 三 菱誉蹴urchase
PleaserefertothePriceListenclosedf(}rthepurchasepriceofthesepackages.AnOrderR)rmis

includedwiththePriccLisし

7
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♪VCCSystems71ain'n8providesthe

authoritativqup-to-dateteachingmaterial

n㏄dedtorunfbrrnaltrainingcour§esin

systemsanalysisanddesign.Ove【allitis

designedtotrainindividualsinthespecial

mixofskMsrequil℃dinsystemsanalysis.These

maybesummarisedas=anunderstandingof

howbusinesseswork;knowledgeofthe

technicalsolutionsavailabletotheanatyst;

inter-personalcommunicationssk川s;anda

meticulousattentiontodetail.Thernaterialis

equallyapPropriatetothen㏄dsoflarge-scale

computeruserswithaninternaltraining

requirement,furthereducationalestablish-

ments,andindependenttrainingorganisations,

bothintheUKandoverseas.

NO(ラSys庭!〃rs7}ロiningisthefifthrevisionto

acomprehensivetrainingresouI℃epreviously

knownasthe7た ガn'ngLibrary/brSyste〃ls

Analysis.Itisthemostcornpleterevisionin

scope,content,andformatyetundertaken.

Thenewmaterialforrnalisesthetrainingof

systemsanalystSinrelationtothekeychanges

whichhavetakenplaceinIToverrecentyears.

Inparticularitren㏄tstheimpactonthework

oftheanalystoft

口newsystemsdevelopmenttechnologies-

especiallystruCturedanalysisanddesign;

口hardwaredevelopments-suchasmulti-

processorconfigurationS`professional'

microcomputers,andadvan㏄sin

COmmUnlCat10nS;

E]theincreasingavailabilityofalternative

softwareimplementationoptidns-

rangingfrOmapPlicationprogram

generatorstothegreateruseofsoftware

packages.

Certification

Amajorimpetusfortheincorporationof

structuredmethOdologiesinNCCSystetns

Truiningisthattheyformakeypartofthe

syllabusfbrtheNCCCertificateinSystems

AnalysisandDesigndrawnupunderthe

auspicesoftheSystemsAnalysis『E
xaminationBoard.

TheNCCCertificateisestablishedinter-

nationallyasarecognisedqualificationand

hasnowbeenawardedonexaminationto

over20,000students.Thenewsyllabus

becamemandatoryfromJanuaryl985;∧ りC

SyStemSTtZTiningmeetSitSrequirementS

infull.
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Whatitcontains

NCCSystemsT「ainingcomprises

comprehensivepresenter'smaterial,including

manyhundredsofOHPtransparenciesand

detailedguidanceontheorganisation,

running,andcontenIofthecourse;fullstuden{

documentation,inthef()rmofsetsofeight

textbooksandexercises;andcompletccase

studymaterial.

Theseprx)videapproximatelyl80hoursof

teachingtimgincluding76hoursofcasestudy

work.Thepackageis,however,designedto

offergreatflexibilityinpresentation.Itcanbe

usedinwholeorinpart;tailo爬dtospecific

requirementsincontentandtimingandcan

incorporateadditionalmaterialasrequired.

SpecialemphasiSinfac輪ispla6edonthe

abilityofthepresentersofthismaterialtodraw

ontheirownpracticalandpersonalexperience

ofthesubjectunderdiscussion.

Thisflexibnityisalsoreflectedinthecontent

ofthecourseThematerialdealswitheight

majorsubjectareas:

Bus拍essSystemsOverview

ComPllterSystemsOΨerview

ManagingSystemsDevelopm㎝I

Hum紐Asp㏄ ぴ

SysternsAnalys51㏄hniques

Syste1皿sControlS

SystemsDesignTechniques

lmple㎜ 楓ion』

Thesea鵬coveredin49separate`sessions,

rangingincontentf")manhouroflecturer

piesentationtoaday-longProg㎜meof

lecture&videopresentationSexerciseSand

discussionperiods、Thesequenceinwhich

thesesessionsarepresentedislargelyamatter

f()rtheindividualcourseo㎎aniser(although

themateriald㏄sincludeanexample

time-table).

CaseStudies

NCCSystemsT垣ningmakesextensive .use

ofcasestudymaterialto【einlbrcetheleaming『

prr)㏄ss.Thefirstoftheseisashort(sixhour)

studycalledFlutedandSquarewhichappears

earlyinthe◎ourseandh'asadualpurposeIt

mustlatesimportantpointsabouttheorganisa-

tionofabusiness;anditservesasapractical

wayof`breakingtheicピbetweenthestudents

onthecoursebyinvolvingthe皿inajoint

pr()」㏄ し

Thesecondcasestudyisacontrolled,

syndicateprojectwhichrunsinparallelwith

theteachingsessionstoprovidepractical

experienceofallthesubjectscovered.It

involvesactiverole-playingtotranslatethe

theoryintothepracticeofanalysiSdesign,and

costingofasystemf()ran㎞aginarycompany

and .culminatesinthピlivピpresentationof

propOsalstothe`ManagingDirector'.Where

facilitiesareavailablqthisfinalstageshouldbe

videor㏄ordedtoensurethatstudentsgainthe

maximumbenefit.



WIIOFOR?

Traineesystemsanalysts

I)URATION

6weeks

WHATYOUGET

/VCCSystemsTrainin81savailableforpurchaseonly.

Thepackageconsistsofaneight-volumesetofPresenter'sNoteswi【hExercises;7110verhead

projectortransparencies;Presenter'sGuide;Presenter'sCaseStudy;eight-volumesetofAsStudent

Textbooks,

Setsofstudentmaterialaresuppliedseparatelyinpacksoften.Theseconsistofaneight-volumeset

ofA5StudentTextbooks,S【udentExel℃iseUnit(StudentGuideandExercises),andStudentCase

StudyUnit.

Purchasede`ails

Moduiesmaybepurchasedseparatety.

ForadditionalstudentrnaterialrefertothePriceListenclosedandusetheOrderFormprovided.

Pleasenotethatthestudentmaterialisonlyavailableifthecompletepackagehasbeenpreviously

purchased.

一174一 9



釧

Nθ㎡。t・ldf5

NewSystems/brOtdisa25minutevideo

programmewhichexplainsthesystemsanalysis

anddesignf皿ctionanddemonstratestherole

oftheSystemsAnalyst.Itisequallysuitedto

careerguldancqvocationaltrainin9

(particularlyinconjunctionwith/VCCSystetns

7励 η仇8),andexplainingsystemsanalysisto

managementandotherswithwhomtheanalyst

works.

InthisvideoEmlynEvanSSeniorAnalyst

f(}rH.SamuelLimited,isseenreモnactingthe

systemdevelopmentprocessf()rastockcontrol

application.Theprocedureisdescribedfrom

theinitialstatementofobjectivestofinal

implementation.

Afteragreeingtermsofreferencqheplans

hisworkscheduletomatchtheavailabletim亀

gathersexistingsysleminfr)rmation,

documentshisfindings,considersalternatives
,

anddesignsasuitableoutlinesystem.

Hethenpreparesadetaiteddesign,

co-ordinatesthePeopteinvolvedin

implementing-includingusers,programmers

andmanufacturers-anddocumentsthe

systembeforeorganisingtests,trainingand

userdocumentation.

Finally,hereviewstheinstalledsystemto

ensurethattheinitialobjectivesweremet.

WHOFOR?

Appro
.priate.tocareerguidancqintroductoryDPtralning,andappreciationtlainingofmanagement

andotherswithwhomsystemsanalystswillcomeintoconロct.

DURATION

25minutes

VVHAI「YOUGET

/∨ewSystems/brOtdisavailableforpurchaseormonthlyhire

ThepackageconsistsoflVideoProgramme(25minutes).

Hirecostsaregivenbelowin`hiremodulespermonth' .PleaserefertothePriceListenclosedf()rthe

hire!modulemonthrateandpu㏄hasepriceof【hepackageAnOrderFormisincludedwiththe

PriceList.

Hi爬delails

Hi陀Hi民 噛』Video

CodeTitleCos1ForTna〔

Hl20NewSys【emsf()rOldIVU*

'Betatnaxformatatsoavailabteノ'orρurchase
.

5

θoiθ9

tq,,。 、.u、eca、e,。dy。,、y,t,m、anal,、 、s

inactionwhichgivesapracticalitlustration

ofthesystemsanalysisfunction.GoingSpare
isbothastand-aloneintroductiontosystems
analysisandavaluablevisualaccompaniment

toNCCSystemsTruiningwhichusesthesame
casestudymaterial.

Ittakesthef()rmofacasestudyconcerned

withtheinvestigation,analysi&anddesignofa
newcomputingsystemforthe`ReliableMotor

Company'.

WHOFOR?

Traineeanalysts

DURATION

25minutes

WHATYOUGET

OoingSpareisavailablef()rpurchaseormonthlyhire .

ThepackageconsistsoflVid◎oProgramme(25minutes} .1

Hirecostsaregivenbelowin`hiremodutespermonth' .PleaserefertothePriceListenclosedforthe

hiCen}odulemonthrateandpurchasepriceofthepackageAnOrderFormisincludedwiththe

PnceList.

Hiredetails

HireHireVideo

CodeTitle.C。stFormat

H12iGoingSparelVU.

'Berattta
.N'ノbr〃taratsoavaitabteノ 「orPi〃'chase.
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∬iADMTmin'n8isamajorNCCresource

whichprovidesallthematerialsneededfora

ten-daytutor-ledtrainingcoursein

StrucωredSystemsAnalysisandDesign

Method.

SSADMwasselectedbytheCCTAaslhe

preferredmethodforusewithinGovernment

andisbecomingincreasinglywidelyandsuc-

cessfullyusedinboththepublicandprivate

s㏄tor.TheCCTAandNCCareco-operatlng

inthepromotionandsupportofthemethod

anditson-goingdevelopment、Professional

stafftrainingintheuse.ofthemethodisan

impOrtantaspectofNCC'ssupPorし

SS41)ルt7}uin～ngovercomesthemajor

pr《)blemsofdevelopinganewcourseona

newsu旬ectfromscratch.Itincludescompre'

hensivelecturenotes,supPortedbycolour

OHPtransparencies,casestudyＬstudent

notes,referencedocumentation,andpractical

guidanceonrunnmgcourses・

Thisauthoritativepackagefollowsthe

methodthroughitssixstages,givingstudents

theopPortunitytopractisethetechniques

tt刑ghtbymeansofpracticalexercisesand

casestudyworkateverystageThematerialis

packagedasatwo-weekcoursecoveringA

nalysisinthefirstvyeekandDesigninthe

s㏄ond、

TheAnalysismaterialscoverthefirs"hree

stageSofSSADM:

SIage1-Analysisofsystemoperatlons

andcurrentproblems;

Stage2-Specificationofrequirements,

intermsofwhatthesystem

mustprovideratherthanhowit

willwork;

Stage3-Selectionoftechnicaloptions,

inwhichtheusersel㏄tsa

syStemf()rimplementation

fromamenuofpossibilities,

eachhavingdifferingservice

levelsandcosts/benefits.

Incoveringthesqthematerialsexplain,

illustratqandprovidepracticeintheuseof

thefollowingtechniques:

D-ataFtowDiagmms(DFDS2口

Diagrammingconventions

口DFDlevels

口PhysicalandlogicalDFDS

L,ogicatllataS〃uctur'ng口

噛chniqueofentitymodellingtodefinethe

relationshipsbetweenentities.

En'ityLifeHlstories

口ELH'sasamethodofidentifyinghow.

entitieschangewithinthesystemＬtass!sts

withthedefinitionofprocessesandtheir

sequence

TheDesignpartofthepackagecoversthe

remainingthr"estagesofSSADM:

Stage4-Datadesign,inwhichthe

detailedlogicaldatastructure

andcontentisdefined;

Stage5-Processdesign,inwhichin己ivi-

dualprocessesarespecifiedm

detail;

Stage6-Physicaldesigninwhichthe

conversionofthelogicaldesign

toonewhichwillbe

implementedonparticular

hardware/softwareisspecified

andrefinedtomeetperf()rm－の
anCerequlrementS.

TheDesignpartofthecoursecovers

techniquesfbr:

Relat'ona'DataAnaり,siS

口RulesofTNFanalysis

口OptimisingresultsofTNFanalysis

Co〃lpos'teLo8'α}'DataDasi8n

口CfeationofaTNFdatastructurefrom

resultsofoptirnisedTNFanalysis.

口Resolutionofdifferencesbetween、theTNF

datastructureanthelogicaldatastructure

(entitymodel)toprOduceaComposite

LogicalDataDesign.

PrvcessOuttines口

Creationoflogicalprocessoutlinesfrorn

ELH,sandFunctionCatalogue

Integra{ionwithNCCSystems
'ltaining

Averyimportant允atureofthismaterialis

thatitcanbeusedinconjunctionwiththe

internationallyestablish◎dハXCCSystems

Trainingtoconstructabasicsystemsc .o.urse

basedonSSADM.Adetailedconversionplan

andsampletimetab1らshowinghowthetwo

canbeintegratedintoasixw㏄kcourseis

includedinthePresenter'sGulda

WHOFOR?

SystemsanalystsanddesigPers

DURATION

Tendays

WH闇 「YOUGET

SSADMTセainingisavailablef()rpurchaseonly.

繍 灘 籔⊇ 耀憲㌶ 総麗馴 竃竃。、
thetwo-volumeSSADMManual.

EachvolumeofSωdentNotesandtheStudent'sCaseStudyissuppliedseparatelyinpacksoften.

PleaserefertothePriceListforthepurchasepriceofthispackageandadditionals田dent

materiaLAnOrderR)rmisincludedwiththePriceLisし
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Theneedtoadop【softwareengineering

principles,methods,andtoolsisrapidly

becomingthemosturgentpriorityincomput-

ing.Themajorobstacletotheiradoptionhas

beenthelackofaccessiblqcomprehensivgand

COSt-effe℃tivetraining.

Now,the∧rCCS(5ftwa,eEng'neeringTraining

Librarγputssuchtraininginthehandsofany

organisationwantingtoapplyandbenefitfrom

softwareengineeringdevelopmenttechnology.

The∫()ftwareEngineeri'ngTra'〃'ngLibraリ ノ

providesup-to-datqprofessionaltraining

materialsf()rtutor-ledtrainingcourses.A

modular,large-scalet【ainingresourcqit

satisfiesthreemajortrainingrequirements:

肚enablescourseandin-housetraining

providerstorunpractica1,skilldevelop-

mentcoursesandprogrammesacrossa

broadlangeofkeysoftwareengineering

topiCS.

Itfc)rmsthebasisfbrcoursesleadingto

theIEE/NCCCertificateinSoftware

Engineering.

Itshighlymodularstructuremeansthat

manysessionscanbeusedindividually

forrefresherorremedialtrainingor

incorporatedintoothercourses.

CONTENT

TheLibrat),consistsofteachingandstudent

material,comprehensivelysupportedbyOHP

slides,f()r88differenttutorialsessionsof

betweenhalfanhourandthreehoursduration.

Thesesessionsa】 ℃o【'ganisedintoeightcourses,

ofbetweentwodaysandtWoweeksduration,

covenng:

SoftwareEngineeringPrinciples;

Proj㏄tInitiationandRequirements

Specification;

SystemsandPrr)gramDesignand

Implementation;

SoftwareVerification,Validationand

TeSC

SoftwareReliabilityandMaintenance;

SoftwareProjectManagemen駕

softwareQualityAssurance;

ConfigurationManagement.

ltshouldbenoted,however,thatthemodularity

oftheLib/uCアissuchthatitcanbeusedin

manyotherwaystomeetsp㏄ifict【aining

objectives、

USINGTHEHBRARY

TheLめralッprovidesacomp[ete`kit'f()rparti-

cipative`1ecture-stylピpresentationsupPorted

byOHPslides,practicalexercises,andcase

studywork.～'erydetailedoverallandsession

timetablesaregiveninthe7ittor(}uidewhich

alsoofferspracticalguidanceonthestyleand

objectivesofeachsession,physicalplanning,

andcourseIeviewsCoursestaffing佗quire-

mentsarealsothoroughlycovered.

IEE/NCCCertificate

Amajorbenefitofthe&)ftwareEngineering

TrainingLibrary,particu[a■lyfbrusersin

furthereducation,isi岱closerelationshiptothe

∬EE/N㏄ α πφcα 館'n&～ftwaneEngineering.

TheobjectiveoftheC22rtijicateistodemon-

stratethatholdersareabletoactascontribut-

ingmembersofaSoftwareDevelopmentteam;

itwillbeawardedtocandidateswhohave

cornpletedaSoftwareEngineeringCertificate

ExaminationBoard(SECEB)approvedcourse

oftrainingandreachedasatisfactorylevel

measu民dby:

continuousassessmentofcoursework;

projectwork;

writtenandoral㎜inations.

A㏄reditationfbrtheCenificatecourse

requiresevidencefromorganisationsthatthey

havetheappropriatetrainingresour㏄sand

materials.SmcetheＬL功mry,supplementedby

modules2and6fromtheNeCSyste〃ts

7}ロin'hgpackagqprovidesallthetraining

materialneededtocσverthesyぬbusofthe

Certificatqitsusewillplayamajorpartbothin

runningcoursesandinachievingaccreditation.

An五bzzTminationCoutse(}uldeisincludedin

theLめraリ ノwhichgivesfulldetailsofitsusef()r

certificationcourse&

」
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WHOFOR?

Softwaredevelopmentstaffinvolvedinormovingintoreal-timeapplications,embeddedsystems,and
operatingsystemsoftware;peopletakingcomputingcoursesinhighereducation.

DURATION

畿灘 霊 鑑 ㍑。瓢 罐r=瓢 ㌫ 蕊8濃蹴 慧;竺whichcanbe
WHAI『YOUGET

TheNCCSoftwareEngineeri'ngTrainingLibrat}・isavailableforpurchaseonly,eitherasacottspicLc

setorasindividualcourses、.

ThepackageconsistsofaIUtorPackforeachcoursqcontaininga〕[UtorGuidqonesetofStudent

Notes,andOHPSIides(alrnost2000intotal).TheSoftwareEngineer匡ngPr'nciptescoursematerial

includesthe7bolsofthe7}udevideoprogrammeandbooklet(seepageB);thecompleteLibraryalso

includestheExaminationCourseGuideAdditionalsetsofStudentsNotesaresuppliedinpacksof

five

PleaserefertothePriceListenclosedforthepurchasepriceofthispackage.AnOrderR)rmis

includedwiththePriceList.

{!ei,,2.ill/IX,2,'sgk/g/,E・z/E'//sa//im:i/p/li欝欝
～ation'sprofitability,competitiveness,and

cfficiency.

TheapPlicationofamoresystemanc

approachlothedeveiopmentofsoftwareis

longoverdue.Thetoolsandmelhodsofsuch

・anapProach-collectivelyknownas`so『tware

engineering'-arealreadyavailableThis

importantnewvideoprogramme-7～)oな(～f

rheTrade-providesamanagementintro-

ducliontoso『twareengineering.ltsobjecliveis

logivemanagersastartingPoin〔for【heintro－

ductionofsoftwareengineeringtechniques

lntotheircompany.

Thevideoandaccompanyingbooklet

demonstratesthebenefitsofapplyingengin・

eeringtechniquestosoftwaredevelopment,

explainstheimportancqintroducesthe

terrninologyandconceptsinvolved、and

providespointerstoactionsWhichsenior

managcmentshouldtaketoimprovesoftware

development.

ToolSoftheTradeisthefirststageofamajor

coUaborativeprogrammeofawareness,

education,and{rainingbeinglaunchedby

NCCandotherleadingorganisationstoenable

UKindustrytobenefitfromsoftware

englnee「1ng・

一難 が当:ち ア
、.「吃

1

WHOFOR?

Seniormanagement.

DURArlON

18minutes(plusreadingmateria1}

VVHAI「YOUGET

To《=)tsofthe7}udeisavailablefbrpurchaseonly,

ThepackageconsistsoflVideoProgramme(18min田es);5booklets.Additionalpacksofbooklets

areavailableseparatelyＬ

PurchaseDelails

AdditionalBookletsareavailab1einpacksoffive

PleaserefertothePriceListenclosedforthepurchasepriceo『thispackage.AnOrderFormis

includedwiththePrlceList、

.

.
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WhatiSS(～ftwareEngineering.Pisa75minute

videoprogramme(withstudenttextbook)

producedbytheOpenUniversityanddesignedf

()rDPstaff.ItSobjectiveistoexplainthe

principlesofSoftwareEngineeringand

illustlatetheirapplicationanditisaimedat

computingstaffatalllevelsofexperience

Theprogrammeisbrokendownintofive

distinctsessions:Introduction;Requirements

AnalysisandSpecification;SystemDesignand

DetailedDesign;DocumentProcessing;

QualityAssurance;Validation,andTesting.

Thevideoitselfisafascinating`flyonthe

wall'documentarywhichfollowsaproject

teamfromaleadingsystemshousethroughthe

developmentofamajornewreal-timesystem

fortheMeteorologicalOffice

ItSCOntentiSunCOmpfOmiSinglytruetOlife.

Thisistherealworldofsystemdevelopmenち

notastudiopresentationofatheoreticalidea1 .

Ineffect,theviewersitsinonprogress,review,

andclientmeetings;watchesprofessional

designersandprojectcontrollersatwork;

eavesdropsontheirconversations;andseesthe

errorstheymakeaswellastheirsuccesses.

Thus,whilstmanyofthetopics,procedureS
andideascoveredmaybenew,thefactthatthey
areintroducedinafamiliarenvironment
ensuresthattheaudiencewillreadilyrelate
tothem.

Theaccornpanyingstudenttextbookisin
twoparts.

Thefirstpartexplainstheneedfbr,and

principlesandfUtul℃o£SoftwareEngineei・ing;
mtroducesamodelofthesonwaredevelop-

mentprocess;andthenrelatesthemodeltoa

specificreal-lifeproject(adifferentonetothat

onthevideo).Ashertglossaryandsuggestions

f{)rfurtherreadingareincluded.

Thesecondpartprovidesstudynotesf()ruse

withthevideo.Itstartsbyprovidingback-

groundinformationontheprojectandtheコ
proJectteam'stechnicalandmanageriaI

p【oposals.Thenitsummariseseachofthefive

sessions,highlightingparticularpointsof

mterest,providingadd"ionalexplanationas

necessary,andillustratingmanyofthe

documentsinvolvedinthedevelopment

proceSS.

WHOFOR?

Allcomputingstaffnewtosoftwareengineering

DURATION

75minutes(plusreadingmaterial)

WHAI「YOUGET

WhatiSSoftwareEn8inee月ing2isavailablefbrpurchaseonlyＬ

Thepackageconsistso{1VideoProgramme(75minutes);lStudentTextbook .

AdditionalStudentTとxtbooksareavailableinpacksoffivePleaserefertothePriceListenclosed

forthepurchasepriceofthispackage.AnOrderR)misincludedwiththePriceList .

罐
TowarzlSFo〃 ηα∫腋 τ力(m!sisavideopro-

grammewithaclearmessage:ltiSpossめleto

'ncreases(～ 加 硫 ヲρπ〃ヒcτρハoductルityand

efficien(ry,forma/〃le'加`iS'arearealiStた

mα 〃rsq〆achievingthoseobjec伽ex

Thevideoshowsexactlywhatcanbeachieved
,b

yexaminingtheexperienceofsevenの ロ
companieswithf()rmalmethodsofsoftware

developmenしTheresultsareimpressiveand

includelgreatlyimprovedcommunication

betweenthedevelopmentteamandusers;

prodUctivitygainsof250qro;softwareintegra-t
lonnme-scalescuttoone-sixth;asimilar

reductioninpr()ject【esou【 ℃esapPliedto

softwaremaintenance;andenhancedsoftware

portability.

ProducedbytheBBCinconjunctionwiththe

OpenUniversit》 ～aSpartoftheAlveySoftware

Engineeringprogrammqthevideoisaimedat

everycomputeruserinvolvedwiththedevelop－

mentofcomputersystems.Italsomeetsthe

needsoftwodifferentaudiences;

★Seniormanagementconcernedwi【hthe

impactofcomputingandsoftwareper-

f{)rmanceontheirorganisation1(or

product)responsibilities.

★Computingmanagementandprofessional

staffresponsiblefor,orinvolvedin,soft-

waredevelopment.

Thevideoisdividedintotwobands.Thefirst

isaimedatbothaudiences;thesecondatthe

computingaudienceonly. .

Aninformativeaccompanyingbookletlooks

atthelimitationsofnaturallanguageasa

meansofspecifyingrequirementsandsystems

design;showshowformalmethodshelpover-

cometheproblems;andexploresattitudes

towardsformalmethodsandcorrectsmis-

conceptionsaboutthem.

WHOFOR?

Softwaredeve[opmentstaff(bothprogrammes)andseniormanagement(firstprogrammeonly)

DURATION'

40m{nutes(two20minuteprogramrnes)plusreadingmaterial ,

WHATYOUGET

7～)waノ'dSForma/ルte〃iodsisavailablefbrpurchaseonly .

Thepackageconsistsof2VideoProgrammesollonecasseUe(40minutcs)andasetoffiveA4

booklets.Additionalpacksofbookletsareavailableseparate|y.

PleasercfertothcPriccListencloscdfbrthep山 ℃hasepriccof(hispackagc .AnOrderFormis

cncioscdwithtllePriceList.
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多機 織
currents【ateofdevelopmentinthissubject

areaandadescriptionofeachtooL

Thetoolsthemsetvesarefullyfunctional

versionsofleadingproducts.Therear{ち

however,somelimitationsonusageconsistent

withthefactthatthesearesamplersIatherthan

fulltscaleimplernentationversions.

Byworkingwithtools-andapplyingthemin

real-lifesituations-staffnotonlygaindirect

exPerienceoftheus《 ㌔facilities,strengths,and

limitationsofeachproduct,butalsoanin-

depthperspectiveonthesubjectasawhole

Sincepersona1,hands-onexperienceisthe

quickestandmosteffectivewayofdeveloping

practicalunderstandingofsoftwaretoolsand,

methods,theSamptersareveryplacticaltrain-

ingaids-ideallysuitedtobothprofessional

staffbasictrainingandfurthereducation.

Equallyimportant,bygivingfirsthand

appr㏄iationofthetechniquesinvolved,they

alsoenableuserstoaccessthetrainingimpli-

cationsofwide-spreadadoptionofaparticular

toolwithinaninstallation.

TheTbolSamplersalsoofferanumberofother

benefts:

0～ ～ノectivesetectionTheyenableuserstoコ 　
1dentifyandevaluatedifferentoptions;define,

rank,andapplytheirownconsistentcriteri駕

testindividualproductsagainstrealneeds;and

makecomparativeassessmentofdifferent

products-allcompletelyf庁eefromoutside

㌧ ご::㌻:ぽ.言 芸 る 。9=。 恥,C。n、。1、an、、,、。ft。、,e
specialists,andotheradvisors,the「R)ol

Samplersareaneffectivewayofrapidlyacquir-

ingPersonalexpertiseandexperienceinnew

softwaretechniques.

1)ract'ca'de〃lonstration、Akeycharacteristicof

softwareengineeringisthatitfacilitates

communicationbetweenthesof、waredevel-

opersandtheeventualusersofthesystem.

Theimplementationofmostnewsoftware

methods,thereforqimpactSnotjuston

professionalDPstaffbutalsoonend-users.

TheTc)olSamplersareanidea[wayof.intro-

ducingallthesepeopletodifferen【waysof

workingandhelpingthemtounderstandthe

implications.

Ol。cve、 。p,db,,h,s。,t。 。,eT。 。、、D-。 。、tra－

4GLToolSampler

Fivetoolschosentoillustratethefivedistinct
techniquesadoptedby4GLsupplierstoimpte-
menttheman-machineinterface:

Spreadsheet

【)atabase

FormFilling

MenuSe[ection

ProceduralLanguages

Selectionoftheright4GLdependsup茱)nwho

willuseitandwhatapplicationsitwillbeused

for.The4GLT()olSamplerenablesyou【o

investigatethefivemajorapproachesandmake

objectivedecisionsbasedonthetrade-offs

betweenpoweらfunctionality,andeaseofuse.

ThisSamplerPackincludesasignificamlevel

oftutorialanddemonstrationmaterial.

Includes:LogiStbらOracteＬPro－ ノレζProgtess,

andSea-Change

ProjectManagementToolSampler

TheProjectManagementSamplercontains

fiveprojectmanagementtoolsselectedto

illustratethemajorfeaturesavailableinsome

ofthelatestsoftwareofferings.

TheselectionofaProjectManagementTooE

dependsasmuchupOnitseaseofusqreporting

flexibility,speedofresponsqandthefacilities

ilprovidesforthefurthermanipulationofdata

asitd㏄suponitsplanningandscheduling

features.TheProjectManagementSampter

willallowyoutoassessthebenefitsofthese

featureswhenapPliedtoyourownspecific

projectneeds.

Includes:Sμ 〆rρ 卿 εc〃 η瓜Arrルttzster

AdりancqPlantrac,PルtPV,andArtemlSPro.ノ'ect.

AnalysisandDesignT〕olSampler

TheAnalysisandDesignToolSampler

containsfivesoftwa【etoolsdesignedto

supportarangeofAnalysisandDesign

mαhodsincluding:

JacksonStructuredProgramming(JSP)

JacksonSystemsDevelopment(JSD)

TheDeMarcomethodf()rStructured

Analysis

YourdonStructuredTechniques

Oneoftheproblemsexperiencedbyusersof

manyofthestructuredmethodsavailablehas

beentheamountofpaperworkproducedand

cross-referencing.Asimplechangetoone

documentcanleadtoamajorre-referencing

exerciseDocumentscaneasnybecomeincon-

sistentresultinginaninaccuratedesign.Tb

overcometheseproblemSanumberofsup-

pliershaveproducedAnalysisandDesign

toolS.

TheAnalysisandDesignTbolSamplerw川

helpyouunderstandthecharacteristicsof

severaldifferentAnalysisandDesignmethods

andwillatlowyoutoinvestigateandevaluate

fivesoftwaretoolswhichsuppor"heopcratlon

ofthemethod.

Includes:SpeedBuilder,Pl)19}「our(ゴon

Analysts/DasignTootkit.S}'SPECand

Stntctured、4rchitect.

Vレ咋HOFOR?

Softwaredevelopmentstaff;peopleadvisingontheuseorpurchaseofsoftware;studentsinhigher

education.

"卍1ATY《DUGET

The7～)ot∫iamptersareavailablefc)rpurchaseonly.

Eachpackageconsistsof`demonstration'versionsondiscoffivesot'twaretools;supplierssoftware

manuaLsforeachtool;andaspeciallywrittcnintroductiontothetoolsubjectarea.Thesoftwarerしms

onthelBMPC,XT,AT,andcompatibles.

PleaserefertothePriceListencloscdforthepurchasepriceof【hcpackagc.
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personorseveraLYbuexpecti"obeeffどctive;consistentincontentoveralongPeriodof

time;andrelevanttotheCOBOLimplementationyouuse.Andyouwan"obeableto

matchtheleveloftrainingprovidedtothelevelofexperienceoflheindividuahrainee.

TheseproblemshavebeenheightenedbytheemergenceofthenewCOBOL85

standard.Thishasresultedinarapidlyincreasingdemandf()rappropriatetraining

resourcesfbrthenewstandardandfbr`conversion'trainingofexperiencedprogrammers、

Equally,installationswhichhavenoimmediateplansf()rconversionmuststillseriously

considerthelong-termimplicationsofanytrainingtheygivetheirnewentrantsnow ,

NCC'srangeofCOBOLtrainingpackageshastheflexibihtytosatisfycvery

requirement.Theyincludecomprehensivevideo-basedtraininginboththeANSI74and

85standardsandapracticalconversiontrainingcourseR)rprogrammerschangingfrom

theearherstandardtothenewone

Thesematerialscombinevideomaterial,workbooks,tests,practicalexercises,

presenter'snotes,andexampleprograms.Thustheyrepresentahighlyefficientapproach
totraining,usingthemosteffectiveandappropriatetechniquestostimulateandsustain
interestanddevelopparticularskills.

Sincethesematerialscanbehiredasrequired,orpurchasedf()rcontinuinguse,they
arealwaysavailablewhenevertheyareneeded.Theyareequallysuitedtoself-instruction

(supportedbytutorsupervision)andtogroup`classroom'training.
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COIハOL

Thesematerialsprovidecomprehensive

tuitioninallthemajoraspectsoftheANSt74

COBOLstandard.Specialattentionispaidto

__highlightinglhedifferencesbetweenindividual

implementations.Prac{icalexperienceofyour

versionisthengainedthroughprojectwork

whichisrunonyourcomputerandsoprovides

themostpositiveillustrationofwhatthese

differencesmeaninpractice

C()BOLcanberunasasinglecourseorsPlit

intotwodistinclpartswhichareavailable

separatelyifhiring.Youcanrunitasa

complete【hree-weekcourseorspliti【intotwo

partsseparatedbyworkexperience.Buthowever

youuseit-individuallyorforgrouptrammg,

full-timeoronasandwichbasis-thecontent

remainSCOnSIStent,

Method

ThecompleteCOBOLcourseissplitinto

fi.fteensessions,designedto㏄cupy【hreeweeks

offull-timetraining.Thefirstsevenunitscan

alsobeusedasa1レ/1weekbasicintroductionto

COBOLandtheremainingeighlasamore

advancedtwo-weekcourse

Thefifteenunitscoverthefollowingtopics:

1.IntroductionIntroductionto〔he

languag{ちthefunctionofthef()ur

divisions,entriesintheldentification

Divisionandtheconfiguratlonsectlon

oftheEnvironmentDivision.

2.COBOLLanguageStructul℃The

COBOLcha鰍cterset,reservedwordS

namesinCOBOL,literals、figurative

constants,theconstructionofCOBOL

prograins,theCOBOLcodingfc)rm,

COmmentS,SyntaXrUleS.

3.DefiningFaesandRecordsSelectand

assignstaternentSFDentries,record

descriptions,pictureclauses,souK=e

libraryaccess.

・.4 .ProcedureDivisionCodingFile

handlingstaternent$Open,Closq

Read,Writ阜theMovestatement,name

qualifications,Stop,Run,Go「[b,Open

Extend,movecorresponding,concept

ofFileStatus.

5.FurtherDalaandProcedu[℃Di∀ision

CodingFigurativeConstants,muhiple

inputrecordf()rmats,Wbrking-Storage

andtheValueclaus∈ ≒thebasicAdd

s白tement,thebasicIFs白tement,

Display,Declaratives,nαesontestmg

anddebugging.『

6.LogkinCOBOLSectionsand

paragraphs,thePerf()rmstatement;If

ElseＬconditions-nameconditions,

combineconditions,theuseofNotin

爬lalionconditions,signconditions;

theAlterstatement,GoT()_Depending.

7.ArilhmeticmCOBOL～ 任heimplied

decimalpoint,S-sign,Usag鳥numerlc

i【ems;MovqAdd,Sub甘act,Multipiy,

Divide、togetherwithRounded,

RcmaindcrandOnSizeError,

mulliplereceivingfields、thecorr

option,thesyncclausqthe`P'picture

character.

rThese/irstsevenun〃sconstitu'ePtirt

Onewh'ch/naybetakensepanttely∬ α

bαs'cintro(7uct'ontoCOBOLノ.

8.ReportPr`Ddudi()nPrintercontrolusing
WritqtheLincageclausqnumeric

editcditcms,z.crosupprcssion,decimal

poillt,sign,currencysymbo|,inscrtion
characlers,110alillgcharacter,[)ccima|

一182－

Points,Currcncyclaus(≒Bef()re

Advancing,Justifiedclausqediting

charactersCRandD臥BlankWhen

Zeroclausqthe.picturecharacter,Sign

clausqAcceptstatement.

9.TableHandlingDe『iningtables、

referencingatableelement,tablesof

groupitems,Redefinesclausq2

dimensionahables,Perform...Varying…

Af【er,1ndexnamesanddataitems,

Ascending/DescendingKeyＬSetand

Search,

10.InterProgramCommunicationsCall

andExitProgramstatements,passlng

databe{weenprograms,nestedCalls,

Cancel,CalL..OnOver∩ow,

11.Sorti■g田dMergingTheSortand

Mergestatement,describingtheSortfile

andSortsequencqusingInputand

Outputprocedures,ReleaseandReturn,

UsingandGiving.

12.lndexedFilesDefiningindexedfiles,

readsequentiallyandrandomly,Start,

AlternateRecordsKey,FileStatUs,

DynamicAccess,RelativeFiles.

13.FileUpdatingUpdatingsequential,

indexedandrelativefiles.

14.AdvancedS`ringHandtingInspect,

String,Unstrlng.

15.VariableLengthRecordsMultiplefixed

lengthtables,Occurs_Depending.

(しtnits8to15makeupl〕 ㎏rrTwowhich

maybetakensepa囮telywheretrainees

haveagroundinginCOBOLノ.

Eaehsessionisintroducedbyanimaginative

andinf()rmativevideoprogrammewhich

fc)cusesattentiononthemajorpointstobe

covered.Thedetailedcontentofthesessionis

exhaustivelycoveredeitherbyworkingthrough

therelevantchapterintheVゾbrkbookorbya

tutor'spresentation-comprehensiveguid-

anceforwhichisgivenintheTiＬtor'sGuide.

Aseriesoftestsensuresthatthe

materialhasbeenthoroughlyunderstoodand

thisisfbllowedbyasetofpracticalexercises

whichteachthestudenttoapplytheconcepts

learnt,

Courseproject
Inadditiontothemanypractical

prograrnmingexercisesandexamples,which
areacentralfeatureofthepackagqamore
detailedCourseProjectisa!soavailabletoall
usersofthecourse.ThisisincludedintheSale
versionandsuppliedasapurchaseoptionwith
theHireversion.

Thisrealisticandstimulatingproject
requiresthestudenttowriteasetofCOBOL

programsf()ranEstateAgent,basedonafull
wriftenbriefandsystemsspecification.
Completionofthisprojectmakesstudents
eligibletotaketheNCC/CityandGuilds
Examinationandsoacquireaf()rmal
qualificationinCOBOLproglammmg.
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COBOL85

ThismajorNCCvideo-basedtraining

materialpackageisequallysuitedtoself-

mstructlonortutor-ledcourses.Itincludesfive

videotapesandcomprehensivetutor,referencq

andstudentdocumentation,designedto

providethreeweeksoffulltimestudy,Thereis

alsoacourseprojectscheduled【otastbetween

twoand【hreeweeks.

Method

COBOL85issplitintol7sessions.
Eachtakesthef()rm:

ViewVideomaterial

Readnotes

Do`quiz'totestcomprehension

Thesessionsaresplitintothreegroups-
Elementary,IntermediatqandAdvanced-
whichcanbeconductedseparately.

Elementary

Attheendofthisgroup,studentswillbe

capableofwritingsimpleCOBOLprograms.

Topicscoveredbythesixsessionsare:

LIntroductiontoCOBOL-structure

ofCOBOL;statementlayout;COBOL

syntaxandMeta-language

2.SequentialFileDefinition-

sequentialanddirectaccessfiles;

definitionofexternalfileattributes

andfilestructures;definitionof

recordsandfieldsincludingdata

structurediagrams;theInput-Output

SectionandFi1eControlparagraphin

theEnvironrnentDivision;FDentries

intheFileSectionoftheData

Division,CopyandReplace

3.CodingtheProcedureDivision-

structureoftheProcedureDivision;

Open,ReadandWrite;GoTo,αose

andStopRun.

4.UsefulFeatures-basicAddand

Subtract;If_End-lfnestedIPs;

RelationalOperators;W()rking-

StorageSection;Write..After;Accept

andDisplayfigurativeconstants.

5.Control【 ρgic1-howtostructure

programs;Perfc)rmanditsoptions;

simpleandcompoundconditions;

Exit.

6.Arithmetic1-Arithmeticstatements;

RemainderandRoundedclauses;

picturecharactersS,V;theUsageand

Signclauses.

Intermediate

Thisgroupdevelopsexpertisesothatatthe

endofeachsessionstudentsshouldbe

capableofwritingprogramsthatusethe

featuresdescribed.T()picscoveredbythe

SeVenSeSSIOnSare:

7.DataDefinition-A&Pandpicture

charactersf()rediting;otherData

Definitionc}auses;Special-Names;

Initialize

8.ControtLogic2-conditionnames,

level88entries;Set...ToTrue;【he

simpleversionofEvaluate;Go〕 「b... ,

Depending;Continua

9.Arithmetic2-evaluationanduseof

arithmeticexpressions;Compute;and

SizcError.

to.Inter-ProgramC《,mmuniLration1-

Scctiollsi田hcProcedurcDivision;

Modulcs;asimp[evcrsionofCall;Exit

Program;pa∬ingparalneters.

一183一

1LlndexedFiles-typesoffiles;Select

entry;creationusingWrite.,Invalid;

dataretrievalDynamicaccess;Read...

NextAlternativer㏄ordkeys;and

aCCeSSrelatiVefileS.

12・FileUp《lating-principles;OpenI-O;

ReadandWrite;DeleteandFilestatus.

13.TableHandling-definition;

accessingdata,multi-dimensional

tables;initiatization,Redefines;Index

names;AscendingandDescending

clauses;Keyclause;Searchstatement;

theCorrespondingoptionofMove

andAddqualificationofdatanames.

Advanced、

Thefinalgroupconsistsoffourstand-

alonesessionswhicheachconcentrateon

specificadvancedfeaturesofCOBOL85.

Theycanbeviewedinanyorder:

14.TheEvaluateStatement-roleofa

case-typestatement;Evaluate1]〔ue/

False;Evaluateidentifier;Evaluate

condition;CompoundEvaluate;

Decision"lhbles.

15.StringHandling-thebasicInspect,

String,andUnstring;thePointer,

DelimitedBy,Counterclause;

ReferencemOdification.

16.lnter・ProgramCommunication2-

extensionstoCall,ProgramID,and

FD;containedprograms;theGtobal

clause

IZTheSort・Me㎎e-specifyingasort

file;Sort&Merge;sourceand

destinationofdata;Releaseand

Return.

COBOL'85ConversionCourse

Thesearevideo-basedmaterialsf()rself-

lnstructlonortutor-ledtrainingfbr

experiencedCOBOLprogrammersmoving

fromthe74tothe85standard.Theyinclude

threevideosessionsandsupportingtutorand

studentmaterialandaredesignedtoprovide

onedayofpracticaltraining.Thesessions

coverthefolloWingtopics:

LIntroductiontoCOBOL85-major

changesintroducedinCOBOL85;the

scopedelimiter;in-1inePerfbrm;Not

optionfc)rAtEnd;SizeBrror,Invalid

KCyandOverflowclauses;changesto

theFDandSelectentries;Initia1;Set.。

True;basicEvaluate;Continue;

ReplaceandCopy_Replacing;

optionalfeatures;andobsolete

features.

2.Eyaluatestatement-roleofacase.

typestatement;EvaluateTrue/False;

Eva[uateidentifier;Evaluate

condition;CompoundEvaluate;

DecisionTRibles.

3」nter・programcommunication-

extensionstotheCallProgramID,and

FDstatement;containedprograms;

andtheGlobalclause.



COBOL WHOFOR?

TraineeCOBOLprogrammers

DURATION

3weeks`(orlt/2weeksintroductorytlainingand2weeksmoreadvancedtrainingseparatedbywork
experience).

WHATYOUGET

COBOLisavailablefbrpurchaLse(completepackageonly)ormonthlyhire

Thepackageconsistsofupto15VideoProgrammeson6cassettes(310minutes);1Tutor'sGuide;

lS1udentPackconsistingofW()rkbook,StudentNotes,ExamplePrograms,ReferenceSummary,

andCourseProject.

Purchasedetalls

Thepurchasepriceisf()rthecompletepackageonly.Whenyoupurchasethispackageyoureceive

oneStudentPack.Additiona]packsaresuppliedinse【soffive.

Hiredetails

Y()ucanhirethecompletepackageorPartsland2separately.ThehirecostincludesoneStudent

Pack-butnoltheCourseProject.TherequirednumberofCourseProjectsandadditional

SIudentPacksshouldbepurchasedatthetimeofhire.

Hi爬HireVideo

CodeTille(bslForma`

HlO2COBOL-CompletePackagel5VU卓

ト{103COBOL-Partl7

HlO4COBOL-Part28

■

、
、

COBOL85 W}{OFOR?

TraineeCOBOL85programmers

DURATION

3weeks

WHATYOUGET

CO80乙85isavailablef{)rpurchase(completepackageonly)ormonthlyhirc

Thepackageconsistsofup【ol7VideoProgrammeson5casse"es(268minu【es};[匝 【oピsPack

consistingof:lT』torGuideandlStudentPack.TheSωdentPackconsistsoflStudentNotes,

StudentWOrkbook,ReferenceSummary,ExamplePrograms,andCourseProject.

Pur℃hasedetails

Thepurchasepriceisforthecompletepackageonly.Whenyoupurchasethispackageyoureceive,

oneTUtor'sPack.AdditionalS【udentPacksaresuppliedinsetsoffive

Hiredetai{s

Y()ucanhirethecompletepackageoranyof【hethreepartsseparately.Thehirecostincludesone

S1udentPack-butnottheCourseProject.TherequirednumberofCourseProjectsand

additionalStudentPacksshouldbepurchasedatthe【imeofhire.'

Hi陀Hi祀VMeo

Code

H148

H149
H150

H151

Title

COBOL85-CompletePackage

COBOL85-Part1:Elementary
COBOL85-Part2:Intermediate

COBOL85-Part3:Advanced

Cost

5
6

7

4

1

Format

VU車

COBOL85C《}nversionCourse WHOFOR?

ExperiencedCOBOLprogrammersmovingtothe85standard

DURATION

lday

、
ヒ

WHATYOUGET

COBOL85Conversion(rourseisavai|ablef()rpurchaseormonthlyhire

Thepackagcconsistsof3VideoProgrammesonlcasse"e(44minutes);Tutor'sGuidqStudent

Noles,StudentWorkbook,andReferenceSummary

Purchasedetails

WhenyoupurchaseIhispackageyoureceiN℃onese【ofStuden〔Material.Additionalsetsare

avaiiableinpacksoffive.

HiredelailS

Thchirecostincludesonesetofstudentnlatcrial.Therequirednumberofadditionalsetsofstudent

materialshouldbepurchasedatthetimeofhire.

Hirecost:aregivenbclowin`hiremodulesperinonth'.PleasercfertothePriceListenclosedf()rthe

hirernodulernonthrateandpurchasepriceofstudentmaterial.AnOrderFormisinc|udedwiththe

PriceLiSt.

}"re

ぐ《,de

1.1152

Title

COB《)t.SsConN・ersionCourse

Hire
Ci,st

3

Video

FormHt

VU■

.β(・tu'〃a
.N',ノ～ノr〃Tatalsθ`ハ て'i/〈ti)leノ～ノ"∫川lrc'ん`tS().
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Thematerialsonihesetwopagesare『romtheMcGraw-H川Libraryorvideo

trainingmodules,forwhichNCCisthesoleUKdistributor. .

Thesemodulescombinevideopresentationandprogrammedlearning

techniquestoprovideapracticalresourcefordevelopingindividualtraining

programmesin-house

Eachmoduleisaself-containedtrainingunitwhichcanbeusedonitsownor

combinedwithrelatedmodulestof()rmcoursesItrepresentsbetweenoneand

fivehoursofstudytimqdependingonthetopiccovered、

Amoduleiscomposedoftwointegratedelements-avideoprogrammeand

instructionalmaterialinthef()rmofaworkbook.Theuseo『videoaccelerates

thelearningprocess;theaccompanyingworkbookreinforceslearningthrough

text,programmedinstruction,andselfLtests.Theintegrationofthesetwo

elementsisillustratedintheflowchart.

Thevideotrainingprograrnmesystemoffersthreemajorbenefits:

口itishighlyeffectiveasatrainingmethod;

口itoffersgreatflexibilityinpersonalisingtrainingprogrammestoindividuaI

needs-intermsofcont㎝t,conveniencqtiming,andthetrainee'scapacity

tolearn;

口itsextrememodularityallowsthestudenttofocussolelyoninformation

applicabletojobperf()rmance-givingaprecisionandrelevancewhichis

notavailablewithanyothertrainingmethod.

Thecost-effectiveresultoftheseisarelevant,customised,in-housetraining

prograrnmewhichcantrainmorepeopleinlesstime

pa56無 難
systematicapproachtoprogramdesignhave

madeitoneofthemostsignificant`second-

generationhighlevellanguages'.

Thisvideo-basedself-instruαioncourse

presentstheelementsofPascalinincrements

rrom〔helesscomplextothemostcomplex.
`Laboratory'sessionsareincludedsothe

studen〔willbecomeらmiliarwiththePascal

codingrequirementsinhis/herown

installation,

Onsuccessfulcompletiono『thecoursq

thestudentw川beableto:『

口usePascalsyntaxdiagramsasreference

toolsf()rwri{ingPascalprograms;

口idcntifyfourbasicdatatypes:intCger,

rea1,booleanandchar;

口perf()rmtextfilel/Ousingallbasicdata

types;

口usedataconversions;

口improvePascalprogramsbythcUseof

theuser-declaredscalartypes;

口creatξcomplexstructureddatatypes;

口useproceduresandfunctionsto

manipulateobjectsofuser-declaredtype;

口codeacomplexPascalprogram.

WHOFOR?

TraineeprOgrammerS

DURATION

12-20hours

WHATYOUGET

Pascatisavailablef()rpurchaseormonthlyhirc,

Eachmoduleconsistsofavidcoandastudcntworkbook.

PurchasedeIails

Onecopyoftheworkbookisincludedinthepurchaseprice.PieaserefertothePriceListenclosedf()r

thepurchasepriceofeachmoduleandadditionalworkbooks.AnOrderFormisincludedwiththe

PriceList.

Hiredelails

Thehirecostcoversthevidcoon|y;theapproRriatenumbero「studcntworkbooksshouldbc
.

purchasedatthctimeofhire

Hirecostsarcgivenbelowin`liircniodulcspcrmonth'.PleascrclξrlolhcPriceListcnclosedf()rthc

hiremodulemonthratcandpurchascpriccofstudcntworkbooks.AnOrdcrFormisincludedwith

thePri'ceList.

Hirぐ

c`)dv
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Aノ鎌i蕪
machine-orientedlanguage

Aftersuccessfulcompletionofthiscoursq
thestudentwillbeableto:

口formatandcodeinstructionsf()rinPut-

process-outputproblemsutilising

internaltables,registers,andaddress

modiricationt㏄hniques;

口usemacroinstructions,indexing,and

subroutinestoincreaseprograrn

efficiency.

Thecourseconsistsoff〈)urmodules.

AssemblerLanguage:

AdvancedCodingTechniques

Designedf()rprogrammerswhohavealready

unde㎎onesomeAssemblertraining,and

analysts,thisadvancedcourseincludesmany

practicalanddetailedexercisestohelpdevelop

ahighlevelofp【'ogrammingefficiency.

Onsuccessfulcompletionofthiscoursq

whichprovidesbetween17'/2-25hoursof

trainin&thestudentwillbeableto:

口usemacroinstructionSindexing,and

subroutinestoincreaseprogram・

efficien(y,.

口buildmultiplecontrolstructures;

口handlevariablelengthrecords,segments,

andmessagesforbatchand

teleprocessing.

Thecomptetecourseconsistsofsfree-

standingmodules.

WHOFOR?

ProgrammerswithprevioustrainingorexperienceinAssembler

DURATION

BasicA∬ θ〃lb'erムanguage'12-16hours〆ldvanced(rodingTechni(?ues'17Vl-25hours

WHATYOUGET

Basic/lsse"iblerLanguageand/lssenめterLanguage'ノ4dvancedCodingTechn～quesareboth

availableforpurchaseormonth!yhire

EachmOduleconsistsofavideoandastudentworkbook.

Purchasedetails

Onecopyoftheworkbookisincludedinthepurchaseprice.PleaserefertothePriceListen『losedfor

thepurchasepriceofeachmoduleandadditionalworkbooks.AnOrderFbrmisincludedwlththe

PriceList.

Hi「edelails

Thehirecostcoversthevideoonly;【heappropria【enumberofs【uden〔workbooksshouldbe

purchasedatthetimeofhire

Hirecostsaregivenbelowin`hiremodulespermonth'.PleasereferlothePriceListenclosedfc)r}he

erFormisincludedw】thhiremodulemonthrateandpurchaseprlceofstudentworkbooks.AnOrd
T

thePriceList.

Hi祀

Code

323.OIC

323.OlM

323.02M

323.03M

323.04M

323.1㏄

323.10M

323.HM

323.12M

323.13M

323.14M

Title

8鴉sicAssemble「Language

lnstructionFormats

TheAssembLerPK)cess

lndexing

CloscdSubroutines

AssemblerL日nguage=AdvancedCOdingTechni《lues

AdvancedCOdingTechniques;MovesandDecisionCodes

AdvancedCodingTechniques:DSECT's,Switches,andDcbugMacros

AdvancedCOdingTechniques:Macros,Definitions,andFundamentals

AdvancedCodingTechniques:VariablesandParameters

AdvancedCOdingTechniques:ConditionalAssemblyLanguagc

Hire
Cost

4

1

1
1

1

5

1

1
1

1

1

Video

Format

u

VU
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FORTRANisnoピonlyapowerfUllanguagefbr

DPprofessionals,itisalsoanessentia"oolfb

englneers,sclenロsts,planners ,statisticiansand

themanypeoplewhoseworkinvolvesrnathe-

maticaldata、The∫ 〃ucturedFORTRA/V

packagemeetsthetrainingneedsf()rboththese

audiences.

ttisacompletqthreeweektrainingcourse

availablein-housewheneveritisrequired.n

makesfUlluseofimaginativevideomaterialto

enhancelearning.Althoughatutorisneededat

certainpoints,itislargelyselfLinstructiona1,so

itisparticularlycostandtimeeffectiveAnd,

perhapsmostimportantly,theapproachadoptedi
sintense[ypracticalandspecifica1[ydesigned

toteachhowtosolveproblemsinthe

FORTRANIanguage

Throughout,S1π κ'utedF()R7RA/Visbased

onanumberofkeyprinciples:.'

口Sounddesigntechniquesareanessentia】

pre-requisiteofefficient,accurate

P「og「ammlng;

口participantswritqandtest,realistic

proglamsrightfromthestart;

[コfacilitiesareintroducedbyfirstdescribing

probtemswhichcannotbesolvcdwithout

them;

口theimpOrtanceoftestinganddebuggingis

emphasised.

ThecoursqwhichisbasedontheFORTRAN

77Standard,isdividedintotenunits:

口FirstSteps

口NumbersandArithmetic

口RepeatingOulselves

口lhkingDecisions

口InputandOutput

口AWiderRangeofDataTYpes

口TestingTime

口WritingSubprograms

口FileHandling

口T()wardsBetterPrograms

、

W'HOFOR?

TraineeFORTRANprogrammersanduserswhoseworkinvolvesmathematicaldata .

1)URATION

3weeks

WHATYOUGET

∫tructuredFORTRA/Visavailablef()rpu卜chaseormonthlyhire

Thepackageconsistsof10VideoProgrammes(510minutes);CourSeBook(s) . .

Purchasedetails

5㍑ 「chasep「iceincludestenCou「seBook・ ・Additi・nalC…seb・ ・k・a・eava・1・bl…p・ ・k・

PleaserefertothePriceListenclosedfbr由epurchasepriceofthepackageandofadditional

CourseBooks.AnOrderFbrmisincludedwiththePriceList .

Hiredetails

ThehirecostincludesoneCourseBook;therequirednumberofadditionalcopiesshouldbe

purchasedatthetimeofhir巳

Hirecostsaregivenbelowin`hiremodulesperunitlPleaserefertothePriceListenclosedforthe

hiremodulemonthmteandpu民hasepriceoftheCourseBooks .AnOrderFbrmisincludedwith
thePhceList.・

Hil?Hi陀Vid60

CodeTi`1eCos`恥Drmal

H105StrucωredFORTRAN10VU牢

'Beta'naxformataisoavailabteノ'orpurchase
.

βAレ6糠鵜
well-documen【ed,comprehensivqandeasily

managedcoursematerialf{)ruseincompany

〔rainingdepartmen【sandeducationa]

establishmemswiththeminimumofcourse

deve|opmenteff()rt.Simceitsintroductionin

1975thepackagehasbeenwidelyadoptedfbr

usebycomputermanufacturers,software

houses,andgovernmen迫epartments .

Thecourseisbasedonf()rmallectures

supportedbyOHP【ransparencies .ltincludcsa

highconcentrationofpraclicalwork(with

examplesolulions)andanextendedprac1ical

exampleprojectonthethirdday.Avery

detailedPresen【er'sGuideisprovidedto

mlnlmlseprepara【lontlmeandmaximisethc

effectivenessofthema!erialsused.

WllOFOR`～

Traineeprogrammers

l)URATION

5days

WIIATYOUGE'1'

COI～!4乙66isavailablcforpurchascoTllY.

Thepacka～ …econsis(soflPresα11cr'sGuide;IsclofOHPlransparcncics;lcopyofCORAL _66
Programmmg;|copyo「thcOfficiall)c「initiono『CORAL66 .

plcascrelV[lodlcPriccLislcnc|osedfor1hcpurchascpriccofthispackagc.AnOrdcrF(ハrmisi
nchtdedWI【h{hcPriccLisl .
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ぷ鯉
Primarilyintendedforuseasaiutor-ledone-

daycoursqbutalsosuitableforseltLinstruction

withCutorialsupPort,EffectiveProgram〃7ingis

designedto:

口tncreaseprogrammers'productivi{y,

ability,andjobsatisfaction;

口Improvethequatity,reliability,and

maintainabilityoftheprogramsthey

produce.

EffectiveProgrammin8isdividedintofive

units.Eachunitconsistsofafifteenminutevideo

programmqstudyperiod,self-evaluationtest・

practicalexercisqanddiscussion・()nave「agq

eachisplannedtooccupyabout1レ/1hours,

althoughthismaybeconsiderablyextendedby

thechoiceofpracticalwork.

.WIIOFりR?

Programmers

I)URAIflON

lday,butcanbeextendedbypracticalwork

";f{,x'rY《)UGE'『

erfectiveProgrammin8isavailableforpurchase(completepackageonly)ormonthlyhire、

ThepackageconsistsofsVideoProgrammes(75minutes);lPresenter'sGuide;Student

Workbook(s).

Pu『℃hasedetails

ThepurchasepriceislbrthecompletepackageonlyWhenyoupurchasethlspackageyourecelve

tenStudentW()rkbooks、AdditionalW()rkbooksareavaUableinpacksoften.

Hire

Code

H130

H131
H132

H133

H134
H135

Title

EffectiveProgramming-CompletePackage

EffectiveProgramming-ProgrammingSkills

Effec【iveProgramming-ProgramDesign

EffectiveProgramming-ComponentDesign

EffectivePn-g-Tes【ingandInstruction

EffectiveProgramming-ProgramQuality

Hire
Cost

5

1
1

1

1
1

Video

Format

VU*

申Beta〃rtDCノ ～)rmatalSOavaitabieノ ～)rρurゾhase .

lcルv〆

29・o難蕪
otherlanguagesneedingtolearntheJCLw認1

alsobenefit.

Thepackageusesvideoprogrammesand
writtenmaterialtOpreSentinf{)rmatiOn;

practicalexercisestoreinf()rcelearning;and
self-testingtoensurethatthecourseobjectives
havebeenachieved.

Throughoutthecoursqstudentsaretaught

goodprogrammingpractice

WHOFOR?

ProgrammerswithsomefacilitywithCOBOLinorganisationsusingorconvertingtoICL2900
VME.

1)URATION

CompleteCourse:1-lt/2weeks

Codc

l.{146

H13g

l・ll39

Hl40

Ht41

WIIATYOUGET.

ICLVME2900isavailableforpurchaseormonthlyhire

Thepackageconsistsofupto7VideoProgrammes(1COminutes);upto4Tutor'sGuides;upto

4StudentWorkbooks.

Purchasedetails

ThepurchasepriceincludesoneStudentW()rkbookpermoduleAdditionalworkbookscanbe

purchasedinsetsoffive

PleaserefertothePriceListenclosedfbrthepurchasepriceofthepackageandofadditional

Wbrkbooks.AnOrderFormisincludedwi{hthePriceList.

Hiredetails

Thehirecostisf(〕rthevideo(s)only.Tutor'sGuidesandtherequirednumberofWorkbooksf()r

eachmodulesheuldbepurchasedatthetimeofhire

Hirecostsaregivenbelowin`hiremodulespermonthlPleasere飴rtothePriceListenclosedR)rthe

hiretnodulernonthrateandpurchasepriceofStudentWorkbooks.AnOrderFormisincludedwith

thcpriceList.

HireHireVideoC
《)stForm・alTitte

lCLVME2900-ComplcteCoursc

lCLVME2900-Compilalion'聴stingundcrVME2900

1CLVME2～)O()-UsingMACo【1VME2900

1CLVME2900-2900Edik〕r(VME2900)

ICI.VME三29(X)-2900Ulititics

7
2

2
2

|

VU+

+tS(J'`∫ 〃t(LN'1～ 〃 ・'〃ζ∫/tttsθ`'v`ノ 〃`'力'〈 ・
.ノθ"ρ 〃'てゾ「`t.s'(,
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纏
TheintroductionofInf(〕rmationTechnology

intoanorganisationhasanimpactonaimost

everyoneworkinginit.Allneedeffective

training-whetherinawareness,under-

standing,orapPHcation-toensurethe

successfuluseofIT

Up-to-the-rninutqcomprehensivqandvery

flexiblqNCC'sInf()rmationTechno'ogy

Traininggivesyoutheresourcetorunawide

rangeoftrainingcourses,tailoredtothe

specif]cneedsof:

p◎oplewhowillusethetechnology,

whetherontheshopflooらatthepoinト

ofLsalqintheofficqorinthe

boardroom;

Anybodywhoseworkbringstheminto

contactwiththeapPlicationsoflT

Managersresponsibleforidentifying,

evaluating,andselectingtheapPro-

pnatesystems;

Executiveswhohavetoconsiderthe

strategicimplicationsandopPortunities

ofITinrelationtotheirorganisation,s

血turedevelopment.

MeetingDifferentNeeds

Thepackageisprimarilydesignedtoprovide

comprehensivematerialsfortutor-1ed,parti-

cipativetrainingcourses.Itcan,however,also

beusedf()rselfstudy,sothatsmallercompan-

iesandprofessionalpracticescanderiveequal

benefitfromIT

Becausethetrainingrequirementvariesfrom

audiencetoaudience,lnformationTechnotogy

TruiningishighlymOdularincontentand

structureＬIndividualsectionscanbeselected

andcombinedtomeetthep陀ciseneedsofthe

widestrangeofpersonnelfromgeneral

inductionandindividualdepartmentsto

executivebriefings、Insomecasesdifferent

lecturematerialisprovidedfbrthesame

sessiontosatisfytherequirementsofdifferent

audien㏄s.

ThisextremeversatilityalsomeansthatIT

t【ainingcanbescheduledinthemostconven-

ientway.Thus,whilstthematerialrepresents

about11/2daysinintensivetraining,itcanbe

time-tabledf〈)ralongerdurationandoverany

suitableperiod.TheTutorGuideincludesa

numberofsuggestedtime-tablesf()rdifferent

coursesbasedontheInfo〃nat'onTechnotogy

7?uiningpackag⊂

ConIent

Thecompletepackageconsistsofthree

moduleswiththreeorf()urdistinctsessionsin

eachmoduleTheserepresentatotalof

approximatelyeightandahalfhoursofvideo,

presentation,anddiscussion.

[noutlinqlnformationTechnotogyTra`励9

coversthreebroadtopics:

Module1-PVhatlTiSintroducesIT

principlesandconcept&Fbursessions

provideboardappreciation,assummg

nopreviousknowledgeThismaterialis

apPropriatetoallaudiences.

Module2-∬TinActionconsistsof

threesessionscoveringtextandword

processing,decisionsupPorttools,and

someofthemoresophisticatedaspects

oflTinintegratedretail,manufactur-

ing,andfinancialsystems.Theaudience

f〈)rtheseＬtherefc)r(≒varies.

Modulg3-Mak'nglTWorklooksat

thesecurityimplicationsoflTthe

managementoflTstrategy;selection,

procurement,andimplementatiQn;its

impact;andfuturetrendsanddevelop-

ments.Animportantfeatureofthese

threesessionsisthatthevideo

componentScanbeusedintwoways・

Accompaniedbyasummarypresenta-

tionitisavaluableintroductionfbr・

audiencesatanylevel;usedwiththe

completesupportrnaterialitprovides

managementandspecialisttrainingin

thesekeyareas,

WHOFOR?

Management,ITprofessionals,anduserdepartmentstaffinlT-usingorganisations,andstudents.

DURATION

1↓ろ一2days

WHAI「YOUGET

InformationTechnoto&γ71ainingisavailablef()rpurchaseormonthlyhire

Thecompletepackageconsistsof10VideoProgrammeson3cassettes(90minutes);114colQured

OHPtlanspalencies;Presenters'NotesandStudentBooksforeachmodule;andaTutorGuide..

Purchasedetails
ThepurchasepriceincludestenStudentBookspermodule.AdditionalStudentBooksareavailablein

packsoften.

PleaserefertothePriceListenclosedforthepurchasepriceofthepackageandofadditionalStudent

Books.AnOrderFormisenclosedwiththePriceList.

HiredetaHs

Y()ucanhirethecomptetepackageoreachmoduEeseparately.Thehirecostdoesnotincludethe

StudentBooks;therequirednumberoftheseshouldbepurchasedatthetimeofhire

Hirecostsaregivenbelowin`hiremodulespermonth㌧PleaserefertothePriceListencloscdforthe

hiremodulemasterrateandpurchasepriceofthesupportmaterials.AnOrderFormisincludedwith

thePriceList.

HireTide

Code

川531nf()rmationTcchnologyTraining-CompletePackage

H1541nformationTechno|ogyTraining-Modu|el:WhatITis

田551nformationTechnology「1}aiIling-Module2:iTinAction

H|561nformationTechno|ogyTraining-Modulc3:MakinglTWOrk

Hire

Cost

9

4

3

3

Video
Format

VU
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ManymanagersregardInlbrmation

Technologysimplyasadifferentnamef()r

computingＬt,sveryinteresting,butnotreally

theirconcern-andbestlef"otheDP

department.Otherssee"as`officeauto-

maUon㌧Theyacceptitasawayofimproving

theflowofinfc)rmationwithinanorgani-

sation,buttendtoevaluateitonthebasisofits

pOtentialfbrcuttingcoStS、

ThemostsuccessfulusersofIT,however,

takeadifferentview.Theyr㏄ogniseitasatool

foraddingvaluqasameansofre-definingthe

mannerinwhichtheircompaniestrade.

That,too,isthefundamentalmessageof

加 ρtica'ionsof励r7nationnchnologγ,a

Stimulatingnewmanagement【rainingreSOUrCe

fromNCCItsvalueisthatitwillhelpyour

seniormanagementdevelopapositiveatt汕de

towardsexploitingthebusinessopportunities

IToffers.

The㎝ ρ〃tatio月s()flnformationfec/inol()gy

isapackofmaterialswhichenabtesasuitably

experiencedpersontoconductanexecutive

briefingonIT,tailoredtotheindividualneeds

oftheorganisation.Itconsistsof700HP

visualsandcomprehensivePtesente〆s∧ 化)tes,

Thematerialbreaksthesubjectdowninto

threesessions.

LBusinessOpportunitiesandCostsThe

f▲rstsessionisparticularlyconcerned

withcreatingmanagementawareness

thatlTisatechnologyfbr`addingvaluピ

ratherthancuttingcosts、Itlooksatthe

changestakingplaceinIエthebusiness

opportunitiesαeatedbythosechanges,

andhowbusinessshouldviewthecost

implications.

Itdescribesfivekeytypesofbusiness

opportunitywhichITopensupand

includesmanypracticalexampiesof

organisationswhichhavesuccessfUlly

exploitedthem.Thenitgoesonto

suggestthewaysinwhichITshouldbe

cost-justifiedtoreflecttherealitiesofthe

benefitsitoffers.

2.TheToolsofChangeThesuccessful

implementationofITdoesnotcreate

goodmanagement,itistheresultofit.

Thesecondsessionaimstoprovide

seniormanagementwiththerightlevel'of

technicalawarenesstheyneedtoassess

theoptions.

Thusitprovidesacomprehensivesurvey

ofthecurrentstateandlikelydevetop-

mentsinhardwarqsoftwarqand

communications.Itoffersclear,under-

standableexplanationsofsubjectsas

diverseassoftwareengineering,expert

systems,security,standar(]s,Value

AddedNetworkSandTeletext-

illustratingthcirrelevanceandindicating

theadvantagesanddisadvantages

associatedwitheach.

3.TheManagementofChangeThethird

sessionconcentratesonthebroader

managementimplicationsofIT.

ITstartswithadetailedlookatthe

effectsoflTonstaffjobfunction,

content,performancqandsatisfaction;

andtheorganisationasawholeNextit

emphasisesthen㏄dsfbrastrategic

apProachtoInf()rmationTbchnology

andgivesguidanceonhowtoformulate

suchastrategy.Finallyitmakes

recomrnendationsonthelevelof

expertiseofmanagementrequiredto

planandexecuteasuccessfulstrategyf()r

lT

TheImρtications()fl{ノbrmat'onTechnology

hasbeendesignedforeffectivepresentationby

anexperiencedDPorManagementServices

managenThematerialsprovideeverythingthat

isneededto:

[]ensureWide-rangingcoverageofarapidly

evolvingsubjectwhichmayinclude

topicsoutsidethepresenter,sexperience;

口maintainaudien㏄interestandunder-

standingthroughtheuseofhighquality

visualmaterial;

[コgiveacoherentstruciuretothe

presentatlon.

Atthesametimethematerialsalsoallowthe

presentertodrawonhisorherownexpertisein

theselectionofmateriarandtoencourage

discussionontheissuesraised、,

llご竺:薄'聾 鍔
、-『"'t'♂ 、つ. .-

1ヂ ■F.玄.≡ 掌,,'

!議 無

;ち

、

WHoFOR?

Management

DURATION

i/2-1day

WHATYOUGET

ImPlicatiotts(～flnformationTechnolo&γisavailablefbrpurchaseonlyＬ

Thepackageconsistsof700HPslides;Presenter'sNotes.

PleaserefertothePriceListenclosedf()rthepurchasepriceofthispackage.AnOrderF{)rmis

includedwiththePriceList.
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Tbusetheseverypopulaらandveryecon-

omical,CBTpackages,yousimplyloadthe

discandtheninteractatyourownpacqwi山

tutorialmaterialpresentedonthescreen.

Therangeprovidestrainingina川heleading

namesinwordprocessing,financialplanning ,

integratedsoftwarqandsimilarapplications,

aswellasBASICprogramming,operating

systems,andoperationalaspectsofthemicro.

So"coversmostofthetopicsmostuserswitl

everbeinterestedin,

S三ncealloftheapPlications-relatedpack-

agesactuallysimulatethesoftwareconcerned,

youarenotsimplylearningaboutitbutgaining

practicalexperienceofltsuserightfromthe

start.Thatmakes`Load-and-Learn'highly

effective-somuchsothatyoucanexpectto

bedevelopingrealproficienCyinanhourorso.

Therearenowtwenty`LDad-and-Learn'

packages,eachcomprisingoneortwodiscs

anda`quickreference'guide.Theyaredivided

lntotwoseries-Sk〃Builヒferand肋 ～nin8

Power.Theseriesintowhichaparticutartopic

白llsisdicta【edprimarilybytheextentofthe

trainingn㏄d.Thusthemoreextensivesubjects

arecoveredbytheTrainingPowerserieswhich

arqasaresuk,usuallytwo-discpackages.

AU`Load-and-Learn'packagesareavailable

fortheIBMPC.Eachpackagecomescomplete

withapermanentready-referenceguide

Wll《,}・o{:?

L IBMPCusers

DしjRA'「1(ハ 〉.T

SkillBuilderSeries:lhour

TrainingPowerSeries=2hours

WHκrv《)llG↓.・:T

`Load
「and-Learn'isavailabreforpurchaseonly.

Eachpackageconsistsoflor2discsandareadyヰefξrenceguide .

Pleasere允rtotheP[iceListenclosed藪)rthepurchasepriceofthesepackages .AnOrderFormis

includedwiththePriceList..-

.灘 本・.

ワ ・.霧 雛 ÷`ノ・

譲:概'

.惹;

紬OWTO:鍵 ・

－

Vo捻 雛

、癒 ζ・・4.ンー・=2
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EinfUhrungi.ndielnformations-

undKommunikationstechnik

furFthhrungskrafte

DiesesSeminarwendetsichanFUhrungskrafteausWirtschaft,lndustrie(GroBindustrie

mMetstandischelndustrie)und6ffentllcherVerwaltung,dieentscheidenddleProzesse

derEinfUhrung,Neu-undUmgestaltungvonlnformationstechnikinihrenUnternehmen

undVerwaltungenprdgenunddiederenorganisatorischeKonsequenzenmitgestalten.

DasSemlnarwendetsichinersterLinieanTeilnehmerdiekeineVorkenntnisseaufdem

Gebietderlnformations・undKommunikationstechnikbeshzen

DasSeminarwirdin2Teilenangeboten,einemTeilaundeinemTeiib,undzwareinem
TUtorialtag(a),andemGrundlagenderluK-Technikengelegtwerden,undeinemzweiten
Teil(b),dersiCt:gezieltmitausgewahltenThemenausdenBerelchenderluK-Techniken
beschaftigt.

DasTUtorial(rella)kannnichtatleinebelegtwerden.WirdTeilbgewahlt,sosinddie
GrundlagenvonTeilaVoraussetzung.

dieTerminologiederluK-Technikenkennen(Teila)

OberAufbau,Arbe廿swelseundM6g‖chke薩enderlnformations-undKommunikations

technlkinformiertsein(Teila)

dieBedeutunge×ternerlnformationsangebotekennen(reilb)

OberdieorganisatorischenKonsequenzenvonBenu1之erservicezentren(BSZ)

informiertsein(re‖b)

dieBedeUtungdeslnformationsmanagementsaufdemWegzumlnnovations-

managementerkennen(Teilb)

OberdenEinsatzvonluK-TechnikenundihreAuswirkungenanBeispielenausder

Praxislnformiertsein(τeilb)

zukOn貴igeEntWickiungeneinschatzenk6nnen(Teilb)

EinfOhrungindieTerminologiederlnformations-undKommunikationstechnik(Teila)
AufbauundArbeitsweisevonlnformationssystemen(reila)
Mikrocomputer,ihreTechnik,ihreM6glichkeitenimVerbund(Netze)(Teila)
GegenOberstellungZentralisation/Dezentralisation,mitdenjeweiligentechnischen
undorganisatorischenKonsequenzen
BenutzerservlcezentrUm
EinsatZvonluK-TechnikenanpraktischenBeispielen
Systemeder5.Generation,ExpertensystemeundderenEinsatZm6glichkeitenin
Wirtschaftund6ffentlicherVerwaltung
MessageHandlingSystems(MHS)
AnwendungsbereichevonMikrocompUternamBeispielEUMEL
lnformationsmanagementinWirtschaftund6ffentiicherVerwaltung

Vortrage,Lehrgesprache,audio-visuelleHilfsmittel,Diskussionen

U.Schむtz

lnS倣UtfOrTeChnologie-Transfer(Z2)

4Tage(Teila:1Tag;Teilb:3Tage)

18.Apritbis21.April

Teila:18.April

Teilb:19.Aprilbis21.April

15.Augustbis18.August

Teila:15.August

Ｔeilb:16.Augustbis18.August

BeginndesSeminars:10.00Uhr

EndedesSeminars:12.30Uhr

(GMD-Biriinghoven)

(GMD-Birlinghoven)

(ersterTag)
(letzterTag)
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Softwareder4.Generation

geZielteingeSetZt 2

AIIeDV-Mitarbeiter,dieVerantWortungfUrdiePlanung,dieOrganisationurlddieEin-

fUhrungvonDatenverarbeRungin|hrenUnternehmentragen.

DerEinsatzmodernerhformations-undKommunikationstechnikenbestim耐mehrund

mehrdieKonkurrenzfahigke旋einesUnternehmens.WarfrOherdielnformationstechnlk

mehreinHilfsmRtelzurRationalisierungvonVerwaltungsaufgaben,soistheutedie

BereitstellungaktuellertnformationenihrevorrangigeAufgabe.DieFolgendavonsind

daBsichnichtnurdieB(】rolandschaftverandertsor}dernauchdieVerkaufs-Distribu-

tions-undFertigungsorganisation.BisherigeDV-LOsungenveraltenschnell,unddie

FachabteilungentretendieFluchtinEigenentwicklungenan.Schlagwortewielnforma-

tionssysteme,retationalesDatenmanagement,Sprachender4.GenerationEndbenし ル

zersysteme,verteilteDatenverarbeitung,Vernetzung,Mikro-Mahframe・Verbindungund

Expertensystemekannmanねsttaglichh6renoderlesen.Dochwassteckteigent|ich

wirklichdahinter?WofOrkannmandieseneuenTechnologleneinsetzen,woliegenihre

GrenzenundwiebehaltmandieUbersichtunddieKontrolleOberdieUnternehmens-

daten?

DiesesSeminarinformiertUberdieneuestenEntWicklungenderSoftware-Technologie

der4.und5.GenerationundUberdieorganisatorischenVoraussetzungenzuihrem

Einsatz.

Entwicklungvonlnformationssystemen-vonder1.biszur4.Generation

Batchverarbeitung

DialogverarbeitUng

Reportgenerator

Abfragesprache

Spracheder4.Generation

DieDatenbank-EineSch|UsselrolleimorganisatorischenGesamtkonzept

EinbettungindieSystemumgebung

EntscheidungskriterienfUreinenDB-EinsatZ

RelationaleDatenbanksysteme

RelationaleDatenstruktur

SQL-einStandard?

Datenintegritat

dasrelationaleMOdellunddiederzeitigentmplementierungen

VorteilederrelationalenSysteme

ProblememitdemrelationalenMOdell

einDatenbanksystemoderzwei-eineStrategieentscheidung
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VerteilteDatenbanksysteme

Sprachender4.Generation
Wasleistensie?

WassinddieAuswah|kriterien?

WiewirktsichihreBenUtzungaus?

Endbenutzersysteme

WeriStEndbenutzer?

WasleistenEndbenutZersysteme?

Auswahlkdierien
EinsatZStrategie

VerteilteDatenverarbeitung

WelcheAufgabenaufMalnframe,Abteilungsrechner,PC?

Micro-Mainframe-VerbindungundLAN's

standalone

Terminal-EmUlation

Date旋ransfer

lnte|ligenteKommunikationssoftware

Local-Area-Netvork

DataDictionary-ohnegehtesnicht!
WarumDD/D?
PassiVoderaktiv?

KOnstlichelntelligenz-wasverbirgtsichdahinter?

WissensdarstellungmitComputern

ProblememitdemAlttagswissen
ExpertenundExpertensysteme

OrganisatorischeVoraussetzungen

ZentraleDatenorganisation
BenutZer-Service-Zentrum

J,Seidel

lnStitUtfUrTeChnologie・Transfer(Z2)

2Tage

12.Junibis13.Juni

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

9.00Uhr

17.00Uhr

(GMD-Birlinghoven)

(ersterTag)
(letZterTag)

一196一



tntegriertetnformationstechnik

undBUrokommunikation 3

Teilnehmer

Ziel

・F(jhrungskrafte
・Fachpersonalur】dSachbearbe碇er,diesich〔jberneueB〔)ro_ ,C

?mp・ter-undNach・ichtentech・ikundih・e・Ei・ ・aロf"rVe・waltu・gsaぱ9・benund
Burotatigkeiteninformierenm6chten

-ZustandigefOrdiePlannungundOrganisationinformationstechni
scherlnfrastrukturen

-MitwirkendebeibetriebstechnischenVeranderungen

Textverarbeitung ,lokalelnformationsverarbeitungundelektronischePostsollenvOr.

gegebeneA・fg・b・ ・undBO・ ・a・b・itenunt・ ・stぱzen.'FO・einenT・ild・ ・BO・ ・tatigk・iten

sind・pezi・li・i加 ・T・Xt・y・t・m・
.DV-G・ ・at・ω ・・T・1・f・nanwendungena・g・messenu,d

nOセlich・HaufigwechselndeBO・ ・tatigkeiten
,beidene・lnf・rmati・nengesucht,

e「a「b・itet・d・kumentiert'archMe伽dal・Mi廿eilungenempfa・genundversendet

werdenmOssen,erfordern
、aufeinanderabgestimmteinformationstechnischeHilfsmRtel.

Ve「schi・deneA・b・itsplat・ ・echne・u・dZuga・gezuVeminlungssy・temenundDiensten

k。nne・,・ichfunkti・nell・ ・ganze・d
li・di・1・f・a・t・u㎞ ・・d・・BU・ ・sei・ge田Btw。,den;

DopPela・b・itundS・hwi・ ・igk・itenmitve・schi・denenG・ ・きt・tech・ikenk6・ ・enve・ ・i・g。rt

werdendurchqualifizierteorganisatorischeundtechnischelntegration:

AufgabenundBO・ ・a・b・itenk6meni・ ・innv・lle"A・beit・k・nzeptellmteg・ieπwerden;

verschiedeneAnwendungsprogrammek6nnenmit〔 〕bergangenzueinanderals
`'|ntegriertePak

ete"vonBenutzerneingesetztwerden;

unterschiedlichebOro-,computer- ,undnachrichtentechnischeFunktionenk6nnenin

elnemsogenannteバMultifunktionsgerat"kombiniertseinundaneinemArbeitsplatz

zurVerfUgunggestelltwerden;

G・・B-undA・beitspla臣 ・echne・ ,Spezi・lge・ateundM・ltifunkti・nsge・atek6nnen

miteinandervernetztwerden
,dabeizB.integriertinhausinternenDV-Verbund,

PC-N・tze;u・ive・saleNe位eundNebenstellena・lagen;

Ve「bmdungenundZ・g・ 市・m6glichk・ 匠ena舳 ・chdigitali・i飢 ・DatenObert・agu・g・ ,

dien・teundd・ ・ISDNk6・ ・enei・g・ ・i・ht・tw・ ・den .EXte・neK・mm・ ・ikati・nsp。 直ne,

k6nnenmitgleichenaberauchandersartigenGe拍tenDaten
,Texte,B‖derund

gesprocheneNachrichtensendenundempfangen.OberdieseFormen

瓢 ごto「ische「undtechnische「lnteg「ations・llenKenn・ ・isse・ …m・ ・a・aぱ ・・b・ 頃

lnhaft ZukunftstrachtigelnformatiqnsverarbeitungundKommunikationsformen:

Tatigkeiten,z・B・vonFUhrungskraften
,Fachpersonal,Sachbearbeiternund

Hilfspersonal,unterstOtzendeTechnikenundDienste

AnforderungenundAlternativenbzgl .Te×tverarbeitung,lokalerhformations－

㌶=濡 濡 鷲:津ngundKommunik・ti・ 川nne・h・lb…G・upPenund
EinsatzvonArbeitsplatzrechnernzurlnformationsverarbeitungundKommunikation:

u.aonline-ZugriffeaufDatenbankeri ,
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lnformationenUberDatenObertragungsm6glichkeiten,zB.perAkustikkoppleroder

anderenModemsOberTelefonnetze,DATEX-Poder-L

lnformationenUberTextkommunikationperTelex,Teletex,Btx,Telefax,Telebrief

Teleboxundanderemailbox-undMehrwertdlenste

lnformationenUberNutzunglntegrierterTe|efonsyteme,zB

Telefon-Sprachspelchersysteme,ＴEMEX,digitaleNebenstellenanlaggn

EinsatZm6glichkeitenfUrlokaleNetzeausdezentralen,unabhangigenGeraten,fUr

zentraleMultl-User-SyStemeundfUrzentraleKommunikatlonsantagen

Auswahlkrlterieh,Angebote,AnforderungenundProblememitLANs

Einpassenneuerlnformatlons-undKommunikationstechnikeninverschiedene

BOros:Konzeption,Auswahl,UmsetzungundPraxiserfahrungen(e×emplarisch)

EntWlckiungstrendslntegrierterSoftvvare,Informations-undKommunikationstechnikin

Multifunktionsgerdten,lokalerlnformationsverarbeitung,elektronischer

Kommunikationinhaus|nternenNetZwerkenundTelekommunikationUberWideArea

Networks,z.B.UberdasDiensteintegrierende,dig旋aleNetzwerkderBundespost

(1SDN・Un粒ersalnetz)

VortrageundLehrgange,Gesprache

2Tage

O4.SeptemberbisO5.September

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

DM660,・ 一

10.00Uhr

17.00Uhr

(GMD-Birlinghoven)

(ersterTag)
(letZterTag)
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InfOrmatiOnSmanagemerit

Phil◎sophleStrategie,MaBnahmen 4

Lehrmethoden

Seminarleitung

F⑪hrungskrafte,dieerwagen,KonzeptedeslnformationsmanagementsinihrerOrgamsa-

tioneinzufUhren.

Te|lnahmevoraussetzUngen:

DieTeilnehmersolltendieGrundfunktionenmodernerluK-Technikkennen.wiesie乙B.

lmTeil(a)desSeminarsNr.1derGMDverm口teltwerden.

Esistse旋leherwesentllchesKennzeicheneinerprofesslonellenOrganisa1bndesBOro-

undVerwaltungsbereichs,denZugangzuaUfgabenSpezif|schenlnformat|onen,deren

Verwaltungund〔 〕bermittlungeffizientzugestalten.DurchdiemOderneln!ormati(モns-

technologieerhaltdieseAufgabeeineneueQualitat.Einerseitsistgrundsatzli(≧heln

standigwachsendesAngebotanlnformationenzuverzeichnen,dieObereineimmer

|eistungsfahigerekommunikationstechnologische|nfrastrukturschne‖und(mRunter)

komfortabelverfOgbarsind.Andererse廿skannnichtObersehenwerden,daBdieVerfUg-

barkeitgroBerinformationsmengenalleinkaumemehinreichendeEntsqheidungsunter-

stOtzunggarantiert.ZudemsindfUrdieAufbereitung,VerarbeitungundUbOrmltt!ungvon

lnformationendieDarstellungsm6glichkeitenvonDV-Systemensowiedievlelfalt|gen

FacettenderKompatibilitatzuberOcksichtigen.DiesichdarananknOpfendenAufgaben

werdenseiteinigenJahreninderFachllteraturunterdemBegri削nformat|onsmanage-

mentdiskutiert-einBegrff,dersichauchinderPraxismehrundmehrausbreitet

DenTeilnehmernso‖endiewesentlichenMerkmaledeslnformationsmanagements

vermitteltwerden.Dazugeh6rtnebendergrundlegendenunternehmungspolitischen

AusrichtungeineReihevonAnforderungen,diesichzumTeilinMethodenundKonzep-

tenniedergeschlagenhaben.AnhandeinzelnerBeispielewerdenStrategienzurschr耐 －

weisenEinfOhrungeineslnformationsmanagementsvorgestelltDieTeihehmersollen

aufdieseWeiseAnregungenfOreinesystematischePlanung,OrganisationundKontrolle

vonlnformationssystemenerhalten.

lnformation,WissenundEntscheidungskompetenz
GrundmusterderorganisatorisChenlmplementierungvonlnformationssystemen
Aufgabenfelderdeslnformationsmanagements
strategischeDimensiondes|nformationsmanagements
lnformationsmanagementindenVereinigtenStaaten
Vom.BenUtzerservicezentrUmzumlnformatiOnCenter
UberblickUbergegenwartigeM6glichkeitenderlnformation-Retrieval
Anforderungenanleistungsfahigelnformationssysteme
AnsatZezurUberwindungdesKonfliktszwischenlndMduaiisierungundlntegration
derDV
ThesenzurEinfOhrungdeslnformationsmanagements
AnsatzezurWirtschaftlichkeitsana|ysevonDV-gestOtZtenlnformationssystemen
KritischeWUrdigungvonManagement-Software

Vortrage,Diskussionen,Demonstrationen

U,SchOtz

lnst虻utfUrTechnologie-Transfer(Z2)

Dr.U.FrankDr.S.Klein

ForschungsstellefUrlnformationswirtschaft,GMD-KOIn

3Tage
22.Maibis24,Mai

O4.DezemberblsO6.Dezember

BeginndesSeminars:09.00Uhr

EndedesSeminars:16.30Uhr

(GMD-K61n}
(GMD-Birlinghoven)

(ersterTag)
(letzterTag)
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lnformations・undKommunikationstechnologie

-Grundlagen 5

DiesesSeminaristeinTransfer-SeminarderGMDundwendetsichanlnteressentenaus

lndust目e,Wi就scha丘und6什entlicherVerwaltung,dieinZukun血m碇Problemender

lnformations-undKommunikationstechnologieinihrenBereichenkonfrontiertwerden

jedochkeinerielKenntnlsseaufdiesemGebietbes紅zenundslchnebena‖gemeinen

GrundkenntnissenauchGrundlagenauferstzukOnftigrelevantenGebietenverschaffen

wollen.

DieGMDm6chtemitdlesemSemlnarelnerseitsfundamentaleKenntnisseinden

Berelchenderlnfomations-undKommunikat|onstechnologielegenundvem耐eln

andererseitsdieTellnehmeraberauchfUrzukOnftigeEntWlckiungenundTendenzenin

technischenwieorganisatorischenBereichensensibi|isieren

EinfUhrungindieTerminologiederInformations-undKommunikationstechnologie

GrundlegenderUberblickUberdieKomponentenvonInformationssystemen

DatenUbertragungsm6glichkeiten-wasbringtdieZukunft

GegenUbersteltungundVergTeichderverschiedenenBetriebssystemeaUf

MikrOcOmpUtern

lnformationundlnnovation

ZukUnftigeEntWicklungen:pers6nlicheUnterstUtzungssysteme,Gruppen-

UnterstOrzungssysteme

OrganisatorischeKonsequenzenbeimEinsatZvonlnformations・und

Kommunikationstechnik

Vortrage,Ubungen,'TechnikzumAnfassen",Gruppenatbeit

audiovisuelleMedien,Diskussion

U.SchUtz
lnstitUtfUrTechnologie-Transfer(Z2)

1Woche

O5.Juni

11.Dezember

bisO9.Juni

bist5.Dezember

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

12.00Uhr

(GMD・Bidinghoven)

(GMD-Bidinghoven)

(ersterTag)
(letzterTag)
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G」シ」D
PersonalComputing

Einschatzungs・,Entscheidungs-undEinsatZhilfen・ 6

Teilnehme「

Ziel

Fachkra丘e'diedie日nfOhrungundden日nsatzvonArbeltsplatzrechnern(Personal

Computern)planen.

AnfastallenArbeitsplatzeninBOrossindheuteArbeitsplatZrechnereinsetzbar
,anvielenA

rbe脆splat弓enbedeutensieeinenerheblichenProduktivitatsgewinn .DiePreisefOr

solcheGeratesindindenlet2憤enJahrenkonthuierlichgesunken
,sodaOderEinsatzder

::艦 翻 艦 ㌫ 、罐 ㍑馴 雪ぎ,kぼ:,翻:t譲=星 ・gibt・・b・・㎝d・・s
Anwendgrproblemesindeherfachbezogenformuliertundentsprechenseltenden

Beschre|bungskriterienvonArbeitsplatZrechnern .Diesesindehertechnischorientiert.

Fragendes
.ZusammenspielsvonProgrammenundGeraten(alsovonHardwareundSoftware)sindn
urvonEingeweihtendurchschaubar.

Einweisungs-,Aus-undFortbildungsfrageninSachenArbeitsplatzrechnersindschwer

zubewa|tigen.

EinsatzmOg目chkeitensindfOrdenUnkundlgenkaumOberschaubar
.

0瓢 ㍑ 罐,108。ltl「ぽ5果援罐=瓢 ㌶ 蒜e瓢襯,,
・Lage
,fundierteBeratungzuliefern.

ZieldesSeminarsis;es,dieTeilnehmerdurchgeeignetemformationOberArbeitsplatz ・

rechner,ξinsCtzgebleteunddamitverbundeneProblemeindieLagezuversetZen
,

selbstandigelnenEinsatzdieserRechnerzuplanen ,

Inhalt

Lehrmethoden

Seminarleiter

Einsatzgebietef〔irArbeitsplatzrechner

GemeinsamesErarbeitenvonAntwortenaufdieFragen:
-Waswollenundk6nnenSiemitArbeitsplatzrechnernmach

en?
-WersetztheuteArbe仕sp|atzrechnerein?

.;,蒜 、=鵠 罐 ㌫ 黒;「bei`splatz「echne「haupt・a・hli・h・i・geset・・?

・Abgrenzung:lndMtduat-/Standardsoftware『

-Softwareklassen

-haufigverkau廿eSoftwareprodukte

-BetriebssystemefOrArbeitsplatzrechner

Gerate

-BestandteilevonArbeitsplatzrechnern'

-KlassenvonArbeitsplatzrechnern

-Peripheriegerate

HilfestellungbeiderAuswahlgeeigneterKonfigurationen

-Bestandte‖eeinerComputedOsung

-KriterienfUrdieAuswahl

-AuswahlderrichtigenPartner(Betreuung)

-Betreuungsleistungen

Gruppenarbeit,Vortrag,Demonstration

LOppor
lnstitUtfUrTechnologie-Transfer(Z2)

1Tag

O9.Mai(GMD-MCZ)

27.September(GMD-MCZ)

BeginndesSeniinars:09.00Uhr

EndedesSeminars:17 .00Uhr

(NutzungverschiedenerArbeitsplatzrechneristm6glichbis18.00Uhr)

DM3001-一
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Standard-Anwendungssoftware

fUrArbeitsplatZrechner
7

'

Teilnehme「

Ziel

lnhalt

Lehrmethoden

Seminarleiter

Fachkrafte,dieArbeitsplatzrechnereinse1之enoderSoftwareeinsatzf〔)r

Arbeitsrechnerplanen.

Te‖nahmevoraUssetzUngen:

DV-GrundkenntnisseundGrundkenntnisseUberArbeitsp|atzrechner

Ob,,L,i、tung,fahigk・it,Ben血 ・市eundli・hk・itundP・ ・bl・mg・ ・echth・itv・nSo伽a「eim

A,beitsplatZ・echne・b・ ・eichexi・ti・ ・enb・idenA・wend・m・ftve「schwommene

膿 ㍑ 鴛ilneh。 。,1,menL。 、、,ung、・、h・g・,・・undE・ ・satZ・69・ ・hk・・enり ・・…n・ ・1・・

undvertikaterStandardsoftwarekennenundwerdendaraufvorbereite!,geeignete
StandardsoftwarezurL6sungihrerProb|emeauszuwahlen.

Standardsoftwareversuslndividualsoftvvare

Wasist.Standardso代wareundwasistlndividualsof　 ware?Woliegendie

Vorte‖eundNachteilederleweiligenL6sung?

:蕊 罐 ㌫ 、罐 隠 鵠 ㌔,and。,dp,。g,amm・?W・esehenA・g・b・・
u.dEi。 、aロm6gli・hk・ 置env・nStand・ ・d・・伽 ・・eaUtdenunt・ ・schi由lichen

PC-Betriebssystemenaus?

AuswahlundKaufvonStandardprogrammen

Wieste‖eichfest,。bdieangeb・teneS・ 伽aremeineAnf・rderungene剛t?

WelcherWegfUhrtzurrichtigenSoftware16sung?

StehendieKostenimrichtigenVerhaltniszumNutzen?

WiefindeichdieoptimaleL6sungfOrme|neAnforderungen?

WelcheEntscheidungshilfenbietetderMarkt?

〔lbersichtObergangigeProdukte

WelcheProduktewerdenamhaufigsteneingesetzt?

WieunterscheidensichAngeboteeinundderselbenProduktklasse?

-DemonstrationundAnwendungvonStandardprogrammen

JenachTeilnehmerinteressewerdeninkleinenArbeitsgruppenverschiedene

L6sungendemonstriertundkennengelernt:

Pr・g・ammefOrTe>(tverarbeitung,Tabellenkalkulati・n,

Datenbanken,Grafik,DesktopＬPublishing,Branchenanwendungen

Demonstration,Gruppenarbeit,Vortrag

H.GroBe-Onnebrink
institUtfOrTechnologie-Transfer(Z2)

1Tag

10.Mai

28.September

BeginndesSeminars

EndedesSeminars

DM300,一 一

(GMD・MCZ)

(GMD-MCZ)

09.00Uhr

17.00Uhr
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Entscheidungshi[fenbeimEinsatZ

vonErmittlungs・undOptimierungsmodellen

aufdemPC 8

Fachleute,diemitPlanungs-undEntscheidungsaufgabenkonfrontlertsindund

quantitativeVerfahrenaufeinemPCeinsetZenwollen

DurchdiesteteVerbreitungvonMikrocomputerninWirtschaft,TechnikundVervvaltung

unddaswachsendeAngebotanmathematischorientierterSoftwaresindgOnstige

VoraussetZungenfOreinenvermehrtenEinsatzvonmathematischenMethOdenbeider

L6sungvonPlanungs-undEntscheidungsprobtemepgeschaffen.

NachErfassungeinerEntscheidungssituationalsmathematischesMOdellistmaninder

Lage,konkreteL6sungsansatZebezUglichihrerKonsequenzendurchzurechnen.HierfOr

stehenSpreadsheet-ProgrammezurVerfUgung,dieeinfachzubedienenundschonweit

verbreitetsind.BeiderSuchenachelneroptimalenL6sunggelingtesaufdieseWelse

sichdurchgezieltesProbierenbeieinzelnenProblemenanelnezufrledenstellendebzw,

andiebesteL6sungheranzutasten.GetingtdiesegeschickteSuchenichtmehr,bteibt

derAnsatZeinesOptimierungsmodetls,wofUrebenfal|sSoftvvareunterstUtzungvorliegt

BesonderserfolgversprechenderscheinenSoftwareansatze,diebeldeVorgehens・

welsenIntegrieren。DurchdieModellerfassungineinemSpreadsheetmitdenM6glich-

keiten,konkreteFaUedurchzuspielen,ge|ingtesauchdemmathematischweniger

geschultenAnwender,aufOptimierungsmodelleUberzugehen

AnhandvonausgewahltenBeispielensollendieModellierung,einL6sungsverfahren

dessenRealisierungbeiAnwendungvonStandardsoftwareunddielnterpretationder

Resultateverm耐eltwerden.

SchrittebeiderL6sungeinesEntscheidungsproblems

ErfassungkonkreterProblemstellungenalsErmittlungsmOdell

LOsungvonErmittlungsmOdelleninSpreadsheets

ErfassungkonkreterProblemstellungendurcheinLinearesOptimierungsmOdell(LO}

L6sungsverfahrenfOrLO-Model|e(grafisch;Simplex)

DemonstrationeinesProgrammsfOrLO-Probleme

DemonstrationeinesProgramms,dasbeieinerimSpreadsheeterfaBtenProblem-

stellungeinezusatzlicheOptimierunggestattet、

Vortrag,Lehrgesprach,Ubungen

Prof.Dr.P.Schwanenberg

FachhochschuleK61n

Dr.D.Craemer

Institし直f(jrTechnologie-Transfer(Z2}

2Tage

11.Septemberbis12.September

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

17.00Uhr

(GMD-MCZ)

(ersterTag)
(letzterTag)
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Be町iebssystemefOrPC 9

BenutzervonArbeitsptatZrechnern(PersonalComputer)undFachkrafte,diedie

EirtfUhrungundden日nsatzvonArbeitsplatzrechnernplanen.

DierascheEntwicklungvonSystemsoftwarefOrPersona}ComputermachtesfOrden

Anwenderlmmerschwierlger,sicheinenprofundenUberbtlckUberEinsatzm6gllchkeiten

undGrenzenvonBetriebssystemenzuverscha什en.DleVielfaltanRestriktionen,diedas

jewelllgeBetrlebssystemdemAnwenderoftauferiegt.slndnlcht|mmeraufdenersten

Bllckzuerkenhen.DasSemlnarsollhierM6g"chkeitenaufzelgen,Lelstungsmerkmalezu

bewertenunddenpersOnlichenNutzenvonspez嗣schenSystemeigenschaftenein-

schatzenzuk6nnen

NachdemBesuchdesSeminarssollderTeilnehmer

einenUberblickUberdiewesentlichenFunktlonenvonBetriebssystemenfOrArbeits-

platzrechnerhaben

dievorgestelltenBetriebssystemefUrArbeitsplatZrechnereinschatZenk6nnen

elnlgeVortei|eundRestriktionenderBetriebssystemekennen

einenEinblickindieProgrammier-undBenutzerschn仕tstellengewinnen

Zunachstso‖elnallgemelnerUberb‖ckUberdasFeldderBetriebssystemedieBasisfOr

einesystematischeBetrachtungunterschiedlicherSystemelegenundeinegemelnsame

Begr箭sweltschaffen.AnhandeinesthematischenRasterswerdenimAnschluBausge-

wahlteBetriebssystemeuntersucht.EswirdaufdieEntwicklungderSystemeelnge-

gangen,dieerforderlicheHardwarevorgestellt,undgrundlegendeSystemkonzepte

werdenverm従ten.DasleweiligeDateikonzeptwirdbehandeltundBesonderheitender

KommandosprachewerdendiskutiertFOrdieErstellungeigenerAnwendungssoftware

istdieProgrammierschn忙tstellevonbesondererBedeutung.lneinemwe枚erenPunkt

wirdaufexistierende(Anwendungs-)So丘wareundSoftware-Kompatlbilnatelngegangen.

Schlie61ichwerdenineinemAusblickTrendsundEntwicklungslinienaufgeze|gt

SchwerpunktmaBigwerdenbeiderUntersuchungdiefolgendenThemenbehandelt

AufbauundArbeitsweisevonMikrocomputern

AufgabenundFunktionendesBetriebssystems

Benutzer・undProgrammierschniロstelleneinesBetriebssystems

EinplatZ-undMehrplatzsysteme

dieBetriebssystembeispieteMS-DOS,UNIX,EUMEL

Vortrag,Demonstration,Diskusslon

K.}qOckner,K.Singenstreu,MSt6wer

lnstitUttUrTechnologie-1「ransfer(Z2)

2Tage

13、Februar

O2.Oktober

11.Dezember

bis14,Februar

bisO3.Oktober

bis12,Dezember

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

09.00Uhr

17.00Uhr

(GMD-MCZ)

(GMD-MCZ)

(GMD・MCZ)

(ersterTag)
(letzterTag)
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G」ン」D
UNIX・EinfUhrung

(SystembenutZung)

ZukUnftigeUNIX-Anwender

DieTeilnehmerzahlistaUf12begrenzt.UmfrOhzeitigeAnmeldungwirdgebeten.

DiesesSeminarrichtetsichanDV-FachleUte,diedieBenutzungdesUNIX-Systems
eriemenwollen.

DieUNIX-Programmierumgebung,zahlreicheKommandos、WerkzeugeUnddie

M6glichkeKendermachtigenUNIX-Kommandosprachewerdendurchpraktische

Ubungensoweitvertieft,daBdasentvorbeneWissenausreicht,mitjedembeliebigen

UNIX .-Systemumgehenzuk6nnenundselbstandigkleinereAnwendungenzuerstellen.

EinUberblickUberdieProgrammierspracheC,indernahezua|leUNIX-Kommandosund
-Werkzeugegeschriebensind

、rundetdiesesSeminarab

NotWendigeSystemverwaltung

Systemstart,Systembeendigung;

FormatierenderIogischenPlatteneinheiten;

AufspielenderDateisystemteileaufdiePlatteneinheiten;

EinrichtenvonHilfsdateienfUrdenSystemstart;

Ein-undAushangenvonDateisystemteilen;

EinrichtenvonBenutzernundBenutzergrupPen;

ErstellenvonDateisicherungsprozedurenaufSHELL-Ebene;

lnstallationdesDruckerspoolers

UNIX-Kommandos

einfacheKommandos;KommandosfUrdieDateiverarbeitung

UNIX-Dateisystem

Dateitypen;Dateiattribute;HierarchischeStruktur;

absolUteundrelativeDateinamen・

ProgrammausfUhrungsumgebung

Kommandosprache(Bourne-SHELL)

Sonderzeichenverwendun9;

Kommandofo|ge;Kommandokopplung(Pipe-Mechanismus);

Hintergrundverarbeitung;

VariqblenundParameter;h6hereSprachelemente;

spezielleSHELL-Kommandos;VergleichBourne-SHELL/C-SHELL

TeXteditoren

Standard-Editor"ed"'Bildschirm-Editor"medund'Xxi`'

ProgrammierspracheC

Aufruf,Compiler-Optionen;C-Strukturkonzept;

hOhereSprachelemente;

Operatoren;Speicherklassenf〔)rVariablen;

Konstantendefinition'

Funktion;Bibliotheken;Praprozessoranwendung

VortragmitpraktischenUbungen

K.Singenstreu

lnstitutf〔jrTechnologie-Transfer(Z2)

3,5Tage
21.Februar

18.April
10.Oktober

28.November

bis24.Februar
bis21.ApriI

bis13,0ktober
bisOl.Dezember

BeginndesSeminars=
EndedesSeminars:

09.00Uhr

13.00Uhr

(GMD-Bidinghoven)

(GMD-Bi面nghoven)

(GMD-Birlinghoven)

(GMD-Bir|inghoven)

(ersterTag)
(letzterTag}
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SystementWicklungmitUNIXfUrFortgeschr‖ttene 11

UNtX'AnwenderundSystementWickler

TeilnahmevoraUSSetZUngen:

UNIX-Grundkenntnlsse

ErfahrungenineinerProgrammiersprache

DasBetriebssystemUNIXspielteineimmerwichtigereRollebeiderEntWickiung

gr6BererSysteme.DieMOgllchkeiteneinesStandard-UNIX・SystemszurUntersttitzung

vonSoftvvareentWickiungensindSchwerpunktdesSeminars.

DieTeilnehmereriemendensinnvollenEinsatZderUNIX-Werkzeugebeider
OrganisationundAbwicklunggr6BererSoftware-Proiekte

KonzeptionundZielrichtungvonUN|X

darausentstehendeProbleme

(wieSicherhe口sObe目egungenundKonsistenzvonSystemenundDaten)

PrinzipienvonUNIX

KommandosfOrFortgeschrittene(aufbauendaufEinfOhrungsseminarNr.10)

Einrichteneinerkom句rtablenBenutzerumgebung

VorstellungundBenutzungderwichtigstenUNIX-Too|s

C-ShellundJobkontrolle(Substitution,History-Mechanismus)

Versionskontro‖e(SCCS-System)

Ed旋or-Customizing

GenerierungundVerwendungvonmake・files

Mail

Performance-Monitoring

SprachspeirfischeAnpassungsm6glichkeiten

FallstudienundpraktischeObungensicherndieerfolgreicheSeminarteilnahmeund
erm6glichendenTeilnehmernselbstandigesArbeitenunterUNIX

Dr.S.Streitz
lnstitUtfUrlnformationstechnisChelnfrastrukturen
ForschungundEntWicklung(Z1)

3Tage

16.Oktoberbis18.Oktober

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

15.00Uhr

(GMD'Birlinghoven)

(ersterTag}
(tetZterTag)
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Datenbanksysteme

fUrMikrocomputer

M油rbe社erausFachabteilungen,dieArbe碇splatZrechnetielnsetZen,undlnteressenten.

M廿derVerfOgbarkeitvonimmerbesserenundteistungSfahigerenDatenbanksystemen

aufdemPCwerdenimmerhaLrfigerauchdieEndbenutzermitdemProblemkonfrontiert.

AnwendungenausihremBereichm旋Datenbankenzuentwerfen,zuimplementierenund

zubetreiben.OhnegrundlegendeKenntnisseOberψetechnischenGrund|agen,die

M6glichke忙enundauchdieProblemebeimEinsatzSolcherkomplexenSysteme'iStdies

jedochtrotzgegente‖lgerBeteuerungenderHerstellernlchtm6g‖ch.

DieindiesemSeminarvermnteltenKenntnissesindgrundlegendundnichtprodukt-

spezMsch.

DerTeilnehmerlerntdieKonzepte,denAufbauunddieFunktionenvonPC-Datenbanken

kennen.AuBeπjemwlrdelneMethodezumEntwurfvonDatenbankenvorgestelltund

geObt.FOrdiepraktischeArbe旋stehenunterschiedlichePC-Datenbanksystemeauf

verschiedenenRechnernundBetriebssystemenzurVerfOgung.

AufgabenundFunktlonenvonDatenbanksystemen
Datenstrukturierung,Speicherungsformen,Zugriffsformen
Softvvarearchitektur
DasrelationaleDatenmodell
Datenbank-EntWurf
Normalisierung,logischesundphysischesDesign
Programmierung
Select,Project,Join,DefinierenvonViews
Transaktionskonzept,Logging
WerkzeugezurProgrammentWicklung
MaskenundReportgenerator,Prozeduren,Sprachen
WerkzeugefOrEndbenutzer,Makros,Dienstprogramme
Mehtbenutzerbetrieb
SperrungundWiederherstellung
ArbeitenmiteinerPC-Datenbank
Einrichten,EinfUgen,Andern,L6schen,Abfragen,Programm|erung
Problemzonen
ChecklistefUrdieDatenbankauswahl
VorgehensweisebeiderImplementierung
Planung,Analyse,Entwurf,Programmierung,EinfUhrung

Vortrage,Lehrgesprach,UbungundpraktischeArbeitanverschiedenen

PC-Datenbanksystemen

J.Seidel,U.Jousten

lnStitしrtfOrTechnologie-TranSfer(Z2)

3Tage

15.Marz

28.August

O8.November

bis17.Marz

bis30.August

bis10.November

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

09.00Uhr

12.00Uhr

(GMD-MCZ)
(GMD-MCZ)
(GMD-MCZ)

(ersterTag)
(letzterTag)
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VerbindungvonArbeitsplatZrechnernund

GroBrechnernurldihreIntegrationinNeセe

MoglichkeitenTechniken,Probleme

lT-Systemptaner,DV・AnwendungsberaterundBenutzer-Betreuer

WurdenPersonalCompUternochvorkurzerZeithauptstichlichfOr|nsellOsungenin

einlgenAbteilungeneingesetZt,sowachstheUtelmmerstarkerderWunschder

AnwendernacheinerVernetzungderPC'suntereinanderundmitdemHost.Diese

TechnikerweitertdieFunktbnsm6glichkeitenderPC'sganzerheb「ich,scha什taberauch

neueProbteme.

UnterscheidungvonAnwendungenaufArbeitsplatz-undGrol3rechnern

operationaleundindh〆lduelleDatenverarbeitung;GroB-DV-Anwendungenund

PC-Anwendungen

TechnischeVerbmdurlgenvonArbe忙splatz-undGro{3rechnern

Komponenten:physikalischeSchnRtstellen,Steckkarten,Modems

Protokolle:ZweckArtenOSl-Schichtenmodell

Kompatibi倣atsprobleme;Termhalemulation;Filetransfer;Kommunikationssoftware

・lntegrationinNetze

NetzfunktionenundNetztypen:DatenObertragungundSprachkommunikatlonh

hausinternenhomogenenDV-Systemen,heterogenenlokalenDV-Netzen,Ober

elektronischeOderdigitaleTelefon・Nebenstellenanlagenund〔jberdas6ffentliche

integrierteText・undDatennelzoderdasdig旋alisierte|SDN

MedienUbergangeundAnpassungenbeiNutzungverschiedenerPostdienste,z,B、

TelexTeletexBb(DATEX-Lund-P

Zug耐sm6glichke口enaufDatenbankenexternerGroBrechnerperelektronischer

PostMa‖boxTeleboxundanderenMehrwertdiensten

HardwareundSoWwarekomponentenund-Funktionen:Schnittstellen,Kabel,Server,

VerstarkerTransceiver

Betriebssystem-undAnwendungsso賃ware,Topologie

AnforderungenanNetz-undAnwendungssoftware,Kr口erienzumEntwerfenund

BetreibenvonLAN's

PC-Netze:Typen,Produkte,Einsatzkriterien,Ne1エe-Host-Verbindung;

Universal-LOCALAREANetworks:(Systeme,Protoko‖e,Vernetzungsbedingungen,

VerteilungderDaten);

AnwendungenundBet目ebserfahrungenzuNetzen

OrganlsatOrischelntegration

ZielefOrkoordinierten日nsalz'

DatenorganisationundCopymanagement;

OrganisatorischeRegelungenundMaBnahmen'

Benutzer-Service-Zentrum・

Sicherhe口saspekteundDatenschutz

VortrageundVorfUhrungenverschiedenerKommunikationsverbindungenanPC`sund

GroB・DV

Dr.A.Lukat,J,Seidel
lnstitUtfOrTechnologie-Transfer(Z2)

3Tage
20.Junibis22.Juni

13.Novemberbis15.November

BeginndesSeminars"

EndedesSeminars:
10.00Uhr
17.00Uhr

(GMD-Birtinghoven}
(GMD-Birlinghoven)

(ersterTag)
(letZterTag)

一208一



G剖D PCundGroB・DVAnwenderforum

Lehrmethoden

Seminarteiter

IT-Systemplaner. .DV-AnwendungsberaterundM|tarbeiterderBenutzer・Betreuung

BeiderPlanungundEinrichtungneuerVerbindungenzwischenGroBrechnernund

Arbeitsplatz-RechnerninnerhalbeinesBetriebesundvondiesemauszueXternen

informationstechnischenGeratensindInformationenifberauswahlbareProdukte

erforderiich.GleichermaBensolltenErfahrungenvonanderenAnwendernmitberOck

sichtigtwerden.

EinigegroBelnstitUtionenhabenindenletZtenJahrenunterschiedticheVerbund.

16sungenzwischenPC's,GroB-DVundkommunikationstechnischenEinrichtungen

realisiert.IhreAnforderungen,BedingungenundrealisiertenLOsungenbezOglichAnwen

dungen,DVOrganisation,HardwareundSoftwareso|leninausgewahltenBeispielen

vorgestelltwerden.DiefunktionalenEigenschaftenderdabeieingesetztenProduktefOr

Emu{ation,Fiietransfer,KommunikationimVerbund ,in|nternenNetzenundOber6ffent
licheNetzesollenexemplarischvonEntwicklernundAnwendernerklartundvorgefUhrt

werden.

ReferatevonAnwendernauslndustrieHandel,6ffeptlicherVerwaltungundForschung

mitVorfUhrungenvonProdukt-Anbietern:

KonzeptefUrdenEinsatzvonGroB-DVundArbeitsplatz-DV

EntWickiungsbedingungenundAuswahivonVerbindungen
,Ubertragungs-

verfahren,Protokollen,Codes,Schnittstellen
,SoftwarefUrEmulationFiletransfer

KommunikationinMehrplatZsyste「nen,LAN's ,Nebenstetlen・Anlagen,DATEX

Telex/τeletex,Btxusw

ErfahrungenausderOrganisation,derEntWickiung,ausderlm
.plementationundd

emEinsatzvonPC-Host-KommunikationmitBenutzerbetreuung

VortrageundVorfUhrungen

Dr.A.LukatJ.Seidel
lnstitutf(jrTechnologie-Transfer(Z2)

Seminardauer 2Tage

16.Novemberbis17.November

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

09.00Uhr

16.00Uhr

(GMD-Birtinghoven)

(ersterTag)
(|etzterTag)
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Kommunikationssoftware

lnteressenten,diemiteinemMikrocomputeraufeXterneDatenbankenzugreifenunddie

sicheinenOberblickObergeeignete,aufdemMarktbefindlicheKommunikations・

Softwareverschaffenwotlen.

TeilnahmevoraussetZung:

GrundkenntnisseOberOnline-lnformationsretrievalsinderwUnscht

FOrdasOnline-lnformationsretrievalgibtesinzwischeneineReihevonKommunikations-

softWarepaketen、ZumTeiiunterstatzensienichtnurdenallgemeinenRetrievalprozeBim

engenSinn,sondernbietenHi|febeiderTextverarbeitung,enthaltenDatenbank-

programmeodersindmitspeziellβnBenutzerobe市achenfOrbestimmteFachgebiete

ausgestattet.

UmelnenVerglelchderverschiedenenSoftwarepaketeanstellenzuk6nnenunddasfUr

dleeigeneAnwendungvorteilhaftesteauswahlenzukOnnenisteineintensNe

BeschaftigungmiteinigenamMarktangebotenenPrOduktenerforderlich.

DasSeminarwilllneinerausfOhrlichenPrasentationverschiedenerSoftvvarepaketezur

DatenkommunikationOberPersonalCompUterGemeinsamkeitenundUnterschiede

au1乞eigenundKriterienfUrdieindividuelleBeurteilungsolcherProdukteandieHand

geben.

AusfUhrlichePrasentationvonSoftwarepaketenzurDatenkommunikationUberPersonal

Computer

GenesystuD・Software

lnfolog

TerminalControl

Vortrag,Demonstration,Diskussion

E.Wetzel
lnstitUtfUrintegriertePublikations-undtnformationssysteme(F4)

2Tage

O6.April

19.Oktober

bisO7.April

bls20.Oktober

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

TeilnehmerkostenDM660r

(GMD-Darmstadt)
(GMD-Darmstadt)

10.30Uhr(ersterTag)
t6.30Uhr(letZterTag)
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GＬX」」D

TextverarbeitungmitdemSystem
EUMEL(Produktseminar)

TextverarbeitungsanwenderohneProgrammierkenntnisse,insbesonderesolche,die

EUMELbereitseinsetZen,aberauchlnteressenten.

DerTeitnehmersollindieLageversetztwerden,TexteunterVerwendungder

zahlreichenHilfeneinzugebenundzukorrigierenunddieTeXtkosmetik-Funktionen

sinnvollanzuwenden,umeinendruckreifenTeXtzuerzeugen.DieHHfsmitteldes

EUMEL-Systems.diedieErstellungvonBriefen,MapuskriptenundBUchernerieichtern

werdenedautert.

BedienungdesEditors

Dateiverwaltung

Te)dkosmetik-undDrucker-Anweisungen

Vortrag,Rundgesprach,Ubungen

R.Hahn

UniversitatBielefeld

GMD-Ansprechpartner:

Dr.E.Altmann

lnstitutf〔]rTeChnologie-Transfer(Z2}

3Tage

28.Marzbis30.Mar2

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.OOUhr

17.00Uhr

(GMD-MCZ)

(ersterTag}
(letZterTag)
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HochqualitativeTextersteltungmitTeX

DV-FUhrungskrdfte,DV-Fachkrdfte,SyStemanalytlker,dieinZukunftmitderEinfUhrung
vonTextverarbeitungssystemenmithohenAnsprUchenandietypografischeQualitat
befaBtsind.
1ndenletztenJahrenistatsneuesAnwendungsgebletderDVdasDesktopPublishing
entstanden.lmBereichderwissenschaftlich-technischenDokumentverarbeitunghat
dabeilnsbesonderedasTeX-System,dervonD.EKnuth(StandfordUniversity)
entwickelteFormatierer,einestarkeVerbreitunggefunden.

NachBesuchdesSeminarssollderTeilnehmereinenUberblickUberdenderzeitigen

StandderTechnikzurHerstellungvonTeXteninhohertypografischerQuatitatmit

DV-Anlagenhaben.lnsbesonderesollerdieM6glichkeitenvonTeXgenauerkennen.

HardwarezurTextausgabe
Editoren,Formatierer
ArbeitsweiseundFunktionsumfangvonTeX
BenUtzerSChnKtsteilen
lnstallationvonTeX
Makropakete(insbesondereLaTeX)

Vortrag,Diskussion,Demonstration

Dr.W.Appelt

lnstitutf⑰rAngewandtelnformationstechnik(F3)

1Tag

21.November

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

(GMD-Birlinghoven)

10.00Uhr

16.00Uhr
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GＬXJＬL)

EinfuhrungindieBenutZungdes

GraphischenKernsystems(GKS) 18

Te閥nehmer ProgrammiererundProgrammiergruppenleiter,DV-FachleUte,zukUnftige

Graphik-Anwender.

TeilnahmevoraussetZungen:

KenntnisseundErfahrunginderProgrammierspracheFORTRAN ,vorteilhaftistdie
KenntnisdesVAX-Editors.

Ziet DieTeilnehmerwerdendieGrundzUgedesGraphischenKernsystems(GKS)gemaBder

NormDlN66252(=lSO7942-1985}kennenlernenundseineKonzepteanhandeigener

kleinerProgrammenachvollziehenk6nnen.SiesollendieGKS-Normverstehenund

ProblemederGraphik・Programmierungerkennenundbewa「tigenk6nnen .

lnhalt DasSeminarwirdsichanjedemseinervierTageeinembestimmtenThemenbereichder

GKS・Normwidmen.EswerdengemischtVortrageund〔 〕bungengebotenwerden .

Geplantist,diepraktischenUbungenmitm6glichstvielenverschiedenenSystemen

anzubieten.・

Lehrmethoden

Seminarleiter

FolgendeSchwerpunktewerdenbehande{t:

ZielevonGKS

Portabilitat:GleicheProgrammeaufverschiedenenCompUternmitunterschiedlichen

GKS-lmplementierungenundGraphik-Geraten,BedeutungvonNormkonformitats-

prUfungenfUrdiesesZiel

EinheitlichesGraphik・Verstandnis:ReduktionderGraphischenEinheitenaufkleine

Bausteine,abstrakteArbeitsplatZe,logischeEingabegerate

GrundregelninGKS

Vollstandigke仕,Minimal酋at,Knappheit,Reichhaltigkeit

Benutzelfreundlichke忙,Fehlerbehandlung,Klarheit

lmp吟mentierbarkeit,Sprachunabhangigke旋 ,Leistungsfahigkeit,Robusthe碇

Sprachanbindungen:FORTRAN

GKS-Fahigkeiten

Ausgabe:Darstellungselemente,AusgabeattribUte

Datenstruktur:DynamischeundstatischeEffekte ,bewegteBilder,Betriebs-
zustande,Arbeitsplatze

Eingabe:Eingabegerate ,logischeEingabegerate,Eingabemodi
SpeicherungundSegmentierung:Bilddateien ,Segmentspeicher,Segmente

Vortrage,VorfUhrung,Ubungen,Besprechungen

B.Kirsch,C.PflOger

lnstitutf〔jrTechnologie-Transfer(Z2)

4Tage

O8.Maibis11

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

DM1155,一

13.00Uhr

16.00Uhr

(GMD・Biriinghoven)

(ersterTag)
(letzterTag)
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EinfUhrungindieKonzeptevonProlog

MttarbetterundLeitervonSoftvvare-Projekten.lnteressentenanGebletenderKUnsttichen
lntelligenz.

TeilnahmevOraUssetZUng:
Programmiererfahrunginelnerh6herenProgrammiersprache(ALGOL,PASCALAda

PrologistdienebenUSPamweitestenverbreiteteProgrammierspracheinallen

GebietenderKUnstlichenlntelligenz.DasSeminarsoildieTeilnehmerbefahigen,Vor-

undNachteilevonPrologimHinblickaufeinenEinsatZinSoftware・Projektenein-

schatzenzuk6men.DaPrologdieProgrammierspracheist,welche(nebenLISP)die

weiteSteVerbreitunginaltenGebletenderKUnstlichenlntelligenzgefundenhat,eignet

sichdieserKursgUtalsErganzungoderErweiterungzudenanderenKレundExperten-

system-Semlnaren.

NebendeneirizelnenSprachelementenwirdverm口telt,wieinPrologkomplexeSysteme

inkurzerZeitentworfenundimplementiertwerdenk6nnen,ohnedieinklassischen

ProgrammiersprachenUblichenDeta"-FehterquellenberUcksichtigenzumussen.

JederTeilnehmersollnachdemSeminarinderLagesein,kleinereProlog・Programme

schreibenundtestenzuk6nnen

ParadigmadesLogischenProgrammierens

SprachelementevonProlog(besondersimVergteichzuklassischenProgrammier・

sprachen):Datenats'Terme,ParameterObergabedurchUnifizierung,rOcksetzende

Ablaufstruktur

ProblemlOsendurchSuchen

kurzerUberblickUberProlog-lmplementierungen

SprachakzeptionmitProlog

Vortrag,ProgrammierUbungen

P.Kursawe

GMD-ForschungsstellefUrProgtammstrukturen

anderUn醇ersitatKarlsruhe(F2.KA)

3Tage

29.MaibisOl、Juni

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

DM990,一 ・

13.00Uhr

12.00Uhr

(GMD-Bidinghoven)

(ersterTag)
(letZterTag)

一214一



LISP-EinAnfang

DV-Fachktafte,dieGrundkenntnissederProgrammierspracheLISPfUrAnwendungs-

zweckeben6tigen、

TeilnahmevoraussetZung:

Beherrschungeinerh6herenProgrammiersprache

DieTe‖nehmersollenindiesemSeminardiegrundlegendenDenkweisenderklas§ischen

nicht・prozeduralenProgrammlerspracheLISPkennen-undanwendenlernenundden

UnterschiedzudengangigenprozeduralenProg臓mmiersprachenverstehen

USPlstnebenFORTRANelnederanestenProgrammlersprachen.Sieunterst〔 冗ztden

funk目onalenundobjektorientiertenProg頂mmierstllundbildetdieGrundlagevieler

SystemederKOns川chenlntelligenz,insbesonderederExpertensysteme.

AlsFor而hrungempfiehltsichderBesuchdesSeminarsNr.24'Kl-Programmier-

technikenU.

einfachearithmetischeFunktionen

VerkettungvonFunktionen

Variabten,Variablenbindung

ListenFunktionenaUfListen

logischeFUnktionen

se|bstdefinierteFunktionen

EvaluationsstrategieinUSP

interneListendarstellung

rekursNeFunktionen

iterativeSprachenkonstrukte

FunktionenalsArgumente:eval,apply

lokaleFunktionen:lambda

property-Listen
BeispielezurReprasentationvonWissenmitLISP

Uberblick:RollevonLISPinderKl

Vortrdge,Lehrgesprache,praktischeProgrammlerUbungen

J.B6rding
InstitUtfOrTechnologie-Transfer(Z2)

1Woche

O3.April

23.Oktober

bisO7.April

bis27.Oktober

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

12.00Uhr

(GMD-Bidinghoven}

(GMD-Bi目inghoven)

(ersterTag)
(letzterTag)
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KnowledgeEngineeringl

EinfuhrungindieWissensreprasentation

DV-Fachkrdfte,dleselbstmitderEntWlckiungvonExpertensystemenbe「aBtslndoder

sichdaraufvorbereitenwollen.

TeitnahmervOrauSsetZungen:

.GrundlegendeKenntnisseUberExpertensysteme,wies|ezumBeispie|indenSeminaren

Nr,25'lExpertensysteme-wasistdaseigentlich?undNr.26"Expertensystemeln

lndustrieundWissenschaftL'vermitteltwerden,sowieKenntnisseimProgrammlerenmit

LISPmindestensimUmfangdesSeminars.Nr.20"LISP-EinAnfang".

Obwohl.dasErste‖envonExpertensystemennochweitdavonenttemtist,einfacheine

MethodeunteranderenimBereichdessoftwareengineeringzusein,habensichdoch

schoneinigetypischeVorgehensweisenfOrdleKonstruktionsolcherSystemeheraus-

gebildet.NsbesondershilfreichhabensichdabeiArbeitsumgebungenerwiesen.dle

demEntwicklervonExpertensystemenvielfaltigeAusdrucksmOglichke眈enanbieten,um

Expertenwissenzubeschreiben.mu-BabylonisteineunterdidaktischenGesichts-

punktenkonzipierteKernversionvonBabylon,derinderGMDentWickeltenArbeits-

umgebungfOrdleKonstruktlonvonExpertensystemen.M口seinerHilfelernendie

TeilnehmerdiesesKursesunterschiedlicheMethodenderWissensreprasentationkennen

undwendensiebeimSchreibenvonkleinenBeispiel-Expertensystemenselberan

ReprasentationvonWissen

StrukturierungvonWissen

KonstruktionvonExpertensystemenmitmu-Babylon

EntWicklungszyk|usundrapidprototyping

HybrideWerkzeugsySteme

Lehrgesprdch,ArbeitinKleingruppen,praktischeUbungen

R、Mantz,M.Scheer

lnstitUtfUrTechnoiogie-Transfer(Z2)

C.Thomas

lnstitUtfUrAngewandtelnformationstechnik(F3)

1Woche

17.Aprilbis21.Aprii

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

12.00Uhr

(GMD-Birtinghoven)

(ersterTag)
(letzterTag)
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KnowledgeEngineeringll

WissensakquisitionfUrwissensbasierteSysteme

Seminarleiter/
Referenten

DV-Fachkrafte.diemitderEntWicklungvonExpertensystemenbeschaftigtsindodersein

werden.

Tei|nehmervorausSetzung:

KenntnisseimUmfangdesGMD-SeminarsNr.21"KnowledgeEngineering|:EinfUhrung

indieWissensreprasentation"

DenTeilnehmernsollderStandderKunstinderWissensakquisitionvermnteltwerden;

gleichzeitigwerdensiemitdenpotentiellenProblemenbeimEntWurfundderKonzeption
wissensbasierterSystemevertrautgemacht.

WasbezeichnetmanalsWissensakquisition?

DiskussionderProbleme

kognitionspsychoiogischeAspektevonExpertise

WissenSerhebung

WiSSensmodeillerung

Wissensreprasentation

MethodischesVorgehen

MethodenzurWissensakquisition

ComputerhilfsmittelbeiderWissensakquisition

Vortrage,DiskussionderProbleme,Vo而hrungundpraktischeVersuchemitWerk

zeugen

B.BeckerW.KarbachM.Unster
lnstitutfUrAngewandtelnformationstechnik(F3)

3Tage

20.Junibis22.Juni

BeginndesSeminars'

EndedesSeminars:
09.00Uhr

17.00Uhr

(GMD-Birlinghover1)

(ersterTag)
(letzterTag)
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KnowledgeEngineeringHl

BereichsmodellierunginderKUnsttichenlntelligenz

Fachkdifte,diean日nsatz,EinfUhrungoderDurchfOhrungvonProjektenmitBezugzur

KOnstiichenlnteltlgenzbeteiligtsind.

TeilnahmevoraussetZung:

GrundkenntnisseUberZlele,lnhalteundMethOdenderKUnstlichenlntelligenz,

m|ndestenslmUmfangelnesderelnschlagigenLehrbUcher;insbesondereKenntnissein

derDarStellungvonWissen,wiesiebeispielsweiseindemGMD-SeminarNr.21
"KnowtedgeEngineering1:'ElnfUhrungindieWissensreprasentation"vermntettwerden .

DieTellnehmersollenslchmitneuerenTechnikenderWissensreprasentationvertraUt

machen.lnsbesonderewerdenTechnikeneriernt,diezurReprasentationund

Verwendungdertopologischen,funktionalenundzeitlichenBeziehungenim

mOdelliertenBereichgeeignetsind.

DarstellungvonFunktions-undKomponentenhierarchien;DarsteUungundVerarbeitung

funktionalerBeziehungendurchConstraints;ReprasentationSformenzurMOdellierung

zenticherBeziehungen;SystemezurVerwaltungvonAbhangigkeiten('「 τ田th

Maimenance")als6konomlscheGrundlagederMOdellierung.

Vortrage,DemonstrationenundkleineUbungenamRechner

Dr.H.VoB
lnstitUtfUrAngewandtetnformationstechnik(F3)

2Tage

O7.SeptemberbisO8.September

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

12.00Uhr

(GMD-Birlinghoven)

(ersterTag)
(letzterTag)
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●

Kl・Prograrnmiertechniken

EntwicklerundAnwendervonKl-SystemenundKI-Werkzeugen

Teilnahmervoraussetzungen:
GrundlegendeKenntnisseOberExpertensysteme,wies|ezumBeispielindenSeminaren
Nr.25"Expertensysteme-wasistdaseigentlich?undNr.26'Expertensystemein
lndustrieundWissenschaft`'vermitteltwerden,sowieKenntnisseimProgrammierenmit
LISPmindestensimUmfangdesSeminarsNr.20"LISP-EinAnfang.

DielmplementierungneuartigerkomplexerSystemeistinderKlOblich.Essot|en

wichtigeTechnlkenverrnnteltwerden,mitdehenderartigeSystememOdularund

mOdifizierbarrealisiertwerdenk6nnen

AlsBeispielftirsolcheSystemewerdenSoftware-Werkzeugebetrachtet,mitderenHilfe

heUtezunehmendEntWick|ung,WartungundBetriebvonExpertensystemendurch-

gefOhrtwerden.

WesentlicheBestandteiledieserSystemesindgeeigneteProzessorenfUrdie
lnterpretationvonOeweilsunterschiedlich)formalisiertemWissen

BeiderEntwlck|ungvonMikroversionenderartigerProzessorenwerdendieTeilnehmer

mitgrundlegendenKl-Programmiermethodenbekanntgemacht.

ObjektorientierteErweiterungvonLISP
lnterpreterfUrWissensreprasentationsformalismen
lntegrationverschiedenerWissensreprasentationsformalismen
ArchitekturkonzeptefUrlnterpreterderartigerFormalismen
HybrideWissensreprasentation

Kurzvortrage,VorfOhrungen,Ubungen

R.Mantz,M.Scheer
lnstitutf(jrTechnologie'Transfer(Z2)

1Woche

18.Septemberbis22.September

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

fO.00Uhr

12.00Uhr

(GMD-Bidinghoven}

(ersterTag}
(letZterTag)
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Expertensysteme・wasistdaseigentlich?

.(Tutorium)

DV・Krtifte,diesicheinenUberbtickOberExpertensystemeverschaffenwollen

Teilnahmevoraussetzungen:

DV-Grundkenntnisse

ExpertensystemeshdinzwischenalsersteAnwendungdesForschungsgebietsKOnst

lichelntelligenzUberdasExperimentierstadiumhinausentwlckeltwordenundwerden

zumTeilbere仕saufdemMarktangeboten.DamitstehenManager,Verwaltungsfachleute

undDV-M碇arbe酋er,welcheaufdemGebietderKUnstiichenlnte{ligenzkeheFachleute

slnd,vorderAufgabe,sicheinenUberblickUberdieseneueArtvonSoftware-Systemen

zuverscha什en.umlhreBrauchbarkeitalsHllfsmntelzurRatlona‖slerungundAutomatl

sierungvonsolchenArbeRsablaufenehzuschatzen,dlederDatθnverarbe6ungbisher

nichtzuganglichwaren

DasTuto而um"Expertensysteme-waslstdaseige耐lch?"verm仕teltGrundlagerlwissen

旬rdieseAu「gabe.(VerschbdeneAspektedesEntWicklungsstandsausAnwendersichtin

derBundesrepub聞kDeutschlandbietetdasForumNr.26"Expertensystemeinlndustrie

undWissenschaft').

DieTellnehmererねhren,wozuExpertensystemeentwickeltwurden,undwelche

AufgabendurchdieseArtvonSoftware(zumTei|erstmalig)m碇te|sDVinAngriW

genommenwerdenk6nnen.NebenGrundlagenderExpertensystem-Architekturwerden

LelstungsmerkmaleundGrenzenbestehenderSystemevem耐elt,auBerdemwerden

verschiedeneAnsatzezurEinordnungvonExpertensystemennachzugrundeliegenden

KonzeptenodernachArtderAnwendungdiskutiert.

UnterschledezwischenExpertensystemenundanderenSoftware-Systemen

SchwierigkeitenbeiderDefinitionvonExpertensystemen

WesentlicheMerkmalevonExpertensystemen
DerAufbauvonExpertensystemen

TyplscheAnwendungenvonExpertensystemen

KriterienfUrdieEinschatZungvonExpertensystemen

LehrgesprachundDiskussioninKleingruppen

DasTUtorium"Expertensysteme-wasistdaseigentlich?"unddasForum"Experten・

systemelnlndustrieundWissenschaft"sindaufeinanderabgestimmtundgeben

zusammenelneneinfUhrendenUberblickOberdietheoretischenGrundlagenundden

gegenwartigenStandderpraktischenAnwendungenvonExpertensystemen.

DasTUtoriumstelltdabeidietheoretischenVoraussetzungenzurVerfUgung,ohnedie

eineTeilnahmeamForum"ExpertensystemelnlndustrieundWissenschaftnicht

sinnvO‖erscheint

Teilnehmern,dieUberdiesesGrundlagenwissenbereitsverfUgen,wirdempfohlen,sich

nurzumForumanzumelden.EineAnmeldungalleinzumTUtoriumistnichtm6glich.

R.MantzM.Scheer
lnstitUtfUrTechnologie-Transfer(Z2)

2Tage

O5.JunibisO6.Juni

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

17.00Uhr

(GMD-Birlinghoven)

(ersterTag)
(letzterTag)
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GＬXJＬD
ExpertensystemeinlndustrieundWissenschaft

(ForumfUrEntWicklerundAnwender)

Teitnehme「

Ziel

tnhalt

Lehrmethoden

Hinweis

Seminarleiter

DV-K拍fte,diesicheinenUberblickUberimEinsatZbefindllcheExpertensystemever-

schaffenwollen.

Te|lnahmevoraussetZUngen:

DV-Grundkenntnisse

TeilnehmernohnejedeVorkenntnisseaufdemGebietderKOnstlichenlntelligenzOder'

derExpertensystemewirdal|erdingsdervorherigeBesuchdesTutoriums"Expert6n・

systeme-wasistdaseigentlich?"(SeminarNr.25)empfohlen .

BishergibtesimmernochsehrwenigeErfahrungsberichtevonExpertensystemご

AnwendernauBerhalbder"Kl-Forschungsgemeinde" .indemForum'Expertensystemein

lndustrieundWissenschaft"sollenDV-Mitarbeitern,dieUberdieMOglichkeiteines

EinsatzesvonExpertensystemeninihremAufgabenfeldnachdenken
,einigeSysteme

,ausderSichtdesAnwendersvorgestelltwerden.Al|erdingsbestehtdabeiinsofemeine

gewisseEinschrankung,alsmancheSystemederzeitnurindenFirmengenutztwerden,

dieauchdieEntWicklungdurchgefOhrthaben.

DasForumdientdemZiel,denEntWicklungsstandvonExpertensystemenimdeutsch-

sprachigenRaumanhandausgewahlterBeispieleim〔 〕berblickzuverdeutlichen
,wobei

fUrDemonstrationenundkritischeTeilnehmerfragenhinreichendRaumgebotenwird
.

DiePrasentationvonvoraussichtlichfOnfExpertensystemensolljeweilsAntWortauf

folgendeFragengeben:

WelcheMerkmaleweistdasvorgesteliteSystemauVr
WelcheArchitekturliegtzugrunde?
WoundmitwelchenWerkzeugenwurdedasExpertensystemeritWickelt?
WieschatZenmenschticheExpertendesbetreffendenFa .chgebietsdasExperten-
systemein?
Gibt.esAussagenzurWirtschaftlichkeitdesExpertensystems?

VortragemitFatlbeispielen

DasTutorium'Expertensysteme-wasistdaseigentlich?"unddasForum
"Experte

nsystemeinIndustrieundWis§enschaW"sindaufeinanderabgestimmtund

gebenzusammeneineneinfUhrendenUberblickUberdietheoretischenGrundlagenund

dengegenwartigenStandderpraktischenAnwendungenvonExpertensystemen .

FOrTeilnehmermitVorkenntnissenisteineAnmeldungzumForum"Expertensystemein

lndustrieundWissenscha丘"ohneBesuchdesTutoriumszuempfehlen .

R.Mantz,M.Scheer

lns廿tし虎fOrTechnologie-Transfer(Z2)

Seminardauer 3Tage

O7.JunibisO9.Juni

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

TeilnehmerkostenDM625,一 一

9,00Uhr

12.00Uhr

(GMD-Bidinghoven)

(ersterTag)
(letzterTag)
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PC・ ・ToolszurEntWicklungvonExpertensysterr]en 27

Tellnehmer

Ziel

lnhalt

Lehrmethoden

Seminarleiter

AlleDV-Mitarbetter,dleslcheinen〔 〕berblickUberdleaufdemdeUtschsprachigenMarkt

angebotenenWerkzeuge(Tools)zurExpertensystem-EntWicklungaufPersonal

CompUternverschaffenwolten.

Teilnahmevoraussetzung:

GrundkenntnisseinKUnstlicherlntelligenz

DieEnMcMungv・ ・ExpertensystemenkannalsdieA・wendungdesF・ ・schu・gs-

gebletsKOnstlichelntelligenzangesehenwerden・Dena‖gemeinenE「fah「ungendes

SoftwareEnglneeringentsprechendhatsichauchbeimEntwurfvonExpertensystemen

dleU・te・s迦ngd・ ・chgeeignet・E・M・kl・ ・gsumgebungenal・w・ ・entliρhesHilf・m撤el

zurVerbesserungderPrOduktiv廿atherausgestellt.

ZunehmendwerdenEntwlcklungsumgebungenfOrExpertensystemeauchfOrPersonal

Computerangeboten,derMarktisthierbere忙srechts曾hwerOberschaubar.1ndieser

Veranstaltungsolldaherelnm6gliChstreprasentatlverUberblickOberdieamdeutsch-

sp頂chigenM・ ・㎞a・geb・tenenSyst・mezurE・pertensystem-E・M・klungaUtPC'O

geb・tenwe・den.D・beiwl・dde・Schw・ ・pu・ぱ ・ぱAu・w・hlk・ 伎e・ie・allgem・i…wle郵

konkretenLeistungsmerkmalenausgewahlterSystemeliegen,VollstandigkeitbleibtIn

diesemBereichallenfallsaktuellenTagespublikationenvorbehalten.

ArtundUmfangderWissensreprasentationdesleweiligenWerkzeugs
WissensverarbeitungundihreKontrolle
KomponentenzurUnterStUtzungdesEntwicklers
KomponentenzurUnterstOtzungdesEndbenutzers
KommunikationsfahigkeitmitanderenSoftwarewerkzeugen
Einsatzverhalten

Vortrage,Demonstrationen,praktischeObungenanausgewahltenSystemen

M.vonBechtolsheim

H.-∫ 、MuBhoff

GMD-ForschungstelleK61n

3Tage

11.Septemberbis13.September

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

17.00Uhr

(GMD-MCZ)

(ersterTag)
(letzterTag)
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MaschinellesLernen・eineEinfuhrung

Teihahmevoraussetzung:

GrundiegendeKenntnisseilberExpertensystemeundWissensreprasentatlon,wiesle

zumBeispielindenSeminarenNr.21"KnoWiedgeEngineeringl:EinfUhrungindie

Wissensrep拍sentatlon丙undNr.25"Expertensysteme-wasIStdaselgentiich?'vem脆lt

werden.GrundkenntnissederProgrammierspracheUSP,wiesieimSeminarNr.20
"USP －日nAnねng"verm仕teltwerden

,sindhilfreich,abernichtunbedingterforderiich.

MaschinellesLemenhatsichindenletztenJahrenzueinernderwichtigstenund

innovativstenForschungsthemenderKOnstlichenlntelligenzentwickelt.Dabeigehtes

nichtnurumdieaUtomatlscheWissensakquisitionfUrExpertensysteme,sondern

allgemeinumWerkzeugeundMethOdenfUradaptiVeKl-Systeme.

DieTeitnehmererwerbenKenntnissevonKonzeptenundGrundtechnikendes

MaschineltenLernens.DarUberhinauswerdendieLeistungSiahigkeitundGrenzender

wichtigstenLemsystemeundMethodendiskUtiert.EinesdervorgestelttenVerfahrenwird

anhandeinerUSP-lmplementationpraktischdemonstriert

lnduktivesLemenanhandvon8eispieten

VeratlgemeinerungundSpezialisierungvonKonzepten

LernendurchUntentveisung

LemenmntelsAnalogie-SchlieBen

Selbs恒ndigesLernendurchBeobachtungundEntdeckung

RealisierteSystemeundAnwendungen

Ausbllck,Trends(konnektlon|stlscheAnsatZe)

Vortrag,Diskussion,Demonstration

G.Kellermam
tnstitUtfUrAngewandtelnformationstechnik.(F3)

2Tage

14.Septemberbis15.September

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

(GMD-Birlinghoven)

10.00Uhr(ersterTag)
17.00Uhr(letzterTag)
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NichtmonotonesSchlieBen

WissenscharderundKl-Fachkrafte,dieimBerelchWissenspdisentationarbeiten

TefinahmevOraussetZung:

GrundkenntnisselndenBerelchenWissensreprdsentationundformaleLogik.

DenSemlnarteitnehmernsolldiePraxisrelevanzdiesesgrundtagenorientiθrten

ForschungsgebletesverdeUttlchtwerden.SlesoltendlewlchtlgStenAnsatZezur

FormallsierungnichtmonotonenSchlieBenskennenlemenundinderLagese|n,die

heUtigenM6glichkeltenundGrenzendesElnsatZesnlchtmonotonerSystemefUr

Probleml6sungenzubeurteilen.

dieNotwendigkeitnichtmonotonenSchtieBensfUrdieKt

Formalisierungen

DetaultLogik

AUtoepistemischeLogik

Circumscrlption

nichtmonotoneBeweissysteme

nichtmonotoneregelbasierteSystemeundTrUthMaintenance

G.Brewka
lnstitUtfUrAngewandtelnformationStechnik(F3)

1Tag

18.Mai

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

(GMD-Birlipghoven)

09,00Uhr

17.00Uhr
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FUhrungsinformationssystememitBildschirmtext

(lnhouse・SystemfOrdieDeutscheBundespost)

Teilnehmer

Ziel

Organisatoren,FOhrungs-undFachkdifte,dieeinen〔lberblickzuM6glichkeitenund

GrenzeneinesFUhrungsinformationssystemserhaltenm6chten .

NUtzungderErfahrungenderGMDausderBegteitforschungzumFUhrungs-

informationssystemCULIderDeutschenBundespost ,demmit600Teilnehmerngr63ten
SystemseinerArt.

lnhalt DasFUhrungsinformationssystemCUUderDeUtschenBundespostundvergleichbare

Systemeimln-undAusland.

Lehrmethoden

Seminarteiter

ErfahrungeninSchulungundBetreuung

M6glichelnhalteeinesFthhrungsinformationssystems
.

EinfUhrungsstrategie

DasAngeboteXternerDatenbankeninBildschirmtextundM6glichkeitenfUrderen

Einbeziehung

DieBedeUtungeineselektronischenMitteilungssystemsimRahmenderartiger

Systeme

Mult汀elsundPC'salsalternativeEndgerate

MethOdenderAkzeptanzmessung

FehierquellenbpiderEinfUhrung

BedeutungeinerpartizipativenSystementWicklung

Vortrage,Lehrgesprtiche,Demonstrationenundpraktische〔 〕bung

F.vonBornstaedt
lnstitUtfUrAngewandtelnformationstechnik(F3)

1Tag

14.November

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

DM520,一 一

(GMD-Biriinghoven)

10.00Uhr

17.00Uhr
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DasDirecto「y・einelektronisches

VerzeichnisfUroffeneKommunikationssysteme

Dienstanbieter,diezurUnterstUtzungvonverteiltenSystemeneinenDirectorydienst

anbietenwdlen

Anwender,dieimRahmenderlmplementierungvonverteiltenSystemendas

DlrectorysystemnutZenwOllen

Tellnahmevoraussetzungen:TeilnehmersolltenKenntnisseUberoffeneSysteme(OSり

haben.

1nderKommunikatlonoffenerSystemeisteinglobalesVerzeichnisUberdieKompo-

nentendleserSyStemeund|hrerBenutzer,mitzugeordneterErreichbarkeits-1nformation

vonentscheldenderBedeUtung.EinselcherDienstwirdinZukunftvoneinemweltweiten

vertelltenDlreCtorysystemerbracht.HierzuliegenzurZeitersteStandardisierungs-

entWUrfe(ISODiSgS94undCCIrT×.500DraftRecommendation)vor.

DenTeilnehmemwerdend|egrundlegendenKonzeptedesDirectorysystemsvermittelt.

SchwerpunktdesSemlnarsIStdieNutzungdesDirectorysystems.DieTeilnehmersollen

dieArtderlmDireCtorygespeichertenlnformationunddieZugangsm6g|ichkeitenzum

DireCtorysyStemkennenlernen.DarOberhinauswerdenKonzeptevorgestel|t,diefUrdie

lmplementationeinesDirectorysystemsverwendetwerdenk6nnen

BedeutungdesDire(t,orysystemsfUroffeneKort)munikationssysteme

UberblickOberKonzepte,MOdelleundDienstedesDirectorysyStems

NutzungdthrchAnwendungen

allgemein

lmDeutschenForschungsnetZ

vonBOrosystemenderZukunft

ArbeitsweisedesverteiltenDirectorysystems

lmplementierungskonzepte

VorfOhrungen

DlMPLE

THORN

Vortrage,VorfUhrungenundDiskuss{onen

K.HBonackerA,JerusalemW.PrinzH.Santo,Dr.卜1.Schith

tnstitUtfUrAngewandtetnformationstechnik(F3)

2Tage

11.Aprilbis12.April

BeginndesSeminars,

EndedesSeminars

10.00Uhr

16.00Uhr

(GMD-Birlinghoven}

(ersterTag)
(letZterTag)
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DieNutzungvonDatenbanken

inNetzenunterverschiedenenBetriebssystemen

TeilnahmevoraussetZungen:

DieTellnehmersotltenmitdenGrundlagenderDatenverarbeitungvertraUtsein.Zudem

solltensieErfahrungmitMS-DOSOderUNIX-Anwendungenhaben.

BeiderAuswahlvonArbe忙splatZrechnernistesmitunternichtzuvermeiden,lneiner

OrganlsationseinheitRechnermitunterschied{|chenBetrlebssystemenzulnstallleren,da

dieanwendungsspez膏ischenVorteileeinesBetrlebssystemsschwererwiegenkOnrlen

alsderWunschnach日nhei制|chkeit.EsgibtelneRelhevonNetzen,dbdieVerblndung

solcherR㏄hnererlauben.EinigedieserNetzeerm6glichennebendemobligatorischen

Flle-Transferauch,vonverschiedenenBetriebssystemenausdenglelchenBerelchθiner

S'erver-Plattezunutzen.DieseM6glichkeRalleinistledochfOrdiegemeinsameNut-

zungeineszentralenDatenbestandsnichthinreichend.EinzelneAnbletervonDaten-

banksystemenversuchenmitspeziellenNetzwerkversionendieseL〔jckezuschlieBen.

DieTeilnehmersollendurchdasSeminarindieLageversetztwerden,dieProbleme,die

dielmplementierungvonDatenbanksystemeninheterogenenNetZenmitsichbringt,

sachkundigzubeurte‖en.Da頂ufaufbauendsollensiedurcheinenUberblickOberam

MarktverfOgbareDatenbanksystemeundUberabsehbareEntwicklungenimBereichder

StandardisierungvonProtoko‖enkonkreteHilfef[jrdieGestaltungvonNetzeninihren

Organisationenerhalten.

BedeUtungdesGegenstandsfUrdiezukUn価geGestaltungvonlnformationssystemen

EbenenderKorripatibilitat

altemativeL6sungsansatZe

KriterienzurBeurteilungvonNetzwerk-Datenbanksystemen

UberblickundVergleichamMarktangebotenerDatenbanksyste'me(fUrdieVer-

bindungvonUNIXundMS-DOS)

VorfUhrungeinzelnerSysteme

zuk(inftigeStandardisierungsbemOhungen

VortrageundVorfUhnＬngen

Dr.U.FrankDr、S.Kleh

ForschungsstellefOrlnformatlonswirtschaft,GMD-K61n

1Tag

30.Oktober

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

(GMD-K61n)

09.00Uhr

17.00Uhr
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Datenbanksy§teme

DV-Fachkrdfte,diemitPlanung,EntwicklungundBetriebvonDatenbankenbefa6tsind

TeilnahmevorausetZungen:

GrundkenntnissederDatenvetarbeitung

Se忙demAu「kommenleistungsfahigerrelationalerDatenbanksystemewachstderAnteil

derAnwendupgsentWlcklungaufderBasisvonDatenbankenstandig.VleleUnter-

nehmenerho什ensich,mitDatenbankenOrdnunginihreDatenbestandezubringen.

DatenbankensindabernichtdasZauberm酋teldasvona‖einewlrkt.BasisfOrelnen

erfolgreichenElnsatzvonDatenbanksystemenshdguteKenntnissedesMachbarenund

derGrenzendieserSysteme.

DasSeminarverm忙teltallgemeingUltigesGrundwissenUberdieDatenbank-Technologie

unterbesondererBerOcksichtigungdesrelationalenDatenmOdells

AufbauundFunktionvonDatenbanksystemenzuerltiUtern

einigeausgewahlteDatenbanksystemeinlhrenGrundzOgenzubeschreiben

AnforderungenaneineintegrierteDatenha腱ung

logischeundphysischeDatenorganisation

(Speicherungs-undZugriffsformen,Strukturierungstechniken.Liste,Kette,lndex-

tabellen,lnverslisten)

AufbauundFunktionvonDatenbanksystemen

Datenmodelle

Relationen-Model1,CODASYL-Model1,hlerarchischesModell

DasDatenbanksysteminseinerSystemumgebung

ZusammenspielDB/DC,

Datenschし 忙z,

DatensicherungundWiederherstellung,

DataDictionary

TrendsundEntWickiungenimVmfeld

Anwendungssystemeder4.Generation

VerteilteDatenbanksysteme

Vortrage,DemonstratiOnen

U.Schneider,J.Seidel

lnstitし血fUrTechnologie-Transfer(Z2)

1Woche

20.Februarbis24.Februar

BeginndesSem|nars:

EndedesSeminars:

10、OOUhr

12.00Uhr

(GMDBiriinghoven}

(ersterTag)
(letZterTag)
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G」㌦」D
SQL・ 日neStandardSprache

fUrDatenbanksysteme

DV-FachkrafteundAnwender,diemitEinsatzundAnwendungsentWicklungvonDaten・

banksystemenbefaBtsind.

TeilnahmevoraussetZungen:GrundkenntnissederDatenverarbeitung

GroBeDatenbestande,diefOrvieleBenutzerundverschledenartigeAnwendungen

verfOgbarselnsollen,werdeninzunehmendemMaBealsDatenbankorganislert.FOrden

Zugr廿faufdieDatenbestandewurdenneueDatenbanksprachenalsErganzungzur

Programmiersprachegeschaf「en,diedenProgrammierervonderfestenAdressieドung

derexternenDatenfelderbefreien.EiinedieserSprachen,SQListinzwischen

standardisiertworden.ObwohlzunachstnurfOrrelationaleDatenbankengedacht,wird

§㌫1=㍑:匪n熾㌶r=tc認 旛:瓢 麟 部t麟=
aufRechnernlederGr6Benordnung・vonMikrosblsMainframes-ehzusetzen.

DasSeminarvermitteltGrundkenntnisse|nSQＬd.h.ElnblickhSyntaxundSemantik

derSprache.Dazu
..wlrddenTe‖nehmerndieM6gllchke旋gegeben,ihrWlssenlnForm

vonausfO耐lchenUbungenzuvertiefenlAu6erdemwerdenProbleme,dleauchlnSQし

Standardnochbestehen,angesprochenundeventuelleL6sungsm6g‖chke口enaufge-

ze|gt

DasrelationaleDatenmOdell

DarstellungderDaten,Datenmanipu|ation,Datenintegritat

SQL

DerSQL-Standard,interak酌eundeingebetteteSQL

dynamischeSQLundstatischeSQＬSystemtabellen

BenutzungderSQL

DleDataDefln川onLanguage

CREATE'DROP◆ALTERundCREATEINDEX'

Datenbank-Update:

INSERT'UPDATEundDELET巳

DasSELECT-Statement:

AbfrageeinerTabetle,StandardfunktionenundmathematlscheFunktionen

GrupplerenvonDaten,AbfragemehrererTabe|len(Joln,Unlon)

Unterabfragen,derExistOperator

SQLundDatenunabhangigkeit:

relationaleSichtenaUfdieDaten,CREATEVIEW,UpdatesvonSichten

AnwendungsentwicklungmitSQL,EinbettungindieWirtsprache

Cursorkonzept

SchutzmechanismenGRANTundREVOKE

ProblemzonenundL6sungsm6glichkeiten
outerjoin,Nullwertbehandlung,StOckliste,lntegritatsbedingungen
WelcheBereichederAnwendungsentWickiungdecktSQLab ,we|chenicht?

Vortrag,Lehrgesprach,UbungenundpraktischeArbeitmitSQL-Systemen ,Diskussion

J.Seidel

lnstitしrtfarTechnologie-Transfer(Z2)

3Tage
O6.MarzbisO8.Marz

BeginndesSeminars:
EndedesSeminars:

10.00Uhr

16.30Uhr

(GMD-MCZ)

(ersterTag)
(letzterTag}
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DatenbanksystemPINDAR
-Grundkursus-

(Produktseminar)

FOrdieEntwlcklungbzw.P侃egevonPlNDARAnwendungsprogrammenvorgesehene

DV-Fachkrdfte.

Teilnahmevoraussetzung:
AllgemeineKenntnissederDatenverarbeitung,einschlieBlichdes
SIEMENS-BetriebssystemsBS2000.
VorteilhaftsindKenntnissedesGMD-DatenbanksystemsFIDAS.

BefahlgungderTeilnehmerzumAufbauundzurPflegevonPINDAR-Datenbestanden
sowlezurEntWicklung/BetreuungeinfacherAnwendungsprogramme.

－NlgemelnerUberbllck

-Datenverwaitungsfunktlonen

Fomular-Benutzerschnntstelle

-Datenbasis-Aufbau

-Datenerfassungund-pfiege

-Selektionen

-Auswertungen

-Datenausgabe

-Datenfehler-Korrektu㎡unktion

VorsteliendereinzelnenPINDAR-Dienste,ihrerArbeitsweiseundihreszweckmaBigen

EinsatZes;praktischeUburlgeninGruppenarbeitamBildschirm;DiskussionvonFrage-

stellungenundL6sungen.

K.KUnz
lnstitUtfOrTechnologie-Transfer(Z2)

1Woche

27.Februar

25.September

bisO3.Marz

bis29.September

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

12.00Uhr

(GMD-Birlinghoven)
(GMD-Birlinghoven)

(ersterTag)
(letzterTag)
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DatenbanksystemPINDAR
-FortsetZungskurs-

(Produktseminar) 36

MitderEntWicklungbzw.PfiegevonPINDAR-AnwendungsprogrammenbefaBte

DV・Fachkrafte.

TeilnahmevoraussetZung:

TeilnahmeaneinemP|NDAR-Grundkursusodergleichwert|gePINDAR-Kenntnisse.

BefahigungderTeilnehmerzurEntwicklungbzw.Betreuungvon

PSNDAR-AnwendungsprogrammenunterschiedlichehKomplexitatsgrades.

erweitertePrOfbedingungenundBerechnungeninderDatenaktualisierungs-

komponenteUPDATE

in-tineFunktionen,indirekteAdressierung

Sortierung,Gruppenblldung,CALL-Mechanlsmus

Ein-/AusgabemitwechseindemSatZaufbau

Ein-/AusgabeUberBildschirm(-Masken)

konkurrierenderZugr廿faufDateien

Datensicherung,Datenschutz

Prozeduren,Hilfsprogramme

VorstellendereinzelnenPINDAR-Leistungen,ihrerArbeitsweisen(mitHinweisenauf
Programmoptimierungen);praktischeUbungeninGruppenarbeitamB|ldschlrm'
DiskussionvonFragestellungenundL6sungen.

K.KUnz

tnstitしrtfUrTechnologie-Transfer(Z2)

1Woche

O6.Novemberbis10.November

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

12.00Uhr

(GMD-Bir|inghoven)

(ersterTag)
(letzterTag}

BeiBedarfk6nnenzusatZlicheSeminareauchauBerHausdurchgefUhrtwerden
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ReportgeneratorIREG

(Produktseminar)

DV-FachkrdftemitprakttschenErfahrungenImUmgangmitFIDASOderPINDAR ,welche
Anwendungenauf(mindestens)einemdieserSystemeentWickelnOderbetreuen

Teilnahmevoraussetzungen:

DieTeilnahmeamKurssetztvoraus ,daBdieDefin忙ionunddieP刊egevonFIDAS-oder

PINDAR-DateienbereitseigenstandigdurchgefUhrtwurden

DerlnteraktiveReportgeneratorIREGistBestandteildesDatenbanksystemsPINDAR

MitihmwerdenDatenbestandedirektbzw.nachderErganzungdurchsekundare

lnformationenzumDruckaufbereitet.ZudiesemZweckbietetIREGleistungsfahige

Textverarbeitungsfunktlonenan,dlemitRechenoperat|onenvermischtzurErstellungvon

spaltenorientiertenOderfreiformatiertenListenbenUtztwerdenk6nnen.DieTeilnehmer

sollendieprinzipietleFunkt|onsweisedesReportgeneratorsIREGverstehenundmitihm

neueAusgabeprogrammeschreibenbzw.bestehendelesenundandernlernen 、

lREG-Einbettung,Grundlagen

GenerelleFunktionswe|sedeslREG

Formatbehandlung

ErstellungvonListen(spaltenorientiert,fre廿ormatiert)

Verarbe従ungsekundarerlnfomationen

KombinationRechenoperatlonen/Textverarbe註ung/Listenausgabe

AdreBetike廿enau廿)erenung

Sc柑e廿enverarbe旋ung

besondereM6g腫chke稔enderPos面onierung

elnfacheProzedurenm廿ParameterObergabe

EinleitendeUbersichtsvortrdgezudenIREG-Leistungen;praktischeUbungenam

BildschirminGruppenarbeit;DiskussionderindenUbungenerkanntenProblem-

komplexeundVertiefungdesLehrsto什s

H。Sch61er

lnStitUtfOrTechnologieご 「ransfer(Z2)

1Woche

O6.Marz

O2.Oktober

bis10.Marz

bisO6.Oktober

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

12.00Uhr

(GMD・Bidinghoven)

(GMD-Biriinghoven}

(ersterTag)
(letzterTag)
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ReportgeneratorIREG

●Vertiefungskurs・

(Produktseminar) 38

Tellnehmer MitderEntWicklungundPflegevonIREG/PINDAR-Anwendungenbetraute
DV-Fachkrafte.

Ziel

tnhalt

Lehrmethoden

Seminarleiter

Tei「nahmevoraUssetzung二

VorausgesetZtwerdendleTeilnahmeaneinemIREG-Kursundderpraktische日nsatzder

erworbenenKenntnisse|nmindestenshalbjahrigerAnwendungsprogrammierung .

ZusammenmitderVerttefungderKenntnisseOberdieFunktionendesIREGsotlenden
TeilnehmerninsbesondereAnregungenzurErStellungeffizienter,Obersichtlicherund
leichterzupflegenderAnwendungsprogrammevermnte|twerden .

interneArbeitswelsedes旧EG;

HinwelseaufLaLrf2eitoptimierungen

UnterstぱzungbeiderErstellungvonAnwendungsprogrammen

(Strukturierung;Formatbearbeitung;Fehlersuche)

IREG-Anwendungsgebiete

IREG-Unterprogramme(AUSDAT2;SORT)

EinbettungvonAnwendungsprogrammeninBS2000-Prozeduren;AufbereitungfOr

AusgabeaUfLaserdrucker

erweiterteAnwendungsm6glichkeiten

(Sekundardateien;Trennzeichen;Ausgabesteuerung;Fortsetzungen;

Anwender-Unterprogramme(F);Schleifen;Scha|ter;E-undL-Fetder)

BenennungvonVariab|en

BearbeitungvonPINDARDatenbasen

V・ 「st・llende・IREG-Leistu・genu・dih・e・A・beitsweise;praktischeObungeninG・upPen -

arbeitamBildschirm.DiskussbnvonaufgetretenenProblemenundL6sungsalternativen

zurVertiefungdesLehrstoffs.

H,Sch6|er

tnStitUtfUrTeChnol。gie-Transfer(Z2}

1Woche

23.Oktoberbis27、Oktober

BeginndesSeminars:

EndedesSeminarS:

10.00Uhr

12.00Uhr

(GMD-Birlinghoven)

(ersterTag)

(letzterＴag)
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PINDAR・Ausgabegenerator(PAG)

(Produktseminar)

Teitnehmer DV-Fachk拍fte,dieaufderBasisdesGMD-DatenbanksystemsPINDAReigenstandig

AnwendungenentWlckelnOderpflegen,beidenendasErstellenvonAUsgabeeine

wichtigeRollespielt.

TeilnahmevoraUssetZungen:

PINDAR-Grundkenntnlsse,insbesonderederKomponentePROCESS

Ziel

{nh81t

Lehrmethoden

Seminarleiter

DerPAGistderAusgabegeneratordesDatenbanksystemsPINDAR.BeiderAnwendung

desDatenbanksystemsstehtdieErstellungauchkomplexerAusgabelnengθr

Verbindungm註derAbfrageundAuswertung.Dieserfordert,daBdieAusgabeerste‖ung
"
,derLoglkderAnwendungentsprechenden日nheitenlバanwendungsgerechten

erfolgenkann.DerPAGunterst侃ztelnesolcheArbeitswelsedurchdaSneuartlge

Konzept,AusgabegenerierungalsErste‖enundBearbeitenvonFlachenzuverstehen.

DerTeiilnehmerlerfitd{eFunktionsweisedesPAGverstehenundkanndenAusgabe-

generatorselbstandlganwenden.

FolgendeThemenbereichewerdenbehandelt:

AusgabegenerierungaisErstellenundBearbeitenvonFlachen.

EinfOhrungindieGrundideenunddieArbeitsweisedesPAG.

EinbettunginPINDAR.

AufbauderPAG-spezifischenFormularelementeundihreElnbettungindle

KomponentePROCESS.Erwe旋erungenderPINDAR-Sprache.

DarstellungvonDaten(Feldern,Variablen}.

DarstellungvonelnfachenFeldern,VariablenOderKonstanten;KomplexeDar-

stellungen(Altemativen,Schle∬en);DarstellungvonAusdrucksergebnissen.

ErstellenvonTabellen.

DelinitiondesGrobaufbauselnerTabelle;ErstellenvonTabellen;OptischeAufbe-

re{tungdurchTrennerundAbstande;ErstellenvonTabellenunterschied‖chenAuf-

bausinehemeinzlgenProgramm;Anwendungenm旋mehrerenTabellenderselben

StrukturineinemeinzigenProgramm・

SeitenorientierteAusgabe.

DefinitiondesGrobaufbauselnerSeite;ErstellenvonSeiten;OptlscheAufbereitung

durchTrennerundAbstande;Umbruch;SetzenvonTexten;VerwendungvonSeiten

unterschiedlichenLayoutsineinemProgramm;DruckenvoバUbergroBen"Seiten;

Zusammensteltenmehrerer"klelner貝SeitenaufeinemAusgabeblatし
"Freies"ProgrammlerenvonAusgabe

.
"Freies"ErstelienvonAusgabe:ZusammenstellenvonvorbereiteterAusgabezuneyer.

komplexererAusgabe;AdressierungvonAusgabe;Hilfenzuref同zientenProgrammle-

「ung・

Vortrdge,praktischeUbungen

W.Putz,G.wntig

lnstitUtfUrTechnologie－ Ｔransfer(Z2)

1Woche
13.Marzbis17.Marz

BeginndesSeminars:

EindedesSeminars:

to.OOUhr

12.00Uhr

(GMD-Birlinghoven)

(ersterTag)
(letZterTag)
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Fachinformationsdatenbanken

undlnformationssysteme

(Orientierungsseminar)

lnteressenten,diesicheinenUberbtlck〔]berdasbestehendeAngebotanFach-

informationsdatenbankenunddleZugangsm6gllchkeltenverschaffenwollen.

TeilnahmevOrauSSetZUng:

EssindkeinespeziellenKenntnisseerforderlich

FUrdenprofessionellenOderprilatenGebrauchsteheninzwischenOber3500Dafen-

bankenausallenBereichenvonWissenschaft,Technlk,Wlrtschaft,Verwaltungoder

UnterhaltungzurVe㎡Ogung.

DieNutzungdieserDatenbankenkannmiteinemeinlachenSchreibmaschinenterminal

mitV24-SchnntstelleerfolgenOdermtteinemMlkrocompUter,dermtrelnergeelgneten

Kommunikationssoftwareausgestattetist.AlsDatenUbertragungswegedienendie

DatenObertragungsnetZederPost.

DieNutzungsm6glichkeitenderDatenbankensindvle{fa{tig.Sierelchenvonelner

einfachenbibliographischenRecherchebishinzuauBerstkomplexenFragennach

DatenundFakten.

AuchverschiedeneMailboxbetreiberundBtx-Anbietererm6glichendenOntine-ZugrM

aufDatenbanken,undschlieBlichlassensichauchLiteraturbestellungenaufdiesemWeg

abwickeln.

DasOrientierungsseminarwHIEInstelgemaufdemGebietderDatenbanknutzungeinen

Uberblickverschaf「enundbeiderAuswahlgeeigneterHard-undSoftwareUnterstOtzung

leisten.

OrganisatorischerZusammenhangdesGesamtgebletesFachlnformation

Ubersicht(jberdasinternationaleDatenbankangebot

ZugangswegezuHostsundDatenbanken

ErforderiicheGerdteausstattung;ChecklistenfUrdieAuswahlvonHard-undSoftWare

EntscheidungskriterienfUrdleDatenbankauswahl

Datenbankzugr断ObereineelektronischeMailboxundUberBb(

Literaturbestellung

JuristischeAspekte

PraktischeVorfOhrungenanmehrerenTerminals

Vortrag,DiskussionDemonstration,Ubung

E.WetZel
lnstitUtfUrlntegriertePublikations-undlnformationssysteme(F4)

2Tage

O2.Marz

29.Juni

26.Oktober

bisO3.Marz

bis30.Juni

bis27.Oktober

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

09.30Uhr

16.30Uhr

(GMD-Darmstadt)
(GMD-Darmstadt)
(GMD-Darmstadt)

(ersterTag)
(|etzterTag)
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SoftWare-Ergonomie・

arbeitswissenschaftlicheGrundlagen

undneueGeStaltungskonzeptionen

NtePersonen,dielnprivatWlrtschaftllchenund6ffentlichenOrganisationenmitder

Gesta脆ung,Auswahl,日nfUhrung,BenutzungundBewertungvoninformations-

technischenSystemenbefaBtsind.

TeilnahmevoraUSSetZUngen:

DV-GrundkenntnisseoderentsprechendePraxiserfahrungen

DasSeminarsollelnenUberblickUberdengegenwartigenStandderSoftware-
ErgonomlegebenunddleTellnehmerindieLageversetZen,infomationstechnische
SystemeanhandvonatbeitswissenschaftlichenKrtterlenzuOberprOfen.

ProblemederMensch-MaschineKommunikationslndindenletztenJahrenzunehmend

indenMittelpuktlnformationstechnischerForschungs-undEntWicklungsarbeiten

gerUckt.NszentralesProblemstelltsichdieFrage,wiesichmenschliCheundmaschi-

nellelnforamtionsverarbenungsprozessetrotzihrergrundlegendenVerschiedenheit

zusammenfUhrenlassen.'Software-ErgonomiebefaBtsichmltderUntersuchung,

GestaltungundBewertunginformationstechnischgestUtzterArbeit.DasgenerelleZielist

es,diewissenschaft1|chenVoraussetZungendafUrzuschaffen,daBmenschlicheFahig・

keitenundmaschinelleFunktionsmechanismenzumZweckeeinesgemeinsamen

Problem16sungs-OderAufgabenbewaltlgungsprozessesinm6glichStoptimalerWeise

zUsammenwirkenkδnnen.

GegenwartlgeSystemeleidennochanzweigrundlegendenMangeln:siesindnicht

aufgabenangepaBt(d.h.derZugri肝aufdieObjekteundFunktionenwirdimmernochzu

starkvontechnischenBedingungenbestimmtimGegensatzzueinermehrvonden

jeweillge'nArbeit'saUfgabenabgeteitetenZugrtffswelse)undsleslndnichtgenOgendan

menschtichesKommunikatlons-undProblem16sungsverhaltenangepa3t.

WieinformationstechnischeSystemevomStandpunktdesBenutzersbewertetwerden
k6nnen,welcheKriterienfUreinesoftwareergonomischeGestaltungmntlerweilevorlie-

genundwelcheMethodenfOrelneAna!ysedersoftwareergonomischenAngemessen-h
eitelnsetZbarslnd,istlnhaltdiesesSeminars.

SoftwarO-ErgonomiealswichtigesElementderArbeits-undOrganisationsgestaltung

SchwachenheUtigerBenutzer-Schn旋tstellen

arbeitswissenschaftlicheKriterien

RichtiinienundGestaltungsempfehlungen

MethodenzurAnalyseundBewertung

NeuekonzeptlonelleUberlegungenzurGestaltungderMensch-MaschineKommuni-

kation

AktuelleProblembere|cheundForschungsschwerpunkte

Vortrage,LehrgespracheundpraktischeUbungenanhandeinessoftvvare-ergono-

mischenAnalyseverfahrens

Dr、R.OpPermann

lnstitUtfUrAngewandtelnformationstechnik(F3)

ForschungsgruppeMensch・MaschineKommunikation(MMK)

1Tag

17、Oktober

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

09.00Uhr

17.00Uhr
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9」ン」D VerfahrenpartizipativerSystementWicklung

Teitnehmer

Ziel

EntWicklervonAnwendungssystemen:Organlsatlons-undBereichsabteilungsleiter
,di⑧

vorderEntwicklungoderEinfOhrungneuerSystemestehen;Personalvertretungen

(Betriebs・/Personalrate).

DleDV・AnwendungbringtVeranderungeninderArbeitsorganisation ,denTatigkeiten

unddenBeziehungenderMitarbeitermitsich.VerfahrenderSystementWicklungk6nnen

diesenVeranderungenunddendamitbeiBenUtzernundBetroffenenverbundenen

ErvvartungenundBefUrchtungeninunterschiedlicherWeiseRechnungtragen .

DasSeminarso|ldazubeitragen ,dieM6glichkeitenundProblemeeinerbenutzer-

orientiertenundu巾erseinerM口wirkungorganisiertenSystementwicklungzuvermateln .

DerTeilnehmersoilindieLageversetZtwerden

dieGestaltungsspielraumeeinerSystementwicklungzuerkennenundaUfdie
BedUrfnisseundlnteressenderBetroffenenzubeziehen
dieProjektabwicklungsozuorganisieren,daBaufdemHlntergrundderbetriebl|chen
BedingungendieBetroffenendieChanceerhalten ,dieZieleundGestaltungs-
m6glichkeitendesProlekteszuerkennenundsichanderRealisierungdesVorhabens
zubeteiligen
Methodeneinzusetzen.diedietnteraktionundMeinungsbiidungzwischen
EntWicklern,VorgesetztenundBetroffenenfOrdern

lnhatt

Lehrmethoden

Seminarleiter

BeteiligungwirdalsMaBnahmederBeeinflussungvonSystementWicklungenedautert

undindiegegenwartigePraxiseingeordnet.DabeiwerdenunterschiedlicheZieleund

VerstandnissevonBete‖igungaUfgezeigtundeineEinordnungindieindustriesozio-

IogischeForschungvorgenommen,d.h.BegrUndungenfUrHandlungsspielrdumeund

HandlungssせategienderBeteiligtendiskutiert.AbschlieBendwirdzumallgemeinen

EinstiegeinUberblickgegebenUberdieAufgaben,diem旋einerpartizlpativen

Syste〔nentwicklungzusammenhangen:RechtlicheundvertragficheVerelnbarungen
,

organisatorischeStrukturen,methodischeVerfahrensowielnformierungund

Qua肝izierungderBetroffenenfOreineBeteiligung.

lmzweitenTeilwirdanhandpraktischerPartizipationsprojekteaLtfgezeigt
,wieeine

Betroffenenbeteiligungreallsiertwerdenkann .DabeiwerdenDimensionender

Beteiligungsbereitschaftdiskutiert,d.h.KonfiikteoderlnteressenalsAusgangspunkt

dargestel|t,Wahrnehmungs-undBeweπungsprozessealsAnpassungsmechanismen

behandettundderQualifikationserwerbalsHintergrunddesBeteiligungsinteresses

untersucht.ZurmethodischenUmsetzungderBeteiligungwerdenSchwierigkeitender

ProzeBgliederungaufgezeigt,AnforderungenanmethOdischeHi|fsmitteldiskutiertund

verschiedeneHilfsmRtelderBeteiligungsunterstUtzungbesprochen .Dabeiwirdauf

spezifischeFragenderlnteraktionzwischenEntWicklernundBetroffeneneingegangen .

Vortragemit|llustrationvonPraxisbeispielen

Dr.R.OpPermann

lnstitutfUrAngewandtetnformationstechnik(F3)

2Tage

25.Aprilbis26.April

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

DM660,一 一

10.00Uhr

17、00Uhr

(GMD-Bidinghoven)

(ersterTag)
(letzterTag)
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EinfUhrungindie

ProgrammiersprachePASCAL

Teilnehmer Fachk拍fte,diefUrAufgabenimRahmenvonProgrammlerprojektenGrundkenntnissein

derProgrammiersprachePASCALben6tigen.

Ziel

TeilnahmevoraussetZungen:

GrundkenntnissederProgrammierung

DerTellnehmersollindiesemSeminareinen〔lberblickUberdiewesentlichenElemente

derProgrammiersprachePASCALerhalten.

lnhalt

Lehrmethoden

Programmierkonzepte t

(Programme,Strukturen,eineinformelleEinfUhrunginPASCALKompilationund

AusfUhrung,Reprasentation)

DatenausdrUckeundelementareTypen

(DenoterundIiteraleKonstanten,Variable,derTyptNTEGER,derTypREAＬ

derTypBOOLEAN)

DerTypCHAR

(OperationenundAusdrOcke)

Programmkonstruktion,formaleBeschreibung

(SyntaxDiagramme)

Kontrollstrukturen

(DasIF-Statement,dasWHtLE-Statement,dasREPEAT-Statement,

dasFOR-Statement,dasCASE-Statement)

ProzedurenundFunktionen

(Prozeduren,Funktionen,Rekursionen,Seiteneffekte)

SpezielleunstrukturierteDatentypen

(E・umeratl・nstypen,Sub・a・ges,Sets,BeziehungenzwischenTypen)

StrukturierteDatentypen

(Arrays,Records,VarianteRecords,Files)

DynamischeDaten§trukturen

(Pointer,VerketteteListen,Baume)

KurzeVortrage,Lehrgesprdche。 〔|bungeninTurbo-PascalunterMS/DOSoder

Pascal-XTunterBS2000

Seminarteiter KMeyer,G.-W.Spiller

lns蹴utfUrTechnologle-rransfer(Z2)

1Woche

27.NovemberbisOl

BeglnndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

12.00Uhr

(GMD-MCZ)

(ersterTag)
(letzterTag)
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DieProgrammierspracheModula・2 44

LeitervonDV-Abtei|ungen,MitarbeitervonSoftWare-Projekten

Teilnaht:nevoraussetZung:

KenntniseinerhOherenProgrammlersprache

Modula-2isteinevonN.WirthentWickelteProgrammiersprache,diePascafumKonzepte

zurKonstruktiongr6BererSoftware-Systemeerweneは

DasSeminarsolldieTeiinehmerbefahigen,Vor-undNachteilederSpracheMOduTa・2im

Hlnblickaufe{nenEinsatZinSoftware-ProjekteneinschatZenzuk6nnen

DazuwerdendieneuenKonzeptederSpracheunddie|hnenzugrundeliegende

Programmier・Methodologievorgestellt

DieTeilnehmersollennachdemSeminarinderLagesein,selbstandigProgrammein

MOdula・2zuschreiben.

DerPascal-KernvonModula-2:

DatentypenundKontro|lstrukturen

DasMOdut-Konzept:

AbstrakteDatentypenundihrelmplementierunginMOdula-2;getrennteUbersetzung

Vortrag,Ge[egenheitzupraktischenUbungen

G.Kock
GMD-ForschungsstellefUrProgrammstrukturen
anderUniversitatKarlsruhe(F2.KA)

2Tage

23.Novemberbis24.November

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

(GMD-Birlinghoven}

9.00Uhr(ersterTag)
17.00Uhr(|etzterTag)
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9」XvlD－ EinfUhrungindieParallelverarbeitung

DV-Fachkrdfte,diefUrIhrenAufgabenbereichKenntnisseOberparalleleRechnersysteme

ben6tigen.

DieseEinhjhrungsolldieTeilnehmermitKonzeptenundProblemenmasslvparalleler

SystemevertraUtmachen.EineUbersichtdesRechnerangebots,verknOpftmitprak・

tischen〔lbungen,wirdeinenEinblickinM6glichkeitensolcherAnlagenbieten.Dieunter-

schiedlichenEntWicklungstendenzenfUrdie90er.JahrewerdenverdeUtlicht

NachAbschluBdesSeminarssoUendieTeilnehmerinderLagesein,dieEinfUhrung

parallelerKonzepteinlhremBereichbesserbeurteilenundabschatZenzuk6nnen.Die

unterschiedllchenKonzeptewerdenvoneinanderabgegrenztundihreEntWickiungs・

m6glichkeitenaUfgezeigt

EinfOhrunginParallel-Konzepte(implizitundexpliz碇formulierteParallelitat,daraus

resultierendeArch口ekturmerkmale,GranularitatderParallelitat)

Massivpara|leleSysteme(PrinzipienundAnwendungsgebiete)

AbgrenzungzuvertelltenSystemen

StandderEntwicklungundPerspektiven

(SchwerpunktlmBereichdermassivparallelenSysteme)

ZUsammenwirkenvonAnwendungundArchitektur,Kontrollmodelle

(Algo市hmenundStrukturenzurL6sung)

Besonderhe忙enundProblemebeiderProgrammierungvonparallelenSystemen

(Debug9ing,Deadlocks,ProzeB-ProzessorAbbildungen)

AnsatzefOrProgrammentwicklungsverfahren

SprachkonzeptefOrpara‖eleSysteme

ElnfUhrunginpara‖eleProgrammiersprachen

(OCCAMundConcurrentModula-2)

Erk|arungderProgrammierumgebungundpraktischeUbung

DemonstratiOnvonParallelrechnern

Exemp|arischeAnwendungen

Vortrage,Ubungen,Diskussionen

Dr.S.Streitz
lnstitUtfUrlnformationstechnischelnfrastrukturen(ZI)

3Tage

25.Aprilbis27.ApriI

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

15.00Uhr

(GMD-Birlinghoven)

(ersterTag)
(letzterTag)
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::㍑ ㌶:P,。dukti。nsumgebungaufuNlx.Basis46

L

r

TeihehmerLe仕ervonDV-Abteilungen,So伽are-|ngenieure,EntwicklervonSoftware-Werkzeugen.9
ZielDasSeminarbeinha|tetdieVorstel|ungeinerfortschrittlichenSoftware-Produktions一

umgebungm口demZiel,demZuh6rerneueMethodenundWerkzeugezurintegrierten

ProduktionvonAnwendungssoftwarezuprasentieren.Dabeiwerdenauchaktuelle

KonzeptefOrdieDatenhaltungundGestaltungderBenutzeroberWachevonSoftvvare一
,

WerkzeUgenvOrgeStellt.

lnhaltUniBaselstelneSoftware-Produktionsumgebung,dieimVerbundvonachtwlssenschaft

lichenundmdustriellenlnst加tionenentwickeltwurde.DieKomponentenvonUniBase

unterstOtzendengesamtenProduktionsprozeBvonderFachkonzeptionbiszurImple一

mentierungundderVerwaltungvonKonfigurationen.AlsgrundlegendeKomponenten

einerSoftware-ProduktionsumgebungwurdeneinDatenbanksystemundeinSystemzur

GestaltunggraphischerBenutzerschnittste|lenentwicke|t,derenKonzeptiondieEntwick一

lungneuerWerkzeugekomfortabelunterstOtzenundbeschleunigen.hdiesemSeminar

werdeneinGesamtOberblickUberdasProlektunddasProduktUniBasegegebenund
diewesentlichenKomponentenvorgestellt:

・EinfOhrunginUniBase
■・

－UberblickOberdieArchitekturderSoftware-Produktionsumgebung

－VomFachkonzeptbiszumCode:derWerkzeugverbundISAC-MOSES

－Konfigurationsverwaltung

－DAMOKLES-einDatenbanksystemfOrdieSoftware・Produktion

－KomfortableErstellungvong臓phischenBenutzungsober胎chenmitTHESEUS

・▼

LehrmethodenVortrage,Demonstrationen,Diskussionen,Ubungen

SeminarleiterDr.Timm

hstitutfUrSyStemtechnik

ForschungsbereichKonstruktiorlstechnik(F2.G2)

.

ト

「

.

r

Seminardauer2Tage

14.Junibis15.Juni(GMD-B洞inghoven)

BeginndesSeminars:09.00Uhr(ersterTag)
EndedesSeminars:17.00Uhr(letzterTag)

TeilnehmerkostenDM660,一 一

」.
1
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9」Nyl.D Prolog.しaborfUrdenBauvonPrototypen

Teltnehmer MitarbeiterundLeitervonSoftwareprojekten,|nteressentenanExpertensystemenund
PrototypenvonDatenbankanwendungen,EntWickiervonSoftware-Werkzeugen

TeilnahmevOrauSetZungen:

ProgrammiererfahrungmeinerProgrammiersprache.vorzugswelsePrologoderLisp

Zlel

lnhelt

Leh「methoden

Seminarleiter

EinfOhrungindie

tOgischeProgrammierung

dieMOdellierungvonAnwendungenundWerkzeugeninProlog

KonzepteeinermodernenProgrammierumgebung

ParadigmaundSprachenelementevonProiog
PrologzurReprasentationvonModellen
PrologzumBauvonlnterpretern(ParadlgmaderSprachentwicklung)
Prototypenbau,insbesonderefUr'
Datenbankanwendungen
interaktiveAnwendungen
AufbaueinerProgrammierumgebung
WerkzeugeeinerProgrammierumgebung

Vortrage,Demonstrationen,〔 〕bungen,Gruppenarbeit,Diskussionen

R.Budde

tnstitUtfUrSystemtechnik(F2)

2Tage

11.Aprilbis12.Aprit

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars

09.00Uhr

17.00Uhr

(GMD-Bidinghoven)

(ersterTag)
(letzterTag)
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DasSEGRAS・EntWicklungslabor

zurSpezifikationvonSoftvvare・Systemen

System-undSonware-lngenieure,AnwendungsentwicklerimBereichverteilterSysteme

ManagerundForscherm伎lnteresseaninnovativenSpez断ikationSmethodenund-werk'

zeugen,diespeziellaufdieErh6hungderAngemessenheltundZuveriassigkeitdes

SoftvvareentWurfsabzielen.

EinfOhrungineineneueSpezMkations-undEntWurfstechnik,dieaUfausgewahlten

formalenMethodenaufbautunddurchSemantik-orientierteWerkzeugewlelnterpreter

undVerifierunterstCitztwird

SEGRASisteineinderGMDentwickeltesemi-grafischeSpezifikationssprache,dieaUf

dleErfordernissenebenlaufigerundverteilterSystemezugeschnntenlst .MitSEGRAS

k6nnensowohlfunktionaleLeistungsanforderungenanverteilteSoftware-Systemewie

auchihrdynamischesVerha{tenformalundanschaulichspezifiziertwerden .

DasSEGRAS-LaboristeineinteraktiveEntWicklungsumgebungfUrSEGRAS .Es

integriertFunktionenherk6mmlicherWerkzeugewieEditieren,Formatleren ,Daten

verwaltungoderstatistischeProgrammanalyseebensowieFunktionenzurKonsistenz・

undVollstandigkeitsOberprUfung,zurAnalysevonVerhaltenseigenschaftenundzur

AusfOhrungvonSpezifikationen.EineBesonderheitdesSEGRAS・Laborsistseine

grafischeBenUtzerschnn廿steTle.Sieerlaubtes,h6herePetrinelエedirektalsgrafische

ObjekteinteraktivzueditierenundzuAusfUhrungszweckenzubelebendurcheine

Umvertei|ungundVeranderungderUberdasNetZverteiltenDaten .

Vortrage,Demonstrationen,Diskussionen

B.Kramer
lnstitutfUrSystemtechnik(F2)

1Tag

13.April

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

(GMD-Birtinghoven)

09.30Uhr

17.00Uhr

－243一



Fehlertoleranz

DV-Fachkrdfte,SyStemanalytlker,Projektmanager,diefUrlhrenAufgabenberelch
KenntnisseOberGrundlagenundElnsatzfehlertoleranterRechnersystemeben6tigen.

DieFehlertoleranzistindenletztenJahrenzueinernichtverzichtbarenGrund

eigenschaftrOrvotlfunktionSfahlge,aufleistungsftihigerCompUterunterstUtzung

bauendeAnwendungengeworden.DazuzahtenSteuer-undUberwachungssystemein

derindustriellenApplikationalsauchBuchungs・undReservierungssystemeimBOro

bzw.Vervvaltungsbereich

lndiesemSeminarwerdendlegrundlegendenAspektefehlertoleranterDaten-

verarbeitungeinschlieBlichBegriffs-undMOdellbildung,Hardware-Redundanztechniken

Softwarefehlerto|eranzmethodensowieBeispieieexistierenderSystemebehandelt

NachdlesemSeminarsollendieTeilnehmereinenUberblickOberdieZielefehler・

toleranterDatenverarbeitungbeshzenunddieTeChnikenzurErreichungdieserZ|ele

verstehen.

GrundlagenFehlermOdelle

Systemmodelle

MethOdenderHardware-Fehlertoleranz

Ubersicht

MOdulareRedundanz

GracefulDegradation

Fe同ererkennungs-undRekonfigurationsstrategien

VLSド1「echniken

MethodenderSoftware-Fehlertoleranz

Ubersicht

ExceptionHand脈ng

TranSaktiOnen

Recoveryblocks

n-VerSiOnProgramming

FallStudien

Tandem

Nixdorf

Olivetti/Stratus

SlFT

SpaceShuttleComputer

Vort甫ge,Demonstrationen,Diskussionen

Dr、E.Nett

lnstitutfOrSystemtechnik(F2)

3Tage

27.Novemberbis29.November

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

09.30Uhr

12.30Uhr

(GMD-BiHinghoven}

(ersterTag)
(letZterTag)
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GＬXvlD
Softvvare■Qualitat

－Planung
,1-enkungundPrUfung已

Teilnehmer

Ziel

lnhalt

Lehrmethoden

Seminarleiter

Fach-undFUhrungskrdfte,diefUrEntWicklung、BeschaffungoderAbnahmevon

SoftwareverantWortlichsind.

DaszunehmendetnteresseamThemaSoftware-QualitathatnachAnsichtderDGQ

(DeutscheGesellschaftf⑰rQualitate.V.)seineUrsachein

－derwachserldenBedeutungderSoftware:
-

SoftwareistmehrundmehrwesentlicherBestandtei目ndustriellerProdukteund

Anlagen,unverzichtbares聞lfsmitte日nderVerwaltung ,imBank・undVerslcherungs-
wesen,mHandelsowieanderenBranchen .JederEinzehekommtimtaglichenLeben

mehrundmehrmitSoWwareinBerUhrung .

denschlechtenErfahrungenmRSOftwarenichtausrelchenderQualiぬt:

VleleSoWwarevorhabenwerdenaufgrundvonQua陥tsproblemennichtabge-
.

sch「ossen,Software-ProduktekommennichtzumEinsatz
,P例ege・undlnstand-

setZungskostenbeiSoftwareUbersteigendieErstellkostenum'einVielfaches
,einfacheS

oftware-FehlerkOnnenzuFehl加nktionenundzumAusfal|wertvo‖erProdukteund

Anlagenf口hren.

ZurVerbesserungderSoftware-QualitatsindUbertechnischeAktMtaten(zB 、Testen)

hinausgeeigneteorganisatorischeundadministrativeMaBnahmenzutreRen .
NachdemBesuchdesSeminarshabendieTeilnehmereinenOberblickUberRichtlinien

undNormenzurSoftware-QualitatssicherungundsindinderLage
,entsprechendeM

aBnahmeninihremVerantWortungsbereicheinzuleiten .

Qualitatsmerkma|evonProgrammen

QualitatsmerkmalederDokumentation

HerstellungeinesSoftware-Qualitatssicherungs-Plans

BedeutungdesSonware・Konfigurationsmanagements

GestaltungeinesRahmenprOfplansfUrSoftware

HinweisezurDurchfOhrungvonProduktprUfungenN
ormenundSoWware-Qualitat

NorrpenkonformitatsprUfungen

GUtezeichenfUrSoftware

Vortrag,Diskussion,Demonstration

R.Worst

lnstitutf〔]rTechnologie-Transfer(Z2)

Seminardauer

Teilnehmerkosten

2Tage

20,Novemberbis21.November

BeginndesSeminars:10 .00Uhr

EndedesSeminars:16.00Uhr

DM660,一 一

(GMD-Birlinghoven)

(ersterTag)
(letzterTag}
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EinfUhrungindieBeschreibendeStatistikl

F⑰hrungs-undFachkrafte,d{egro6eDatenmengenUbersichtlicherdarstellenwollen,um

sachgerechteEntscheidungentreffenzuk6nnen.

Tei|nahmevoraussetzungen:Fahigkeit,einfacheZusammenhange,dieinmathema-

tischenFormelndargestelltsind,zuinterpretieren.

EinetypischeAufgabeamArbeitsplatZinderVerwaltungbestehtdarin,fUreinevor・

IiegendeProblemstellungerhobeneDatenUbersichtlichdarzustellenundauszuwerten

umHinweiseaufeineProbleml6sungzuerhalten.DieBeschreibendeStatistikstellt

hierzuMethOdenzurVerf⑰gung.DaindenmeistenelementarenPC・Softwarepaketen

(z.B.Tabellenkalkulatlons-,Datenbankprogramme)statistischeGrundfunktionen

elnschlieBlichgrafischerAusgabenangebotenwerden,erscheintesumsodringlicher

sichmitdiesenMethOdenauseinanderzusetZen.

DiesesSeminarsolldazubeitragen,daBderTeilnehmerdieThemenbereicheBeschrei-

bendeStatistik,WahrscheinllchkeitsrechnungundUrteilendeStatist|kvoneinander

abgrenzenkann.ErsolllndiesemSeminardiegrundlegendenMethodenderBeschrei-

bendenStatistikkennen-undanwendenlemen,dieineinerGrundmengenach

derErhebungelnesMerkmatsanialten.

StellenwertderStatistik

ArbeitsweiseeinesStatlstikers

Skalentypen

Klass廿ikationvonMerkmalen(diskret/stetig;qualitativ/quantitativ)

eindimensionaleHau而gkeぴsverteilungundderenDarste‖ung

tabe‖arischeDarste‖ungen(Ur{iste,Haufigkeitstabe|le}

grafischeDarstellungenbetqualitatvenundquan世ativenMerkma|en

(Kreis-,Saulen-,Balken-,Stabdiagramm,Histogramm,Summenhaufigkeitsfunktion)

wlchtlgePa砲meter

Lageparameter(ar口hmetischesundgeometrischesM碇tel,Modus,Median)

Streuungsparameter(Varianz,Standardabweichung,Spannwe比e)

HinweiseaufDarstellungswelsenderexplorativenDatenanalyse

Kastenschaubilder(box-plots),Stengel-undBlatter-Schaubild

(stem-andlears-diagram)

DemonstrationvonStatistiksoftwareaufdemPC

allgemeineHinweisezuStandardanwendungssoftwarefOrstatistischeAuswertungen

Vortrag,Lehrgesprache,Belspiele,Ubungen

Dr.J.Bendisch
lnstitutfUrMethodischeGrundlagen(Fl)

Prof,Dr.P.Schwanenberg

FachhochschuleK61n

3Tage

28.Augustbis30.August

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

17.00Uhr

(GMD-Birlinghoven)

(ersterTag)
(letzterTag)
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GＬMD EinfuhrungindieBeschreibendeStatistikII

FUhrungs・undFachkrafte,diebeigro3enDatenmengenmehrereMerkmalegleichzeitig

betrachtenwollen,umsachgerechteEntsche|dungenzutreffen

Teilnahmevorraussetzungen:

Fahigkeit,ZahlenpaarealsPunkteineinemkartesischenKoordinatensystemdarzustel|en

undGeradeninderEbenealsmathematischeFunktionzubeschreiben.We忙erhindieiln

SeminarNr.51"EinfOhrungindieBeschreibendeStqtistikl"vermnteltenKenntnis合e.

DerTeilnehmersollindiesemSeminardiegrundlegendenMethodenderKorrelations-

undRegressionsanalysekennen-undanwendenlernen.ErsolldleAussagefahlgkeitvon

KorrelatlonskoeffizlentenbeurtellenunddieM6gtlchkeitenundGrenzendeskriptiver

AnwendungenderRegressionsanalyseerkennenk6nnen.

zweidimensionaleHaufigkeitsverteilungenundderenDarstellung
tabellarischeDarstellungen(Uriiste,Mehrfeldertafel)

grafischeDarstellungalsStreudiagramm
KorrelationsanalySe
PearsonscherKorrelationskoeffizient
KorrelationundKausalitat
HinweiseaufapdereKorrelationsmaBe(Kontingenzkoeffizienten,Korrelations-
koeffizientnachSpearman)
Regressionsanalyse
|ineareEinfachregreSSiOn
al|gemeinereRegressionsansatZe(Einfachregression:Polynomsatz,ausgewahlte
nichtlineareAnsatZe;lineareMehrfachregression)
DemonstrationvonStatistiksoftwareaufdemPC
allgemeineHinweisezuStandardanwendungssoftwarefUrstatistischeAuswertungen

Vortrag,Lehrgesprache,Beispiele,Ubungen

Dr.J.Bendisch
lnstitutfUrMethodischeGrundlagen(Fl)

Prof.Dr.P.Schwanenberg

FachhochschUleK61n

2Tage

31.AugustbisOl。September

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

09.00Uhr

17.00Uhr

(GMD-Birlinghoven)

(ersterTag)
(letzterTag)
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EinfUhrungindieWahrscheinlichkeitsrechnung

(Methodenseminar,praxiso「ientiert)

FOhrungs-undFachk倣e,diedenUmgangmitfUrdiePraxlswichtigenWahrscheinlich-

keitsverteilungeneriernenm6chten,umsieInsbesondereinderUrteitendenStatistik

anzuwenden.

Teilnahmevoraussetzungen:Kenntnisse,dielmSeminarNr.51'EinfUhrungindie

BeschreibendeStatlstik1"verm耐eltwerden.FernersolltendieGrundbegri肝eder

Mengenlehrebekanntseln.

DasVerstandnisvonGrundbegrneri'undgrundtegendenLehrstitZenderWahrschein・

IichkeitsrechnungsollgefestigtundderUmgangmitspeziellen,inderPraxis

angewandtenWahrschelnlichkeitsverteilungenerierntwerden、

BedeUtungderWahrscheinlichkeitsrechnung

zufa|ligeEreign|sse,Wahrscheinlichkeitsverte|lung

bedingteWahrscheinllchkeiten,unabhangigeEreign|sse

eindimensionaleZufallsgr6Be,VerteilungSfunktion

diskreteZufatlsgr6Be,Wahrscheinlichkeitsfunktlon

stetigeZufallsgr6Be,Dichtefunktion

Erwartungswert,Momente,Quantile

Varianz,TschebyscheffscheUngleichung

spezielleVerteilungenundpraktischeAnwendung

diskreteGleichvertei|ungen,stetigeGleichverteilungen

Binomiaト,Hypergeometrische',Poisson-Verteilung

Geometrlsche-,Pascal-, 、Exponential-Verteilung

Normalverteilung(eindlmensionale)

einfacheGrenzverteilungssatze

Vortrag,Lehrgesprdch,Ubungen

(bnteTaschenrechnermitbringen)

Dr.J.Bendisch
lnstitutfUrMethodischeGrundlagen(Fl}

3Tage

O4.SeptemberbisO6.September

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

17,00Uhr

(GMD-B耐inghoven)

(ersterTag)
(letzterTag}

一248一



EinfUhrungindieUrteilendeStatistik

F〔jhrungs-undFachkrafte,dieZufallsstichprobenundstatistischeTestverfahren

einsetZenwoElen.

TeilnahmevoraussetZungen:Kenntnisse,dieimVorbereitungsseminarNr .51"日nfUhrung

indieWahrscheinlichkeitsrechnung"vermnteltwerden

KennenlernenvonGrundbegrffenundVorgehensweisenderUrteilendenStatistik.

GrundideederVorgehensweisederUrteilendenStatistik
MethOdenderStichprobenauswaht
ParametersChatzungen(Punktschatzungen)
StichprobenraumundStichprobenfunktion,Schatzer
spezielleSchatZer,insbesonderefUrErwartungswertundVarianz
GUteeinesSchatzers(Erwartungstreue,Konsistenz,_)
Konfidenzintervalle
Sicherheitswahrscheinlichkeit,Genauigkeit
spezielleKonfidenzintervalle
Testmethodik
Nullhypothese,Alternativhypothese,Testgr6Be,Verwerfungsbereich,FehlerlArt,
lrrtumswahrscheinlichkeit
einseitigerTest,zvveiseitigerTest
Fehler2.ArtGOtefunktion
spezielleparametrischeTestverfahren,insbesondere
Einstichprobenproblemebeinormalverte|ltemMerkmal
TestaufeinenAnteilundVarianzvergleich,ErwartungswertvergteichunterNormal-
verte|lung
speziellenichtparametrischeTests,insbesondereAnpassungstests
UbersichtUberTestverfahren
HinweisezurStatistik-Software

Vortrage,Lehrgesprache.Beispiele,Ubungen(bitteTaschenrechnermitbringen)

Dr.J、Bendisch

lnstitutfOrMethodischeGrundlagen(Fl)

1Woche

O6.Novemberbis10.November

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

DM1650,一 一

10.OOUhr

12.00Uhr

(GMD-Biriinghoven)

(ersterTag}
(letzterTag)

一249一



DerEinsatZeinesstatistischenTestverfahrens

ineinerEntscheidungssituation

・Uberblick・

FUhrungs-undFachkrafte,diestatistischeTestverfahrenanwendenmUssenundderen

Stat|stikausblldungschonlangerzurUckliegtoderdiesichStatistikkenntnisseimSelbst-

studiumerwerbenmuBten.

MitwachsenderLeistungsfahlgkeitderCompUteran|agen-insbesondereder

MikrocompUter-hatderenVerbreitunginWirtschaft,TechnikundVerwaltungstark

zugenommen.WeiterhinwirdinzunehmendenMaBeSoftwareangeboten,diebisvor

wenlgenJahrennuraufGroBrechnemlauffahigwarundbeinichtallzuumfangreichen

DatenmengenaltegangigenstatistischenAuswertungenamArbeitsplatzrechnerm6glich

macht、DleDurchfUhrungelnesTestsalseinesderwesenttlchenEntscheidungs-

instrumentederStatistikistdamiteinfachgeworden.DamitwirddasHauptaugenmerk

aLrfdietnterpretationderErgebnisseundaufdieVoraussetZungenfOrdieAnwendbarkeit

desausgewahltenTestsgelenkt.

DerTeilnehmersollnachdemSeminardieM6glichkeitenundGrenzendesEinsatzes

einesTestverfahrensbeurteilenk6nnen

StellenwertderTestverfahreninderUrteilendenStatistik

Testtheorie

DemonstrationderVorgehensweisebeiderUberprOfung,obderErwartungswert

einernormalverteiltenGrundgesamtheitgleicheinemvorgegebenenWertist.

Grundbegriffe(Nullhypothese/Alternativhypothese/Signifikanztests/Testgr6Be/

Ve四verfungsbereich/einse旋igerbzw.zweise栢gerTest/Fehlerlund2.Art/

lrrtumswahrscheinlichke仕/GOtefunktion/Operationscharakteristik}

allgemeineVorgehenSwelse

derTestablaufbeiEinsatzvonStandardsoftware

dielnterpretationdesTestergebnissesimEntscheidungsprozeB

Ubersicht(jberTestverfahren

HinweisezuspeziellenTestverfahren

Vortrag,Lehrgesprache,Ubungen,DemonstrationeinesTestsbeiPC-Einsatz

Dr.J.Bendisch
lnstitUtfUrMethOdischeGrundlagen(F1)

Prof.Dr.P.Schwanenberg

Fachhochschu|eK61n

1Tag

13.September

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

(GMD-B哺nghoven)

10.00Uhr

17.00Uhr

－250一



G山 王) DatenbanknutZungfurJuristen

JuristenundMitarbeiterinjuristischenGeschaftsbereichen,dieeineUbersichtOberdie
angebotenenDatenbankenmitjuristischerFachinformatlongewinnenwoltenunddie
eigeneNutzungvorallemvonJURISanstreben.

Voraussetzungen:

EswerdenkeineDV-Kenntnissevorausgesetzt.

DerOnline-ZugriffaufDatenbankenwirdalsneueerganzendeM6gtichkeitfUrden
GewinnjuristischerFachinformationimmerwichtiger.DasAngebotanDatenbankenmit
spezielljuristlschentnhaltenwachst(inderBundesrepublik|mVordergrund:JURIS)und
derZugangwirdimZugederAusbreitungderPersonalComputervielerortsm6glich.

DemgegenUberistderKreisderNutZerdiesesAngebotsbishergeringgeblieben.Dies
rUhrtauchdaher,daBlnderherk6mmlichenJuristenausbildungdasneueMediumbisher
nichtdargestelltunddiepraktischeFahigkeitzurNutzungnichtvermnteltwird

OberdasAngebotanjuristischerFachinformationinDatenbankenorientiertsein,
OberdiewesentlichenElementeeinesDatenbanksystemsundderKommunikationmit
ihmBescheidwissen,und
mitdenGrundzUgenderRechercheinJURISvertraUtsein.

Juristen-Arbe忙undlnformationstechnik

StrukturvonRetrievalsystemen

UberblickOberDatenbankenm旋luristischerFachinformation

DarstellungderlnhaltevonJURlSsowiedererforde目ichenAusstattung

EinfUhrendeEinUbungindieJURIS-Abfrage.

Vortrag;Demonstration,praktischeUbungenamBildschirm

H.Morasch
lnstitUtfUrAngewandtelnformationstechnik(F3)

1Tag

31.August

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

(GMD-Biriinghoven)

09.00Uhr

17.00Uhr

－251一



OrganisationsmodeltfOr

einanwaltlichesGanzbriefarchiv

VerbesserungderanwaltilchenKanzleiorganisationimHinblickaufdieeffiziente

VerwaltungvonStandardte×ten.

NachBesuchdiesesSeminarssollendieTei|nehmerlnderLageseln,

dasSchrMgUtderelgenenPraxisoptimalimHinblick'aufDV-gestOtzteTeXt-

verarbeitungzustandardisieren

AblageundRetr|evalderStandardte×teamBeispieldesvorgestelltenModells

praktikabelzuorganisieren.

HilfenzurSchr∬tgutanalyse

M6glichkeitenzurGestaltungvonStandardteXten

AnforderungenaneinRetrieval-SySt.emfOranw剖tlicheStandardtexte

VorstetlungdesvonRABuschbellentwickettenMOdells

DasauseinerlangjahrigenErfahrunginderAIIgemeinpraxisentWickelteMOdellzur

sachgerechtenVerwaltungvonStandardte×teneignetsichzurVerallgemeinerungund

bietetdenVorteilderlangjahrigenBewahrunginderPraxis.GrundlagediesesSystems

isteineMatrixorganisation,diehorizontalnachRechtsgebietenundvertikalnach

VerfahrensabschnRten,entsprechenddemFortschrittdesVerfahrensablaufs,gegliedert

ist.Standardte×teverschiedenerRechtsgebietewerdenindiesemOrganisationsschema

soabgelegt,daBsievonatleninderKanzleidamitbefaBtenMitarbeiternnachkurzer

Eingew6hnungszeitproblemloswiedergefundenundgehandhabtwerdenk6nnen.

Vortrag,prakt|scheUbung,Diskussion

RechtsanwaltinCh.Riedel,Bonn

inZuS;ammenarbeitmitdemtnstitUtf⑰rTechnologie-TranSfer(Z2)

1Tag

16.Juni

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

(GMD-Birlinghoven)

10.00Uhr

17.00Uhr

－252一
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MoglichkeitenderDV・UnterstUtZung

beiderLiquiditatsanalysevonUnternehmen

Rechtsanwalte,WirtschaftsprUfer,Steuerberater,Staatsanwalte,Richter,Unternehmens-

berater

VereinfachungeinerdifferenziertenUquiditatsanalysevonUnternehmen .

NachBesuchdesSeminarssotlendieTeHnehmerinderLagesein,

VerfahrenwiedasvorgestellteimHinblickaufdieeigenenpraktischenAnforderungen

zubeurtei|en

denProzeBderLiqulditatsanalyselmHlnblickaufDV-Unterst(itzungzustrukturleren

M6giicheAnwendungenergebensichbeiderstraf・undzivilrechttichenAufarbeitungvon

Konkursen.

ErfassenallerbekanntgewordenenTatsachenimRahmeneinesErmittlungs-

verfahrens,zB.BuchfUhrungsdaten,ZV-Akten,

KoordinationundAbgleichsamtlicherm6glicherErkenntnisquellen

AuswertungderDaten

NsModellfUrdieVorgehensweisewirdeinekonkreteProblemlOsungvorgestellt.Sieist

ausdenAnforderungenderpraktischenArbeiteinesStaatsanwaltsimSchwerpunkt-

dezernatWirtschaftskriminalitatentstandenundeignetsichzurUbertragungaufandere

Anwendungsbereiche.

AndervorgestelltenkonkretenProblemlOsungsotleninderVeranstaltungeigeneund

neueし6sungsanstitzediskutiertwerden

VortrageundpraktischeVorfUhrungen

RechtsanwaltinCh.RiedelBonn
inZusammenarbeitmitdemlnstitUtfUrTechnologie-Transfer(Z2)

StaatsanwaltTh、WickernBonn

RAN.N.(mitErfahrunga[sKonkursverwalter)

1Tag

O8.Dezember

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

(GMD-Bininghoven)

10.00Uhr

17.00Uhr

－253一



KommunikationsforumRechtundTechnik

(FortbildungsveranstaltungfOrJuristen)

VerdeUtlichungdernurgemelnsamzubewaltigendenProblemeimGrenzbereich
zwischenTechnikundRechtbelderL6sungeinesDV-Konfilktes.

NachBesuchdesSemlnarssollendieTeilnehmereinGrundverstandnlsvonden

angesprochenenThemenhaben,dasihnenausihremeigenenFachverstandnisheraus

diesachgerechteKommunikationerm6glicht.

AnhandvonFallschilderungenundingemeinsamerDiskussionsolienausgewtihlte
Fragen
zuratlgemelnenSystemorganisationundKapazitatsermltt|ung(Teil.a)
zumlnhaltundzurAbtinderungvonBeweisschtUssen(Teilb)
behandeltwerden.

lnTeilaw{rdeineAuswahlwichtigerEDV-Begr肖fezusammenhangendbehandelt.tm

MitelpunktstehtdieStrukturvonkleinenundmittlerenSystemen.DiefolgendenStich-

wortestelleneinereprasentativeAuswahlderThemendar:PersonalcompUter.Chip,

Floppy-Disk,Hard-,Firm-undSoftWare,Betriebssystem,Programmiersprachen,Text-

systeme,Datenbanken,Speicherbedartund-grOBe.

lnTeilbsollendieindervorhergehendenVeranstattungverm仕teltenKenntnisseauf

tatsachlichergangeneBeweisschlUsseangewendetwerden.EswerdenDurchfUhrbarkeit

undAussagekraftvonBeweisfragenundderfUrdieBeantWortungerforderiiche

Ressourcenaufwanddiskutiert.FernerwirdaufBesonderheitenimBeweissicherungs-

verfahrenausderSichtdeslnformatikerseingegangen.

FallschllderungenundDlskussionen

Dr.S.Streitz,(vonderlndustrie-undHandelskammerzuK61n6ffentlichbestetlterund
vereidigterSachverstandigerfUrSystemederlnformationsverarbeitungmitSchwerpunkt
imkaufmannlsch-administrat{venBereich)
RechtsanwaltlnCh.RiedelBonn

2halbeTageOeweilsfreitagsnachmittags)
Teila:17.Februar(GMD-Bidinghoven)
Tei}b:03.Marz(GMD'Birlinghoven)

BeginnderSeminarteile:

EndederSeminarteile:

Teila:

Teilb:

DM165,一 －

DM165,一 一

14.00Uhr

18.00Uhr

－254-一



GＬXv]D

SOJUSBasissoftwarefur

Datenbank・AnwendungeninderJustiz

(Produktseminar)

FUhrungs-undFachkrafteausLandes-undBundesjustlzverwaltungen

DasB⑰rosystemSOJUSwurdefUrGeschaftsstellenundKanZleienderGerichte

entwlckeltundwirdbereitsanverschiedenenGerichtenlmPraxlsbetHebeingesetzt、Die

SystemarchitekturvonSOJUSwurdevonBeginnanaufdieM6glichkeitder

Verallgemeinerungausgerichtet.Essollteerreichtwerden,daBderAnwenderselpsta[if

derBasiseinerbeiihmvorhandenenAnwendung(z,B.SOJUSfOrZMIsachen)eigene

Ervveiterungenvornehmenkann.WiedieseserreichtwirdundwelcheSchrittehlerzu

erforderiichsindsolldemSeminarteilnehmervermiKeltwerden

DieSystemarchitekturvonSOJUS,KomponentenundderenFunktionsweise

DieBenutzeroberflachevonSOJUS,Le|stungundFunktionalitat

DieKommunikationmitdemDatenbanksystem

TextverarbeitunginSOJUS

AusarbeitungeinerrleuenAnwendungalspraktischesBeispiel

Vortrag,EntWicklungamRechner,Diskussion

Dr,H.-O.Klein,P.Reichelt

lnstitutf〔]rTeChnologie-Transfer(Z2}

1Tag

O3.Oktober

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

(GMD-Birlinghoven)

09.30Uhr

16.00Uhr

－ ・255一



EinrichtungundWartung

desEUMEL-Betriebssystems

Handler,Servicetechniker,BetreuervonEUMEL-SyStemenbelAnwendern

Teilnahmevoraussetzungen:

GrundkenntnisseinHardwareundinPC-Betriebssystemen

inderLagesein,dasEUMEL・BetriebssystemaufunterschiedlichePC'szu|aden

VerbindungenzurPeripherieUberKanaleherstellenk6nnen

wissen,wieverschledeneTerminal-undDruckertypenangeschlossenwerden

dievomSystemzurVerfOgunggestelltenTestskennen,umFehler,diebeidenoben

genanntenArbeitsgtingenbesondershaufigauftreten,einzugrenzehundzubeheben.

UberbtlckOberdasBetrlebssystemEUMEL

dieEinrichtungdesEUMEL-Betriebssystems

KanaleundihreKonfigurierung

einigeProbtemederDruckeranpassung

VernetzungunterEUMEL

Fehlerbehandlung

Vortrag,Demonstration,praktischeUbungen

H.vondemBussche

lnstitUtfUrTechnologie-1「ransfer(Z2)

U.Petersen

ERGOSGmbH

2Tage

22.Maibis23。Mai

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

(GMD-Birlinghoven)

10.00Uhr(ersterTag)
17.00Uhr(letZterTag)

DM660,一 一(entfallenfUrLehrer)

一256一



GＬX」」D

ComputerunterstUtztesLehrenundLernen

・mitBerucksichtigungdesEinsatzes

vonInteraktivemVideo－

Teilnehmer

Ziel

lnhalt

Lehrmethoden

Seminarteiterin

Mitarbeiter,diemitderEinfUhrungvoncompUterunterstUtztemLernenoderder
KonzeptbnvonLernsoftware(Courseware)befa6tsind ,sowietnteressenten

AufgrunddeszunehmendenBeda斤sanCoursewarefOrdenAus-undWeiterb‖dungs ・

bereichhatdieFragenachsinnvot「enEinsatZm6glichkeitensowieKriterienzurAuswahl

vonCoursewarezentraleBedeUtunggewonnen.Esbefindensichauchzunehmend

mehr(angehende}Courseware-AUtorenaLrfderSuchenachWerkzeugenzur'

Courseware-Entwicklung,dieihrenspeziellenAnforderungen(unkomptizierte

Programmierung,vielfaltigeAntWortanalysemOglichkeiten
、Grafik,Schn猷stellezu

audiovisuellenMedienetc.)entsprechen .

ZieldeserstenSeminartagesistesdaher,MerkmaledessinnvolienEinsatzesvon

compUterunterstUtZtemLehrenundLernennaherzubestimmensowieKriterienzur

AuswahlvonCoursewarezuerarbeiten .ProblemedesCourseware-Designsstehen

hiermitunmittelbarinZusammenhangundwerdenebenfal「sangesprochenwerden .

lnteraktivesVideo,d.h.dieEinbindungvonKurzfilmen ,Standbitdernetc.indenAblauf
derCourseware,wirdamzweitenSeminartagbesondereBerUckslchtigungflnden .FUr
diesenTagsindauchHerste|terprasentationenvorgesehen .

ChancenundRisikendescompUterunterstUtztenLehrensundLernens

Courseware-Design

KriterienzurBewertungvonCourseware

AutorensystemO!-sprachen(UbersichtundAuswahlkriterien)

GrundsatZlicheUbertegungenzumEinsatZvoninteraktivemVideo

-Einsatzgebiete

-analogeoderdigitaleAufzeichnung

-Planung

・Kosten

Vortrag,praktischeUbungen,Demonstrationen(auchvonHerstellern)

H.Heyland
lnstitUtfOrTechnologie-Transfer(Z2)

2Tage,wobeiauchderBesuchnureinesSeminartagesm6glichist

20.Novemberbis21November(GMD-MCZ)

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

BeginndesSeminars:
EndedesSeminars:

10.00Uhr

17.00Uhr

09.00Uhr
17.00Uhr

(ersterTag}

(zweiterTag)

DM660,一 一(beiBesuchvonlTagDM330
,一合

一257一



9」UD

EinfUhrungindieProgrammierung(mitELAN)

(Lehrerfortbildungsseminar)
Teil1 63.1

MultiplikatorenimRahmenderLehrerfortbiTdung

DiesesSemlnaristspeziellaufdieFortbildungsbedUrfnisseimRahmenderLehrerfort-

bildungausgerlchtet.Esbestehtausdrelelnw6chlgenKursenmitdazwischenliegenden

Praxisphasen、Eswirdempfohlen,diedreiTeileineinemJahrzubelegen.

TeilnahmevoraussetZungen

Teil1:AltgemeineKenntnlsseUberDatenverarbeitung

Teil2:erfolgreichabgeschlossenerTeillundPraxisphasel

Teil3:erfolgreichabgeschlossenerTeil2undPraxisphase2

Teil1 EinfUhrungindasalgorithmischeDenkenamBeispiel

desHAMSTER-Modells

DerTeilnehmersollanhandeinereinfachenMikroweltdieGrundkonstrukte

algorithmischenProb|eml6senserlernen

DietypischenAnfangsschwierigkeitenbeimUbergangzueinerprozeduralen

ablauforientiertentechnischenundformalenDenkweisesotlenspielerischgemeistert

werden.DerSchwerpunktliegtaufeinergutenVersprachlichungeinerProbleml6sung

m廿telsVerfeinerungundeinemtieferenVerstandnisderdreiKonstrukteFolge,Auswahl

undWiederholung.

NebenderHandhabungdesdatenfreien,anschaulichenunderweiterbaren

HAMSTER-ModeltswlrddieHandhabungeinesEditorseingeUbt

ZuShtZlichsol|enTellnehmerderZielgruppeLehrerdieLemschrRteimSeminar

didaktischrefiektierenumdasMOdellselberinihrenUnterrichtUbernehmenzuk6nnen

DasHAMSTER・MOdellzurEinfUhrungindieProgrammierung

DerEUMEL-Editor

FormulierungvonProbleml6sungenm'ntelsRefinement

GrundkonstrukteFolge,AuswahlundWiederholung

RekursionalsDenkmRtel

Vortrag,Ubungen,Diskussion

Literaturhinweis:
LandesinstitutfOrSchuleundWeiterbildung(Hrsg.):
LehrerfortbildungfUrNordrhein-Westfalen
NeueTechnologien,HeftlSoest1986

Dr.D.Craemer
lnstitutfUrTechnologie.Transfer(Z2)

1Woche

O3.AprilbisO7.April

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

12.00Uhr

(GMD-MCZ)

(ersterTag)
(letzterTag)

一258一



EinfUhrungindieProgrammierung(mitELAN)

(Lehrerfortbildungsseminar)
Teil2 63.2

Praxisphase1

DurcharbeiteneinerAufgabensammlungzurHAMSTER-Mikrowelt

undErarbeitenvon旬genenUnterrichtskonzepten

Teil2 ProblemederMikrowelt-Didaktikund

ErweiterungaufdenvollenSprachumfangvonELAN

DieTeilnehmerdiskutiereninKleingruppendieausderPraxisphaselmitgebrachten
L6sungenundverallgemeinernbeiBedarfihrVorgehenaufweiterebekannte
Mikrowelt-Didaktiken(PASCAL:Kareltherobot;LOGO:Turtle):

VertiefungderAnwendungelementarerAblaufstrukturen,elementarerDatentypenund
derdazugehOrigenOperatoren
LesenvonBaumdiagrammenundProgrammablaufen(DIN66001)
ldentiflzierenderFormenProgramm,Prozedur,Anwe|sung,Ausdruck,SchlUssetwort
ineinerformalenDarstellung
KonstruktionvonProgrammenzueinfachenProblemen
FehlersucheineinfachenProgrammen

BaumdiagrammundProgrammablaufplan(DIN66001)

elementareDatentypen:Zahlen,Bedingungen,Texte

OperatorenzudenelementarenDatenobjekten

ZahlenausdrOcke,Te×tausdr〔]cke,logischeAusdrUcke

elementareEin-/Ausgabe-Operationen

ZusammenhangzwischenEin-undAusgabeimDialog

Schreibtischtest

Praxisphase2

DurcharbeiteneinerAufgabensammlungmitAufgabenvoneinfachenDialog'

programmenbiszurListenverarbeitungmitErarbeitungeigenerUnterrichtskonzepte

KurzeVortrdge,intensivesTraininginEinzel-undGruppenarbeit,Programm-Codierung

und-ErprobungimDialogmitderDV・Anlage

Dr.D.Craemer'
lnstitutfOrTechnologie-Transfer(Z2)

1Woche

26.Junibis30、Juni

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

12.00Uhr

(GMD-MCZ)

(ersterTag)
(letzerTag)

一259一



EinfUrungindieProgrammierung(mitELAN)

(Lehrerfortbildungsseminar
Teil3 63.3

Erfahrungsaustauschzudidaktischenundmethodischen

FrageneinerEinfOhrungindieProgrammierung

DleTeilnehmerdlskUtiereninKeingruppendieausderPraxisphase2mitgebrachten

L6sungenunderarbeitenbeiBedarfelgeneUnterrichtskonzepte

WeitereVertlefungderunterTeil2genanntenZiele;zusatゴichsollderTeilnehmernach

demTeil31nderLagesein:

dieZusammensetZungvonelementarenDatenobjektenzuFeldernundStrukturenzu

erklaren,und・

FeldermitSubskrlptionsowieStrukturenmttSelektionanzuwenden

VertiefungderlnhaltevonTeil2.

Zusatzlich:

FelderundSubskription

StrukturenundSetektion

elementareUstenverarbeitung

ErlahrungsaustauschzudenimSeminarbehandeltenThemen

evt1.PdisentatloneigenerUnterrichtskonzeptederTei{nehmer

KurzeVortrdge,intensivesTraininginEinzel-undGruppenarbeit,Programm-COdierung

und-ErprobunglmDlalogmitderDV-Anlage

Dr.D、Craemer

lnstitUtfUrTechnologie-Transfer(Z2)

1Woche

16.Oktoberbis20、Oktober

BeginndesSem}nars:

EndedesSemlnars:
10.00Uhr

12.00Uhr

(GMD・MCZ)

(ersterTag)
(letzterTag)
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ModetlbildungundSimulationdynamischer
Vorgange(mitDYNAMOaufdemEUMEL-System)

(Lehrerfortbildungsseminar

Teilnehmer

Ziel

lnhalt

LehrmethOden

Seminarteiter

LehrerdernaturwissenschaftlichenFacherfOrdieSekundarstufell
,dieModelbildung

undSlmulatlonimUnterrichtehsetzenwoller1
,sowleFOhrungsk拍fte,OrganlsatorenundPl

aner,diesozio-6konomischeModelleeinsetzenwo‖en .

DieindenAnfangenderDatenverarbeitungOblichelheareDenkwelse(EVA
二Prinzip:Ei

n♀abe-Verarbe論ung-Ausgabe)hatsichalsunzureichendf(lrneuereFragestellungen・

erwlesenJneinerstarkerzusammengewachsenenWeltwerdenProblemedergegen -

seitigenAbhangigke旋en,derWechselwirkungen
,derunerwOnschtenNebenwlrkungen

vonHandlungsalternativenpl6tzlichsichtbar .

lnsbesondere6kologlscheundsozialwissenschaftlicheFrageste‖ungenbeziehensich

aufkomplizierte,vernetzteSysteme ,diehochgradlgrUckgekoppeltsind.

ZurMode‖bildungundSimulationderze酬chenVeranderungsolcherSystemehatJay

FORR『STER(MassachusettslnstituteofTechnology)dieMethodederSystem

Dynamlcsunddiedazugeh6rigeProgrammierspracheDYNAMOentwickelt
.コ

DasZieldesSeminarsliegtinderVerm廿tlungeinerDenkweiseinvernetztenStrukturen

anhandderSystemDynamicsMethodeundvonDYNAMO .

DieTeilnehmerwerdengebeten,eigeneProblemstellungenanhandvonmitgebrachten

UnteriagenlndasSeminarelnzubringen(fOrLehrer:UntgriagenzuUnterrichts -

konzepten).

Allg費m『inesUbgrModellbildungundSimulation
,insbesonderevonSystemenmitk

ontinuierlicherAnderung(NetZeausUmformernundBildern
,System-Dynamics-Di

agramme)

㌫ 略 瓢 「ungindieSp「acheDYNAMOa"handelnes。k・1・gi・ch・ ・B・i・pi・1・
UrszenendynamischerSysteme:

WachstumundVe南 「l

StabilitatundGleichgewicht

§chwingungundResonanz
UbungenmitProblemste{lungenderTeilnehmer層

(hierzubRteUnter「agen,Tabe‖en,Gleichungenetc.mitbringen)

Kurzvortrage,intensiveUbungeninangeleiteterGruppenarbeit

Literaturhinweis;'

D.Craemer:MathematischesMode‖ierenDynamischerVorgange
,S

tuttgart:Teubner1985

Dr.D.Craemer

lnstitutfOrTechnologie-Transfer(Z2) .

'

Seminardauer 3Tage

31.MaibisO2.Juni(GMD-MCZ)

BeginndesSeminars:09.00Uhr(ersterTag)

EndedesSeminars:16.00Uhr(letzterTag}

-entfallen

(VonTeilnehmernausBereichenauOerhalballgemeinbildenderSchulenwerden

DM990.一 －Teilnehmerkostenerhoben)
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Dasschulis-Simulatienssystemim
naturwissenschaftlichenUnterricht

(Produktseminar,Lehrerfortbildungsseminar)

Teitnehmer

ZieI

lnhalt

LehrmethOden

Seminarteiterin

LehrerdernaturwissenschafttichenFacherBiologie,ChemieundPhysik.

(1nformatik-/Programmlerkenntnissesindnichterforde目ich)

陥demSimulationssystemSIMSELwurdeeinWerkzeuggeschaWen,welcheses

。,m6glicht,Mω ・lleausdenunte・schi・dlich・tenFachb・ ・eiche・zubea・b・'「ten,・hnedaB

P,。g・amml・ ロ 血 ・・d・ ・tWendigiSt.S・w・hldieB・dlenungal・auchdl・Da「steilungde「

Ergeb・lssei就b・iallenM・dell・blaUtengl・lcha剤9・Damitlstnu・g・ ・1・ge「Lema脚and

zumEinsatzdiesesSystemsimFachunterrichtnotwendlg.

lmSemlnarwirddasSimulatlonssystemSIMSELm忙Modellbelsplelenausden

naturwissenschaftlichenFachernvorgestellt.M6gllcheUnterrichtselnsatzewerden

anhandkonkreterUnterrichtseinheitendiskUtiert,wobeidieRolledesComputersals

MediumnebenanderenMedienverdeutlichtwerdensoll.

MOdellbildungundSimulationimnaturwissenschaftlichenUnterricht

StrukturdeSSimulatlonssystems

eigenerUmgangmitdemSimulationssystem

Etnsatzm6gtichkeitendesSimulationssystemS:

,Besprechungvorhandener(evtl.erprobter)Unterrichtseinheiten

・ErarbeitungneuerUnterrichtseinheiten

ロ ヂ
Vortrag,Demonstration,praktischeUbuhgen,Diskussion

B.Schmidt
lnstRutfUrTechnologie-Transfer(Z2)

2Tage

29.Maibis30.Mai

BeginndesSemirlars

EndedesSeminars:

IO.OOUhr

16.00Uhr

(GMD-MCZ)

(ersterTag)
(letzterTag)
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DerEinsatZvonSoftWare・Werkzeugen

imMathematikunterricht

(Lehrertortbildungsseminar)

NachdemBesuchdesSeminarssollendieTe[lnehmerwichtlgeKriterienzurBewertung

vonSoftwarekennen.Siesollen|nderLagesein,SoftwareimHinblickauflhreEignung

zurUnterst〔XzungdesMathematik-Unterrichtszubeurteilen.Siesollenneue

PerspektivendesMathematik-Unterrichts,diesichdurchdasneueMediumerOffnen

kennenlernenunddiskutieren.SiesollenUnterrichtsStundenunterEinbeziehung

geeigneterSo丘wareinpadagogisch・didak6schverantwortlicherWeiseplanenund

durchfUhrenk6nnen

AspekteeinerdidaktischenKonzeptionfUrdenEinsatZvonSoftware-Werkzeugenim

Anatys{s-UnterriCht

BewertungvonausgewahltenSQftware-Paketen

PlanungvonUnterrichtsstundenunterEinbeziehungsolcherPakete

Vortrag,Diskussion,Ubungen

A.Abshoff
lnstitutfUrTechno|ogie-Transfer(Z2)

2Tage

5.Oktoberbis6.Oktober

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

(GMD-MCZ)

10.00Uhr(ersterTag)
16.00Uhr(letzterTag)
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9」MD

DerEinsatZvonSoftware-Werkzeugen
imsozialwissenschaftlichenUnterricht

(Lehrerfortbildungsseminar)

Lehrer/innenfUrSozialwissenschafterp,Gesellschaftslehre,Gemeinschaftskundeder
SekundarstUfelt(CompUterkenntnlssenlchterforderilch)

DerElnsatZvenCompUternlmsozialwissenschaftllchenUnterrichtistbisheUtenoch
sehrumStritten.lndlesemSeminarsdlenKriterienerarbeitetwerdennachdenenUber
elnenverantWortungsbewuMenEinsatZdesCompUterstmsozialwissenschaftlichen
Fachunterrichtentschiedenwerdenkann.BeispielesollenvorgefOhrtundaufihreEin-
satZm6gllchkettenhlnuntersuchtwerden.NachdemBesuchdesSem|narssollendie
Teilnehmer/inneninderLagesein,

dieM6glichkeitendesCompUtereinsatzesindenSozialwissenschaftenabzuschatzen

SoftvvareauflhreEtgnungfUrdenUnterrichtbeurteilenk6nnen,

Software-WerkzeugeimUnterrichteinsetzenk6nnen

KonzeptionendescompUtergestUtZtenUnterrichtsindensozialwissenschaftlichen

Fachern

BeurteitungvonCompUtersoftware

PtanungvoncompUtergeStUtztenUnterrichtseinheiten

Vortrag,Diskussion,KeingrupPenarbeit

Dr.J.ZePP

A.Breiling
lnstitUtfUrTechnologie-Transfer(Z2)

2Tage

26.Oktoberbis27.Oktober

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

16.00Uhr

(GMD-MCZ)

(ersterTag)
(letzterTag)
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DerEinsatZvonComputerninder
Schulverwaltung(amBeispieldes
Schulverwaltungssystemsschulis)

Schulleiter.Schulsekretarinnen,LehrermitSchulverwaltungsaufgaben,Vertreterder
Schultrager,lnsbesondereausdemBereichdera|lgemeinbUdendenSchulen

(Gymnasien,Gesamtschuten)EssindkeineDV-Kenntnisseerforderiich.

DieBelastungderSchulenmitSchulverwaltungsaUfgabenistindenvergangenenJahren

ausverschiedenenUrsachenstetiggestiegen,BeigleichbleibendemPersonalbestand

fOhrtedieszuUberbelastungenundschlieBlichzuVerlagerungenvonVerwaltungSi-

tatigkeitenaufLehrer、EineM6gtichkeit,hierAbhilfezuschaffen
,bietetderEinsatzvon

ComputerninderSchulverwaltung.

tndiesemSeminarsollendieTeilnehmerdieM6glichkeitenundGrenzendesEinsatzes

vonCompUternfnderSchulverwaltungerkennenundgeeigneteKriterienfUrdie

AuswahlvonSchulverwaltungssystemenkennenlernen.Daraufaufbauendsollder

UmgangmiteinemexistlerendenSchulverwaltungssysterngeprobtwerden .Dazuwlrd
dasvonderGMDentWickelteSchulverwaltungssystemschulisverwendet .

lnhaltundUbungsbeispielesindaUfdieinterneVerwaltungvonGymnasienabgestimmt
lassensichjedochteilweiseaufandereSchuiformenUbertragen.

GrOndefUrdenEinsatzvonComputerninderSchulverwaltung

M6glichkeltenderUnterstUtzungderSchulverwaltungdurchComputer

AnforderungenandenEinsatzvonComputerninderSchulverwaltung

Datenschutzaspekte

EinfOhrungvonlnformationssystemenineineOrganisation

Leistungsumfangdesschulls-Systems

BenutzerfUhrungimschulis-System

Vortrag,Diskussion,DemonstrationundpraktischeUbungen

A.BreilingJB.Schmidt-Belz

institutf〔]rTechnologie-Transfer(Z2)

2丁age

O6.AprilbisO7.April

O6,NovemberbisO7.November

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.00Uhr

16.00Uhr

(GMD-BiriinghoVen)
(GMD-MCZ)

(ersterTag)
(letzterTag}
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DerEinsatzdesStundenplansystems

tNTEGAimschulischenBetrieb 69

Stundenplaner(mitErfahrung)ausdenSchulen.

TeilnahmevoraUssetzungen:

CompUterkenntnissesindnichterfordertich

ZieldesSemlnarsistes,dieSeminarteilnehmermitderBedienungundderAnwendung
desStundenplansystemsINTEGAvertrautzumachen.
NachdemBesuchdesSeminarssollendieTeilnehmerinderLagesein,diespezie|len
AnforderungenihrereigenenSchulenineingabefahigeDatenumzusetzenundmitHilfe
desStundenplansystemsINTEGAStundenplanefUrihreSchulezuerstelten

lnstallationdesStundenplansystemsINTEGA

AufbereitungderschulischenGegebenheiten

ErsteilenvonStundenplanen

AuswertungvonStundenplanen

Vortrag,praktischeUbungen,Diskussion

H.-J.Schatz

BeratungslehrerfOrStundenplanfragenimLandHessen

A.Brelling
InstitUtfUrTechnologie-Transfer(Z2)

2Tage

25.Januarbis26.Januar

BeginndesSeminars:

EndedesSeminars:

10.OOUhr

16.00Uhr

(GMD-MCZ)

(ersterTag}
(letzterTag)
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FachlehrgangzumAnwendungsprogrammierer

Angeh6rlgedesh6herenundgehobenenDlenstesder6ffentlichenVerwaltungdes

BundesunddesLandesNW,diefUreineVerwendungalsAnwendungsprogrammierer

vorgesehenslnd.

Teilnahmevoraussetzungen:GrundkenntnissederVerwaltungsorganisationOder

mehrjahrigeVervvaltUngserfahrUng・

NachdemBesuchdesLehrgangssollderTeilnehmerinderLagesein,nachvorge-

gebenerAufgabenStellungselbstandigProgrammehohenSchvVlerigkeitsgradesfUr
DV-AnwendungenzuerstellenundAufgabenausderVerfahrensorganisationzu

verrlchten.

GrundlagenderDatenverarbeitung

EinfOhrung|ndieDV-Terminologie,AufbauundFunktlonsweisenvonDV-Anlagen

GegenUberstellungGro3-DV/MntlereDV・Technik/PC's.Anwendungsgebiete

derverschiedenenGr6Benklassen,VernetZungsm6g|ichkeiten(offeneNetze

in-house-NetZe),AufbauvonBetriebssystemen,Betriebsarten.EinfOhrunginein

Editierprogramm,TeXtbearbeitungund-verarbeitunganpraktischenBeispielen

hardwarenaheProgrammierungamBeispielMOCO,Uberb|ickUberdieverschie-

denenProgrammiersprachen,UberbtickUberlnformations-undKommunikations-

techniken,Entwic㎞ungstendenzen,Datenschutz,Datensicherung.

GrundlagenderProgrammierung

Programm|ertoglk:VerbaleundformaleBeschrelbungvonVerarbeitungs-

vorschriften,elementareStrukturenvonDatenundProgrammen,Diagramm-

darstellungen,schrlttweiseProgrammverfe|nerung,Prozeduren,Schnittstellen

UberprOfungundTest.

Dialogorganisation

PrinzipienderOnllne-Verarbeitung,FunktionsweisevonOnline-Systemen,Trans-

actions-Design,Dialog-Design,Masken-Design,Programm-Design.

MethOdendesstrukturiertenProgrammentWurfs,Datenorganisation
EntWurfvonProgrammenalsVorgabefOrdieCodierung.StrukturierungdesEntwurfs
durchschrittweiseVerfeinerungunddurchdatenorientiertesVorgehen(MethOde
nachM.Jackson).
BenUtzungverschiedenerDarstellungstechniken:
Baumdiagramme,Struktogramme,ProgrammablaUfplane,Pseudocode
WerkzeugezurUnterstUtzungderMethodenundTechniken.
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ProgrammlerspracheCOBOL

Sp頂chelemente,TemlnologlederSp抱che;StrukturierungvonDatennachStufen・

konzept:Vera由ettungvonsequentlettenundhdex-sequentlellenDat旬en;Unter-

programmtechnikundCodierungvonProgrammennachdatenstrukturorientierten

EntwOrfen,Maskengenerierung,Transaktionsprogrammierung,

SystementWurfundCOdierunginCOBOL
Funktlonen-,System-undCOdestrukturierungmitanschlieBenderCOdierungin
COBOLeinesdlalog-undformularorientlertenDV-AnwendungssyStems:Benutzer-
bezogeneFunktlonenstrukturierungmitNetZenauslnstanzenundKanalenund
datenodentierterModellierungderDialoge.Strukturierungeineshierarchischen
SyStemsvonMOdulnnachdemPhasen-/Schlchtenmodell.FestlegungvonDateien
undderlmport-undExportschnittstellenderModuln.DatenorientierterProgramm-
entWurfderMOduln.CodierungderModulnlnCOBOLundlntegrationzueinem
Gesamtsystem.

日nsatzvonPC's

LelstungsmerkmalevonPC's,Standardso丘ware,Einsatzgebiete,PCundHost

EinbindunginGesamtstrategie

Lehrgesp慮che,ProgrammiertatigkeitaufeinermodernenGroBrechenanlageundauf

M{kr㏄omputern;intensiVeGruppenarbeit.

U.SchOtz

lnstitUtfUrTechnologie-1「ransfer(Z2)

Lehrgangsdaue「 16Wochen

28.Augustbis15.Dezember (GMD-Biriinghoven)

fOrTeilnehmerausdemBereichder6ffentlichen

Ve「waltung

fUrTeilnehmerausanderenBereichen,sofern

PlatzeverfUgbarsind
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9」NLZＬD

EinfuhrungindieDatenverarbeitung

VorbereitungdesFachlehrgangs

zumDV・Anwendungsorganisator

Teilnehmer

Ziel

TeilnehmeramFachlehrgangzumDV-Anwendungsorganlsatorundandere

lnteressierteohnePrOgrammlerkenntnisse

Teilnahmevoraussetzung:Berufserfahrung

lnVorbere徒ungdesFachlehrgangszumDV-AnwendungsorganisatorsoltenTeilnehmei

ohneProgrammierkenntnisseinFormeines"Steilkurses"aneineablauforientie虎e,

prozeduraleundtechnischeDenkweiseherangefOhrtwerden.DerAnwendungs・

organisatorwirdspateranderSchn旋tstellezwischenFachbereichundDV-Bereich'

angesiedeltsein.Dahersol|teerindieDV-Terminologieelngearbeitetsem,umgegen-

se旋igeVerstandnisproblemederFachbereicheuntereinanderundmitdemDV-Bereich

OberbrOckenzuk6nnen.DahersollzuerstdieDV-Terminologie(nachDIN44300)ein-

geObtwerdenmZusammenhangmitderBedienungeinerGroBrechenanlage(unter

BS2000)undvonMikrocomputern(unterMS-DOSundEUMEL}。

lnsbesonderederUmgangmitversch|edenenEd旋orenwlrdeing甜bt,diespaterim

FachlehrgangzumDV-Anwendungsorganisatorbenutztwerden.

BeiderVerm肚tlungvonProgrammierkenntnissenstehtnichtdieSchreibweise(Syntax)

imVordergrund.WirverwendenhierdieSchreibweisevonELAN(Educationallanguage)
,

diespeziellfOrdenUnterrichtvonProgrammier-Anfangerngeeignetist.Vielmehrsolldie

hinterdenSchreibweisenstehendenBegri什lichke仕en(dieSemantik)ehgeObtwerden
,

dieindenwichtigstenprozeduぼlenProgrammiersprachenimmerwiedervorkommen:

dieBegri什eProgramm,Anweisung,Ausdruck,Datenoblekt,Zuweisung,Folge,Fall-

unterscheidung,Wiederholung,Prozedur,Refinement,Rekursivitat,lokalerundglobaler

Namensraum.Datenraum,Datei,Reihung,Datenverbund,DatengeWecht ,Zeiger,Pointer,

Modu|,abstrakterDatentypetc.

DasWortfelddieserBegrffebildetdiederSchreibweiseeinerprozeduralen

ProgrammiersprachezugrundetiegendeStruktur,diemitdemprozeduralenDenken

einhergeht:DieProgrammier-Muttersprache.

DieErfahrungzeigt,daBjedeweitereprozeduraleProgrammiersprachevordemHinter-

grunddieserbegr『flichenKenntnisseinsehrvielkUrzererZeitgelerntwerdenkann,als

bisherOblich.

DaherstehtnebendenhandwerklichenTatigkeitenderProgrammerstellungdieweitere

Einarbe忙ungindieBegriSHichkeitderDV-TerminologieimVordergrund.DieMethodik

desProgramm-EntwurfsistnichtThemadiesesSeminars
,daherwerdendie

Programm-EntwOrfemeistinFormvonBaumdiagrammenvorgegeben .DerBezugzu

anderenDarstellungstechnikenwirdaufgezeigt:NetzeauslnstanzenundKanalen
,

StruktogrammenachNassトSchneidermann,ProgrammablaufplanenachDIN66001 .

・
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lnhalt －ElnfOhrunghdieBenutzungVonDV-Systemen

ElnfOhrunglnPC's

UmgangmitdemBetriebssystemBS2000

-GrundlegendeBeg而sbestlmmungen

-KomponentenvonlnformationssystemenundihrZusammenspiel

DatentragerundexterneSpelcher

Hardwarekomponenten

Softwaremit〔}berb‖ckOberProgrammiersprach白n,Betriebssysteme,Compllerusw.

DatenUbertragung

-UmgangmitEditoren

EDOR(GroB-DV}

Te×tbe・und-verarbeitungaufPC's

-GrundbegrHederProgrammierung

Programmie面og|k:verbaleundformaleBeschreibungvonVgrarbeitungsvorschriften

elementareStrukturenvonDatenundProgrammen

Diagrammdarste‖ungen.

schritttweiseProgrammverfeinerung,

Prozeduren

Schn忙tstellen

UberprOfungundTest

Seminarlelter Dr.D.Craemer,U.SchUtZ

lnstitUtfOrTechnologie-「 「ransfer(Z2)

Seminardauer 5Wochen

O2.JanuarbisO3.Februar (GMD-Birlinghoven)

Tellnehmerkosten

BeginndesSeminars:・10.00Uhr(ersterTag)

EndedesSeminars:'12.00Uhr(letzterＴag)

DM2500,一 イ(jrTeilnehmeramFach[ehrgangzumDV-Anwendungsorganisator

DM4000,一 －fUrsonstigeTeilnehmer,sofernPlatzeverfOgbarsind
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MethodendesmodularenSystementwurfs

PhasenDokumenteundmethOdlsCheAnstitzefOrdenmOdularenSystementWurf

Funktlonen-undMOdulstrukturierungnachdatenfluBorientiertenAnsatzen(Structured

Deslgn,Gehelmnisp㎡nzip,abstrakteDatentypen)unddatenstruktur・orient|erten

AnstitZen(Jackson-Methode}.

DatenbankenundSystemeder4.Generation
Datenstrukturen,ElgenschaftenvonDatenbanksystemen,Datenbank-Technik,Daten-
bank-MOdelle(hierarchisch,CODASYL,relational),DatensicherungundDatenwieder-

gewinnung,VerwaltungundPflegevonDatenbanken,Datenbanksprachendervierten
Generation.

lnformationstechnischeSystememitneuenMedien

Technlken,Systeme,NetZeundDienstefUrlnformationsverarbeitungund

KommunikatlonzB.BildschirMteXtTelete×t,Telefax,LooaiAreaNetworks,Daten-

Obertragungin6ffentllchenNetzen,u.a

Betribbssysteme(EinfOhrung)

generelleAufgaben,charakteristischeMerkmale(Single-User,MultトUser,Multi-

Tasking,Multi-Programming,lnteraktion,lnterprozeBkommunlkatlon)funktionaler

Aufbau,Benutzerschnntstelle,Ngorithmen(Timesharing,ProzeBzuteilung,

dynamischePrio目tatenvergabe),Warteschlangenverwaltung,Spelcherverwaltung

(Paging,Swapping,SharedMemory),Anwendungskomponenten(Compiler,Binder

Lader,Debugger,Editor,Accountingsystem,Entwlcklungswerkzeuge).

EinsatzvonPC's

LeistungsmerkalevonPC's,StandardsoftWare,EinsatZgebiete,PCundHost,Ein-

bindunginGesamtstrategie

DV-Projektmanagement

DV-ProjektimRahmeninformationstechnischerl.nnovation;KonzeptionundVerg|eich

vonArbeitssystemen,KonzeptionvonSoftware-EtWicklungsumgebungen,Gegen-

standedesDV-Pojektmanagements,ZwecksetzungundQualitatsmerkmale;Projekt-

leitung,Projektgruppen(VerantWortlichkeiten,Arbeitswissen;Probtemeundihre

L6sungen);Projektablauf-undProjekteinfluBg6Benplanung,Projektsteuerungund

-kontrolle;Projektplane ,Projektdokumentation(Anforderung.Handhabung);

Arbeitstechniken,Werkzeuge,Hilfsm耐el
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Fachlehrgangzu叩DV・Anwendungsorganisator

AngehOrlgedesh6herenunddesgehobenenDienstesder6ffentllchenVerwaltung,

diezurVerwendungalsDV・AnWendungsorganisatorvorgθsehensind.

GrundkenntnissederVerwaltungsorganisation,abgeschlosseneVerwaltungsausbildung

odermehrjahrigeVerwaltungser「ahrung,sowieGrundkenntnisselnelnerh6heren

ProgrammierspracheoderBesuchdesSemlnarsNr.71"ElnfUhrungindieDatenver

arbeitung'vomO2JanuarblsO3.Februar1989.

NachdemBesuchdiesesしehrgangssoilderTeitnehmerinderLagesein,gemeinsam

mitFachbereichenundOrganisationAnwendungssystemederDVfUrverschiedene

AUtgabenberelchezuentwlckelnundeinzufOhren,aUfbau-undablauforganisatorische

ProblemeinlhrerGesamtheitzuanalyieren,methOdischeundverfahrenstechnische

L6sungenfUrSachproblemezugestaltensowieanwendungsorientlertePlanungenund

OrganisationenauszuarbeitenundinProgrammvorgabenundArbeitsanw創sungenzu

fassen.

GrundlagenderDatenverarbeitung

GegenUberStellungGroB-DV/M龍tlereDV-Technik/PC's,Anwendungsgebiete

AufbauvonBetriebssystemen,Betrlebsarten,EinfUhrungineinEditierprogramm,

TeXtbearbeitungund-verarbeitunganpraktischenBeispieten,UberblickOberdie

verschledenenProgrammiersprachen,Uberb‖ckUberlnformations-und

Kommunikationstechniken.

Diatogorganisation

PrinzipienderOnline-Verarbeitung,FunktionsweisevonOnline-Systemen,

Transactlons-Design,Dialog-Design,Masken-Design,Programm-Design.

MethodendesstrukturiertenProgrammentwurfs
EntWurfvonProgrammenatsVorgabefOrdieCOdlerung.StrukturierungdesEntWurfs
durchschrittvveiseVerfeinerungunddurchdatenorientiertesVorgehen(MethOdenach
M.Jackson).
BenutzungverschiedenerDarstellungstechniken:
Baumdiagramime,Struktogramme,Programmablaufplane,Pseudocode
WerkzeugezurUnterstOtzungderMethodenundTechniken
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NewsofNorwav

EDU(⊃ATION IN NORWAY
IthasbeenafUndamentalaimof巾eeducati(》nalpol三cypursued

inNorwayduring山iscenturytoraisethegenerUIlevel .ofeduca-

tlonamong山epOpulation.Inordertoirnp'rovestandards ,

aロen【ionhasbeengiventoprovidingbe【terteachers
,tospend㎞9

moreonbuildingsandeduca【ionalaids ,and【oincreasingthe

lengthoftimespentoneducation.

NorwegianchildrenarenowobligedtoaロendschoolR〕rnine

years、andmorethan90%oftheyoungpeoplecontinuetheir

schcolinginonefotmorano血erafterthiscompulsoTyperiod .

ItistheintentionしhatallyoungPeopleshouldbeentitledto吐1rθe

years'uppersecondaryeducation、anobjectivewhichw川

probablybereachedinthisdecade.

VirτuallyalleducationinNorwayisinpublichands.There

hasneverbeenasystemwherebyprivateinstitutionsproviding

educa【ionhaveexistedsidebysidewithsta【eandl㏄alauthority

schoolsanddifferentfromtheseinsomeaspectsoftheiractivity

andinthetypeofpupilsenrolled.Thereare,however,avery

smallnumberofpriva【eschoolsa【variouslevelswhichoperate

withthehelpofstategrants.Buαheseins【itudonshavetocomply

w"hlawsandregulationswhichapplytopublicschoolsofa

correspondingtype.Some99%ofNorwegianchildrenatbasic

schoolIevela賦endpublicschools,asdoapproxlmately96%

ofpupilsa【upPersecondaryschools.

EducationinNorwayisfree.Th釘earenodirectfeeseither

atthecompulso【ybasicschoo[ora"heuppersecondaryievel

(includinguniversities),andevenin【hecaseofadulteducation

onlynoπinalfeesarecharged.

Normally,educationalmaterialsareprovidedfreeofcharge.

Pupilsinbasiceducationlivingrnorethanfourkilome【ersfrom

也enea民s【schoolhavefreetransportation,andthosewhocannot

liveathomewhileattendingschoolareaccommodatedfreeof

charge.

Norwegianschoolsarecoeducatめnal,andtodayvirtuallyall

classesaremixed・Schoolsareobl三gedtooPPosediscriminatory

attitudeswithregardtosexrotes、and・fbrth三sreasondle爬is

nodifferenceincurriculumandsyLlabusforthetwosexes.Boys

andgirlshavethesameteachmgprogramsandattendtlesame

ciassesfc〕rsubjectssuchasdomesticscience ,needleworkand'

handicra丘,not【omentionfamily-lifecourses,whichare

compulsoryat由ebasicsch∞1.

ELEMENTARYSCHOOL

Norwegianchildrenbegin由eircompulsoryeducadoni皿

Augustoftheyear由eyreach也eageofseven・Thecompulsory

basicschoolisdividedin【otwosロges:thesix-yearjuniorstage

(age7-13}andthe【hree-year .youthstage(agel4-16).

Throughoutthesixyearsofthejuniorstageandduring由e

firstyearoftheyouthstageallpupilstakethesames山jects.

withou[difたrcndated陀aching,IntheeighthgradepupiLsmay

elects・ubjectsfronl由ecurriculumprovidedbytheschooiinfive

ot'Ihe`,bligatoryleachingPeriods.lntheninthgradeoption沮

suヒ,jec【so(=cupy10teachingperiods,andpupilshavethe

oppOriunityorchoosingabranchwhichwillgiveacertain

prcp)Iralion丘)rvocational【rain拍gatthcupPerse◎ondarylevel.

Thenmcツearcompulsorybasicschoolwasln〔roduccd

graduatlybya|1counliesin由eperiod1968・1975.Inconnec吟

tionwi【htheraisingof【heminimumageforleaving～chool、

dW(IUCStiOnefdiffcrcntlatk⊃ncr巳a【edconsiderablecSebratc.Vゾhcn

l▲1enew5y～tcmwas.introduccd.pupilsa"hcyouthstagcwere

二

assignedtodjfferentbranches㎞accordancewith【heirplans

f()rfUrthereducationandchoiceofcareer.Thenthisprocess

wasrej㏄tedinfavorofamoreflexiblearrangementincludirig

syllabusesofvaryingdegreesofdifficultyincertairrmajor

subjects-Norwegian、Englishandma【h.Thissystemwasaiso

discarded,andtodayclassesstaytoge吐1erfbransubjectsapart

fromthosewhichareoptionaL

EngliShiScompulsoryfc)raUpupilsfromfourthgradeonward,

andasecondforeignlanguagemaybechosenin由eeighthgrade.

Some60%ofthepupUsattheyouthstagetaketwofOreign

l加guages,thegreatmajoritychoosingGermanasthesecond

one・Thereisastatuto「yupPerIimitof30pupilstoaclassat

basicsch∞lleveLThisappliestoaUschooiswherethereisonly

oneyeargrouptooneclass,but垣sparselypopulatedareasthere

wiUof、enbeelementaryschoolssosrnallthatseveraＬyeargroups

havetobetaughtalthesa皿edme.'

THEUPPERSECONDARYSCHOOL

Theterm``upperSecondaryeducation"coversmosteduca-

tionprovidedbetw㏄n!heendofthecompulsorybasicschool

andthebegimingofhighereducation.Itisconcemedwith

providi皿geducationf()rpupilsintheirlOth【ol2thschoolyears,

inotherwordsyoungpeopleinthel6-19Ygaragegroup.

Previously,in{erTnediate-leveleducationhadbeenprovided

byanumberofdifferent【ypesofschoolseachoneindependent

oftheothers=Highschoolswithvariousbranches(gymnas),

vocationalschoolsfbrindustriesandcra負sandfbrclericaland

co㎜ercialsubjec〔s,sbhools。fdomesticscience,maritirne

schoolsandschoolsoffishing.Eachwasgovemedbypaπicular

lawsandhadparticulartraditions.However,Januaryl、1976

anewlawconceming匡heuppersecondaryschooltookeffect.

OneofthefUndamentalaimsof由enewlawistogiveeq岨I

sta【ustopracticalandtheoreticaleducation.Nowgeneralstudies

andvocationalstudiesexistsidebysideatthesameupper

secondaryschoolandcanevenbecombinedwithinthesame

course.

Nomally血euppersecondaワsch∞Ioffersthreeyearsof

education.C皿rsesareamngedwithadegreeofflexibnity

which,witlce戊ainrestrictions,enabiess田dentstochange

branchesandcourseswithoutwastingtime.StUdentSmayfinish

schoolaftereitherone,twoorthreeyears、sinceeachschool

yearconstitu【es,asfaraspossible,acompleteunitintemsof

courses.

Inprinciple,theuppersecondaryschoolisopentoeveryone .

TheStortinghasdeclaredthatanyyoungNorwegianhasaright

to由reeyearsofuppersecondaryeducationa丘ercomPledng

meninecompulsoryyears .Currently,greateffbrtsarebeing

madebyl㏄alauthodtiestoi皿c爬asethenumbberofstudentspa㏄s

soastoenableschoolstorealizethisa㎞ .But,asatempora「y

measure,studentsstmhavetobeenrollcdonase]ectivebasis.

1・19811山 ・・ew…apP…im・ 【ely650N四 ・gi・・upPe・

secondaryschoolswitha【otatofabouU45 ,000fiＬll-【imePuPils

taki・g・ ・e-y・a・c・ ・rse・ .Each・ ・ea・fsmdyi・dMd・dint・ ・

numberofbranches .Withinthetheoreticatfieldtherearcthree

branches:natUralscierlces
,socialsrudiesandlanguages.The

vocat:onaiareasofstudyhave山esamestructureas山e

山…eti・ ・1・ ・es 、・…i・ti・g・f・ ・・一 ・rtw・-y…fo・ ・d・ti。・

cou「sesfollowedbymoreadvancedcourses .

Theone・yearf(〕undationcoursesf()rvocationalsubjects
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correspondquilecloselytotheone-yearbasiccourseof山e

foancrworkshop'sctKooi.Thesecoursesprovidebasicvocationa】

training,wi由e叩hasiso叩1竃cticalwork・Thetwo-yearfounda-

tioncourseshaveaco㎜ncoreofgeneralsu句ectsoccupying

almosthalfthedmetable,regardlessofareaofstudy.The

rernainderof吐1eteachingPeriodsaregivenovertoeidherbas忙

vocatiomltraining,aesthedcsubjectS,physicaleducationorother

su旬 ㏄ts.Aftertwoyears,studentswhohavechosenvocatiollal

subjectsareregardedashavingserved【heequivalentofone

yeaピsapprenticeship.Theycan吐1ene三therstart01ajoborapply

fbraplaceintheadvancedvocationaltrainingsector.Asfbr

stUdentSwhohavechosentheoreticalsu切ects,theymayapPly

tobeenrolledf()rthesecondyearof山isbranch、

HIGHEREDUCATION-UNIVERSrnES

Byhighereducationismeantalltypesofprogramsprovided

byuniversities,collegesandotherpost-secondaryeducational

insばutionswhichmaybea江endedbystudentswhohavee"her

。omple蜘eir也 唯 －y剛PPersecondarypnDgmmorwhocan

.P・・ve由 ・1血 ・yha・ereachedac・ π・・PO・dinglevel・f

competen㏄.HighereducabOnusedtobe吐1ep爬rogativeofthose

whohadpassed血eirfinalexa皿inationattheoldgynmas(high

school).Thisexarpination,knownasexamena斤iu〃1,hasbeen

defmedastheequivalenttotheBritishGCE"A"Levelexami皿a-

tion,theGermanAbiωror由eFrenchbaccalaureat.

Universi【yprogramsinNorwayleadtoadegree,whichmay

be由ecα πd.phi'o'(humanities),cand・realorca脳 ゴ・scient・

(na値lsciences),α 麺!.tned.(m・dic㎞ ・),・and・ 声Oaw)・etc・

InscienceandthehumanitiesthereisalsoaSowerdegree-

cartd.mロ8,-whichmaynormallybecornpletedin[burtofive

years.1・ 。・de・t・tak・th・1・"・ ・itiSg・ ・eraily・ ㏄ ・・sa・yt・study

threesubjects,onef{)roneyearandtwof()rll/2years・A

studentwishingtotaketheadvanceddeg爬ewiUstudyoneof

吐1esubjectsheorshespentll/2yearson衣)rthefirstd年gree・

fbrafUrthertwotothreeyears.S【udentsωdngtheadvanced

degr㏄havetowriteadissertationonapanicularsuヒ'jectreladng

tohisorher呵or.Universitygraduatesmay.through血depen←

dentresearch,qualifプfbraNorwegiand㏄torate.

Almostalleducationatuniversitylevelisbasedon旬1-time

study.Thestudentshavetopassanentranceexamcalled
`"exarnenphilosophicum"be{bretheycans【artontheirchosen

【opics.Thephilosophicurnnormallyconsistsofaone.sernester

studyinciudingPsychology,philosophyandlogic・OnceenroUed

i,ad・g・eepr・9肌s〔 ・d・n〔sm・yspcnd・nywhe「ef「omfive

tosevenyearsachievingtheiradvanceddegrees.

P,evi。 、、lym・ …f・h・high・ ・ed・ca・i・ ・t・・kplaceint「adト

tionaluniversitiesandcolleges、bu"heneedforhighlyquahfied

,輌 ・li・t・i・m。・e・・dm・ ・e行・ld・hasgradual1γled.`o垣e

,、tabli、h爬。t。fanu・ ・be・・fpO・t-sec… 助 ・㏄ …nalinstlt}L←

tions.Also.neware由eso<alledregionalcoUegeslocatedm

diffe,e、,陣 ・価ec・ ・n・ry.1・h・ ・bee・d・ ・idedthFtthr「eo;ght

蒜:㍑ 篇膿nc撚i=隠 隠=

≧盗難 蕪蒸
w蒜 忽 忽 蒜

,1d・。,…1・ ・…-Om・u・

鷲 鷲繕竃、総 灘i

toincreasethiscapacityto80,000inしhecourseof【he1980s,

Thegovemmenthasindicatedthatmostof血enewstudentspaces

aretobeallocatedtoshortvocationalcourses.

Norwaytodayhasfburtrad"iona▲universities;由euniversities

ofOslo,Bergen,TrondheimandTromse.Allfburarestate

institutionsbuteachhasaconsiderabledegreeofautOnomy,The

UniversityofOslois【heoldestandlargest.Itwasestablished

inl811,andwastheonlyNorwegianuniversityinexistence

unt日1946,whentheUniversityofBergenwasestablished.

In1978theUniversityofOslohadsomel9,000studen【sand

astaffofabout3,700.1岱sevenfacultiestoge血ercoveraUtradi-

tionaluniversitysubjects.・TheOsloInterna【bnalSummerSchool

is【mdertheausp▲cesofthisunjversi【y,andeachyearabout250

studentsfromallpartsoftheworldattend.Thelanguageof

instructionisEnglish,andtheSummerSchoolgivesagood

加roduc【iontoNorwegianlifeandipstitutions.

Thecounロ ヅsyoungestuniversitycameintobeinginl969.

㎞TromsenorthoftheArcticCircle,Itisoneofthemost

nor廿lertyseatsofleamingintheworldand㎞1982hadabout

L500sωdentsandastaffofsorne630、Theuniversityoffers

coursesleadingtodegreesinmedicine,naturalsciences、

humanities,s㏄ialstudiesandfisheriess【udies.

TheUniversityofTrondheimcomprises【hreepreviously

independentestabUShments:theInstituteofTechnology,the

AdvancedCollegefbrTeachersandtheRoyalNorwegian

SocietyofSciences.【nadditiontotradi【ioI凶subjec【s由euniver-

sityoffersadvancedcoursesinanumberofengineeringand

【echnologicaldisciplines.

Norwayhaseightspecial已ed'coUegesofferingadvanced

degr㏄swithintheirrespec匡ive行elds:theAgriculnlralUniversity

ofNorway,由eAdvancedSchoolofMusic.theVeterina【y .

CollegeofNorway,dleNorwegianSchoolofEconomicsand

BusinessAdministration,theS【ateAcademyofArt.the

NorwegianCollegeofPhysicalEduca【ionandSpo【 τ,theOslo

SchoolofArchitecture,anddleNorwegi加CollegeofFishing.

FINANCING

Thes【atefinancesprac【icallyaUeducationinNorway、with

由etotalfUndstobegranteddeteminedby由eS【ortingaspart

oftheannualbudgetdebate.Withinhighereducation【he.

individuales!abllshmentsehjoyaconsiderabledeg爬eof

au【onomywhenitcbmes【odecidinghowthefUndsgranted【o

themaretobespeat.Privateinscitutionsalsohaveaconsiderable

propOn…onoftheirrunningcostscoveredbythes【ate・S【uden【s

atthesees【ablishmentshavethesamerighl【osta【escholarships

andloansasthosesrudyingatpubliclnstl【uuons・

HighereducationinNorwayisfree.Thestudentspayonly

as!nallfeewhichg㏄s【owardwelfareactivi【iescarriedoutby

〔heirownorgan立ations.lnl982thisfeewas230問(rperterm.

Astudentwhohaspaid由etermfeeandwho迦sferstoanother

universityinthesametermwillnothavetopayanotherfeefbr

山a【term.

TheStareEducan'onalLoanFundwassetupinl947andnow

cove「sal!fU11`timecourseslastingfbrmorethan31/2months
.

above小ebasicschoollevel.㎞Norwayandabrx)ad.Forsn】dentS

bebw20yearsofagethereisameanstestbasedonparentS'

i.ncome・Scholarshipsandloansaregra爪edtwiceayear.and

l…i・ ・tat:m・ ・rsa・e・ ・p・idwi山i・15y銘 ・saft・ ・血 ・ ・tude・t

hascomp』edhisorherstudy .Inordertobeconsideredf()r

ascholarshiporloan 、astUdentmus〔demonstralethatheorshe

lsp「09「essmgatareasonablerateandilaccordancewithnoms

laiddownbytheStateEducationalしoanFund
,

一274一



NewsofNorway

Rescarch Decentralization inNorway
Editedf而m``ResearchinNorway,,,1981

Termssuchas"de㎜mdcconロ 。1","-d㏄ision-

making"頷d"d㏄en輌edgovemmenピ'usedinapOsitive

sensehavebecomerecurrentitcrnsinthepOliticalvocabulary

inNorway.i1血ediscussioh爬ladngtoresearchpOlicythesame

tennsrecurinthedemandsrnadeforincreasedpubliccontrol

oftheresou【 ℃esavailablefbrresearch,thedece爪ralizadonof

researchactivities,andincreasedpracticalinfiuenceonthe

researchdone.

Behind由euseofsuchteminobgy血ereisafeelingthatit

ispo[iticallyimportanttointroduceachangeinthedistribution

ofresponsibility,thatthereshouldbeawidergeographical

distributionoftheresearchworkandothers㏄ietalactivities,

andthatthereshouldbeanactiv己tionofpersons,groups,

institutionsandregions血atmakeuseofdleresearch.During

由el960sandthel970s由esepoliti(;aldemandswererecogniZed

bytheinitiationofaseriesofcomprehensivereforTnswhich

entailedtheestablishrnentofnew,regionalizedadministrative

andgoverningbod三esandawidergeographicaldistributionof

institutionsofhigherIeamingandresearch.

皿 一 ㎜OF-COLLEGES

㎞thel960sand1970snewinstitUtionsofeducationand

researchwe祀built.throughoutNorway.TheUniversityof

Tromsewasestabtishedin1968,andin1969thefirstthree

reg輌onalcollegeswerestartcd,tobefbllowed㎞1970bythree

more.Subsequentiy,regionalooHegeswereestabUshedinseveral

othercounties.

Thename``regionalconege',indica缶sthatconsideradonsof

regionaldevelopmentlaybeh三ndtheestablishmentofthese

oolleges;andlinkingthecollegebynametoaparticularcounty

-e.g.theOpplandRegionalCollege-identified也efavored

region.Someoftheco皿egeswerebuiltinsmaUandmedium-

s測towTlssuchasLineharnmer,BodeandSlavanger,butsome

wereerectedinsuchnlraltOwnshipsasBe,Volda,Altaand

Rena.

Inl975thenewcollegeswereadministradvelyorganiZedinto

aregionalco皿egesystem,lntowhichin1977thepreviously

establishedteachers'trainingcoUeges,technicalcollegesand

sodalworkers'collegeswereincorporated.InI981hea[th

.

servicetrainingwasalsoincorporatedinto也esys:em,sothat

lhetOtalnumberofinstitutionswithfbrrnalregio脳ilcollegestatus

reachedaboutl50.

REGIONALDEVELOPMENTANDRESEARCHPOLICY

Theestablishmentofthenewregionaleducationalinstitutions

ledtoanimportantinfluxofqualifiedresearchpersonnelinto

theregionaidisuicts.inaresearchrepOrtfrom也egovernment

in1981口1esignificanceofthefact吐1attheregionaldistricts

hadbeensupphedwithqualifiedresearchstaffwasstrongly

emphasized.

Thereportstated:"Thisprovidedthebasisfbrconducdng

researchactivityinconnectionwiththeregionalcolleges,which

hastoagreatdegreeinfluencodthecourseofresearchdeve【oP-

mentintheregions".Inthereportitwasalsoexplicitly

confirmedthatthegovemmentwouldseektr)expa皿dtheregionaI

cOllegesystemin也eyearstocome・

Fromtheendofthe1960stleresourcesinvestedinresear℃h

weregr:atlyinc祀asedinboth也eprivateandthepublicsectors.

Thevigo【ousexpansionwasofaspecialcharacter,anditwas・

thes(}-cal!edp口cticallyorientedresearch,speciallyco㎜is-

sionedorsponsoredresearchthataccountedfbrmostofthe

groWth,whereastheresourcesatlottedtobasicresearch

stagnated,relativelyspeaki皿9.

Itwasindustry'sownlabOratotiesandaconstantiyincreasing

nurnberofindependentresearchinst江utionsthatwereable【o

absorbthenewgrowthin【heresearchsector.Theuniversities,

on吐1eo吐1erhand,we爬atthiSdmecapableonlytoasmaUdegr㏄

ofincreas㎞g血eirresearche∬br岱.Thiswas口1ecaseinspile

oftheirpOtentialcapaciryandcornpetence.Theirtraditional-

and,somewouldsay,one-sided-orientationヒowardbasic

=℃hcornbinedwithfearoflosingindependencebyallowing

researchtobespecificallycommissionedorsponsoredseemed

⑩beamajorreason{br【heirlackofengagementinthefight

fbrnewresour℃es・Theregionalcolleges,however,w口lingly

engagedinth姪s血gg1e,andwithgoodresults .Astudyunder-

takeninl979bytheihstitutefbrStudiesi皿Reseal℃handHigher

Educadonrevealedaclearpredominanceofpracticalresearch

..1▼咋'.

.・'コ担 当

・'〕・・.

Afonne・bo・rding-housebecamethe

Dep・rtment・fEducati・ ・atηhe・ryatthe

Regi・na'Cbt'ege(ゾ(iρpland ,Li'lteha,朋e..
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intheregionalcollegesystemasawhole.

INDEPENDENTRESEARCHIblSTITUTIONS

Inl979nolessthan70%of吐1eresearchprojectsconducted

byregionalcollegeswasclassifiedasbei皿9Practicallyorien【ed

inonewayoranother.Despitethenewinstitutionsandtherapid

grvwth,the爬searchconductedat吐1eregionalcollegeswas

nom姐ydevelopedasanineg【Ulpartoftheirordinaryactivities.

Bptinsomecountiestheexistingpressureledtoatternative

sotutionstotheorganizationatproblems.Independemresearch

foundationswereestablishedinconnectionwiththecollege,and

theseinstitudonsweregiventheadministra【ive祀spOnsibility

fbrtheregionalresearch.Qultecharacteristically,itwas

Rogaland,thecountymostcloselylinkedtotheoilindustryin

theNorthSea,thatwas【hefrrst【oestablishsuchafoundation

inthemid-'70sunderthenameof'`RogalandResearch".

DECENTRALIZATIONPROBLEMS

Themainproblemconfrontingregionalizedresearchin

Norwayislmkedto由equestionofdevelopingfavorable

conditionsat由eregiolialcollegesf(〕rbasicresearchand血e

爬crui【mentof祀searchstaff.Prac【icallyorientedresearchneeds

co【1tactwithbasicresearchinordertodevelopbothperspec-

tivearidquaiity,andbasicresearchrnustthereforebereinfbncod

a【theregionalleveL

TheMinislryofCulturerecentlyexpressedaneedformore

orderintheNorweg垣nsystemofresearchinstitUtions.There

shoutdbernorecollabOrationbetweenthedifferentinstitutions,

andoneshoutdalsobewillingtoreducethenumberofresearch

establishments,theMinistrysaid.Emphasisshouldbegivento

thestimulationoftechnologicairesearchandresearchlha【can

promoteeconomi¢grow〔h.aswellastobasicresearchandthe

gradualbuildupofcompetence.'

THE RESEAR'CH COUNCILS

ThemostimpOltantinnova【ionsasregards【heorgan立ational

improvementandexpansionofNorwegianresearcharethe

researchco朋d'∫,allofwhichhavebeensetupsincel945.

Theyare:

・NorgesTeknisk-Na【urvitenskapeligeForskningsr査d.

NTNF、(TheNorwegianCouncilfbrScientificand

IndustrialResearch)establishedinl946;

・NorgesAlmenvitenskapeligeForskningsrdd,NAVF,(The

NorwegianResearchCouncilfbrScienceandthe

Humanities)establishedinl949;and

●NorgesLandbruksvi〔enskapeligeForskningstad.NLVF.

(TheAg亘culmralResearchCouncilofNorway)alsoset

upin1949.

Thethree 、researchcouncilsarepublicinstitUtions・ τheyare

allorganizedonthesameprinciples,butworkdifferently

accordingtotheirvariousspheresofinteresしOneofthemost

markeddifferencesbetween由eCouncilsisthatNTNFhasset

upanumberofresearchcentersoni【sown.whichitoperates

ongenerousbudgetsderivedinparτfrompublicfUndsand

partiaUyfromtherevenueaccruingfromassignmentscarried

oulbythecenters.TheothertwoCouncilsoperatelargely

thrvughsuchexistinginstltuOonsasumversInes,museums,lest

centersandotherorganizedestablishments.Grantsmadetothese

CouncilsderivelargelyfromtheproceedSofthenationalsoccer

pool,whichisrunby吐les脇te.

Theproponlonof由esoccerpoolsurplustobea‖ ㏄a【ed【o

theresear℃hcounciIsislaiddownbylhelaw.ThisgivesNAVF

andNLVFaprede(eminedframeworkwithinwhichtocarry

on血eiractivities.Wi由in出isl㎜ework,however,也eCouncils

erりoyfargreaterfreedomindiSposingofthesumsmadeavailable

⑩themthaniscustomarywhenpublicfUndsareinvolved.This

enablesthematshortnoticetoencouragethep呵ectswhich

intheirviewa爬mostdeservingandwhichoffヒrthemost

pro㎡seofsuccess.AstheCouncilsreceivesubstantialfUnds

from由esoccerpooltheyhavedonemuchtomakethesystem

offinancingresearchmoreflexib .leand【herebytostimulatethe

influxofnewrecIuitsintothefieldofresearch.Thisapproach,

inturn,hascontributedrnuchtomakingpossibletherapid

expansionoflearninginstitutionsoverthelastl5years.

Asubstantialportionoftheproceedsofむhenationalsoccer

pool(nearlyone-half)findsitswayviatheresearchCouncils

intotheinstitutionsofhigherIearning.Councilgrantsaremade

directtytoeachresearch吐1sti風"ionaf、erevaluationofresearch

pr()jects,PersonnelandthefacMtiesavailablefbrcomplerion

oftheprqlects.Abalanceisstruckbetweentheprojectsand

expenseswhichshou【dpreferablybechargedto【heinstitution's

ownfUnds.

Together,thethreeresearchC卯ncnscoverthewholerangg

ofnon-rnilitaryresearch.Theirspheresofactivi【yare

su㎜a市edinthenamesoftheCouncilsthemselves.NAVF,.

whichissubdividedinlofivespecializedsections,includesa

sectionfbrnaturalscience.In【hisfieldadistinctionismade

betweenNAVFandNTNF,thefirstbackingbasicscientific

researchass㏄iatedwith【heuniversities,whileNTNFischiefly

concemedwithappliedresearchofinteresttoindustry.

TheresearchCouncilsdistributeagreatdealoftheirfUnds

on白ebasisofapPlicationsreceived,but吐1eyarea[so,byvirtue

ofホeirstatutes,initiatingbodiesandadviserstotheau【horities.

InordertobeabletoperforrntheirvarioustaskstheCouncils

havebuUtupanextensiveadministration.Oneofthem,NAVF,

hasitsownresearchdepartment,andaU〔hreeCouncilscarry

outagreatdealofpublishingandinformationwork.
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6,ノ ルウェー学校教育用ソフトウエアー覧

TheRoyalNorwegianMinistry

ofChurchandEducation

Sofftwareprrojects

NationalProgrammeofACtionforthe

IntroductionofComputersinSchools.
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DArrASIIDA(Keepingreindeer)

,・Ap・ 。gra㎜ ・whi・h・im・1・t・ ・th・keepi・g・frei・deerthr卯gh。uta

yea「 ・

Fort}ユelowerandupper-secondaryleve1.

:;会G蕊E漂 漂 。9g:ggRg'語 誌 丁:)va。 、。。.・。arni・gdifficu・ ・i・・
inconnectionwithspecialeducation・

DIALEKTKUNNSKAP(Dialects)

Ap・ 。gram・f・rd・termi・i・gN。 ・w・gia・d工 ・1ect・f・ 。mva・iedspeech

reco工dings.

Forthelowerandupper-secondaryleve1.

2豊 麗A。6:蕊:艦 二 器 瓢 。th。 。e。。e。・d・re・t… 。M・yb・ ・sed
inmanysubゴects・

Fortheprimaryleve1・

EKSPERTEN(Theexpert)

Apr。gra㎜ef・rl・calizingfaultsinTV-6ets・

FortheupPer-secondarylevel・

ELEK[VRO/S工NUSKURVER(Electro/sinecurves)

Ap・ 。qra㎜ ・f。rc。 ・・tructi。 ・andgraph・ 。fi・a・ ・inecurves'phase

displacementsandoscillations・

FortheupPer-secondarylevel・

ESPENIASBJ¢RNSENOGMOE(Fairy-tales/folkloエe)

Anadvent・ ・eg・m・,b・ ・ed・ 。・the・1assi・a1N。 ・w・gianf・1k1・ri・tic

fairy-tales・

Fortheprimarylevel・

;1灘E:。fM蒜2。{1品s↓ 。t。b。。e。,reg・.ter、 。ndfi….・ ・i・・b・…r
variOUSprOgra㎜ing-langUageS・

FISKERIBEDR工FT(Fishingindustry)

A合irnulati。np・ 。gramm・f。 ・th・a・ ㎞i・i・trati・n・ffi・hi・gi・dust「y

units.

Fortheupper-secondarylevel.

FINANSMIN工STEREN(MinisterofFinance).

ThestudentplaysthepartoftheMinisterofFinanceユnan

,GNP,irnaginaryc。untry.Thepr。gra㎜edealswithun・mp1。y「nent

import/export,inflation,etc・

For七heupper-secondarylevel.

IL;呈8;。 ∫::遼;b::k::9)、A、p。 。,_。 ・RESA・D…r・ ・ig・・b・ ・k・・g・
FortheupPer-secondarylevel・

FORMOGFARGE(Shapesandcolours)

Aproqra㎜eforanalysingcoloursandgeometricalforms・

Fortheprirnaryandlower-secondaryleve1.
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NORWEG工ANSOFTWAREDEVELOPMENTPROJECTS1988

ThefollowingbrieflydescribesthevariousNorwegiansoftware

forthedeveloprnentprojectsundertheNationalProgrammeofAction

IntroductionofComputersinSchools.TheProgra㎜ehasbeen

administeredbytheDatasecretariat,undertheRoyalMini6七ryof

ChurchandEducation.

AIDS

Asimulationprogrammeab卯thowaidsmayspread,andinf◎rrnationon

howthevirushasdevelopedinEurope.

AKVAKULTUR(Aquaculture)

A6i刑lationprogrammeforfish-farming.

FortheupPer-secondarylevel・

ARVE口ERE(Genetics)

Theprogrammemakesexperimen七ingwiththegeneticrulespossible・

Forthelower-secondarylevel.

AUTOGRAF

Aword-processortalsosuitableforspecialeducation.

BALLONGFERD(Thedirigibleballoon)

Theprogra㎜esimulatesaballoon-trip,usinqvariablessuchas

weight,temperatureandwind-force.

Forthelower-secondarYlevel.

BJELKER/SKRUER/KNEKK(Beams/screws/sections)

Aseriesofillustrativeprogrammesformechanicalschoo1-subjects・

FortheupPer-secondaryleyel・

BLISS

BIissisaco㎜unicativernethodusingsymbols.Theprogra㎜ehelps

thefunctionallydisabledtouseBliss.

BREMS(Brakingeffects)

Theproqra㎜esimulatesthebrakingfunctionandeffectonthe

screen・Theresultispresentedgraphicallyandinfigures・

ForthelowerandupPer-secondarylevel.

DATAFLOR△

Aprogrammeforthedeterminationofbotanicalspecies.

Fortheprimaryandlower-secondarylevel・

DATA

Alarge

HEIMSINS (Localhistoricaldata)
collectionofdemographicdata

specificarea.
fromagivenperiodanda

ForthelowerandupPer-secondarylevel・

DATAPED

sirnulates

deterrnined

FortheupPer-secondary

(Dataphysics)
thetrajectoryofoneormanyparticlesbasedon
orcalculatedinfluences.

level.
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FORMGIVNING/ORNAMENTIKK(Design/ornamentation)

Aprogra㎜efoエdesigningandworkingwi七hshapes,pat七erns,

ornamen七8andtypes.

FortheupPer-secondaryleve1.

FULLFARTMEDNEWTON(FullspeedwithNewton)

Aprogra㎜eforthestudyofNewtoピslaws.

Forthelowerandupper-secondarylevel.

GLOSEBOKFORD¢VE(Glossaryforthedeaf)

.Usesvideo/interactivevideototrainthesignlanguage・

GRAFTR工X

Asoftwaredevelopmenttoolwhichallowsforbetterqualityand

greaterefficiencyinprogra㎜ingandmaintenanceofsoftware・The

systeraincludesalibraryofroutinesfacilitatingthetransferof

softwarefrornonernachinetoanother.

HANDI、ETRENING(Shopping)

Aprogra㎜eforpupilswithlearningdifficulties,givingtraininq

inwriting8hopping-1istsanddoingcalculations.

HAVBRUKS¢KONOMI(Fi8h-farmingeconomics)

Aninte「activeprogra㎜etopracticeadministeringafish-farming

un■t.

FortheupPer-secondarylevel.

工SNEDSMELTING/LANDHEVING(Ice-melting/1andalterations)

AprogrammemadeincooperationwithTromsσmuseum,dealingwiththe

meltingoftheqlaciersandthesubsequentlandalterations・

FortheupPer-secondaryleve1.

KLIMAANLEGGIHUSDYRROM(Air-conditioninginbarns)
Aprogrammeforcalculationoftheneedforair-conditioningin
barns.
Fortheupper-s'econdaryleve1.

KLOKKETREN工NG(Tellingthetime)

At「ai .ningprogra㎜eforbothanalogueanddigitalrepresentationof
thetime.

Forspecialeducation.

KLOSSKASSA(Boxofblocks)

A 、pedagogicaltoolforconceptualtrainingthroughtheu8eof

symbo16.

Forthepre-schooilevel.

KOMPOSISJON/FARGE(Composition/colour)

Atoolforthecompositionofpatterns,shapesandcoloursinarts

andcrafts。

FortheupPer-secondaryleve1.

KONTAK「r

Aswitch-controlledwordprocessingprogrammeforthehandicapPed・

LAGAMUSIKK,EG?(CanImakemusic?)

Anextensivemusic-proqra㎜eusingicons・

Fortheprimaryandlower-secondaryleve1.
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LASTEBILEN(Thelorry)

A1・OGO-inspiredprogrammeforproblemsolving ,forpupilswithi.a.

i竃i竃1?::d・ 霊:;・瓢:99i:・1';;';・R瓢 認gP「opo「t'.ns
Forspecialeducation .

LESESPORT(Readinq)

全潰:'9ヲ6:0言 〔:。9':?dat'ea「n'ngt。d'st'…'・hb・t・ee・th・
Forchildrenwithlearningdifficulties .

LILLEBYBLAD(Thenewspaper)
ThestudentsPlaythepartoftheeditorialstaffonanewspaper .
ForthelowerandupPer-secondaryleve1 .

;ご:6呈a穎:三 蒜 「、Xh:、:.認 註Wiム。.
Fortheupper-secondarylevelandhighereducation .

MATGRAPH(Mathgraphs)

蹴;lateSequat'。nS'veCtOr・'

graphics.
FortheupPer-secondarylevel .

integralcalculusandgeometry

MATH工LDE

A
.P「ogra㎜eaimedatcreatinganundetstandingoflenqth,hight,

etc.Sizet

Forspecialeducation.

MATpADATA(Nutriti。n)

Aprogra㎜ewhichshowsthenutritionalcOmponentsinvariousfood
.

FortheupPer-secondarylevel .

MEKLAB(Mechanicallabqratory)

All。wsf。 ・ ・impl・ ・experiment・i・phy・ic・thr。 ・gh・im・1ati・n .
Fortheupper-secondaryleve1 .

MIKROSIM

Thesimulationofamicro-processoronthescreen .
theupPer-secondarylevel.For

MONSOGMARTE

A`'b。ard-garn・Hf・rtrai・i・9・etth…y
,th・r・ultiplicati・nt・b1・ ・

andsumswithnumberswithmorethanonedigit
.F

ortheprimarylevel .

MOSAIKK

Atoolformakingproto七ypesofmenu-controlledsoftware .rrhe

programmerusestheprototypetomakethefinalVersionofthe
software.

MOTORPR②VING(Testingengines)

Atool-progra㎜eforfindingmalfunctionsintractorengines .
Fortheupper-secondarylevel.
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X¢ζ99?B,;9G.:=1::t;:轟 鑑;;t識 。gP。ttern・f・rc…h…
FortheupPer-secondaryleve1・

NJORD.

A。advancednavigati。 ・-siml・t・r,withm・d・i・f。ri・a・ 。bse「vations'

in8trurnent-ruanagementandcalculation6.

For、theupPer-secondarylevel・

NOAHSPRO肌EM(Noah'sproblem)

Simulatesanecological8tructurewithinalimiteda「ea・

Foエtheprimaryleve1・

IO;㌶:;、and。v。 、。p。dL。G。 。hi。h。 。yea・i・ybead・ 岬 ・…h・ ・
user-groups,dialec七sorlanguages・

NSD_DEMOGRAF工OGNERINGSSTRUKTUR(Dernographicsand

㌶ ㌫ 認.P。 。k。g。f。r,hea。a・y。i・ ・fi・d・ ・t・…
Norwegiancountiesandmunicipalities・

Fortheupper-secondaryleve1.

industrial

コ
structures■n

IS;;霊 ㎜ 。.P。 。k。,。f。 。thea。a・y。i。 ・・d・t…p・ ・i・ica・ ・・…a・d

attitudes.

FortheupPer-secondarylevel・

XSB;9漂 。lf巴R劉::蒜h。 謬 認 。,・h・v・ …a・d・ ・t…d・ …　
youthinvariousEuropeancountrles・

FortheupPer-secondarylevel・

蓑竪:謬:Kミ;"雲 。{調:濃 去。3e確 認 ・w…hi…uence
indu8trialdevelopment・

FortheupPer-secondarylevel・

麗Si士8と 。ぽ 三:。lagA。 。a、。。、。,、。n。t。 、。、pund。 。。t・・d…'・ ・…
Forthelowerandupper-secondarylevel.

RADIO![1]V-VERKSTED(Radioandtelevisionworkshop)..
ofaserv工c工ngAneducationalpackageforinventorycontrol

workshop・

FortheupPer-secondarylevel・

器:A;霊:麗r盤:,::e蹴:、:÷laぽ1)・ ・re・・・・…y・
Fortheupper-secondaryleve1.

漂p雲;;。 ㌫e認;1。 。t。。g。ap・ ・。d・m…tra七i・ ・ …h・var・ ・t・…i・
v。1taqeinc・ilsandm・t。rsin"truetime"・

Forthelowerandupper-secondarylevel.
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SE(Read)

Atrainingprogra㎜eforchildrenwithreadingdifficultie6.

Forspecialeducation.

SESAM

Asysternforstatisticanalysisofdemographicdata.

Fortheupper-secondaryleve1 .

S!AEL¢RKENSPREDNING(Shae1-thegrowthofthedesert)

Theprograrnmesimulates七hegrowthofdeserts
,withthe8tudents

playingtheroleofanornadicfamily.Developedincooperationwith

theNorwegianRedCross.

Forthelower-secondaryleve1 .

S工MTEK

Atoolforworkingwithdynamicsimulation
twithready-rnademodels

asexamples.

SURNEDBφR(Acidicprecipitation)

Simulatesthe ,effectsofacidrainon七helifeinalake.
Forthelower-secondaryldvel.

丁工K工ARTIST

Adrawingprogra㎜e.

Forthelowerandupper-secondaryleve1 .

T工MEPLANLEGGER(Periodplanning)

Atoolforperiodplanning.

Fortheprirnaryandlower-secondaryleve1.

TlTRERKURVER(Titration .curves)
Simulatesandillustratestitrationcurves .
FortheupPer-secondarylevel.

T¢MRER(Carpentry)

Atoolfordesigningvariousconstructionsofwood .
FortheupPer-secondarylevel .

UNGDOMS¢KONOMI

simulat6stheconsumer

Fortheupper-secondary

(Youthandeconomy)

situationfortheyo皿g.

VANNKJEMIISMOLTANLEGG

Aprogra㎜eshowingthe

Fortheupper-secondary

1eve1.

'
(Aqua-chernistryforfish-farming)
factorswhichinfluencefryinfish-farming.
leve1.

VEVPLAN(Weaving)

Atoolfordesigningandanalysingwovenfabric .
ForthelowerandupPer-secondarylevel .

VERMELDING(Weatherforecast)

Aproqra㎜esimulatingvariousweatherconditionS .

Forthelower-secondarylevel.
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